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･ 本報告書の内容は、JICA が受託企業に作成を委託し、作成時点で入手した情報に基づ

くものであり、その後の社会情勢の変化、法律改正等によって本報告書の内容が変わる

場合があります。また、掲載した情報・コメントは受託企業の判断によるものが含まれ、

一般的な情報・解釈がこのとおりであることを保証するものではありません。本報告書

を通じて提供される情報に基づいて何らかの行為をされる場合には、必ずご自身の責任

で行ってください。 
･ 利用者が本報告書を利用したことから生じる損害に関し、JICA 及び受託企業は、いか

なる責任も負いかねます。 

<Notes and Disclaimers>  

･ This report is produced by the trust corporation based on the contract with JICA. The 
contents of this report are based on the information at the time of preparing the report 
which may differ from current information due to the changes in the situation, changes in 
laws, etc. In addition, the information and comments posted include subjective judgment 
of the trust corporation. Please be noted that any actions taken by the users based on 
the contents of this report shall be done at user’s own risk. 

･ Neither JICA nor the trust corporation shall be responsible for any loss or damages 
incurred by use of such information provided in this report. 
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案件概要 

 

水分計測トレーサビリティシステムによる
コメ水分管理体制構築に関する普及・実証事業

株式会社ケツト科学研究所（東京都）

ミャンマー

 コメ水分管理に対する管理・維持体制が
未整備

 収穫後過程でのコメの水分管理が適切でなく、
市場価値の低い破砕米が大量に発生

 水分値の相互確認が行えないため、
コメ取引価格が不透明

 国際競争力向上へのリスク

ミャンマー国の開発ニーズ

普及・実証事業の内容

 トレーサビリティシステム構築に必要な資
機材を設置後、C/Pに対してトレーサビリ

ティシステム運用に係る技術を移転

 コメバリューチェーンの各ユーザーが提案
製品を用いて水分管理を行うパイロット活

動を実施し、トレーサビリティに基づいた
水分管理の有効性を実証

 セミナー等を通じて、トレーサビリティの重要性
および提案製品である水分計の有効性を実
証し、製品の普及方法を検討

提案企業の技術・製品

穀物水分計

ISO国際基準・各国国家基準

計測精度に準ずる高精度水分計

相手国実施機関：教育省研究革新局、
商業省消費者局
期間：2017年11月～2019年9月
事業サイト：ヤンゴン他

水分計測トレーサビリティシステム

計測現場で計った水分値が、

国家基準精度に沿ったものに
なるよう連動させるノウハウ・技術

事業概要

日本企業側の成果

精米時破砕率削減による収入増加

販売時の不良米減少による販売量
増加

コメバリューチェーン間の取引公平
性向上

ミャンマー側に見込まれる成果

産業技術総合研究所（産総研）との
本事業実施に係る連携

技プロ「バゴー地域西部灌漑農業
収益向上プロジェクト」との連携

 ミャンマー国内市場への本格拡販
将来的にコメ以外の穀物も展開

現状

今後
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要約 

案件名： 
和文 水分計測トレーサビリティシステムによるコメ水分管理体制構築に関する普及・実証事業 
英文 Verification Survey with the Private Sector for Disseminating Japanese Technologies for Formulation 

and Management of Rice Moisture Content Traceability System 
事業実施地 ヤンゴン（Yangon）、レグー（Hlegu）、コメ生産地域数ヶ所 
対象国 ミャンマー 
政府関係機関 教育省・研究革新局（Department of Research and Innovation, Ministry of Education: DRI） 

商業省・消費者局（Department of Consumer Affairs, Ministry of Commerce: DOCA） 
事業実施期間 2017 年 11 月～2019 年 9 月（1 年 11 ヵ月間） 
契約金額 99,992,880 円（税込） 
事業の目的 ミャンマーにおけるコメ水分計測トレーサビリティシステム構築に向け、当該国

において水分計測トレーサビリティ体制構築を検討すると共に、製品の比較優位

性を実証する。これらの実証活動を通じて、当該国の計測トレーサビリティの法

制度化へ貢献に資するとともに、製品の普及方法を検討する。 
事業の実施方針 1. 業務計画 

第 1 回目の渡航時に各相手国実施機関と業務計画書（英文要約）について

十分に協議し、本事業の目的及び活動内容、活動スケジュール（作業工程・

要員計画等）について確認する。 
2. 事業実施における柔軟性の確保 

対象国における提案製品及び関連技術の実証及び普及を目的とする本事業

では、事業開始後の実証状況や本事業を取り巻く環境の変化に応じて、活動

内容を柔軟に変更し対応していくことが必要となる。この主旨を踏まえ、ケ

ツト科学研究所（以下、Kett）は、本事業全体の進捗、実証及び普及成果の発

現状況を把握し、必要に応じ本事業の方向性について、適宜 JICA に提言を行

うことが求められる。JICA は、これらの提言について遅滞なく検討し、必要

な処置（契約の変更等）を取ることとする。 
3. 危機管理及び安全対策の徹底 

本事業の実施においては、危機管理を最優先の実施方針とし安全対策を徹

底する。現地業務時及び機材輸送・通関時でのトラブルや遅延を避ける為に、

要員計画及び作業工程の策定にあたっては十分に留意する。 
4. 技術の普及及び人材育成 

研修や水分計導入パイロット活動を通じて、コメ水分計測トレーサビリテ

ィシステム及び適切な水分計の活用に関するマニュアルを作成し、ミャンマ

ー側が事業終了後にも提案製品を有効に活用できるよう技術移転に努める。

また、設備施設の能力の実証試験に留まらず、相手国実施機関関係者への研

修やパイロット活動を通じ、コメ水分計測トレーサビリティシステム構築へ

向けた人材の育成を行い、制度構築への貢献を目指す。 
5. ベースライン調査に基づいたデータ測定と検証 

提案製品及び関連技術の実証においては、製品の導入・設置前のベースラ

イン調査に基づき、必要となるデータや指標値の多角的な比較・分析を行う

ことで、製品の有効性・優位性・汎用性及び同技術活用のメリットの検証を

行う。 
6. ビジネス展開も視野に入れた効果的な普及活動 

提案製品及び関連技術の認知度を高め、同技術の活用メリットと有効性を

広く普及させる為に、広報を利用に加え実証結果に基づいた普及セミナーを

実施する。同セミナーの開催にあたっては、商業省（Ministry of Commerce: 
MOC）、教育省（Ministry of Education: MOE）に加え農作物加工を取り巻くあ

らゆる関係者（政府関係者、諸研究機関に加え、生産者や民間セクターなど）

を対象とすることで、将来のビジネス展開も視野に入れた効果的な普及活動

を図る。 
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実績 ミャンマーのコメは国を代表する農産品であるが、収穫後の過程において適切な

水分管理がなされておらず、取引・保存・精米・輸出の過程で不公平な取引、湿

度の高い状態で保存することによるカビ発生ロス、精米時の破砕率上昇、輸出時

の検査回数増加など、バリューチェーン全体に負の影響を及ぼしている。ミャン

マー政府もコメの水分管理を推し進めるべく、法整備・規制整備を進めようとし

ている段階にあるが、ミャンマーには策定された国家水分基準に沿って適切な管

理・維持を行う体制が整っておらず、水分基準の数値が策定されたとしても、計

測した数値が正しいことを確認することができない。管理を行える施設もミャン

マー内に存在しておらず、水分管理体制の構築が課題となっている。 
係る状況に対して、Kett が有する①コメ水分計測トレーサビリティシステム（現

場で測った計測値が国際基準の水分値と一致するよう連動させるシステム）構築

のノウハウ・技術、②国際基準計測精度に準ずる高精度穀物水分計を用い、本事

業の目的を達成すべく以下の成果を設定し事業を実施した。 
 
1. 成果1：（水分計測トレーサビリティシステムの体制整備）C/Pがトレーサビ

リティシステムを自主的に運用できる体制が検討・整備される 
(1) DRI、DOCA のコアメンバー6 人に対して本邦受入活動を実施 
(2) 全機材を予定納入地に納入、組立・設置・試運転を完了 
(3) DRI、DOCA 合計 14 人に対して第 1 回技術研修会（5 日間）を実施 
(4) DRI、DOCA 合計 14 人に対して第 2 回技術研修会（5 日間）を実施 
(5) 地域事務所員 20 人を含む DOCA 合計 28 人に対して第 3 回技術研修会（3

日間）を実施 
(6) DRI、DOCA 合計 14 人に対して第 4 回技術研修会（3 日間）を実施 

2. 成果 2：（水分計測トレーサビリティシステムの社会的・経済的有効性実証）

トレーサビリティシステムに基づく Kett 製水分計導入パイロット活動が行わ

れ、社会的・経済的有効性が実証される 
(1) 対象 3 サイト（パウンデ、ワレ、ヤンゴン）においてベースライン調査・

パイロット活動参加者を決定、アンケート調査及びモニタリングシート記

入によるベースライン調査を実施 
(2) 対象 3 サイトにて、Kett 製水分計の使用、Kett 製水分計を使用したモニタ

リングシート記入によるパイロット活動を実施。 
3. 成果 3：（トレーサビリティシステムに基づく Kett 製水分計の普及促進）Kett

製水分計を用いた水分計測トレーサビリティシステムの必要性・有効性がと

りまとめられ、民間・政府関係者に広く理解される 
(1) 国内述べ 17 ヶ所にて、水分計測啓蒙・製品紹介セミナー・ワークショッ

プを実施し述べ約 860 人を動員 
(2) MOC、農業畜産灌漑省・農業局（DOA）とコメ水分管理体制に係る協議を

複数回実施 
(3) コメ水分管理に関する法律・規制等に係る助言・提言を実施 

4. 成果 4：（ビジネス展開）Kett 製水分計の普及展開案が作成される 
(1) 市場調査やセミナー結果等を基にマーケット分析を行い、今後 5 年間の事

業展開計画を作成 
5. その他 

ミャンマー・コメ連盟（Myanmar Rice Federation: MRF）と成果 2・成果 3 実

施支援に係る業務再委託覚書を締結 
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課題 1. 実証・普及活動 
･ 公正な取引の為の度量衡の統一 

ミャンマーの籾・コメは Tin や Bag といった特有の計量単位が存在して

いるが、国際的に広く普及している kg はまだミャンマーのコメ国内取引で

は一般的になっていない。水分値が取引価格に影響する一方、Bag, Basket
は容積での単位となっている為、水分率の増減や不純物の混入等によって

重量が変化してしまうという課題がある。その為、買取価格が公平になっ

てもその取引量で齟齬が発生し、売り手もしくは買い手が不利益を被る可

能性がある。 
変更には一定以上の時間を要すると考えられるが、Kett 製水分計の普及

とも関わってくる事項の為、本事業で関係を構築した DRI・DOCA や MRF
にもその重要性を改めて働きかける、Kett 顧客にも拡販時に啓蒙を行って

いく等の対応が求められる。 
･ 本事業終了後の持続的なトレーサビリティシステム運用体制の構築 

本事業後に C/P が自立性、持続性をもってトレーサビリティシステムを

運用していくにあたっては、計量法及び関連規則の早期成立と発効、持続

的な運用体制の確立、トレーサビリティシステムの重要性・必要性に係る

啓蒙活動、水分計導入に係る公的支援等に対して、ミャンマー政府が継続

的に取組み続けることが重要となる。 
2. ビジネス展開計画に係るリスク 

･ 技術面（コピー製品への対応）：水分計そのものの模倣はそこまで特殊な

技術を必要としないが、計測精度及びその調整能力において Kett 製水分計

を模倣するのは極めて難しい。 
･ 採算悪化（売上不審）：関係機関への継続的な働きかけ、ステークホルダ

ー向けの継続的セミナー開催、アフターサービスの充実等により対応する。 
また、PM450（ver.4514）は、籾に限らずゴマ、マメ等全 30 種類の穀物

に対応していることから、他穀物への拡販も並行して展開することで対応

する。 
･ カントリーリスク：人事異動等によりトレーサビリティシステム運用が不

安定になる可能性がある。パイロット活動結果等のトレーサビリティ構築

効果、トレーサビリティが機能しコメ産業が成長したタイ等他国事例を用

いて、各関係者に裨益効果が高いことを、DRI、DOCA や MRF と協働した

セミナーの実施、政府関係機関との面談によるプレゼンテーションの継続

実施等を行っていく。 
事業後の展開 現地代理店と連携を取りながら、引き続きミャンマーでプロモーション活動を行

い啓蒙活動を進めていく。併せて、本事業で構築した関係を基に C/P ともセミナ

ー実施等の面で連携しつつ、拡販のベースとなるトレーサビリティ運用について

の助言も行っていく。 
提案企業の概要 
企業名 株式会社ケツト科学研究所 
企業所在地 〒143-8507 東京都大田区南馬込 1-8-1  
設立年月日 1946 年 10 月 26 日 
業種 製造業 
主要事業・製品 農業用測定機器・分析測定機器・物性測定機器などの研究・開発及び販売 
資本金 72,000 千円（2018 年 3 月時点） 
売上高 2,180,330 千円（2018 年実績） 
従業員数 99 名（2018 年 3 月時点） 
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1. 事業の背景 

（１） 事業実施国における開発課題の現状及びニーズの確認 

① 事業実施国の政治・経済の概況 

ミャンマー連邦共和国（以下、ミャンマー）は、日本の国土の約1.8倍（67.7万km2）の面

積と5,370万人（2018年世界銀行）の人工を有する大統領制・共和制の仏教国である。同国

は1948年にイギリス連邦から独立して以降、シャン族やカレン族らによる民族闘争、内線

に破れた中国国民党勢力の州への侵入等不安定な時期が続いた結果、軍部の力が強まり、

1962年から軍事独裁政権期に入った。その後、40年以上に及ぶ強固な軍事独裁期が続いて

いたが、2011年3月にテイン・セイン氏が大統領に就任してからは急速に民主化が進められ

た。また、2015年11月に行われた総選挙では、長年民主化運動を指揮してきたアウン・サ

ン・スー・チー氏率いる最大野党の国民民主連盟が、政権与党の連邦団結発展党に対し勝

利を収め、2016年3月に新政権が樹立した。今後、更なる民主化を目指すとともに、欧米諸

国との貿易をはじめ、外交の多極化にも積極的な姿勢を見せている。 

ミャンマーの実質GDP成長率は、2012年以降7%を超える水準で推移しており、民主化に

移行してからは堅調な成長を続けている。一人あたりGDPも1,307USD（2016／17年度、IMF

推計）と1,000USDを超えており、民主化以降の経済成長が個人レベルにも反映され始めて

いる段階にある。ミャンマーは国民の約6割が農業に従事する農業国であり、その中でも、

コメは総農地面積の2/3、年間生産量2,562万トン（2017年FAO統計、籾ベース）、輸出量

1,747,184トン／年（2016-2017）に上る、国の代表的な農産品となっている。 

② 対象分野における開発課題 

【破砕米発生率の高さ】 

ミャンマーではコメバリューチェーン（生産～精米～流通）全体で精米価格より市場価

値の低い破砕米が大量に発生しており、コメ生産農家の所得向上及びコメ産業の国際力向

上における課題となっている。バリューチェーン全体を通してミャンマーのコメ破砕率詳

細を調査した正式な統計は現在存在しないものの、後述するパイロット活動結果では精米

歩留まりが50%~60%程であり、2015年にKettが案件化調査で行った現地精米所等への聞き

取り調査でも、精米歩留まりは一般的に50%程であったことから、ミャンマーの精米歩留

まりはおおむね60%以下であると推測される1。ミャンマーで生産されるコメは長粒種と短

粒種の両方があり、日本の短粒種との単純比較は出来ないが、日本での精米の歩留まり

91~92%程度と比較しても、破砕米発生率が非常に高い。精米に最適な水分率は一般的に14

～14.5%とされており、16%以上の高水分で籾を保管した場合、黄変等の品質劣化を起こし

市場価値が下がる。逆に14%以下は過乾燥とされ精米時にコメが破砕しやすくなる。 

 
1 厳密には短粒種と長粒種では歩留まりが異なる。 
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【取引公平性の確保】 

ミャンマーのコメ生産者は通常、籾を収穫後に天日干しし、精米業者へ販売しているが、

高水分値の場合は5%程安値で取引されている。しかし、農家側が水分値を正確に確認できて

いないことから、取引の公平性が保たれていない状況にあり、精米業者にとっても適切な水

分管理がなされないことは歩留まり率に直結する問題であり、双方の課題となっている。 

取引公平性の確保は、生産～流通時に限らず国際市場取引においても重要な課題であ

る。ミャンマー政府は2020年までにコメの目標輸出量を400万トンと設定しているが、既に

輸出先と水分率の違いによる買い取り価格問題が発生しており、今後、輸出目標達成及び

国際競争力向上へのリスクとなり得る。 

【高精度水分計の普及】 

破砕米発生率・取引公平性に大きく影響する水分計に関して、ミャンマーでは廉価で計

測精度の低い中国製水分計が精米業者や輸出業者の一部で流通しているのみであり、精度

の高い水分計は全国レベルで見ればほぼ普及していない。更に、本事業でKettが行ったア

ンケート調査及びヒアリングに依ると、農家の水分計所有率は数%程度であり、現在も昔

からの慣習（籾の目視、手で触る、かじる等）に頼った水分管理しか行われていない状況

にある。これは、水分計を保有していない取引業者・精米業者等も同様である。 

また、案件化調査及び本事業では、ミャンマーで使用されている水分計の精度を把握す

べく実際にミャンマーで購入できる主な水分計（Kett製、他日本製、韓国製、フィンランド

製、中国製）による水分計測試験を行った。その結果、二針式水分計（左下）は特に長粒

種精米で精度が著しく低く、計測器として機能するレベルにないことを確認している。 

① Kett: Riceter f-512 ② Kett:PM-450 (ver.4514) ③ 他日本製 

   
④ 中国製 ⑤ 韓国製 ⑥ フィンランド製 

   
出所： JICA 調査団作成 

図-1 ミャンマー水分計の計測精度試験結果比較（抜粋） 
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更に、上記二針式水分計は籾袋・コメ袋に二本の針を指して測定する構造になっている

が、刺す場所や角度によって同一の袋でも水分値が大きく異なって表示される。経験でお

およそのコツを知っているとするユーザーも一部存在するが、その経験則も継続性な精度

確認という観点やそもそもの計測精度から見れば比較対象とはならない。 

 
 

先述の通り、ミャンマーで使用されている水分計の中では中国製が最も多いものの、水

分計の保有率を高めることが正確な水分管理に繋がる訳ではない為、精度の高い水分計を

所有し正しい方法で計測することが極めて重要になる。 

【水分管理体制の未整備】 

係る現状を受け、ミャンマー政府もコメの水分管理を推し進めるべく、法整備・規制整

備を行っているが、（本事業開始時点では）具体的かつ実効的な法整備・規制整備には至

っておらず、コメの国家的な水分管理基準・測定基準も策定には至っていない。加えて、

法的な準備だけでなく、ミャンマーには国家水分基準に沿った適切な管理・維持を行う設

備及び技術が不足しており、コメ水分管理体制の構築が課題となっている。 

③ 事業実施国の関連計画、政策（外交政策含む）及び法制度 

i. ミャンマー・コメセクター開発戦略 

ミャンマー政府はコメ産業を重要産業として位置付け、世界銀行等の支援の下、2015年

に、①農家のコメ生産性の向上、②コメ生産農家の所得向上、③コメ産業の国際競争力向

上を主な目標としたコメ産業政策を取りまとめた『ミャンマー・コメセクター開発戦略

（Myanmar Rice Sector Development Strategy: MRSDS）』を策定している。 

ii. 計量法 

また、DRIが所管し本調査と関連が深い計量・基準関連の法律計量標準に関する法律とし

て、度量衡に関する法律（Law on Weight & Measure）がある。現在はアメリカ国際開発庁（United 

States Agency for International Development: USAID）、ドイツ物理工学研究所（Physikalisch-

Technische Bundesanstalt: PTB）の支援によりDRIが計量法（Metrology Law）案を作成してお
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り、2019年4月、ミャンマー連邦法務長官府（Union Attorney General’s Office: UAGO）から承

認を得た。この後国会で審議が行われ、最終的には大統領承認にて成立する。計量法成立後

には、Law on Weight & Measureは計量法内へ移管され廃止される予定となっている。 

内容については、国際法定計量機関（International Organization of Legal Metrology: OIML2）

の基準をベースとすることや、トレーサビリティの体系構築に関して当調査団が提案す

るトレーサビリティ内容と親和性が認められ、計量法の策定後は、具体的な計測基準が制

定されることになる。また、DRIは政府が正式に使用機種を認定する型式認証の章を含め

る予定であり、定期検査・罰則についても内容の追加を予定している。ISO-712（Cereals 

and cereal products- Determinatuon of moisture content-Referencemethod）は穀物の水分計測法

が、また、ISO-7700（a method of checking the performance of moisture meters in service for 

measuring the moisture content of cereal grains）は水分計の精度の確認方式を規定しており、

この二つによって水分計のあるべき精度とその計測方法が定められている。更に、OIML

は、前述ISO基準に基づいて国際的な穀物の水分計測・運用方法を勧告3するR59を定めて

いる。日本、韓国及び中国においては独自の計測基準が定められている4ものの、東南ア

ジア諸国はほぼR59に沿って実施されている。 

iii. 標準化法 

認証制度及び標準化に関する法律は、2014年12月に公布された標準化法（Law on 

Standardization）があり、現在、関連するRegulationとRuleが国際連合工業開発機構（United 

Nations Industrial Development Organization: UNIDO）とUSAIDの支援で作成されている段

階にある。 

標準化法においては、計測種類毎のミャンマー標準がSub-Committee⇒Technical 

Committee⇒National Standard Councilによって定められること、CouncilをDRIが所掌する

ことが明記されている。この中で、コメ水分率数値の標準を含む「Myanmar Standard for 

Rice」が2019年に作成された。内容はCODEX5の「CODEX Standard for Rice」にほぼ準拠

したものとなっている。ただ、Myanmar Standard for Riceは国内流通を念頭においたもの

で、あくまで自主規制の為のものであることから、現在MOCはMRFからの意見を基に修

正を予定している。 

ミャンマーではこれまで明確な基準は策定されておらず、コメ輸出の基準水分率とし

て14%が一般的に認知されており6、農産品検査・品質管理センター（Commodity Testing 

& Quality Management Center: CTQM）のコメ品質検査でも長らく採用されてきた。2014年

 
2 正式名称はフランス語のOrganisation Internationale de Métrologie Légaleである為、略称がOIMLとなっている。 
3 採択された勧告内容は通常、そのまま各国の国家基準として採用される。 
4 日本では日本農産物検査法の中にある穀物基準乾燥法が採用されている。基準乾燥法では、乾燥温度：

106.5 度±1℃、乾燥時間：5 時間、試料重量：5g で実施（ISO-712 では、乾燥温度：130℃±1℃乾燥時
間：2 時間）する。 

5 国連により作成された国際的な食品規格。ラテン語で食品規格を意味する「コーデックス・アリメ
ンタリウス（Codex Alimentarius）」から名付けられた。 

6 具体的な背景は不明だが、輸出相手国が水分率の国際基準への合致を求めていることが前提となっ
てきたと思われる。 
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12月にMOCが制定した「Standard Specifications for Myanmar White, Broken and Rice Bran」

でも基準水分率は14%となっており、コメ取引関係者、精米業者、輸出検査機関でも広く

適用されている。 

iv. 籾の最低買取価格・水分率規定について 

2018年3月にネピドー（Naypyitaw）にて行われたMRF主催フォーラム「Myanmar Rice 

Federation Stakeholder Forum」において、アウン・サン・スー・チー国家最高顧問からコ

メの最低取引価格を100Basket（約2,000kg）あたり50万MMK（約40,500円）にすること、

また、取引時の水分率についても14%とする7との発表があった。スーチー氏がコメに関

して具体的な施策に言及することは就任以降ほぼなかっただけに、近年のミャンマーに

おけるコメ品質管理及び水分管理に対する認識の高まりを示している。 

④ 事業実施国の対象分野におけるODA事業の事例分析及び他ドナーの分析 

ミャンマーに対する我が国ODA事業のうち、経済協力が再開された1995年以降における

主なJICAコメ関連農業分野案件を下に記載した。本事業の主題である水分計測トレーサビ

リティや水分計測によるコメの品質管理に直接関連する事例はないものの、コメ全体に関

する支援は90年代の無償資金協力「シードバンク計画」を始め、現在に至るまで多数行わ

れてきている。 

表-1 ミャンマーのコメ分野における関連ODA事業 

事業名 スキーム 実施期間 
ミャンマー・シードバンク計画 無償資金協力 1997.6-2002.5 
ミャンマー灌漑技術センター計画フェーズ II 技術協力プロジェクト 1999.4-2004.3 
灌漑技術センター建設計画フォローアップ協力 技術協力プロジェクト 2003.6-2003.6 
灌漑技術センター建設計画フォローアップ協力 技術協力プロジェクト 2003.6-2003.6 
ミャンマー国稲作技術改善事業 草の根技協（地域提案型） 2006.3-2008.3 
農民参加による優良種子増殖普及システム確立 
計画プロジェクト 技術協力プロジェクト 2011.8-2016.8 

農業人材育成機関強化計画 無償資金協力 2013.5-2016.1 

貧困農民支援（2KR） 無償資金協力 2013.5-2015.11 
2014.5-2014.11 

農業・農村開発アドバイザー 個別案件（専門家） 2013.6-2017.6 
バゴー地域西部灌漑開発事業 有償資金協力 2014.9-2018.12 
農業セクター中核人材育成 プログラム構成外 2015.8-2016.12 
イエジン農業大学能力向上プロジェクト 技術協力プロジェクト 2015.11-2020.11 
バゴー地域西部灌漑農業収益向上プロジェクト 技術協力プロジェクト 2016.3-2021.2 
イネ保証種子流通促進プロジェクト 技術協力プロジェクト 2017.10-2023.4 
農業・農村開発ツーステップローン事業 有償資金協力 2017.3～現在 
農業所得向上事業 有償資金協力 2018.3～現在 

出所： JICA 調査団作成 

 

  

 
7 参考：https://www.mmtimes.com/news/myanmar-fixes-2018-paddy-price-k500000-100-baskets.html 
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また、前述の通り、DRIに対してPTB、UNIDOやUSAIDは標準化法、計量法、計量基準策定

に係る支援を実施している。コメと直接の関係はないものの、計測トレーサビリティは全測定

器に通ずる概念であることから、計量業務を一元管理するミャンマー国立計量研究所（National 

Institute of Metrology Myanmar: NIMM）の運営が開始される中で、本事業の成果を基に、DRIと

他ドナー国支援による他計測器のトレーサビリティ構築が進んでいくものと考えている。 

（２） 普及・実証を図る製品・技術の概要 

名称 1) コメの水分計測に係るトレーサビリティ構築のノウハウ・技術 
スペック 
（仕様） 

本事業におけるトレーサビリティシステム構築に係る主な資機材は、数名が中に入っ

て作業ができる恒温・恒湿室、乾燥機、比較参照基準籾・コメ試料作成機材（籾摺り

機、試料内水分調整機、保存用冷蔵庫等）により構成されている。 
国際的な穀物の水分計測を勧告する R59 に則って、国際基準（ISO-712、ISO-7700
等）で水分計測を行う為には、ISO に準ずる極めて厳密な環境管理下（使用器具ス

ペック・温度・湿度等）で、ISO に定められた基準計測方法である乾燥法 8による

水分計測を行うことが求められ、かつその乾燥法による計測に関しても計測温度・

時間等が厳密に定められている。これら全ての条件を満たした上で計測すること

により、初めて ISO 基準を満たした水分率の計測となる為、上記条件を満たすだ

けの環境を整備することが計測精度・安定性を担保する上で必須となる。 
これら水分計測用機材に加えて、トレーサビリティを機能させるべく必要な機材

として、水分計の相互精度確認時に使用する比較参照基準籾・コメ試料の作成に

係る各種機材を設置する。国家基準水分計・準基準水分計・ユーザーレベル水分計

の比較計測時、各自が違うコメ（ユーザーがその都度所有しているコメ等）で計測

した場合、比較条件が統一されていないことからトレーサビリティが機能せず、

計測結果の信頼性を担保することができない。その為、比較計測に使用するコメ

のサンプルをトレーサビリティシステム運用機関が毎年一括作成し、比較計測を

行う際は全てそのサンプルを用いる必要がある為である。 

  
恒温・恒湿室外観 乾燥機外観 

 

特徴 計測トレーサビリティとは、計測の結果が、計測施設の認証や計測機器の認証を

通じて、決められた基準（通常は国家基準）へ結び付けられること 9である。その

結果、計測結果が信頼できるものとして根拠を示せることになる為、「測った」も

のの取引、特に輸出入等の国際取引において、トレーサビリティは価格や公平性

を担保する為の経済インフラとして極めて重要な機能を担っている。従って、水

分計測のトレーサビリティとは、一般的な水分計を用いて現場で計った数値が、

国家基準の精度に沿ったものになるよう連動している状態を示す。 

 
8 計測する籾・コメ試料を乾燥機で乾燥させ、乾燥前後のコメ試料重量差により水分率を算出する方法。 
9 食品のトレーサビリティは主に対象食品の「生産・流通」の過程を主に指すことに対して、計測の

トレーサビリティは計測結果の「基準との比較」の過程を指す点で、その概念が大きく異なる。 
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 出所：JICA 調査団作成 

図-2 水分計測トレーサビリティのイメージ 
 
Kett の最大のノウハウ・技術は、水分計測トレーサビリティシステムの構築をゼロか

ら行える点である。水分計を含む全ての計測器においてトレーサビリティの概念はご

く一般的だが、どの計測器メーカーでも構築を行えるものではなく、これは Kett の 70
年に及ぶ計測器メーカーとしての知見・経験 10によって可能となっているものであ

る。 
具体的なノウハウ・技術としては、国家基準水分計測施設に係る機材・スペック選

定、国家基準水分計測スタッフへの座学・実習含む技術指導、準基準機関・施設の

選定、準基準機関の機材・スペック選定、準基準スタッフへの座学・実習含む技術

指導、ユーザー水分計との検定（計測精度確認）方法等がある。 
更に、より円滑かつ効果的なトレーサビリティシステム構築・運用を行う為の法

整備・規則策定・トレーサビリティシステム啓蒙支援等、政府側の観点からの助

言・提言も行うことが可能である。 
また、国家基準水分計測施設では極めて高い測定環境・精度及び安定性が求めら

れる為、機材・スペック選定は非常に重要となるが、そのノウハウに関しても豊富

な知見・経験から提案を行うことができる。 
競合他社製品

と比べた比較

優位性 

競合他社と比べた比較優位性に関して、水分計測トレーサビリティシステム構築

に係るノウハウ・技術は、アジア全体を見ても唯一 Kett のみが有する極めて独自

のものであり、東南アジアのコメ水分計測に関する深い知見・経験が必要となる

本事業において、競合となる他社は存在しない。 
Kett は 2000 年代初頭より、前述した OIML の会議に参加し、穀物水分計の国際基

準について、我が国・東南アジア諸国の現状に適した改訂提案を数多く行ってき

た。更に、アジア地域の法定計量機関であるアジア太平洋法定計量フォーラム

（Asia Pacific Legal Metrology Forum: APLMF）の活動にも積極的に参加し、穀物の

品質管理やトレーサビリティ構築の重要性に関する研修会を実施してきた。実績

においても、初期段階から構築に深く関与したタイ 11の他、ベトナム、インドネシ

ア、フィリピン等の東南アジア諸国で水分計測トレーサビリティ構築を支援して

おり、これら知見・経験の蓄積が本事業の実施に繋がっている。 
また、本事業で使用する恒温・恒湿室についても、測定環境精度・安定性が極めて

高く、本事業中・本事業後のトレーサビリティシステム運用において重要となる

アフターメンテナンスに関しても、タイにアフターフォロー専門の支社を有して

いる企業を選定しており、同程度に対応できる他企業は日本に存在しないことか

ら、恒温・恒湿室に関してもその比較優位性は高い。 

 
10 長さや重さ等の基準は一度決まると更新されない限り変わることはないが、本事業で普及を図る穀

物水分計においては、①比較参照（基準）試料が自然物であり毎年変わること、②比較計測を行う
為の試料を担当機関が毎年作成し続ける必要があることから、対応するには独特のノウハウが求め
られる。 

11 2002 年から 14 年にわたって行ってきた Kett のトレーサビリティ構築の取り組みがタイのコメ産業
発展に大きく貢献したとの評価を得て、2016 年 5 月には商務大臣から表彰を受けている。 

計測精度の
比較・修正を
国家基準レベ
ルまで辿らせる
(trace)ことで、
現場レベルの
計測精度を
担保

水分計測施設

水分計測・精度確認施設

国家基準

準基準

ユーザーレベル
水分計
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国内外の 
販売実績 

前述の通り、タイ、ベトナム、インドネシア、フィリピン、カンボジア、マレーシ

ア等東南アジア諸国において構築支援実績がある。その殆どは省庁予算等による

政府プロジェクトに深く関わったものである。 
サイズ ･ 恒温・恒湿室：4,070 (W) × 1,900 (D) × 4,070 (H) mm（内寸） 

･ 乾燥機：1,040 (W) × 820 (D) × 635 (H) mm 
設置場所 ･ 国家基準水分計測施設：ヤンゴン市NIMM内一室 

･ 準基準水分計測資機材：ヤンゴン市CTQM内一室 
今回提案する 
機材の数量 

国家基準水分計測施設：一式、準基準水分計測資機材：一式 

価格 ･ 恒温・恒湿室1台あたりの販売価格：約1,150万円 
･ 乾燥機1台あたりの販売価格：約50万円 
･ 本事業での機材費総額：25,769,000円（輸送費・関税等含む） 

名称 2) 高精度穀物水分計 
スペック 
（仕様） 

外観 

  
 Riceter f-512 PM-450 (ver.4514) 
寸法・質量 164 (W) × 94 (D) × 64.5 (H) mm/ 0.44kg 125 (W) × 205 (D) × 215 (H) mm/ 1.3kg 
計測方式 電気抵抗式 高周波容量式 
計測対象 長粒種／短粒種（籾・玄米・精米） 穀類、種子など 
計測範囲 10～35%（試料により異なる） 1～40%（試料により異なる） 
計測精度 乾燥法に対する標準誤差 

0.5%（1σ）（20%以下の計測範囲） 
乾燥法に対する標準誤差 
0.5%（1σ）（20%以下の計測範囲） 

特徴 計測現場で使用される Kett の水分計 Riceter f-512（主に精米用）と PM-450（ver.4514）
（主に籾用）は、標準誤差が±0.5%と非常に少なく、計測精度が高い点に特徴がある。

これは、事前にサンプルを大量に分析することで水分量の理論値データ（検量線）を

あらかじめ作成し、その理論値データと照合することで簡単かつ瞬時に現場で水分計

測できるようにしたものであり、理論値データの精度の高さは、計測器メーカーとし

て 70 年の歴史を持つ Kett が蓄積してきたノウハウ・技術によって可能となっている。 
Kett 製水分計は、国内外の競合製品とは計測精度において大きな優位性を有して

おり、ミャンマーで販売されている Riceter f-512 と PM-450（ver.4514）の検量線は既

にミャンマー仕様である。 
競合他社製品

と比べた比較

優位性 

計測精度の高さに大きな比較優位性を有しており、更に精度を保ったまま各国事

情に合わせた仕様変更を行える水分計メーカーはほぼ存在しない。Kett製水分計の

みが可能な技術・仕様として、前述両シリーズは計測結果の補正機能による悪用を

防ぎ、精米業者が意図的に水分率を高くし生産者から安く買い叩く不正の防止を

可能としている。 
① 価格： 

中国製（2,000円～15,000円程度）、韓国製（3万円程度）等との価格優位性は低いが、

精度が最も重視される水分計においては計測精度における優位性が重要である。 
② 先導性・希少性： 

Kett製水分計は1950年代に当時の我が国食糧庁に正式採用され、現在では国の検査

機器として認証されており、国内市場シェアも約90%を占める等、品質・先導性の

高さにより国内で圧倒的な地位を確立している。また、東南アジア諸国（タイ・ベ

トナム・インドネシア・台湾・フィリピンなど）においても、同様の先導性からKett
製水分計は既にデファクトスタンダードとなっている。 
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③ 代替品の有無・模倣可能性等： 
穀物水分計は、ハードウェア自体の模倣は比較的容易だが、水分計の計測精度に直

結する理論値データ（検量線）に関する模倣は実績・経験を蓄積している計測器メ

ーカーでなければ難しい。更に、水分計の個体差を最小限にし、継続して同一計測

精度の製品を製造することも同様である。 
国内外の販売

実績 
水分計RiceterシリーズとPMシリーズの国内外合計販売実績（2005～2018年） 
Riceter：約144,000台、PM：約123,000台 

サイズ Riceter f-512 164 (W) × 94 (D) × 64.5 (H) mm/ 0.44kg 
PM-450 (ver.4514) 125 (W) × 205 (D) × 215 (H) mm/ 1.3kg 

設置場所 ･ 国家基準水分計測施設：ヤンゴン市（NIMM内一室） 
･ 準基準水分計測資機材：ヤンゴン市（CTQM内一室） 

今回提案する

機材の数量 
水分計：83 台（Riceter f-512：42 台、PM-450（ver.4514）：41 台） 

価格 1台あたり販売価格：Riceter f-512：500USD、PM-450（ver.4514）：1,000USD 

 
Kettが有するコメ水分計測トレーサビリティシステム構築のノウハウ・技術を基に、案件

化調査で確認したミャンマーの水分管理体制現況、カウンターパート（C/P）の業務分掌や

人員体制等のキャパシティを踏まえ、本事業では下記のコメ水分管理トレーサビリティシス

テムを提案した。実施サイト、C/Pについては、コメ水分を含むミャンマーの全ての国家計

量基準を一括所管するヤンゴンのNIMM及びヤンゴン郊外レグー（Hlegu）のCTQMを主なサ

イトとして、NIMMを所管するDRI及びCTQMを所管するDOCAをC/Pとして実施した。 

 
出所： JICA 調査団作成 

図-3 ミャンマーの水分計測トレーサビリティシステム 

 
ミャンマー政府の水分管理に関連する機関は、MOE（旧科学技術省）所管のDRIが実務

的な計測基準策定・検査基準の法整備及び運用を、MOC所管のDOCAが流通支援に係る実

務的支援を、DOAが主に農民への生産に関する支援・技術移転等を所管している12。 

 
12 Kett が構築を支援したアジア諸国の所管関係もほぼミャンマーと同様（計測基準や水分基準の策定・

監理が科学技術省等、実務面が商業省等）であり、それらの構築体制・その後の運用状況が問題な
いことも継続支援を通じて確認している。我が国は農林水産省がコメ水分計測トレーサビリティを
所管（実務面は民間が担っている）しているが、これはアジア全体では例外と言える。 

DRI（教育省研究改革局）
＜国家基準水分計測施設＞

ユーザーレベル水分計ユーザーレベル水分計ユーザーレベル水分計

DOCA地域事務所（商業省消費者局） DOCA地域事務所（商業省消費者局）

CTQM（商業省消費者局・農産物検査・品質管理センター）
＜準基準水分計測施設＞
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トレーサビリティシステムの構築にあたり、コメの水分基準を国家基準の精度で計測・

策定する機関は、上記所管からもDRIとなるが、DRIに設置する施設1ヶ所のみでは、トレ

ーサビリティ体制を全国の現場レベルにまで構築するのは予算・人員ともにキャパシティ

が足りず非現実的である。特にコメの国家基準は、収穫されるコメの状況が年によって違

う為、毎年更新する必要があるが、その際に必要となる比較参照基準籾・コメ試料13の作

成は作業量が多く、DRIにとって極めて負担が大きい。 

その為、ミャンマー全土に支部を持ち、食品検査研究・研修を所管するDOCAのCTQM

を準基準機関と位置付けることで対応する。設備に関しては、恒温・恒湿室以外DRIと同

等のものを所有することで、前述の比較参照基準籾・コメ試料収集・作成も含めたトレー

サビリティ体制の実務面を実施できるようにした。更に、CTQMをDOCA地域事務所職員

のマスタートレーニング機関と位置付け、本事業後にCTQMが全国のDOCA地域事務所職

員に対して水分計測方法・比較計測及びその調整に関する研修を行える体制を構築するこ

とで、トレーサビリティシステムが持続的に機能するものとした。 

各C/Pのトレーサビリティシステムにおける要員体制、役割は下記のように整理される。 

表-2 機関毎のトレーサビリティシステム体制 

機関 人員 役割 
DRI NIMM 計測技術者： 

2-3 名 
･ 基準器の設定： 

国際基準（ISO-712）の精度に基づき、比較参照基準籾・
コメ試料を用いて計測した水分計を、ミャンマーの国
家基準とする。 

･ 準基準器の設定： 
基準器を用いて精度確認（検定）を行った水分計を準
基準器と位置付け、計測精度を担保する。 

CTQM CTQM 運営担当者 
・計測技術者： 
4-5 名 

･ 準基準器による検定： 
準基準器を用いて、現場で使用されている水分計及び
DOCA 地域事務所が所有する水分計の精度を確認（検
定）する。 

･ 検定員への指導： 
CTQM 以外の地域でも精度確認（検定）が行えるよう、
CTQM をマスタートレーニング機関と位置付け、
DOCA 地域事務所の職員に対して精度確認方法を指導
する。 

･ 比較参照基準籾・コメ試料の作成： 
DOCA の全国的なネットワークを活用し、比較参照基
準籾・コメ試料を毎年作成する。 

DOCA 
地域事務所 

地域事務所職員： 
（ミャンマー各地域 
1～2 名） 

･ 現場で使用される水分計の検定： 
CTQM の準基準器から精度確認を受けた水分計を用い
て、現場で使用されている水分計の精度を確認する。 

出所： JICA 調査団作成 

 
13 トレーサビリティに基づいた水分計を用いたとしても、現場の水分計と精度を比較計測する際は、

均一かつ水分値の段階が異なる籾・コメ試料（12%、14%、16%等）を用いる必要がある。 
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2. 普及・実証事業の概要 

（１） 事業の目的 

ミャンマーにおけるコメ水分計測トレーサビリティシステム構築に向け、トレーサビリ

ティ体制構築支援を行うと共に、Kett製水分計の比較優位性を実証する。これらの実証活

動を通じて、ミャンマーのコメ水分計測トレーサビリティの法制度化への貢献に資すると

ともに、製品の普及方法を検討する。 

（２） 期待される成果 

本事業において期待される成果は下記の通り。 

成果1 ： （水分計測トレーサビリティシステムの体制整備）C/Pがトレーサビリティシス

テムを自主的に運用できる体制が検討・整備される。 

成果2 ： （水分計測トレーサビリティシステムの社会的・経済的有効性実証）トレーサビ

リティシステムに基づくKett製水分計導入パイロット活動が行われ、社会的・経

済的有効性が実証される。 

成果3 ： （トレーサビリティシステムに基づくKett製水分計の普及促進）Kett製水分計を

用いた水分計測トレーサビリティシステムの必要性・有効性がとりまとめられ、

民間・政府関係者に広く理解される。 

成果4 ： （ビジネス展開）Kett製水分計の普及展開案が作成される。 

また、Kettのビジネス展開に関しても、水分計測トレーサビリティシステムが構築され

ることで、精度の高い水分計のニーズが高まってくる為、国家基準（国際基準）を満たす

だけの高精度を有するKett製水分計が精米業者や農家に普及する土台が整う。 

成果に対する指標及びその入手方法は次表の通り。 
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表-3 期待される成果、活動内容、指標、入手方法 

期待される成果 指標 入手方法 
成果 1： 
C/P がトレーサビリ
ティシステムを自主
的に運用できる体制
が検討・整備される。 

･ 輸出入・据付・試運転の完了 
･ DRI・CTQM の知識・技術習熟度 
･ DRI のトレーサビリティシステム運用

能力（知識、技術、業務フロー） 
･ CTQM のトレーサビリティシステム運

用能力（知識、技術、業務フロー） 
･ 水分計測トレーサビリティ概要、水分計

測方法、比較参照基準籾・コメ試料作成
方法、水分率検定業務の習熟度 

･ 機材管理・運用の適正度（業務内容、稼
働時間、機材管理（保守点検等含む）表
の記入等） 

･ 本邦受入活動実施による成果（技術レベ
ル、日本事例の理解度、事業実施に係る
関係者とのネットワーク構築等） 

･ C/P の事業後トレーサビリティ運用方
法・体制 

･ 輸出入結果の記録 
･ 機材等納入結果検査調書 
･ 技術指導に利用した資料 
･ 技術指導の実施記録（回数・
対象者・内容・時間等） 

･ DRI 作成の現地語業務マニ
ュアル 

･ CTQM 作成の現地語業務マ
ニュアル 

･ 習熟度確認試験結果表 
･ 機材使用者の運用記録 
･ 本邦受入活動結果報告書 
･ 事業後の運用方法・体制に係
る C/P 間の検討結果、C/P 作
成のトレーサビリティ運用
機材活用方法素案 

成果 2： 
トレーサビリティシ
ステムに基づく Kett
製水分計導入パイロ
ット活動が行われ、社
会的・経済的有効性が
実証される。 

＜社会的有効性＞ 
･ パイロット活動参加者の水分計測に対

する認識、水分管理に関する知識、水分
計使用意欲等（全バリューチェーン） 

＜経済的有効性＞ 
･ パイロット活動前後の販売量・単位量あ

たり籾販売価格（農民から取引業者・精
米業者） 

･ パイロット活動前後の精米歩留まり・黄
色米発生量・精米販売量、単位量あたり
の精米販売価格（精米業者） 

･ パイロット活動前後の籾または精米販
売量・単位量あたり販売価格（取引業者） 

･ パイロット活動前後の購入量・輸出量、
単位量当たり販売価格（輸出業者） 

･ 輸出時証明発行リジェクト件数（検査業者） 
･ 取引時水分率相違回数（全バリューチェーン） 

＜社会的有効性＞ 
･ パイロット活動参加者アン
ケート 

＜経済的有効性＞ 
･ ベースライン調査結果報
告書  

･ パイロット活動結果報告書 

成果 3： 
Kett 製水分計を用い
た水分計測トレーサ
ビリティシステムの
必要性・有効性がとり
まとめられ、民間・政
府関係者に広く理解
される。 

･ トレーサビリティシステム導入メリッ
ト・導入課題内容 

･ 民間市場における同システム導入のメ
リット・課題内容 

･ セミナー・ワークショップ内容（回数・
場所・参加者・内容・アンケート結果） 

･ 水分計比較計測内容（地域・計測台数・
水分値・使用水分計） 

･ 制度・法制度に関する協議内容（回数・
場所・参加者・内容） 

･ 本邦受入活動成果 

･ 検討協議結果報告書（業務完
了報告書に記載） 

･ 民間組織との協議結果報告
書（業務完了報告書に記載） 

･ 参加者アンケート 
･ 水分計比較計測結果報告書
（業務完了報告書に記載）  

･ 制度・法制度に関する協議
記録 

･ 本邦受入活動結果報告書 

成果 4： 
Kett 製水分計の普及
展開案が作成される。 

･ 市場調査結果 
･ 機材購入にかかる資金調達現況調査結果 
･ 政府予算化現況調査結果 
･ 普及展開計画（対象マーケット、展開方

法、事業リスク、長期の収益計画等） 

･ 業務完了報告書 

出所： JICA 調査団作成 
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（３） 事業の実施方法・作業工程 

本事業の活動を当初業務計画通り完了した。以下、成果毎に活動を記載する。 

① 成果1に係る活動 

1-1： トレーサビリティシステム構築に必要となる資機材を製造・輸送・設置する。 

2018年4月に、本事業に係る全機材の設置・試運転を完了した。 

1-2： C/Pへのトレーサビリティシステム運用に係る技術指導（トレーサビリティシステム概

論講義、高精度水分計測方法、比較参照基準籾・コメ試料作成方法等）に必要となる資

料を作成する。 

2018年2月に実施した本邦受入活動前に、本事業で使用する資料を全て作成した。 

1-3： 本邦受入活動にて、C/Pへのトレーサビリティシステム運用に係る技術指導、日本のトレ

ーサビリティシステム運用体制講義等を行う。 

2018年2月に、DRI2名、CTQM 4名を対象として5日間の技術研修会を実施した。 

1-4： 1-1の機材を使用し、C/Pへのトレーサビリティシステム運用に係る技術指導を行う。 

2018年5月・7月・9月・2019年6月の4回に亘り、NIMM・CTQMにてC/Pへ技術研修会

を実施した。 

1-5： C/Pによる業務マニュアル（DRI・国家基準・品質局（National Standard and Quality 

Department: NSQD）：1-2の指導内容を踏まえたNSQDのトレーサビリティシステム運用

業務全般に係るマニュアル、CTQM：比較参照基準籾・コメ試料作成方法及び水分計比

較計測方法マニュアル）作成を指導する。 

2019年6月までに、DRI・DOCAが合同で、トレーサビリティシステム運用業務全般に

係るマニュアル・比較参照基準籾・コメ試料作成方法・水分計比較計測方法マニュアル

の最終ドラフト（修正事項等最終確認済）を作成した。 

1-6： C/Pに対する習熟度を、ガイドライン内容及び実技試験にて確認する。 

1-4実施時、Kett団員による筆記試験及び課題対応を複数回実施することで技術面の習

熟度を確認した。 

1-7： 1-6の評価結果に応じて追加技術指導を行う。 

2019年6月に、C/P自身がより持続的にトレーサビリティシステムを運用できるよう、

質問応答を中心とした追加研修会を実施した。また、当初から実施を検討していたタイ

への第三国研修を実施（全予算Kett・DRI・DOCA自己負担）した。 
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② 成果2に係る活動 

2-1： コメの生産～流通に係るバリューチェーンで発生している水分管理に関する現状・課題

の確認、及びパイロット活動対象地・対象グループ・比較用グループ検討の為のベース

ライン調査（取扱コメ品種、販売チャネル、コメ取引価格、販売時のコメ価格決定要因、

水分計保有率、水分計使用頻度・内容等）を行う。 

2017年12月～2018年4月にかけて、上記項目の選定・調査を完了した。 

2-2： バリューチェーン全体を対象とするパイロット活動対象地・対象グループ及び比較分析

用グループを選定する。 

2018年6月に、ベースライン調査と同地域、同メンバーによるパイロット活動実施を決

定した。 

2-3： パイロット活動対象グループに対して活動内容説明、習熟度確認も含め水分計使用方法

の技術指導を行う。 

2018年7月にパウンデ、ヤンゴンにて、2018年9月にワレにてパイロット活動参加者に

対する活動内容説明・機材操作方法説明ワークショップを実施した。 

2-4： 収穫期に合わせてバリューチェーン全段階（生産～精米～流通～輸出・輸出検査）でKett

製水分計を使用し、指標に基づき計測データを集計する。 

2018年9月～2019年1月にかけて、参加者への状況モニタリングを行い、モニタリング

シートを回収した。 

2-5： 2-4の実証結果に基づき、現状（コメ水分計測トレーサビリティシステムが導入されてい

ない状況）と比較し、社会的・経済的有効性を実証する。 

回収したデータを分析後、本報告書に実証結果を記載した。 

③ 成果3に係る活動 

3-1： 成果2の実証結果に基づき、C/Pとミャンマーにおけるコメ水分計測トレーサビリティシ

ステム導入のメリット・導入への課題を検討する。 

モニタリングシートの回収を行った2018年11月～2019年3月にかけて、現地業務毎に

C/Pとトレーサビリティシステム導入への課題を検討・整理した。 

3-2： 成果2の実証結果に基づき、民間市場における同システム導入のメリット・導入への課

題を検討する。 

2019年1月～2019年3月にかけて、主に普及・啓蒙セミナー時の意見交換等を通じてト

レーサビリティシステム導入のメリット・課題を協議した。 
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3-3： 成果2の実証結果及び水分計測の重要性を普及・啓蒙するセミナー・ワークショップを、

民間コメバリューチェーン関係者に対して複数回実施する。（成果2実証前は水分計測

の有効性・重要性啓蒙に特化した内容とする。） 

成果2実証前に5回、実証後に12回普及・啓蒙セミナーを実施し、延べ約860人を動員し

た。 

3-4： 3-3のセミナー・ワークショップ実施時、参加者の水分計とトレーサビリティに基づいた

水分計で比較計測を行い、計測値の収集・分析を通じて有効性を検証する。 

セミナー時、参加者が水分計を持参した5ヶ所で比較計測を行い、大幅な計測値の違い

を確認した。 

3-5： 本事業の関連部署・組織（C/Pの予算所管部署、コメ以外にも同様システムを必要とする

機関・公的組織等）に対して、トレーサビリティシステム構築の必要性・有効性を普及

するセミナー・ワークショップを実施する。 

籾の生産段階において関連の深いDOA、DOCAを監督するMOCの大臣、MRF会長等、

本事業に深く関与していないが重要な関係者に対して個別訪問を中心に協議を実施し

た。 

3-6： 3-3、3-5と並行し、政府関係者に対して、水分計測トレーサビリティシステムが機能す

る為に必要な制度・法制度が適切に整備されるよう、事業期間全体を通じて助言・提言

を行う。 

C/Pとは本事業全期間を通じて協議を続け、内容への助言・提言を行った。また、法整

備の重要性を理解頂いたMRF会長からは、商業大臣に直接法整備促進を進言する等の支

援を得た。 

④ 成果4に係る活動 

4-1： 普及展開案作成に必要となる関連情報（市場調査、低金利融資、ミャンマー政府の予算

化等）に関する調査を行う。 

本事業期間中に、上記を含めた必要関連情報を収集し本報告書に記載した。 

4-1： 成果1～3の結果を基に、本事業後のKett製水分計普及展開策を作成する。 

最終結果を踏まえ、本事業後のビジネス展開計画を作成し本報告書に記載した。 

⑤ 作業工程 

本事業における作業工程は表-4の通り。 
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表-4 作業工程表 

 
出所： JICA 調査団作成 

 

　

4-1:

4-2:

△
△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

△ △
△

△

予定：■　　　実績：■

2018年度

6 7 8 9 10 11 1211 12 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6 7 98

活
動
計
画

トレーサビリティシステム構築に必要となる資機材を製造・輸送・設置する。

C/Pへのトレーサビリティシステム運用に係る技術指導（トレーサビリティシステム概論講義、高精度水分計測方法、

比較計測用コメ試料作成方法等）に必要となる資料を作成する。

1-6の評価結果に応じて追加技術指導を行う。

1-1の機材を使用し、C/Pへのトレーサビリティシステム運用に係る技術指導を行う。

C/Pによる業務ガイドライン（NSQD：1-2の指導内容を踏まえたNSQDのトレーサビリティシステム運用業務全般に係る

ガイドライン、CTQM：比較計測用コメ試料作成方法および水分計比較計測方法ガイドライン）作成を指導する。

コメの生産～流通に係るバリューチェーンで発生している水分管理に関する現状・課題の確認、およびパイロット活
動対象地・対象グループ・比較用グループ検討の為のベースライン調査（取扱コメ品種、販売チャネル、コメ取引価
格、販売時のコメ価格決定要因、水分計保有率、水分計使用頻度・内容等）を行う。

バリューチェーン全体を対象とするパイロット活動対象地・対象グループおよび比較分析用グループを選定する。

収穫期に合わせてバリューチェーン全段階（生産～精米～流通～輸出・輸出検査）で当社水分計を使用し、指標に基
づき計測データを集計する。

2-1:

2-2:

2-4の実証結果に基づき、現状（コメ水分計測トレーサビリティシステムが導入されていない状況）と比較し、社会

的・経済的有効性を実証する。

パイロット活動グループに対して活動内容説明、習熟度確認も含め水分計使用方法の技術指導を行う。

3-3のセミナー・ワークショップ実施時、参加者の水分計とトレーサビリティに基づいた水分計で比較計測を行い、計

測値の収集・分析を通じて有効性を検証する。

成果2の実証結果に基づき、CPとミャンマーにおけるコメ水分計測トレーサビリティシステム導入のメリット・導入へ

の課題を検討する。

成果2の実証結果に基づき、民間市場における同システム導入のメリットと課題を検討する。

成果1～3の結果を基に、本事業後の当社水分計普及展開策を作成する。

3-3、3-5と並行し、政府関係者に対して、水分計測トレーサビリティシステムが機能する為に必要な制度・法制度が適

切に整備されるよう、事業期間全体を通じて助言・提言を行う。

＜成果4：ビジネス展開＞当社水分計の普及展開案が作成される。

本事業の関連部署・組織（C/Pの予算所管部署、コメ以外にも同様システムを必要とする機関・公的組織等）に対し

て、トレーサビリティシステム構築の必要性・有効性を普及するセミナー・ワークショップを実施する。

報告書等提出時期（△と報告書名により表示）
月報

進捗報告書

2019年度
活動項目

業務完了報告書（案）
業務完了報告書

普及展開案作成に必要となる関連情報（市場調査、低金利融資、ミャンマー政府の予算化等）に関する調査を行う。

成果2の実証結果および水分計測の重要性を普及・啓蒙するセミナー・ワークショップを、民間コメバリューチェーン

関係者に対して複数回実施する。 （成果2実証前は水分計測の有効性・重要性啓蒙に特化した内容とする。）

C/Pに対する習熟度を、ガイドライン内容および実技試験にて確認する。

3-1:

本邦受入活動にて、C/Pへのトレーサビリティシステム運用に係る技術指導、日本のトレーサビリティシステム運用体

制講義等を行う。

3-2:

3-3:

3-4:

3-5:

3-6:

2-3:

2-4:

2-5:

1-7:

＜成果1：水分計測トレーサビリティシステムの体制整備＞  C/Pがトレーサビリティシステムを自主的に運用できる体制が検討・整備される。

＜成果2：水分計測トレーサビリティシステムの社会的・経済的有効性実証＞トレーサビリティシステムに基づく当社製水分計導入パイロット活動が行われ、社会的・経済的有効性が実証される。

＜成果3：トレーサビリティシステムに基づく当社水分計の普及促進＞当社製水分計を用いた水分計測トレーサビリティシステムの必要性・有効性がとりまとめられ、民間・政府関係者に広く理解される。

1-1:

1-2:

1-3:

1-4:

1-5:

1-6:

業務計画書
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（４） 投入 

① 要員 

提案法人【現地業務】 

 
 

提案法人【国内業務】 

 

12/12-12/23 1/14-2/1 5/17-5/31 6/1-6/3 9/9-9/26 11/25-11/30 12/1-12/5 1/15-1/27 2/3-2/5 3/24-3/31 4/1-4/3 5/19-5/31

5/23-5/31 6/1-6/2 7/11-7/21 5/19-5/25 6/23-6/29

4/2-4/7 5/23-5/31 6/1-6/2 7/11-7/21 6/25-6/29

7/11-7/21 6/25-6/29

230.0 7.67

251.0 8.36

提案法人
人月小計
（現地）

6/1-6/2,
6/13-6/30

3/10-
3/16

7

(7日)

(7日)

(5日)

8

従事者
キー

氏名 担当業務 格付 所属 分類 項目
渡航
回数

契約期間

6 7 8 9 1011 12 1 2 3 4
2017年 2018年 2019年

5 9

(14日)

(18日)(12日) (18日) (1日) (14日)

日数
合計

人月
合計6

(7日)(7日)(14日)(14日)

2 3 411 12 15

(14日) (7日)(14日) (21日)
126.0 4.20

1
吉田　典広

（東京）

業務主任者／

ビジネス展開統括
2 ㈱ケツト科学研究所 Z

計画 10

実績 13

(14日)

(5日)

166.0 5.53
4/1-4/5

3/25-
3/31

7/8-7/21

(3日) (14日) (13日) (20日)(3日) (8日) (3日)(6日) (13日)(15日)

計画

実績

(7日)
38.0 1.27

2
千木良　沖正

（東京）

機材調達・輸送管理／

水分計普及
4 ㈱ケツト科学研究所 Z

計画 5

(11日)

3
矢部　美保子

（東京）

水分計測

トレーサビリティ

指導統括

3 ㈱ケツト科学研究所 Z
計画 5

(14日) (14日)

(10日) (7日) (7日)

実績 4 36.0 1.20
(9日) (2日) (7日)

49.0 1.63
(14日) (7日)

実績 4 33.0 1.10
(6日) (9日) (2日) (11日)

4
中里　綾乃

（東京）

水分計測

トレーサビリティ

指導1
3 ㈱ケツト科学研究所 Z

計画 0

実績 2 16.0
(5日)

0.53
(11日)

5
高橋　力也

（東京）

水分計測

トレーサビリティ

指導2
6 ㈱ケツト科学研究所 Z

計画 2 0.57
(7日) (10日)

実績 0

17.0

/5-9/7

100.0 5.00

100.0 5.00

提案法人
人月小計
（国内）

11/24-30、
うち1日

11/24-30、
うち1日

11/24-30、
うち1日

計画

1/4-31、
うち7日

8/27-8/28、
うち2日

6/4

6/4

6/4

(3日)

(2日)(3日)

実績

従事者
キー

氏名 担当業務 格付 所属 分類 項目
渡航
回数

2 3

契約期間
人月
合計

4 5 92812 1

(10日)

日数
合計

9 310 11 12 14 5 6 7 86 7

(1日)

2017年 2018年 2019年

(5日)(1日)(1日)(4日)

1.30

(2日) (1.5日)

1.60

28.0 1.40

7/1-7/31、
うち1.5日

(1日)

(1日)(2.5日)(2日)(1日)(10日)

1/4-13、
うち3日

2/1-2/28、
うち10日

12/1-11、
うち3日

1/9

2
千木良　沖正

（東京）

機材調達・輸送管理／

水分計普及
4 ㈱ケツト科学研究所 Z

32.0

(1日) (3日) (3日)

計画 26.0

1
吉田　典広

（東京）

業務主任者／

ビジネス展開統括
2 ㈱ケツト科学研究所 Z

計画

(5日)

21.0

(3日)(5日) (7日) (9日)

1.05

(1日)

水分計測

トレーサビリティ

指導統括

3 ㈱ケツト科学研究所 Z
(1日)

2/1-2/28、
うち9日

2/1-2/28、
うち14日

(9日) (1日)

実績

計画

(1日) (7日)

(2日) (14日)

1.05

(1日)
20.0

(14日)

1.00
(2日)

21.0

(1日) (1日)

4
中里　綾乃

（東京）

水分計測

トレーサビリティ

指導1
3 ㈱ケツト科学研究所 Z

3
矢部　美保子

（東京）
実績

計画

実績

13.0 0.65

0.65

(13日)

13.0

2/1-2/28、
うち13日

(13日)

13.0 0.65

0.6513.0

(13日)

5
高橋　力也

（東京）
実績

㈱ケツト科学研究所 Z

計画

(13日)

2/1-2/28、
うち13日

水分計測

トレーサビリティ

指導2
6

11

実績

(1日) (5日)
6/3-6/12、
うち2日

5/7-5/18、
うち5日

5/7-5/18、
うち5日

5/7-5/31、
うち2日

10/1-10/31、
うち3日



 

 

18  

外部人材【現地業務】 

 
 

外部人材【国内業務】 

 

12/17-12/23 7/8-7/14 9/9-9/15 1/13-1/26 3/24-3/31 4/1-4/3 5/19-5/25

12/19-12/23 11/25-11/30 12/1-12/2 1/13-1/20 5/19-6/1 6/16-6/30

12/12-12/23 1/14-1/27 3/25-3/31 4/1-4/7 5/20-5/31 6/1-6/2 7/8-7/21 9/12-9/22 11/25-11/30 12/1-12/2 1/13-1/26 5/19-5/31 6/16-6/30

243.0 8.10

233.0 7.77

外部人材
人月小計
（現地）

0

(7日)

(7日)

(14日)

6

9
城野　千尋

（東京）

国内業務支援／

本邦受け入れ活動支援／

精算

6 ㈱日本開発サービス A-1
計画

実績 0

実績

計画

(7日)

8
2019年格付 所属

6 7 8 911 12 1 2 3 4
2017年 2018年

11 12
分類 項目

渡航
回数

契約期間
日数
合計

人月
合計

2 3 4

従事者
キー

氏名 担当業務

63.0 2.10
(7日) (7日)

10 5 9

6
井手　隆道

（東京）

チーフアドバイザー／

トレーサビリティ

普及支援

3 ㈱日本開発サービス A-1
計画 7

(7日)

15 7

実績 6 53.0 1.77

(7日) (7日) (14日) (7日)(7日)(7日)

(7日)(15日) (14日) (14日)(14日)

(3日)(14日)(7日) (7日)

116.0

(14日)
64.0 2.13

130.0 4.33
(13日)

(7日)

(7日)

(14日)

(16日)

(5日)

西崎　紘史

（東京）

普及・実証事業

実施管理／

再委託業務管理

4 ㈱日本開発サービス A-1 (10日)

(6日)(12日) (14日) (7日)

8
10計画

実績 10
(14日)(12日) (2日) (14日) (11日) (2日)

実績 5
7

安田　高法

（東京）

パイロット活動管理・

実証結果普及
4 ㈱日本開発サービス A-1

計画 7

(6日)
1.67

3.87

(7日) (7日) (15日)

(8日)

(8日)

(7日)

50.0
(2日) (13日) (16日)

(7日)

9/5-9/7

138.0 6.90

144.40 7.23

2/28、
うち0.5日

4/26、
うち0.5日

3/29、
うち0.5日

 【凡例】　業務従事計画（グレー）　　　　　　　　業務従事実績（黒実線）　　　　　　　　自社負担（斜線）　　　　　　　　自社業務（点線）

5/7-5/18,
5/26-5/31、
うち5日

7 8

(2.5日)(4日) (2日)(4.5日)

4/23-4/27、
うち2日

5/1-5/18、
うち2日

2/1-2/28、
うち4.5日

6/3-6/30、
うち4日

8/27-8/31、
うち2.5日

8/27-8/28、
うち2日

5/1-5/31、
うち2日

9/10-9/14、
9/18、

うち1.5日

9/3-9/11、
9/28、

うち3.5日

6/1-6/30、
うち2日

3/1-3/24、
うち1.5日

(3.5日)

11/5-11/22、
うち2.5日

11/5-11/22、
うち3.5日

5/1-5/31、
うち2日

6/1-6/30、
うち4日

8/27-8/28、
うち2日

6/1-6/30、
うち2.5日

(0.5日) (2日) (4日) (5.5日)

10/1-10/27、
うち2日

(2.5日)(2日)

12/1-12/11、
うち4日

5

(0.5日) (0.5日) (5日)

(3.5日) (1日)(8日) (6.5日) (1.5日)

(4日)

(6日)

(0.5日)

1/25-1/31、
うち1日

外部人材人月
（現地＋国内）合計

(2日) (1.5日) (1.5日)

(1.5日)

(4日)

(2日)

人月
合計

2019年2017年
6

2018年
3 4

日数
合計

(5日)

2/1-2/28、
うち2.5日

2

従事者
キー

氏名 担当業務 格付 所属 分類 項目
渡航
回数

契約期間

6 7 8 9 1011 12 1 2 3 4 5 9

(1日) (1日) (5日)

(2日) (2.5日)(1日) (1日) (1日) (2日)

1/9

11 12

(2日)

1/5-1/13,1/28-
1/31、うち5

日

(2日)

(2日)

12/3-12/12、
うち2日

7/23-7/31、
うち2日

2/1-2/28、
うち1.5日

2/1-2/28、
うち2日

5/7-5/18、
うち5日

25.0 1.25

33.5 1.68

(2日)

12/3-12/15、
12/25-

12/28、

1/7-1/12,
1/21-1/31、
うち2日

1/7-1/12、
1/27-1/31、
うち2日

6
井手　隆道

（東京）

チーフアドバイザー／

トレーサビリティ

普及支援

3 ㈱日本開発サービス A-1

計画

(3日)

(2日)

実績

(1.5日)

56.0
8

西崎　紘史

（東京）

普及・実証事業

実施管理／

再委託業務管理

4 ㈱日本開発サービス A-1

計画

(2.5日)(4.5日) (5日)

(0.5日) (5.5日)(2日)

(1日)
11/30、

うち0.5日

(0.5日)(2日)(5日) (1.5日)

2.80

(1日)

(0.5日)

(2日)
54.0 2.70

(4.5日)

19.0 0.95
(0.5日) (0.5日) (0.5日)(2.5日) (0.5日)

5/7-5/31、
うち2日

9
城野　千尋

（東京）

国内業務支援／

本邦受け入れ活動支援／

精算

6 ㈱日本開発サービス A-1
(3.5日) (2.5日)(0.5日)(0.5日)(1日) (2.5日)(1.5日) (0.5日) (0.5日)

(1.4日)

実績

計画

(2日) (2.5日) (0.5日)

12/28、
うち0.5日

(1日) (0.5日)(0.5日)

1/7-1/31、
うち1.5日

(2日)(0.5日)

6/30、0.5日
7/1-7/26、
うち1.4日 14.4

(0.5日)

0.72

(1日) (0.5日)

2/1-2/28、
うち2日

11/24-30、
うち1日

12/1-12/7、
うち1日

計画 381.00 15.00

外部人材
人月小計
（国内）

計画

実績

実績 377.40 15.00

(1日) (0.5日)

(1日) (5日)

実績

(1.5日)

(1.5日)(1日) (4日) (2日)

(2.5日) (1日) (0.5日)(1日)(2日)

2/21-23、
うち2日

11/24-30、
うち4.5日

11/24-30、
うち1日

12/24-
12/31、
うち1日

(0.5日) (6日) (2日)(4日)

2/16、1日7
安田　高法

（東京）

パイロット活動管理・

実証結果普及
4 ㈱日本開発サービス A-1

計画 40.0 2.00
(2日) (2日) (6日) (4日)

4/4-4/26、
うち0.5日

3/1-3/6, 3/20-
3/22、うち1

日

(2日) (1日) (5日) (1日) (2日)

(1日)

1/4-1/31、
うち5日 40.5

(0.5日) (5日) (2日) (1日)

2.03

(4日) (1日) (2日) (1.5日) (2日) (3.5日) (2日) (1日)(2日)

7/9、1日
5/7-5/18、
うち5日

実績

11/24-30、
うち2日

12/1-12/2、
うち1日

(1.5日) (2日) (1.5日)

1

7/1-7/31、
うち1日

7/1-7/31、
うち1日

7/1-7/31、
うち4日

6/2-6/15、
うち2日

6/2-6/15、
うち2日

6/1-6/30、
うち6日

4/1-4/16、
うち0.5日

4/1-4/26、
うち0.5日

3/1-3/16、
うち1.5日

3/1、3/18-
3/22（3/21祝

日は除

く）、3/25-
3/29 うち1

10/1-10/27、
うち2.5日
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② 機材 

表-5 資機材リスト 

 機材名 型番 数量 納入・ 
設置年月 設置先 

1 高精度水分計測用恒温・ 
高湿室 ESPEC EBR-6EA6PT-38 1 2018 年 4 月 NIMM 

2 穀物水分計（玄米・精米用） Kett Riceter f-512 42 2018 年 4 月 NIMM、CTQM 
3 穀物水分計（籾用） Kett PM-450 (ver.4514) 41 2018 年 4 月 NIMM、CTQM 

4 Oven Dryer 
（水分計測用乾燥機） PH-102M 2 2018 年 4 月 NIMM、CTQM 

5 Stainless bat 
（ステンレスバット） W390×D280×H20mm 4 2018 年 4 月 NIMM、CTQM 

6 Calibrated thermometer（デジ
タル温度計・熱電対付） 

FLUKE51 II with probe (1m) 
+ traceability certificate 2 2018 年 4 月 NIMM、CTQM 

7 Aluminum sample cans（籾・ 
コメ試料水分計測用秤量缶） D55×H25 80 2018 年 4 月 NIMM、CTQM 

8 Grain crushe（水分計測用籾・ 
コメ試料粉砕機（手動タイプ）） Kett TQ-100 2 2018 年 4 月 NIMM、CTQM 

9 Grain crusher（水分計測用籾・ 
コメ試料粉砕機（自動タイプ）） LM-3310 2 2018 年 4 月 NIMM、CTQM 

10 Electrical Balance（籾・コメ
試料重量計測用電子天秤） ALE-2202R (Low precision) 2 2018 年 4 月 NIMM、CTQM 

11 Analytical balance（籾・コメ
試料重量計測用電子天秤） 

HTR-120 (0.1mm precision 
and maximum capacity of 
100g) 

2 2018 年 4 月 NIMM、CTQM 

12 Polyethylene bag 
（ポリエチレン袋） 

0.1x300x450, t=0.1mm 
(100pcs/bag) (200pc/set) 4 2018 年 4 月 NIMM、CTQM 

13 
Sieve set （ long hole, short 
hole）（長粒種用・短粒種用
ふるい） 

Holes 1.4mm, 1.5mm, 
1.7mm, 2.3mm and 340mm 
in diamete with bottom dish 

2 2018 年 4 月 NIMM、CTQM 

14 Short paddy husker /  
短粒種用籾摺り機 FC2K 2 2018 年 4 月 NIMM、CTQM 

15 Short milled rice polisher /  
短粒種用精米機 VP-32T 2 2018 年 4 月 NIMM、CTQM 

16 Moist-bath box（籾・コメ試
料作成用水分調節容器） Kett（特注品） 4 2018 年 4 月 NIMM、CTQM 

17 穀物水分計（玄米・精米用）
チェッカーキット 

Standard resistor kit for Rf-
500 series 4 2018 年 4 月 NIMM、CTQM 

18 穀物水分計（籾用）チェッカ
ーキット 

Standard capacitance kit for 
PM-450 4 2018 年 4 月 NIMM、CTQM 

出所： JICA 調査団作成 
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③ 事業実施国政府機関側の投入 

C/P機関毎の主な関係者は表-6の通り。 

表-6 主なC/P関係者 

 役職 概要 
教育省・研究革新局（DRI） 
1. Director General DRI の最終意思決定者。案件化調査時より非常に協力的。 
2. Director, National Standards 

and Quality Department 
NSQD 責任者。案件化調査時より全活動について緊密にサポー
トを得ている。 

3.※ Director, NIMM 当初は NSQD 計量課の責任者だったが、NIMM 建設・運営にあ
たり責任者として Director に昇格。極めて協力的。 

4.※ Senior Metrology Officer, 
Metrology Division 
Deputy Director, NIMM 

計量分野のスペシャリスト。本事業中及び事業後のトレーサビ
リティシステム運営にあたっても技術面の中心となる存在。本
事業での技術移転に加えて、積極的に APLMF の国際基準コメ
水分計測研修にも積極的に参加しており、業務への意欲が高い。
極めて協力的。 

商業省・消費者局（DOCA） 
1.※ Director, DOCA/CTQM DOCA 側の実質的な責任者。CTQM 所長でもあり、CTQM に関

しては最終意思決定者となる。極めて協力的。 
2.※ Assistant Director, DOCA Director の補佐担当。CTQM の技術者だったが昨年からネピド

ーの DOCA 本省に勤務している。日本留学経験が有り、日本語
をある程度理解できる。 

3.※ Superintendent, CTQM CTQM の主任技術者。これまで本邦受入活動を含む本事業の全
研修に参加している。 

4.※ Superintendent, CTQM CTQM の主任技術者。これまで本邦受入活動を含む本事業の全
研修に参加している。 

注： ※印のあるメンバーは本邦受入活動参加者。 
出所： JICA 調査団作成 

 
（５） 事業実施体制 

Kettは全期間に亘り事業の全体指揮及び取りまとめを行い、外部人材にはKettと案件化

調査を実施した（株）日本開発サービスを引き続き活用した。また、現地での支援体制に

関しては、Kett販売代理店（Pioneer Agrobiz Co., Ltd）より支援を得ながら本事業を進めた。 

 
出所： JICA 調査団作成 

図-4 事業実施体制図 
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･ Pioneer Agrobiz Co., Ltd. 

Kett 

業務実施支援 

連携 
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C/Pも含めた事業実施体制については、C/P側人件費、光熱費、地方出張時の旅費日当宿

泊費等を始め、本事業後の機材管理に係る費用も全てC/P負担であることをDRI及びDOCA

と合意した。本事業活動内容に係るKett・C/P間の責任分担事項14については、2017年10月

署名のMinutes of Meeting（M/M）に基づき、表-7に示した。 

表-7 主な責任分担表 

DRI : Department of Research and Innovation 
NSQD : National Standard Quality Department 
DOCA : Department of Consumer Affairs 
CTQM : Commodity Testing & Quality Management Center 
Kett : Kett Electric Laboratory 

Responsibility 

DRI/ 
NSQD 

DOCA 

Kett Regional 
Office CTQM 

［成果 1］ 
1-1 ： トレーサビリティシステム構築に必要となる資機材を製

造・輸送・設置する。 ○  ○ ◎ 

1-2 ： C/P へのトレーサビリティシステム運用に係る技術指導（ト
レーサビリティシステム概論講義、高精度水分計測方法、比
較参照基準籾・コメ試料作成方法等）に必要となる資料を作
成する。 

   ◎ 

1-3 ： 本邦受入活動にて、C/P へのトレーサビリティシステム運用
に係る技術指導、日本のトレーサビリティシステム運用体
制講義等を行う。 

◎  ◎ ◎ 

1-4 ： 1-1 の機材を使用し、C/P へのトレーサビリティシステム運
用に係る技術指導を行う。 ◎  ◎ ◎ 

1-5 ： C/P による業務マニュアル（NSQD：1-2 の指導内容を踏ま
えた NSQD のトレーサビリティシステム運用業務全般に係
るマニュアル、CTQM：比較参照基準籾・コメ試料作成方法
及び水分計比較計測方法マニュアル）作成を指導する。 

◎  ◎ ○ 

1-6 ： C/P に対する習熟度を、マニュアル内容及び実技試験にて確
認する。 ○  ○ ◎ 

1-7 ： 1-5 の評価結果に応じて追加技術指導を行う。 ○  ○ ◎ 
［成果 2］ 
2-1 ： コメの生産～流通に係るバリューチェーンで発生している

水分管理に関する現状・課題の確認、及びパイロット活動対
象地・対象グループ・比較用グループ検討の為のベースライ
ン調査（取扱コメ品種、販売チャネル、コメ取引価格、販売
時のコメ価格決定要因、水分計保有率、水分計使用頻度・内
容等）を行う。 

 △ △ ◎ 

2-2 ： バリューチェーン全体を対象とするパイロット活動対象
地・対象グループ及び比較分析用グループを選定する。  ○ ○ ◎ 

2-3 ： パイロット活動対象グループに対して活動内容説明、習熟
度確認も含め水分計使用方法の技術指導を行う。  ○ ○ ◎ 

2-4 ： 収穫期に合わせてバリューチェーン全段階（生産～精米～
流通～輸出・輸出検査）で Kett 製水分計を使用し、指標に
基づき計測データを集計する。 

 △ △ ◎ 

2-5 ： 2-4 の実証結果に基づき、現状（コメ水分計測トレーサビリ
ティシステムが導入されていない状況）と比較し、社会的・
経済的有効性を実証する。 

○ ○ ○ ◎ 

 
14 本事業における成果 4「Kett 製水分計の普及展開案が作成される」に係る業務は、全現地業務終了

後に Kett が国内で実施する業務となり C/P とは関係がない為、M/M に記載した Kett～C/P 間の責任
分担表には含まれていない。 
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DRI : Department of Research and Innovation 
NSQD : National Standard Quality Department 
DOCA : Department of Consumer Affairs 
CTQM : Commodity Testing & Quality Management Center 
Kett : Kett Electric Laboratory 

Responsibility 

DRI/ 
NSQD 

DOCA 

Kett Regional 
Office CTQM 

［成果 3］ 
3-1 ： 成果 2 の実証結果に基づき、C/P とミャンマーにおけるコメ

水分計測トレーサビリティシステム導入のメリット・導入
への課題を検討する。 

○ ○ ○ ◎ 

3-2 ： 成果 2 の実証結果に基づき、民間市場における同システム
導入のメリットと課題を検討する。 ○ ○ ○ ◎ 

3-3 ： 成果 2 の実証結果及び水分計測の重要性を普及・啓蒙する
セミナー・ワークショップを、民間コメバリューチェーン関
係者に対して複数回実施する。（成果 2 実証前は水分計測
の有効性・重要性啓蒙に特化した内容とする。） 

 △ △ ◎ 

3-4 ： 3-3 のセミナー・ワークショップ実施時、参加者の水分計と
トレーサビリティに基づいた水分計で比較計測を行い、計
測値の収集・分析を通じて有効性を検証する。 

 △ △ ◎ 

3-5 ： 本事業の関連部署・組織（C/P の予算所管部署、コメ以外に
も同様システムを必要とする機関・公的組織等）に対して、
トレーサビリティシステム構築の必要性・有効性を普及す
るセミナー・ワークショップを実施する。 

○ ○ △ ◎ 

3-6 ： 3-3、3-5 と並行し、政府関係者に対して、水分計測トレーサ
ビリティシステムが機能する為に必要な制度・法制度が適切
に整備されるよう、事業期間全体を通じて助言・提言を行う。 

△ △ △ ◎ 

◎：主（責任を負う） ○：副 △：必要に応じて支援 
出所： JICA 調査団作成 

 
（６） 事業実施国政府機関の概要 

① 教育省（旧科学技術省）研究革新局（DRI） 

組織名称 Department of Research and Innovation, Ministry of Education 
所在地 ヤンゴン市内 
設立年 2015年、旧科学技術省・科学技術研究局（Myanmar Scientific and Technological 

Research Department：MSTRD）から名称変更。業務内容は変更なし 
組織規模 再生可能エネルギー技術、電気技術、化学技術、材料科学、国家基準・品質、

生物学、知的財産、ICT等のセクターにおいて各部署を擁する 
組織の目的 ミャンマーの科学技術発展を目的とした研究開発業務の実施 
主な業務内容 標準化に関する法律公布 

計量研究所の設立及び計量法の公布 
知的財産（IP）事務所の設立及び知的財産法の公布 
再生可能エネルギー、電子技術、化学技術、材料の研究開発 
農村開発分野、食品安全分野、環境保全分野における実用化に関するバイオ
テクノロジーの研究開発 
科学・技術及び革新の発展の為のセミナー、ワークショップ、知識共有、保
守及び情報サービスの実施 
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出所： DRI（https://www.dri.gov.mm/）ホームページを基に JICA 調査団作成 

図-5 DRI組織図 

 
② 国家基準品質局（NSQD） 

組織名称 National Standard Quality Department, Department of Research and Innovation, 
Ministry of Education 

所在地 ヤンゴン市内（DRI敷地内） 
設立年 2015年（旧科学技術省・科学技術研究局（Myanmar Scientific and Technological 

Research Department：MSTRD））から教育省との統合時に名称変更。業務内
容は変更なし 

組織規模 標準化局、認証局、総務局、NIMMの4部署で構成されており、約35名の技術者・
職員を擁する 
年間予算：約10億MMK（約800万円）程 

組織の目的 ミャンマーにおける計量基準策定や管理を行う 
主な業務内容 標準化促進に係る提言・啓蒙・産業界支援 

各種計測器の校正・検定の実施 
ミャンマーの法定計量体制整備 
国内検査施設の認証 

 

 
出所： DRI（https://www.dri.gov.mm/portfolio_item/organization-nsqd/）ホームページを基に JICA 調査団作成 

図-6 NSQD組織図 
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DRIは今後数年でDRI全体の人員を120名から180名まで増員させる予定であり、その過

程で必要に応じて本事業後に必要な要員・予算も確保できるとの返答を局長（Director 

General: DG）DGより得ている。 

また、2018年4月、DRIは敷地内にミャンマーの計量基準を一括して管理するNIMMを建

設した。三階建て・総部屋数30以上からなる本格的な規模の研究所であり、アジアで同等

以上の計量研究所を有している国は日本とタイのみである。今後はNIMMがミャンマーの

全ての計量基準を所管する施設になることから、本事業の資機材もNIMM内に設置した15。

現在、NIMMはNSQD傘下の機関に位置付けられているが、今後は独立した部署としてDRI

直下に置かれる予定である。 

 
出所： NSQD のプレゼンテーション資料を基に JICA 調査団作成 

図-7 NIMM組織図 

 

  
NIMM看板 NIMM正面入口外観（舗道整備中） 

 

  

 
15 前述した USAID や UNIDO の度量衡支援に関しても NIMM に資機材が設置されている。 

Scientific Metrology Dept.: 

Temperature Lab 

Electrical Lab 
  

Moisture Lab 

Dimension Lab 

Type Approval Lab 

Prepackaged good Lab 

Legal Metrology Dept.: 

Volume Lab 

Force & Hardness Lab 
  

Mass & Balance Lab 

Pressure Lab 

Industrial Metrology Dept.: 

National Institute of Metrology -Myanmar (NIMM) 

http://demo.worldwidemyanmar.com/dri/electronic-technology-research-center/
http://demo.worldwidemyanmar.com/dri/chemical-technology-research-centre/
http://demo.worldwidemyanmar.com/dri/national-analytical-laboratory/
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③ 商業省・消費者局（DOCA） 

組織名称 Department of Consumer Affairs, Ministry of Commerce 
所在地 ネピドー 
設立年 2016年（以前は貿易促進・消費者局（Department of Trade Promotion and 

Consumer Affairs: DTPC）だったが、MOCの組織再編に伴い貿易促進業務と
分割され現在の呼称に変更） 

組織規模 6部署にて構成され、全国14管区／州の31地区に地域事務所を所有 
職員数：2,700名 

組織の目的 消費者の権利の保護、生産物の安全性確保、関係する製品・サービスの品質
向上に関する研究開発、国内流通発展に関する研究 

主な業務内容 消費者保護の方針策定 
商品及びサービスに関する消費者の安全性に関する調査 
消費者、消費者保護団体等からの消費者保護に関する課題の解決 
消費者保護事業に関する統計調査の実施及び分析 

 

 
出所： DOCA のプレゼンテーション資料を基に JICA 調査団作成 

図-8 DOCA組織図 

 
DOCAには、CTQMが準基準機関として準基準器を管理し、DRIと市場ユーザーを繋ぐ重

要な役割を持つとともに、DRIのみの予算・人員では継続的な作成が難しい比較参照基準

籾・コメ試料の作成も担当することになる 16。加えて、DOCAは全国に14の地域

（Region/State）事務所、31の地区（District）事務所を所有しており、トレーサビリティシ

ステムの全国普及を見据えて地域事務所のネットワークを最大限活用し、トレーサビリテ

ィシステムの地域事務所としても機能することを期待している。また、その担当者となる

DOCA地域事務所員の研修センターとしてもCTQMは最適であると考えている。 

 
16 DOCA の Director（CTQM 所長兼任）へのヒアリングによると、DOCA のリソースでも実施が難し

くなりそうな場合は MRF との業務提携を考えているとのこと。 
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④ 農産品検査・品質管理センター（CTQM） 

組織名称 Commodity Testing & Quality Management Center, Department of Consumer Affairs 
所在地 レグー（Hlegu）、ヤンゴン郊外 
設立年 2013年（JICA無償資金協力にて設立されたPost-Harvest Technology Application 

Center （PTAC）から再編） 
組織規模 6研究室（Oil and Fats Lab, Pest Lab, Pesticides Lab, Grain（Chemical）Lab, Grain

（Physical）Lab, Aflatoxins Lab）を有する 
研究者・職員数：38名 

組織の目的 消費者の権利の保護、生産物の安全性確保、関係する製品・サービスの品質
向上に関する研究開発、国内流通発展に関する研究 

主な業務内容 食品に関する研究及び輸出業者への品質・成分検査 
食品に関する技術研修の実施（テーマによってはMOCに限らずMOEやDOA
の関係者も参加） 

 

  
CTQM外観 CTQM内セミナールーム 
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3. 普及・実証事業の実績 

（１） 活動項目毎の結果 

本事業の活動結果は以下の通りとなった。 

期待される成果 指標 結果 
成果 1： 
C/P がトレーサ
ビリティシステ
ムを自主的に運
用できる体制が
検討・整備され
る。 

･ 輸出入・据付・試運転の完了 
･ DRI・CTQM の知識・技術習熟度 
･ DRI のトレーサビリティシステム運用能力

（知識、技術、業務フロー） 
･ CTQM のトレーサビリティシステム運用能

力（知識、技術、業務フロー） 
･ 水分計測トレーサビリティ概要、水分計測方

法、比較参照基準籾・コメ試料作成方法、水
分率検定業務の習熟度 

･ 機材管理・運用の適正度（業務内容、稼働時
間、機材管理（保守点検等含む）表の記入等） 

･ 本邦受入活動実施による成果（技術レベル、
日本事例の理解度、事業実施に係る関係者と
のネットワーク構築等） 

･ C/P の事業後トレーサビリティ運用方法・体制 

･ 輸出入結果の記録 
･ 機材等納入結果検査調書 
･ 技術指導に利用した資料 
･ 技術指導の実施記録（回数・
対象者・内容・時間等） 

･ DRI 作成の現地語業務マニ
ュアル 

･ CTQM 作成の現地語業務マ
ニュアル 

･ 習熟度確認試験結果表 
･ 機材使用者の運用記録 
･ 本邦受入活動結果報告書 
･ 事業後の運用方法・体制に係
る C/P 間の検討結果、C/P 作
成のトレーサビリティ運用
機材活用方法素案 

成果 2： 
トレーサビリテ
ィシステムに基
づく Kett 製水分
計導入パイロッ
ト 活 動 が 行 わ
れ、社会的・経済
的有効性が実証
される。 

＜社会的有効性＞ 
･ パイロット活動参加者の水分計測に対する

認識、水分管理に関する知識、水分計使用意
欲等（全バリューチェーン） 

＜経済的有効性＞ 
･ パイロット活動前後の販売量・単位量あたり

籾販売価格（農民から取引業者・精米業者） 
･ パイロット活動前後の精米歩留まり・黄色米

発生量・精米販売量、単位量あたりの精米販
売価格（精米業者） 

･ パイロット活動前後の籾または精米販売量・
単位量あたり販売価格（取引業者） 

･ パイロット活動前後の購入量・輸出量、単位
量当たり販売価格（輸出業者） 

･ 輸出時証明発行リジェクト件数（検査業者） 
･ 取引時水分率相違回数（全バリューチェーン） 

＜社会的有効性＞ 
･ パイロット活動参加者アン
ケート 

＜経済的有効性＞ 
･ ベースライン調査結果報
告書  

･ パイロット活動結果報告書 

成果 3： 
Kett 製水分計を
用いた水分計測
トレーサビリテ
ィシステムの必
要性・有効性が
と り ま と め ら
れ、民間・政府関
係者に広く理解
される。 

･ トレーサビリティシステム導入メリット・導
入課題内容 

･ 民間市場における同システム導入のメリッ
ト・課題内容 

･ セミナー・ワークショップ内容（回数・場所・
参加者・内容・アンケート結果） 

･ 水分計比較計測内容（地域・計測台数・水分
値・使用水分計） 

･ 制度・法制度に関する協議内容（回数・場所・
参加者・内容） 

･ 本邦受入活動成果 

･ 検討協議結果報告書（業務完
了報告書に記載） 

･ 民間組織との協議結果報告
書（業務完了報告書に記載） 

･ 参加者アンケート 
･ 水分計比較計測結果報告書
（業務完了報告書に記載）  

･ 制度・法制度に関する協議
記録 

･ 本邦受入活動結果報告書 

成果 4： 
Kett 製水分計の
普及展開案が作
成される。 

･ 市場調査結果 
･ 機材購入にかかる資金調達現況調査結果 
･ 政府予算化現況調査結果 
･ 普及展開計画（対象マーケット、展開方法、

事業リスク、長期の収益計画等） 

･ 業務完了報告書 

出所： JICA 調査団作成 
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① 成果1に係る活動結果 

成果1「C/Pがトレーサビリティシステムを自主的に運用できる体制が検討・整備され

る。」に関する活動結果は以下の通り。 

1-1： トレーサビリティシステム構築に必要となる資機材を製造・輸送・設置する。 

トレーサビリティシステム構築にあたっては、表-5の資機材リストに記載された全機

材を、ミャンマーの計量基準を管轄するNIMMの一室に設置し、水分計測ラボとして機

能する状態にさせる必要がある。本事業開始後、全資機材を予定通り製造・調達し、2018

年3月末までに納入した上で、2018年3月下旬～4月上旬にかけて恒温・恒湿室の組立、他

機材検品・動作確認、設置・試運転を完了した。輸送スケジュールは下記の通り。（詳

細は添付資料1「機材等納入結果検査調書（抜粋）」を参照） 

① 製造・調達製品を指定倉庫へ納入（～1/29） 

② 輸出通関、海運輸送（～3/7） 

③ 通関（3/8～3/20） 

④ 国内輸送、機材納入・仮置き（3/20～3/21） 

⑤ 検品・稼働確認・設置、恒温・恒湿室組立（3/26～4/5） 

⑥ 恒温・恒湿室試運転（4/6） 

また、現地技術研修会を少グループで効率的・効果的に行うべく、当初は全機材を

NIMMに設置したが、第2回技術研修会後、恒温・恒湿室以外の機材2セットのうち1セッ

トを当初の設置予定先であるCTQMに移転した。本事業後には、NIMMで基準器として

使用するRiceter f-512・3器、PM450・3器以外の水分計はCTQMへ供与された。これは、

DOCAが今後全国のDOCA地域事務所で検定業務に従事することを踏まえている。 

その他、ISO基準における水分計測では、規定された乾燥時間である2時間のうち計測

に用いる乾燥機の電源が一瞬でも止まるとISO基準を満たさなくなることから、必ず電

源を付け続けなくてはいけない。据付時、乾燥機に対する電源対策が完了していなかっ

た為、DRIと協議した結果、急遽DRI予算にてUPS17を購入し電源～乾燥機電源ケーブル

間に設置することで対応した。実際に現地第1回技術研修会で上記乾燥機を使用した時

にも停電が発生したが、問題なく稼働したことを確認している。 

1-2： C/Pへのトレーサビリティシステム運用に係る技術指導（トレーサビリティシステム概論講義、

高精度水分計測方法、比較参照基準籾・コメ試料作成方法等）に必要となる資料を作成する。 

C/P主メンバーの知識・技術レベルに関して、案件化調査及び本事業準備期間での活動

で、既にカンボジアでAPLMF研修参加実績を持つC/Pコアメンバー1名以外全員が予定研

修内容の知識・経験を有していないことを確認した。その為、研修に用いる資料は、Kett

がこれまでのトレーサビリティシステム構築支援で作成・蓄積してきたトレーサビリテ

 
17 Uninterruptible Power Supply（無停電電源装置）の略称。バッテリを内蔵し、停電などの入力電源異

常時に、接続した機器へ電力を継続供給する為の装置。 
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ィシステム概論講義、高精度水分計測方法、比較参照基準籾・コメ試料作成方法等研修

の研修資料18等を用いて、一から習得することを前提にするものとした。 

（詳細は添付資料2「技術指導用資料（抜粋）」を参照） 

1-3： 本邦受入活動にて、C/Pへのトレーサビリティシステム運用に係る技術指導、日本のトレ

ーサビリティシステム運用体制講義等を行う。 

当初計画通り、ミャンマーでの技術研修会実施前の2018年2月に、今後の活動のコアメ

ンバーとして、DRIよりDirectorを含む2名、DOCAよりDirectorを含む4名の合計6人を対

象に、1週間の日程で本邦受入活動を実施した。日本であらかじめ事業後のトレーサビ

リティシステム運用の中心となる対象者に対して技術研修を行い、より深い理解度で現

地での技術研修に臨んでもらうことを目的とし、第1回現地技術研修会に先立ち行った。

（詳細は添付資料3「本邦受入活動完了報告書」を参照） 

表-8 本邦受入活動内容概要 

 項目 内容 
① トレーサビリティシステム概

論・国際法定計量概論・他国
トレーサビリティ事例等講
義、Kett製水分計の詳細仕様・
計測原理に係る講義 

実習を行う上で基礎となる、コメ水分計測トレーサビリティの概論、コメ
水分を含む計測トレーサビリティ全体に関する国際法定計量の歴史・現状
についての概論、ミャンマー国でベンチマーク的存在となるタイを含む他
国のコメ水分計測トレーサビリティシステム概要、Kett製水分計の詳細仕
様・計測原理（電気抵抗式、高周波容量式）に係る講義を行った。 

② 国際勧告・国際基準乾燥法に
よるコメ水分計測方法実習 

これまで概要のみ伝えていた国際勧告R59（ISO-712、ISO-7700等）に基づ
く国際基準コメ水分計測方法について、2003年から各国トレーサビリティ
システム構築に技術面の中心人物として携わってきた矢部団員を講師に、
計測全行程について実技研修を行った。本事業で導入予定の、恒温・恒湿
室（Kettは自社建築）を含む全機材を用いて実際に実習を行うことにより、
計測方法はもとより貸与機材をどのように使用するかのイメージも明確
に持つことができた。 

③ 収集計測データのまとめ方
法・分析方法の実習 

②で計測したデータについて、各データのまとめ方、データの解釈方法や
評価方法に関して、Kettが独自に作成し東南アジア諸国で運用しているシ
ートを用いて実習を行った。許容範囲誤差内に該当しているかどうか、準
備方法が誤っていた為にデータが最初から使えなかった事例も踏まえな
がら実際的な作業を行った。 

④ 比較参照基準籾・コメ試料の
作成方法・管理方法実習 

トレーサビリティ体制において極めて重要となる、比較参照基準籾・コメ
試料の作成方法・管理方法の実習を行った。②と同じく、これまで概要の
み説明していた作業を実際に実技にて経験することで、具体的な作業工程
や工数、貸与機材の使用方法を理解することができた。 

⑤ 現地技術研修会準備に係る
協議、本邦受入活動まとめ 

上記活動で得た知見のまとめを踏まえ、5月にミャンマーで実施する同内
容の技術研修会の事前準備に係る協議を行った。 

出所： JICA 調査団作成 

 
1-4： 1-1の機材を使用し、C/Pへのトレーサビリティシステム運用に係る技術指導を行う。 

本事業開始時に予定していた3回の技術研修会に加えて、最終渡航での最終確認短期

研修会を含む全4回の研修を実施した。 

 

 
18 APLMF の HP に記載されているガイドブックを研修用に編集し直したもの。 

URL：http://www.aplmf.org/uploads/5/7/4/7/57472539/aplmf_guide_-_rice_moisture_measurement.pdf 
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表-9 技術研修会概要 

回数 時期 場所 対象者 講師 目的 内容 期間 

(0) 
本邦
受入
活動 

2018 年 
2 月 Kett 

NIMM 実務者 
2 名、CTQM 
技術者 4 名 

Kett 

2018 年 5 月の第 1 回現地技術研修
会に先立ち、同内容の研修を C/P
コアメンバーに行うことで、第一
回現地技術研修会の円滑な実施及
び C/P 間の ToT 促進を促す。 

･ コメ水分測定原理の座学講義、比較参照基準
籾・コメ試料の作成方法指導（トレーサビリ
ティシステムや ISO 基準計測等に係る概論、
サンプル用のコメ収穫ノウハウ、試料ロット
毎の小分け方法、保存方法、必要保存期間等） 

5 日間 

1 2018 年 
5 月 NIMM 

NIMM 実務者
6 名、CTQM
技術者 8 名 

Kett 
今後トレーサビリティシステム運
用に係る技術者全員に対して、総
合的な知識・技術の習得を目指す。 

･ 同上 5 日間 

国内 2018 年 
6 月 

NIMM 及び
CTQM 同上  マニュアル作成により、研修会で

得た知識の習熟を目指す。 
･ 研修内容に係る部分の業務マニュアル作成  

2 2018 年 
7 月 NIMM 同上 

NIMM＋ 
Kett 

（側面支援） 

第 2 回現地技術研修会の内容を
改めて行い、更なる知識・技術の
深化及び C/P による ToT を通じ
た技術移転を目指す。 

･ 事前に C/P が作成した籾・コメ試料を用いて、
1 回目と概ね同内容を NIMM 主体で実施 

5 日間 

国内 2018 年 
8 月 

NIMM 及び
CTQM 同上  

マニュアル作成及び比較参照基
準籾・コメ試料作成により、知識・
技術の更なる習熟を目指す。 

･ 研修内容を基に、NIMM・CTQM が籾・コメ
試料を作成 

･ 業務マニュアル作成・更新 

 

3 2018 年 
9 月 CTQM 

CTQM8 名、
DOCA 地域事
務所より 20 名
（4名×5支所） 

CTQM＋ 
Kett 

（側面支援） 

地域事務所の DOCA 職員に対し
て、トレーサビリティ概要や
DOCA が今後担う検定業務を理
解・習得する。また、CTQM から
DOCA への ToT を促進する。 

･ CTQM から DOCA 地域事務所メンバーに対
する、トレーサビリティシステム概論、正し
い水分計使用方法（測り方）、具体的なユー
ザーレベル水分計の水分計検定方法、NIMM
への視察 

3 日間 
 

国内 

2018 年 
10 月～
2019 年 

5 月 

NIMM 及び
CTQM 

NIMM 実務者
6 名、CTQM
技術者 8 名 

 
マニュアル作成及び比較参照基
準籾・コメ試料作成により、知識・
技術の更なる習熟を目指す。 

･ 比較参照基準籾・コメ試料の作成（DOCA） 
･ 比較参照基準籾・コメ試料 ISO 基準計測に

よるデータ蓄積（NIMM） 
･ 業務マニュアルの作成（NIMM、CTQM） 

 

4 2019 年 
6 月 NIMM 同上 Kett 

前回までの研修会で習得した業
務を C/P が自身で行う中で、実務
的な質問に答えていくことで、本
事業後の持続的なトレーサビリ
ティ運営を目指す。 

･ 過去 3 回の研修を踏まえ、C/P だけで全く問
題なく業務が行えるかの実技試験・最終確
認を実施 

･ C/P 側からの要望に応じた短期研修を実施 

3 日間 
 

出所： JICA 調査団作成 
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2018年5月の第一回技術研修会は本邦受入活動と概ね同内容のものをNIMMで改めて

実施した（詳細スケジュールは添付資料4「技術研修会詳細スケジュール（第1回～第4

回）」を参照）。一度の研修では全て理解しきれない内容を改めて学ぶことで、得た知

識・経験を確実に蓄積させることを狙いとし、また、日本ではなくNIMMで研修を行い、

想定外の不具合や事象を把握・対応することで、適切なトレーサビリティシステム運営

体制を整える一助とすることも目的としている。 

5月実施の第1回技術研修会は座学・実技ともにKettの団員が全面的に講師を務め、7月

実施の第2回技術研修会では前回より団員が具体的に指導する回数を少なくし、参加者

同士で確認・検討しながら自発的な研修となるよう心掛けた。 

第2回技術研修会後、DRIの責任の下、8月にNIMMの資機材1セット（恒温・恒湿室は

除く）をCTQMに移送し、9月の研修はこれら機材を使用しながら行った。これまで研修

を受けてきたCTQM中心メンバーがプログラムの計画から講師まで全て担当し、合計5

地域から集まった職員20名に対して、トレーサビリティシステムの概要や、具体的なユ

ーザーレベル水分計との水分計検定方法を中心に研修会を実施した。 

表-10 2018年9月実施研修会スケジュール（CTQM作成） 

Date Time Description 

Day 1 
19th, 
Sept. 

(Wed) 

10:00- 10:50 Opening Session 
11:00- 11:50 Indroduction of Kett Electric Laboratory (Kett) 
11:50~13:00 Lunch 
13:00- 13:50 GMT Traceability System (NIMM) 
14:00- 14:50 GMT Traceability System (CTQM) 
15:00- 15:50 Laboratory Orientation (CTQM) 

Day 2 
20th, 
Sept. 
(Thu) 

10:00- 10:50 ISO-712 Drying Oven Method (CTQM) 
11:00- 11:50 Demonstration of oven dry method and all of facility (CTQM) 
11:50~13:00 Lunch 
13:00- 13:50 Demonstration of oven dry method and all of facility (CTQM) 
14:00- 15:50 Practice of GMT (Rf-512 & PM-450) operation & inspection (CTQM) 

Day 3 
21th, 
Sept. 
(Fri) 

10:00- 10:50 Closing Session 
11:00- 11:50 Meeting for Project Implementation (Kett, NIMM, DOCA) 
11:50~13:00 Lunch 
13:00- 15:50 Study Tour to NIMM 

出所： CTQM 資料を基に JICA 調査団作成 

 
DRIはC/Pコアメンバーの一人が法定計量概論や計測トレーサビリティシステムの概

論を担当した。上記メンバーは本研修会以外にも多くの大臣級会議やセミナーで同様の

内容にて登壇経験があり、研修会の習熟度が最も高い参加者の一人であった為、参加者

に適したレベルの内容だった。 

CTQMは同じくC/Pコアメンバーが講師を務めた。水分計が正確なコメ水分管理におい

てどう重要なのか、コメの水分計測でトレーサビリティシステムを構築する為にはDOCA

及びCTQMがどのような役割を担うべきなのか、その中でDOCA地方支部としてはどのよ

うな活動を行う必要があるのか等、より具体的な観点から講義を行い、本事業後のDOCA

としてのビジョンを明確に説明できることを確認できた。 

また、水分計測方法についても、同メンバーは全く問題なく講師を担えたと判断した。
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説明資料は全て研修会資料等を参考に自身で作成しており、その内容もKettから見て不

備等が見られなかったこと、計測方法説明に関してもNIMMでの研修会よりも容易19な

内容であったことから、不備なく全ての説明を行えていた。 

1-5： C/Pによる業務ガイドライン（NSQD：1-2の指導内容を踏まえたNSQDのトレーサビリテ

ィシステム運用業務全般に係るガイドライン、CTQM：比較参照基準籾・コメ試料作成

方法及び水分計比較計測方法ガイドライン）作成を指導する。 

1-4での技術指導結果を踏まえ、1-2でKettが作成した資料やAPLMFで無料公開されている

資料等を基に、DRI・DOCAが合同で業務ガイドラインを作成した。 

技術研修会では最初に全体像について説明し、その後作業ごとに研修を行っていった

が、当初は一つ一つの内容を習得していく段階であり、C/Pの通常業務もある中、体系的

にどう水分計測トレーサビリティシステムを運用していくかに関してC/Pからの具体的

なアイデアはなかった。 

C/P主体による持続的な体制を作らないまま本事業が終了した場合、事業後のトレーサ

ビリティシステムの持続性・自立発展性に関して致命的な影響が発生する可能性が高い。

その為、当初計画であった3回の技術研修会が終わった2018年11月から、DRI・DOCA・Kett

合同で意見交換を行い、ガイドライン作成の重要性や作成にあたっての要点等を複数回協

議していき、最終的にC/Pが独自でガイドラインを完成させた。内容に関しても、研修内

容が全て盛り込まれており、かつミャンマーのコメ栽培サイクルに合わせて年間スケジュ

ールが立てられている等、ミャンマーでの業務を想定した内容となった。 

1-6： C/Pに対する習熟度を、ガイドライン内容及び実技試験にて確認する。 

第1回現地技術研修会では、本邦受入活動参加者以外、全員がトレーサビリティシステ

ムを全く知らず、かつKett製水分計に触ったことがない参加者が多数という状態からの

研修開始となった。座学でのトレーサビリティ概論やISO-712計測方法講義については、

一度の講義で理解できた参加者はいなかったものの、実際に作業を行っていく実習過程

を通じて、ISO-712に則った計測方法及び比較参照基準籾・コメ試料作成方法を理解・蓄

積できていることが、全実習を監督・指導したKett団員により確認できた。 

これは、実技の各工程とも、参加者の意欲が高く積極的に研修を受けていたこと、数

十点の籾・コメサンプルをひとつずつ使用・計測する為に反復練習の機会を多く持てた

こと、かつその反復作業もKett団員が都度直接指導しながら行ったことで効果的になっ

たこと、習熟度の早い参加者が同グループ内他参加者に教えながら進めることで、覚え

たことを他人に教える復習指導の機会を多く持てたこと等が要因として考えられる。ま

た、第二回現地研修会時にも同様の行い方で実施することで、特に復習指導の回数を大

幅に増やすことができ、効率的・効果的な研修内容習得に繋がった。 

 
19 最も難しい内容である恒温・恒湿室での水分計測業務は、準基準機関に位置付けられる DOCA

（CTQM）の業務分掌には該当せず、かつ現場でユーザーレベル水分計との検定業務を担うことが
期待される DOCA 地方支部職員への説明には不要である為。 
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知識面に関する習熟度に関しては、第二回現地研修会終了時には筆記試験（詳細内容

は添付資料6「第2回技術研修会実施時筆記試験問題用紙」を参照）を行い、1名を除くほ

ぼ全員が問題ないと判断できる7～9割の正答率20を示した。 

実技面の習熟度に関しては、第三回現地研修会（CTQMにてDOCA地域事務所員を対

象に実施、C/Pコアメンバー＋吉田団員にて担当）を除く全研修にトレーサビリティ指導

担当団員が全日程参加し、全員の習熟度を随時観察しながら指導・助言する形を取った。

習熟度判定は、Kettの帰国中にDRI、DOCA双方へ実施すべき課題を指示（比較参照基準

籾・コメ試料の作成、ISO基準水分測定によるコメサンプルデータ採取、サンプルデー

タの分析等）し、次回現地業務時にその内容を確認する工程を繰り返すことで判断した。

習熟度最終確認も含めた第四回現地研修会時、DRI・DOCA双方が担うべき業務内容（正

確なISO基準水分測定による検量線の更新、検定業務に使用する比較参照基準籾・コメ

試料の作成）に主だったミスは見受けられなかったことから、技術移転が問題なく完了

したと判断した。 

1-7： 1-6の評価結果に応じて追加技術指導を行う。 

現地で実施した3回の技術研修会を通じて、既にほぼ問題ないレベルまでC/Pの技術移

転は終了していたものの、最終確認及びC/Pからの質問等に対応する形で、2019年6月最

終渡航時には短期技術研修会を追加実施した。 

また、ミャンマーにとってベンチマークとなるタイのコメ水分計測トレーサビリティ

システム構築・運用事例について、法整備や規則・罰則の現況、タイ国における検定体

制、現場レベルでの具体的な校正業務フロー等の他国事例を学ぶべく、Kett、DRI、DOCA

それぞれ自己負担にて、2018年12月17日～20日の日程でタイ第三国研修21を実施した。

担当タイ政府関係者との面談や、実際に校正（基準となる水分計との精度確認）が行わ

れている現場を視察する機会を設け、現場の担当者とも面談することで、ミャンマーで

どのようにトレーサビリティシステムを構築・運用していくべきかの知見を得ることを

狙いとした。 

ミャンマーでは、地方でのユーザーレベル水分計検定の体制は今後新たに整備してい

く必要があるが、本第三国研修を通じて、既に構築・運用されている現場レベルでの水

分計検定体制を初めて実際に視察することができた。C/Pにとって、現場で具体的にどの

ようなフローで業務が行われているのか等、実際的な内容を学ぶことができたのは、今

後ミャンマーで実際的な水分計測トレーサビリティシステムを構築していく上で大き

な成果だと考えている。 

 
20 一問のみ、英訳の意図が伝わらず全員が不正解の問題があり、これを省いた正答率としている。 
21 Kett は当初計画の時点で実施を検討していたが、本事業における第三国研修は積算対象外業務であ

り、かつ C/P へも事前に内容の説明及び自己負担の承諾を得ていなかったことから、当初の計画に
は含めなかった。本事業開始後、Kett より DRI・DOCA に対して費用は自己負担となる旨を説明し、
両者から合意を得て実施することとなった。 
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② 成果2に係る活動結果 

成果2「トレーサビリティシステムに基づくKett製水分計導入パイロット活動が行われ、

社会的・経済的有効性が実証される。」に関する活動結果は以下の通り。 

2-1： コメの生産～流通に係るバリューチェーンで発生している水分管理に関する現状・課題

の確認、及びパイロット活動対象地・対象グループ検討の為のベースライン調査（取扱

コメ品種、販売チャネル、コメ取引価格、販売時のコメ価格決定要因、水分計保有率、

水分計使用頻度・内容等）を行う。 

･ ベースライン調査対象地の選定 

幅広い条件の中から調査対象地の選定を行うべく、ミャンマーの主要コメ生産地・主

なコメ品種をまとめた上で、事前調査を6ヶ所（バゴー管区：レパダン（Letpadan）、パ

ウンデ、ピー（Pyay）、サガイン管区：ワレ、シュエボー（Shwebo）、エーヤワディ管

区：ミャウンミャ（Myaungmya））において実施した。 

うち、エーヤワディ管区等の生産地では、取引業者や精米業者が伝統的な水分計測方法

（歯でかじる、手で掴む等）に強いプライドを持っていることがあり、中国製水分計所有

者も、Kett製に限らず他水分計との比較には消極的な姿勢が見られた。一方、パウンデ・

ワレは6ヶ所のうち最も参加者の協力姿勢が強く、かつパウンデの主要コメ品種はエマタ

（Emata）、ワレはポーサム22（Powsam）と品種が分かれており、品種の違いによる水分

管理傾向の違いを確認できる可能性もあったことから、この2ヶ所をベースライン調査の

対象地として選定した。 

表-11 ベースライン調査選定地域概要 

 地域 主要品種 備考 

パウンデ ･ バゴー管区ピー地域（西バゴ
ー）・パウンデタウンシップ エマタ ･ 取引時の相互水分確認に対する問題意識が高い 

･ 6 ヶ所中最も協力的・積極的 

ワレ ･ サガイン管区シュエボー地
域・ワレタウンシップ 23 ポーサム ･ 水分管理による品質向上に対する意識が高い 

･ 高付加価値米で有名なコメ産地 
出所： JICA 調査団作成 
 

ベースライン調査では、対象候補ユーザー（農家、籾取引業者、精米業者）に対して、予

備調査を経て最終化した質問表を用いたヒアリング調査を実施した（添付資料7「ベースラ

イン調査アンケート」、添付資料8「ベースライン調査取引状況モニタリングシート」を参

照）。また、コメ取引業者、輸出業者、検査業者についてはパウンデ、ワレではなくヤンゴ

ンに集中していた為、別途ヤンゴンを対象とし調査を実施した。 

ベースライン調査時に決定した地域毎の対象者は下記の通り。ただし、現地の収穫状

況、取引状況、参加者の健康状態や生計状況の変化等により、若干名はパイロット活動

には参加しなかった。 

 
22 ワレが所在するシュエボー産のポーサムはミャンマーでも有数のブランド米であり、一般的な品種

より高く取引されている。 
23 行政上では、サガイン管区には 9 の地域（district）があり、ワレはシュエボー地域の中の 8 タウンシップの

一つ。また、バゴー管区には4の地域（district）があり、パウンデはピー地域の中の 6タウンシップの一つ。 
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出所： JICA 調査団作成 

図-9 バリューチェーン毎のベースライン調査対象ユーザー 

 
なお、ワレのコメ取引業者においては、ワレには専業の国内コメ取引業者がおらず、

精米業者がその役割を担っていること、取引業者は輸出のみ行っていることから対象外

となった。 

･ MRFとの業務再委託MOUの締結 

事業計画時、団内リソースだけで十分な内容のベースライン調査・パイロット活動を実

施することは難しいと判断し、ミャンマーのコメ産業全体を所管する業界団体であるMRF

と協議を行い、現地再委託に係るMOUを2018年1月に締結した。MRFは、ミャンマー精米

業協会（Myanmar Rice Millers’ Association）、ミャンマー・コメ・籾取引業協会（Myanmar 

Rice & Paddy Traders Association）、ミャンマー籾生産者協会（Myanmar Paddy Producers 

Association）、ミャンマー農民協会（Myanmar Farmers’ Association）等、コメバリューチェ

ーン各所の協会を統括しているミャンマー最大のコメ産業組織であり、その管轄範囲は本

事業で対象とするコメバリューチェーン全体及び対象地域全体をカバーしている。MRF

から各協会へ協力を要請・指示することもできる為、ベースライン調査・パイロット活動・

普及セミナーのどの業務においても、有効な支援を得られると判断した。 

再委託の内容及び成果は表-12の通り。 

表-12 MRFへの業務再委託内容・結果 

項目 委託内容 委託結果 
1. ベースライン 

調査支援 
･ ベースライン調査ワークショップ参加者招集・調整 
･ アンケート用紙・モニタリングシート回収 
･ ベースライン調査概要、アンケート用紙及びモニ

タリングシート記入方法再説明（必要に応じて） 

パウンデ、ワレ、ヤンゴ
ン3地域にて当初計画と
概ね同数の参加者から
アンケート用紙、モニタ
リングシートを回収 

2. パイロット 
活動支援 

･ パイロット活動ワークショップ参加者招集・調整 
･ 水分計の操作方法説明 
･ 活動状況モニタリング、モニタリングシート回収 
･ パイロット活動概要、モニタリングシート記入方

法再説明（必要に応じて） 

パウンデ、ワレ、ヤンゴ
ン3地域にて当初計画と
概ね同数の参加者から
モニタリングシートを
回収 

3. セミナー 
実施支援 

･ 本事業中に実施するセミナー（全15回（委託時））
の参加者候補選定・招待、会場準備、資料準備等 

全17回のセミナー実施
支援を完了 

出所： JICA 調査団作成 
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･ ベースライン調査結果 

2017年12月～2018年4月にかけて、全バリューチェーン関係者を対象にベースライン

調査を実施した。（詳細は添付資料9「ベースライン調査アンケート回答一覧」及び添付

資料10「ベースライン調査モニタリングシート回答一覧」を参照） 

対象者及び取得したアンケート、モニタリングシート数は下記の通り。 

表-13 アンケート、モニタリングシート回収数 

調査対象 参加人数 アンケート回収数 モニタリング 
シート回収数 

パウンデ 
農家 6 6 5 
取引業者 3 2 2 
精米業者 7 7 6 
ワレ 
農家 4 4  
取引業者 1 1  
精米業者 3 2  
ヤンゴン 
取引業者 3 3  
輸出業者 4 4  
検査業者 4 4 4 

出所： JICA 調査団作成 

 
ベースライン調査では下記の各項目について調査・確認を行った。また、ベースライ

ン調査において、バリューチェーン間で取引当事者間による水分率の相互確認がほぼ行

われていないことが判明した為、パイロット活動においてはより相互確認が行われるよ

う、モニタリングシートを更新した。以下、各項目について述べる。 

＜取扱品種＞ 

パウンデの回答者全員がエマタ種（Yadana toe、Maube等）を栽培もしくは取り扱って

おり、同様にワレでは回答者全員がポーサムを取り扱っているとの返答を得たことか

ら、対象者が例外的な品種を取り扱っておらず、パウンデ：エマタ、ワレ：ポーサムと

分類可能であることを確認した。 

＜販売チャネル＞ 

全回答が前述したバリューチェーン図に沿った販売チャネルだったが、パウンデの農

家5人は取引先が2～3軒と少なく、特定の業者と長期間に亘り取引を行っていることが

窺えた。加えて、ワレの農家4人のうち1人は1精米業者にのみ籾を販売しており、このよ

うな場合、精米業者が強い立場にあると農家側は日常的に不利な取引を行っている可能

性もあると考えられる。また、いくつかの精米業者は取引業者・輸出業者を兼ねていた

が、パイロット活動では最も比重をおいている事業のステークホルダーに分類すること

にした。 
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＜水分計所有率、所持機種＞ 

水分計の所有率及び使用水分計に関して、下記の結果を得た。農家は全く水分計を保

有しておらず、精米業者・輸出業者も5割程度の保有率で、かつ保有水分計も中国製が殆

どだった。 

表-14 ベースライン調査対象者の水分計所有率 

パウンデ 
 回答数 水分計所有率 使用水分計 
農家 5 0%（0/5） なし 
籾取引業者 2 100%（2/2） 中国製 
精米業者 7 71.4%（5/7） 中国製、フィンランド製、Kett製 
コメ取引業者 1 100%（1/1） 中国製 
ワレ 
 回答数 水分計の有無 使用水分計 
農家 4 0%（0/4） なし 
籾取引業者 1 100%（1/1） 中国製 
精米業者 3 33.3%（1/3） 中国製 
ヤンゴン 
 回答数 水分計の有無 使用水分計 
コメ取引業者 3 33.3%（1/3） Kett製 
輸出業者 2 50%（1/2） 中国製、他社製 
検査業者 4 100%（4/4） Kett製 

出所： JICA 調査団作成 

 
一方、検査業者は調査を行った4検査業者全てでKett製（Riceter）を使っていた。以前

は韓国製を使用している業者もいたが、現在は計測精度の高さからKett製水分計が使用

されている。ただし、計測メモリが違う別の型式も使用されていた。 

＜水分計測の重要性に対する認識＞ 

また、水分計測の重要性に関する質問に関しては、後述するアンケート結果でも確認で

きたように、どのバリューチェーンにおいても重要であるとの認識が多数だった。水分値

が高いと黄変やカビが発生すること、取引価格が下がること等が理由として挙げられてい

る。精米業者からは、水分値が低いと破砕米が多く発生するとの返答があったが、具体的

に正確な水分値を計る為の手段はなく、中国製水分計や伝統的な方法（手で掴む、籾・コ

メをかじる）で確認するに留まっている。 

＜取引価格＞ 

案件化調査及び事前調査により、水分値が多いと5%程取引価格が低くなることを把握

していたが、アンケート調査によりベースライン調査対象地も改めて同様の商慣習で取引

を行っていることを確認した。アンケート項目のうち、「籾・コメの価格決定要因及び水

分率が価格に与える影響」に対して、パウンデ・ワレの回答者22名全員から「水分値が高

いと価格が下がる（低ければ高く売れる）」との返答を得ている。 
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＜取引時基準水分値、取引時水分率相違＞ 

ベースライン調査モニタリングシートによる結果では、14%を基準としている回答が

多かったものの、水分計を所有していない者同士でも14%と記載している回答も散見さ

れた。これは、「水分率は14%」という一般的な概念に基づいて記載していると推測さ

れる。また、モニタリングシートには、購入／販売時に自分が測った水分値と相手が測

った水分値を記入する項目を設けていたが、全ての回答において、同じ数値が2つ記入

されている、片方が不明、両方とも不明のいずれかに該当していた。これは、水分計を

保有していない、正確な水分計を保有していないことも原因にあるが、そもそも相互確

認を行うという概念が弱いことが最大の原因であると考えられる。実際に、パウンデ、

ワレ両方の農家グループからは「市場を良く知る取引業者・精米業者が提示する価格を

信用している為、乾燥せず先方が計る水分率そのまま販売している」との回答を得てい

る。他方、パウンデでの農家グループに対してのみ行ったヒアリングでは、「信用はし

ているもののこちらからも確認ができれば更に良い」との声も聞かれた。 

取引業者においても同じく、買い取る時は自身の水分率を基準とするが、精米業者に販

売する際は逆に精米業者の提示する水分率・価格をそのまま受け入れている。 

輸出業者～検査業者間の輸出検査においても、輸出業者は検査業者に水分値確認を依

頼する際、現在は相互確認を行わず検査業者が計った水分率をそのまま受け入れてい

る。一度目の水分計測でリジェクトになった場合は、改めて乾燥して検査依頼を出し許

可を得るなど、複数回の計測でリジェクトに対応している。このような現状に対して、

輸出業者側も問題だと認識しており、相互確認に対して強い関心を示していることか

ら、ベースライン調査を通じて、全バリューチェーン間で水分率の相互確認は行われて

いない現状を確認した。 

＜輸出時証明発行リジェクト件数（検査業者）＞ 

輸出業者に対する輸出時水分検査では、前述の通り検査業者と輸出業者間の相互計測

は行っておらず、検査業者保有の水分計で計測した値を結果としている。複数回にかけ

て水分を確認できる為、輸出するコメ全てがリジェクトとなるような大規模全量リジェ

クトは5年に0～1件程と、ほぼ全く発生していない。係る状況を踏まえ、初回計測時の相

違は一定程度あると考え、パイロット活動では最終結果としての全量リジェクトではな

く、初回検査時まで調査範囲を広げることで対応した。 

＜籾・コメ販売量、単位量あたり籾販売価格＞ 

本事業計画時は、収穫した籾・コメをそのまま追跡しその変化を追う形で調査を考え

ていたが、取引業者、精米業者、輸出業者ともに一定期間籾・コメを保存すること、収

穫期ごとに販売するコメの品種が違う時もあること等から、純粋な前後比較は難しいこ

とが判明した。ただし、パイロット活動においても引き続き記録を行い、結果を分析す

る形とした。 
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＜パイロット活動前後の精米歩留まり・黄色米発生量・精米販売量＞ 

精米時の破砕率に関する認識・知識では、水分率の違いが破砕率に直結する点は理解

しているものの、水分率の差によってどれだけの差が出るか、正確に理解している精米

業者は見受けられなかった。 

2-2： バリューチェーン全体を対象とするパイロット活動対象地・対象グループを選定する。 

パイロット活動についても引き続き協力が得られたことを受け、当初計画どおり、ベ

ースライン調査対象地と同地域をパイロット活動対象地とした。両管区の農業生産に占

める位置付け、世帯数毎の比率は以下の通り。 

表-15 調査地区の農業世帯数 

（単位：1,000 世帯、%） 
 全国 サガイン管区 東バゴー 西バゴー 

農業就業世帯数 4,371 601 248 280 
（内土地あり） 3,213 484 156 176 
（内土地なし） 1,158 117 91 104 
非農業世帯数 1,989 220 124 117 
総世帯数 6,361 821 372 398 
農業世帯／全世帯 68.7% 73.2% 66.7% 70.4% 
土地あり農業世帯／全世帯 50.5% 59.0% 41.9% 44.2% 

出所： 永井浩、田辺寿夫、根本敬「アウンサンスーチー政権」のミャンマー」（2016）p122 を基に JICA
調査団作成 

 
 全体 サガイン管区 東バゴー 西バゴー 

農業就業世帯数 100 13.7 5.7 6.4 
（内土地あり） 100 15.1 4.9 5.5 
（内土地なし） 100 10.1 7.9 9.0 
非農業世帯数 100 11.1 6.2 5.9 
総世帯数 100 12.9 5.8 6.3 

出所： 永井浩、田辺寿夫、根本敬「アウンサンスーチー政権」のミャンマー」（2016）p122 を基に JICA
調査団作成 

 

以上によれば、サガイン管区は全国の農家の13.7%、バゴー管区は12.1%を占めている。

また、サガイン管区では農家世帯の割合が高く、その中でも土地持ち農家の割合が高い

ことが示されている。また、1世帯あたりの農地をみると、全国の農地面積3,019万エー

カーを土地あり農家世帯数で割ると9.4エーカーと推定されている24。一方、本事業パイ

ロット活動参加者に行ったヒアリングによると、両地域を合わせた1軒あたりの平均面

積は14.3エーカーであり、上記平均よりやや大きい農家が対象とみられるが、ワレの1軒

のみ50エーカーを所有する農家がいる為であり、他を平均するとほぼ上記と同じ9.9エー

カーとなる。 

 農家 1 農家 2 農家 3 農家 4 農家 5 平均 
パウンデ 12 7 10 10 10 9.8 
ワレ 50 10 15 5 - 20 

全体 14.3 

 
24 永井浩、田辺寿夫、根本敬「アウンサンスーチー政権」のミャンマー」（2016）p123 
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2-3： パイロット活動対象グループに対して活動内容説明、習熟度確認も含め水分計使用方法

の技術指導を行う。 

以下の通り、対象地区において活動内容の説明会及び水分計使用方法説明を行った。

なお、後述の通りパウンデではパイロット活動時期がずれる形になった為、説明会を2

回行った。（パイロット活動で使用したシートは添付資料11「パイロット活動モニタリ

ングシート」を参照。） 

① ワレ地区対象者説明会 
実施日 2018 年 7 月 12 日 
実施場所 同地区大手精米所 
参加者  

対象層 登録数 
(a) 

出席 
(b) 

新規参加者 
(c) 

参加認定数 
(a)+(c)=(d) 

農家 5 4 2 7 
取引業者 1 1 1 1 2 
精米業者 6 4 0 6 
合計 12 9 3 15 

 
登録者とはベースライン調査時にパイロット活動への協力を依頼していた者である。登
録者中の説明会欠席者にパイロット活動への参加意思を確認できたこと、及びワレ地区
の代表者が水分計を確実に後日渡すことを確認したことから、新規参加者を含めて 15
人をパイロット活動の最終参加者として認定した。 

説明内容 説明会には NIMM と CTQM から C/P コアメンバーが同行し、トレーサビリティシステ
ムの重要性や本活動の意義等を説明した。加えて、団員よりモニタリングシートの記載
要領説明、MRF 調査員からモニタリングの協力依頼を行い、シートをまとめたファイ
ルを配布した。その後、パイロット活動で使用する水分計の使用方法説明を行った。 

備考 当初は①農家への説明と②精米所＋取引業者向け説明を分割して実施する予定であっ
たが、到着時には全ての対象者が集まっていた為、全体への説明を実施した。 

 
② パウンデ地区対象者説明会 

実施日 2018 年 7 月 10 日、9 月 24 日、11 月 29 日 
実施場所 Pounde の大手精米所（Pyae Sone Aung Myin） 
参加者  

対象層 登録数 
(a) 

欠席 
(b) (a)-(b)=(c) 新規参加者

(d) (c)+(d) 

農家 7 5 2 6 8 
取引業者 1 2 2 0 3 3 
精米業者 8 2 6 2 8 
取引業者 2 1 0 1 1 2 
合計 18 9 9 12 21 

*** 
説明内容 説明会には NIMM と CTQM から C/P コアメンバーが同行し、トレーサビリティシステ

ムの重要性や本活動の意義等を説明した。加えて、団員よりモニタリングシートの記載
要領説明、MRF 調査員からモニタリングの協力依頼を行い、シートをまとめたファイ
ルを配布した。その後、パイロット活動で使用する水分計の使用方法説明を行った。 

備考 事前にベースライン調査時と同一者の参加を再三確認していたものの、夏季米の耕作時
期だったことで欠席者が多く、新規に参加した農家が DOA の地方部署から推薦された
種子農家であった。 
更に、当初は農家への説明と精米所＋取引業者向け説明を分割して実施する予定であっ
たが、現地には全ての対象者が集まっていた為、全体への説明を一度に実施することに
なり、正確な参加者情報の把握及び活動目的・内容説明に困難が生じた。 
これを受け、①水分計の使用方法を学習した者を調査参加者とし、登録していたが本日
不参加の者は対象としないこととし、上記 21 名を調査対象とした。 
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また、事前訪問時には、7 月時点で夏季米の収穫・取引に入っているとの説明を精米業
者から受けていたが、灌漑状況の変化を受けて予定した収穫時期が早まったとの報告を
受け、モンスーン米の収穫が始まる 9 月末からパイロット活動を行うこととした。 
農家に関しては、改めてコメ農家の参加を DOCA 支部へ依頼し、11 月訪問時に改めて
農家向け説明会を行った。 

 
③ ヤンゴン市内取引業者・輸出業者説明会 

実施日 2018 年 7 月 13 日 
実施場所 NIMM 内会議室 
参加者  

 登録数 出席数 欠席数 
取引業者（精米・国内流通） 4 2 2 
輸出業者 4 2 2 
合計 8 4 4 

*** 
説明内容 説明会には NIMM と CTQM から C/P コアメンバーが同行し、トレーサビリティシステ

ムの重要性や本活動の意義等を説明した。加えて、団員よりモニタリングシートの記載
要領説明、MRF 調査員からモニタリングの協力依頼を行い、シートをまとめたファイ
ルを配布した。その後、パイロット活動で使用する水分計の使用方法説明を行った。 

備考 登録された業者は既に、これまでのヒアリングから信頼のおける先と判断できたことか
ら欠席企業についても参加を認めることとした。 

 
④ ヤンゴン市内検査業者説明会 

実施日 2018 年 7 月 9 日 
実施場所 NIMM 内会議室 
参加者  

会社名 人数 備考 

A 社 2 名 ･ MOC 傘下の公的検査機関 
･ 中国向け国境貿易の検査に強い 

B 社 2 名 ･ スイス本社の検査機関 
･ ミャンマーではコメ輸出検査に強い 

C 社 2 名 ･ 日本向け輸出に強い 
D 社 3 名 ･ 15 ヶ国以上に支社を持つ検査業者 

*** 
説明内容 説明会には NIMM メンバーも参加し、トレーサビリティシステムの重要性や本活動の

意義等を説明した。加えて、団員よりモニタリングシートの記載要領説明、MRF 調査
員からモニタリングの協力依頼を行い、シートをまとめたファイルを配布した。その
後、パイロット活動で使用する水分計の使用方法説明を行った。 

備考 ミャンマーでの主なコメ輸出検査業者は上記の他に 4 社程あり、輸出業者からはうち
2 社を使っているとの意見が多かった。 

 
2-4： 収穫期に合わせてバリューチェーン全段階（生産～精米～流通～輸出・輸出検査）でKett

製水分計を使用し、指標に基づき計測データを集計する。 

i. パイロット活動調査手法・概要 

a. 調査手法 

前項の通り、説明会で対象者（農民、取引業者及び精米業者）を選定し、対象者には当日

Kett製水分計の使用方法を説明、モニタリングシートを配布すると共にKett製水分計を貸与

した。 

本事業で農家、取引業者、精米業者用に作成・使用したモニタリングシートは以下の
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項目で構成されており、この情報を収集すべく活動を行った。ただし、参加者の理解不

足（従業員による代理記入等）や取引ロットの数等により、必ずしも全ては回答されて

いない。（詳細は添付資料12「パイロット活動事後アンケート・モニタリングシート回

答一覧」を参照のこと） 

対象 データ記入時点 収集データ 
農家 収穫時点 ①品種、②日付、③水分率（所有する水分計での計測結果、Kett 製

水分計での計測結果） 
乾燥時点 ①日付、②水分率（所有する水分計での計測結果、Kett 製水分計での計

測結果） 
売買時点 ①販売先、②販売日付、③水分率（所有する水分計での計測結果、

Kett での計測結果）、④販売単価（100Tin 当たり）、⑤販売量 
取引業者 仕入時点 ①品種、②日付、③水分率（所有する水分計での計測結果、Kett 製

水分計での計測結果） 
乾燥時点 
（実施した場合） 

①日付、②水分率（所有する水分計での計測結果、Kett 製水分計での計
測結果） 

売買時点 ①販売先、②販売日付、③水分率（所有する水分計での計測結果、Kett
製水分計での計測結果）、④販売単価（100Tin 当たり）、⑤販売量 

精米業者 仕入時点 ①品種、②日付、③水分率（所有する水分計での計測結果、Kett 製
水分計での計測結果、仕入先の水分計での計測結果）、④仕入量、⑤
仕入単価（100Tin 当たり） 

精米時点 ①日付、②水分率（所有する水分計での計測結果、Kett 製水分計での
計測結果）③精米後の白米量、④同破砕米量、⑤その他ロス量 

売買時点 ①販売先、②販売日付、③水分率（所有する水分計での計測結果、
Kett 製水分計での計測結果、販売先の水分計での計測結果）、④販売
単価（100Tin 当たり）、⑤販売量 

注： 仕入れ量及び販売量の単位について： 
ミャンマーでは籾は Tin（または Basket）を単位として、また、コメは Bag を単位として取引さ
れているが、当報告では必要に応じ以下の換算式を用いている。（1Tin=20.86kg（kg）、1Bag=50kg） 

 
b. 「生産～精米～流通」に係る実施概要 

(a) パウンデ地区 

2018年9月の説明会にて籾取引業者、精米業者、精米取引業者に配布していたモニタ

リングシートに関しては、同11月の再訪にて回収した。 

調査対象 配布数(a) モニタリング 
シート回収数(b) (b)/(a) 

農家 8 8 100.0% 
取引業者（籾） 3 3 100.0% 
精米業者 8 6 75.0% 
取引業者（精米） 2 2 100.0% 

合計 21 19 90.5% 

 
(b) ワレ地区 

2018年7月から9月にかけて、調査を委託したMRF調査員がKett製水分計の使用方法

やモニタリングシート記載方法について指導を行ってきた。しかし、同調査員がモニ

タリングシートを受領し、内容を精査する（当初の予定）までにはいたらず、調査団が

18年9月10日にDOCAのサガイン管区傘下シュエボー支所に赴き、同所に調査対象者が
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参集、モニタリングシートの回収・個別ヒアリングを行った。同日にモニタリングシー

トを回収した協力者は以下の通りである。 

調査対象 当初配布数(a) モニタリング 
シート回収数(b) (b)/(a) 

農家 7 4 57.1% 
取引業者 2 2 100.0% 
精米業者 6 3 50.0% 

合計 15 9 60.0% 

 
MRF調査員が数度にわたり現地に出張したものの回収率が低水準であった背景に

は、①夏季米の収穫期にあたったことから計測と記入に煩わしさを抱いた農民があっ

たこと、②調査対象となった特定の大手精米業者及び関係の深い精米業者が非協力に

転じたことが挙げられる（その背景は定かではない）。 

c. 「流通～輸出・輸出検査」に係る実施概要 

(a) ヤンゴン 

2018年7月の説明会にて配布していたモニタリングシートに関しては、同9月、11月

の再訪にて概ね回収を終了した。参加者は当初から協力的であった 

調査対象 配布数(a) モニタリング 
シート回収数(b) (b)/(a) 

取引業者（精米） 4 3 75.0% 
輸出業者 4 2 50.0% 
検査業者 4 4 100.0% 

合計 12 9 75.0% 

 
d. パイロット活動参加者の構成 

表-16 ベースライン調査と通算した参加者（属性）リスト 

① パウンデ 

B/S 
No. 

P/A 
No. Type Baseline Survey 

Questionnaire 
Baseline Survey 

Monitoring Sheet 
Pilot Activity 

Monitoring Sheet 
1  Farmer ● ● - 
2  Farmer ● ● - 
3  Farmer ● ● - 
4  Farmer ● ● - 
5  Farmer ● ● - 
6  Farmer ● - - 

 1 Farmer - - ● 
 2 Farmer - - ● 
 3 Farmer - - ● 
 4 Farmer - - ● 
 5 Farmer - - ● 
 6 Farmer - - ● 
 7 Farmer - - ● 
 8 Farmer - - ● 
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B/S 
No. 

P/A 
No. Type Baseline Survey 

Questionnaire 
Baseline Survey 

Monitoring Sheet 
Pilot Activity 

Monitoring Sheet 
1 1 Paddy Trader - ● ● 
2 2 Paddy Trader ● - ● 

 3 Paddy Trader - - ● 
1 1 Miller (Large) ● ● ● 
2 2 Miller (Large) ● ● ● 
3  Miller (Large) ● - - 
4 3 Miller (Medium) ● ● ● 
5  Miller (Medium) ● ● - 
6  Miller (Small) ● ● - 
7 4 Miller (Small) ● ● ● 

 5 Miller (Small) - - ● 
 6 Miller (Small) - - ● 

1 1 Milled Rice Trader ● ● ● 
 2 Milled Rice Trader - - ● 

 
② ワレ 

B/S 
No. 

P/A 
No. Type Baseline Survey 

Questionnaire 
Baseline Survey 

Monitoring Sheet 
Pilot Activity 

Monitoring Sheet 
1  Farmer ● - - 
2 1 Farmer ● - ● 
3  Farmer ● - - 
4 2 Farmer ● - ● 

 3 Farmer - - ● 
1 1 Paddy Trader ● ● ● 
1 1 Miller (Large) ● ● ● 
2 2 Miller (Large) ● ● ● 
3  Miller (Large) ● ● - 

 3 Miller - - ● 

 
③ ヤンゴン 

B/S 
No. 

P/A 
No. Type Baseline Survey 

Questionnaire 
Baseline Survey 

Monitoring Sheet 
Pilot Activity 

Monitoring Sheet 

1  Milled Rice Trader  
(Domestic Market) ● ● - 

 1 Milled Rice Trader (Export) -  ● 
1 2 Milled Rice Trader (Export) ● ● ● 
2 3 Milled Rice Trader (Export) ● ● ● 
1 1 Exporter ● ● ● 
2  Exporter ● ● - 
3 2 Exporter ● ● ● 
4  Exporter ● - - 
1 1 Inspection Company ● ● ● 
2 2 Inspection Company ● ● ● 
3 3 Inspection Company ● ● ● 
4 4 Inspection Company ● ● ● 

出所： JICA 調査団作成 
注） 緑線はベースライン調査、パイロット活動両方の参加者 
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【パイロット活動前後の比較について】 

業務計画書に記載した指標（案）を基に、当初は同一の対象者の同一品種・ロット

でベースライン調査とパイロット活動を比較することを予定していたが、下記状況を

踏まえ、パイロット活動では農家、取引業者及び精米業者等それぞれのモニタリング

シートの調査項目を変更した上で、調査データを収集した。 

① ベースライン調査協力者とパイロット活動協力者が必ずしも一致しないことに

なったこと（調査の途中で多忙となったこと、健康・家庭上の理由等から、ベー

スライン調査協力者がパイロット活動に参加しなかった為（パウンデではベース

ライン調査参加13軒中4軒、ワレでは4軒中3軒となった）、ベースライン調査が

ない状況となった）。 

② 当初仮説からの変更（同一の対象者かつ同一品種・ロットの籾やコメを対象に継

続追跡することが困難であった為、異なるロットを調査対象とした結果、農家や

取引業者では市況・品種・収穫期等（例えばワレ地区ではベースライン調査時は

モンスーン米、パイロット活動時は夏季米25）、精米時には品種・精米機械の種

類・使用方法によっては水分率以外の要因が影響することから、同じ条件で比較

することは難しかったこと）などが生じた。 

ii. 経済的有効性に係る実証結果分析 

以下、業務計画書において設定した指標毎に、パイロット活動により得られたデータの

分析を行う。 

a. パイロット活動前後の販売量・単位あたり籾販売価格／取引時水分率相違回数（農家） 

(a) 単位あたり籾販売価格／取引時水分率相違回数 

a) データ集計結果（パウンデ） 

パウンデ地区調査対象者による水分率調査結果は以下の通りである。なお、「保有

水分計」の項目については、元々水分計を保有していない回答者は「手で触る」「かじ

る」など各々の方法により水分率を推測して記載してもらう形とした（以降すべて同

じ）。 

  

 
25 モンスーン米は乾季、夏季米は雨季に収穫する為、一般的にモンスーン米の方が水分値のバラツキ

は少なくなる傾向がある。 
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･ 農家（パウンデ）（回答：8軒） 

 総平均 最大値及び最小値 
収穫時水分率 

保有水分計(a) 18.7% 16.0%～24.0%（回答 7 軒） 
Kett 製水分計(b) 16.8% 10.4%～19.6%（同 8 軒） 

(a)と(b)の差（絶対値） 2.2% 0.4%～5.6%（同 6 軒） 
計測回数 16 回  

乾燥時水分率 
保有水分計(a) 16.3% 10.0%～27.0%（同 6 軒） 

Kett 製水分計(b) 14.7% 10.0%～19.5%（同 8 軒） 
(a)と(b)の差（絶対値） 2.4% 0.0%～6.0%（同 7 軒） 

計測回数 20 回  
販売時水分率 

保有水分計(a) 16.0% 9.0%～22.0%（同 7 軒） 
Kett 製水分計(b) 14.2% 10.0%～19.0%（同 7 軒） 
販売先の水分計 14.0% 10.0%～19.0%（同 7 軒） 

(a)と(b)の差（絶対値） 2.3% 0.7%～6.0%（同 6 軒） 
計測回数 13 回  

 
この内、保有水分計とKett製水分計、販売先の水分計と保有水分計／Kett製水分計の

水分率差異の分布を示したのが下図である。 

水分計の計測結果差異 

   
保有水分計とKett製水分計 

   

  

 

販売先水分計と保有水分計 販売先水分計とKett製水分計  

 
また、水分率の把握、取引先等との水分率の差異について、上記を補足するヒアリ

ング結果は以下である。 
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･ 収穫時 16%と思っていたものが、10%程度であり驚いた。（パウンデ農家） 
･ 感覚で収穫時の水分率を 16-20%とみていたが、Kett では 10.4-19%であったので、差を認

識した。（パウンデ農家）。 
･ 販売先は Kett 製水分計を持っていた。本パイロット対象者の精米業者だった為（パウン

デ農家） 
･ 販売先の精米業者は中国製水分計（Kett 製品のコピー）を持っている。（パウンデ農家） 
･ 販売先の取引業者は中国製の水分計を持っている。（パウンデ農家） 
･ 販売先の取引業者のうち 1 人は水分計を持っておらず、本パイロットの Kett 製水分計に

よる水分値を使って取引した。もう 1 人は中国製水分計を持っている。（パウンデ農家） 
･ 自信を持って 15%と思っていたが、販売先の水分計で 18%と出たというようなことなど

はよくある。このような差が出た場合、双方調整する必要がある。普通は 1 回測るのみ

だが、このような場合は 2-3 回測ることもある。（パウンデ農家） 

 
パウンデ地区ではワレ地区に比べて多くの農家より回答を得ることができた。回答

時期は2018年11月であり多くの対象籾はモンスーン米とみられる。結果によれば、当

地区では、収穫時の水分率が平均で16.7%、乾燥時の平均水分率が14.9%、さらに販売

時点の平均水分率が14.4%である。収穫時期が乾期に入っていることから収穫時は比

較的降雨が少なく、ワレ地区に比較して収穫時の水分率は低いものとみられる。また、

乾燥時及び販売時の水分率も平均値でみればよく管理されているとみられる。 

しかし、データの分散状況をみれば、収穫時、乾燥時及び販売時においても19%程

度のデータがあるように農家において管理状況には大きな違いがあることから、水分

管理の重要性が窺われる。また、調査対象の7軒のうち6軒が保有している水分計との

比較データを示しているが、Kettとの差をみると、平均で2.2%程度、最大では6%の差

がみられ、保有水分計の正確性に問題があることが示されている。また、販売先が水

分計を保有しているケースが4軒あり、販売先の水分計は平均してKettと差が少ない。 

水分率と籾販売価格との関係については、以下のヒアリング結果が得られた。水分

率以外の要因にも依るが、3番目のヒアリング結果からは、水分率2%の差異により3%

以上の価格差が発生する事例があることが分かった。 

･ 15%、16%は取引可。16%を超えている場合、販売価格が下がる。どの位下がるかは分か
らない。（パウンデ農家） 

･ 水分率が変わると価格が異なる。14%以下だと高く買い取ってくれる。（パウンデ農家） 
･ 15%までは 1Tin あたり 5,800MMK。16%だと 100MMK/Tin、17%だと 200MMK/Tin 下がる

（取引時点）（パウンデ農家） 
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b) データ集計結果（ワレ） 

･ 農家（回答：4軒） 

 総平均 最大値及び最小値 
収穫時水分率 

保有水分計(a) 20.5% 20.0%～21.0%（回答 2 軒） 
Kett 製水分計(b) 24.0% 20.0%～28.3%（同 4 軒） 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.3% 0.0%～1.0%（同 2 軒） 
計測回数 （32 回）  

乾燥時水分率 
保有水分計(a) 15.3% 15.0%～16.0%（同 2 軒） 

Kett 製水分計(b) 16.7% 14.3%～19.8%（同 3 軒） 
(a)と(b)の差（絶対値） 0.8% 0.4%～1.5%（同 2 軒） 

計測回数 （9 回）  
販売時水分率 

保有水分計(a) 15.8% 15.0%～17.0%（同 2 軒） 
Kett 製水分計(b) 14.5% 12.4%～16.2%（同 4 軒） 
販売先の水分計 14.1% 14.0～14.3%（同 2 軒） 

(a)と(b)の差（絶対値） 1.0% 1.0%（同 2 軒） 
計測回数 32 回  

 
この内、保有水分計とKett製水分計、販売先の水分計と保有水分計／Kett製水分計の

水分率差異の分布を示したのが下図である。 

水分計の計測結果差異 

   
保有水分計とKett製水分計 

 

  

 

販売先水分計と保有水分計 販売先水分計とKett製水分計  
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また、水分率の把握、取引先等との水分率の差異について、上記を補足するヒアリ

ング結果は以下である。 

･ 水分計は保有しておらず、籾を噛むことで水分を確認している。（ワレ農家） 
･ 取引業者が水分計を持っていないので、取引時の水分率の確認はできない。（ワレ農家） 

 
上表によれば、収穫時の水分計は平均24.0%と高い状態であり、ワレ地区の調査が

夏季米の収穫期である18年7月に実施されている為、雨期にあたり収穫時の天候に影

響を受けて比較的高い水分となったことが特徴である。収穫時の高い水分率はその後

の乾燥（天日による）によって16.7%まで低下し、販売時点では平均14.5%と適正水分

率まで管理されている。一方、水分率の分散をみると、収穫時には最高28.3%のもの

があり、また、乾燥後も19.8%、販売時でも16.2%と保管状態によっては黄変を発生さ

せる可能性がある状態のものも存在する。 

次に、上記Kett製水分計での計測と農民保有水分計（中国製）と比較すると、収穫

時には大きな差はないが、乾燥時及び販売時にはそれぞれ平均0.8%、1.0%の差を生じ

ていることが示されている。 

水分率と籾販売価格との関係については、以下のヒアリング結果が得られた。 

･ 価格の決定要因は「見た目」（ワレ農家） 

 
c) 分析・考察 

本パイロット活動では、回収できたサンプル数が多くなかったこと、また対象とし

た籾やコメが異なる等の理由により、水分率の差異による単位あたり籾販売価格への

影響を統計的に分析するには至っていないが、一例として、同一品種（長粒米）の取

引を4回計測したある農民では、下表の結果が得られており、水分率が低下するほど

価格が上昇している。 

品種 長粒米 長粒米 長粒米 長粒米 
水分率 17.0 17.0 16.0 13.0 
販売価格 580,000 580,000 600,000 620,000 

 
後述するセミナー時アンケート結果でも、「水分率が価格に影響する」との回答が

約98%を占めており、水分率は籾取引における価格決定の最大要因となっていること

が窺える。また、上表では水分率4%の差異が約7%の価格差となっており、後述の籾

取引業者による籾買取価格の事例においても、水分率が5%異なると価格が約3.5%異

なっている。 
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(b) 販売量 

a) データ集計結果（パウンデ） 

本パイロット活動では、回収できたサンプル数が多くなかったこと、調査対象者が

相違していたこと、対象品種や収穫時期が異なるデータであったこと、また年間を通

じたデータ収集を行っていない等の理由により、水分率の差異による販売量への影響

を統計的に分析するには至っていないが、農家の取引毎の販売量（及び販売価格）は

以下であった。 

･ 農家（パウンデ）（対象：7軒） 

 平均 最大値及び最小値 
販売量／回 

（単位：Tin） 130Tin 100～200Tin（回答 5 軒） 

販売価格 
（MMK/100Tin） 668,000MMK 550,000～1,000,000MMK（同 5 軒） 

 
また、水分率と販売量について、上記を補足するヒアリング結果は以下である。 

･ 販売時に水分率が高いから売れないということはないが、販売価格が下がる。（パウンデ

農家 2） 
･ 水分率により売れないということはない。（パウンデ農家 3） 

 
b) データ集計結果（ワレ） 

パウンデにおけるパイロット活動と同様の理由により、水分率の差異による販売量

への影響を統計的に分析するには至っていないが、農家の取引毎の販売量（及び販売

価格）は以下であった。 

･ 農家（対象：4軒） 

 平均 最大値及び最小値 
販売量／回 

（単位：Tin） 471Tin 230～1,000Tin（回答 3 軒） 

販売価格 
（MMK/100Tin） 541,667MMK 450,000～600,000MMK 

（同 3 軒） 

 
また、水分率と販売量について、上記を補足するヒアリング結果は以下である。 

･ 水分率にかかわらず農家、取引業者から仕入れし、自社の乾燥機で乾燥する。（ワレ精米

業者） 
･ 水分率が 14%以下の場合は精米時に破砕米ができるので仕入しない。（ワレ精米業者） 
･ シュエボーのコメ取引市場では一定程度の取引業者が Riceter を使っているので、14～

15%のコメでないと買わない。（ワレ精米業者） 
･ 精米業者は一定範囲の水分率であれば取引に応じるが、それ以外では取引に応じない。

農家は持ち帰って乾燥させるか、乾燥費用を農家が負担する。（ワレ農家） 
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c) 分析・考察 

パウンデにおける「水分率が高いことが理由で売れないことはない」とのヒアリン

グ結果からは、農家から取引業者・精米業者への籾販売に当たっては、水分率のみが

販売量に大きく影響を与えることはないと推測される。これについては、乾燥機を保

有し、乾燥のみを行う業者も出てきていることも影響していると考えられる。 

一方で、ワレにおける「水分率が一定でないと買わない」とする精米業者のヒアリ

ング結果、及び農家の「一定範囲の水分率でない場合、農家は持ち帰って乾燥させる

か、乾燥費用を負担する」というヒアリング結果からは、水分率が販売量には影響し

ないが、厳密な水分管理が行われていない場合、農家にとって機会損失及び実質的な

販売価格下落要因となっている。当該地域においてはより厳密な水分管理が求められ

る中で、本パイロット活動で明らかとなった水分計の計測結果差異は今後さらに課題

として認識されていくことが考えられる。 

なお、籾取引前の乾燥・保管は本パイロット活動では調査対象外であったが、調査

データにある通り農家の収穫から乾燥時の水分率は高くロスが発生する可能性があ

る為、今後乾燥・保管時の水分管理について調査を行うことで、流通する籾・コメの

品質向上に対する示唆が得られる可能性がある。 

b. パイロット活動前後の精米歩留まり・黄色米発生量・精米販売量、単位量あたりの精米

販売価格／取引時水分率相違回数（精米業者） 

(a) 精米歩留まり・黄変米発生量（破砕米含む） 

a) データ集計結果（パウンデ・ワレ） 

パウンデ地区及びワレ地区において精米業者から回収したパイロット活動モニタ

リングシートより、精米歩留まり（精米時計測毎の精米生産量／籾投入量）と精米前

水分率との関係について、両地区より得られた合計28件のデータの分布を示したのが

下図である。これらデータにおいては、精米歩留まりと精米前水分率の相関係数は-

0.07であり、この結果からは相関関係は見られなかった。 

 
縦軸：精米歩留まり、横軸：精米時水分率 
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･ 精米業者（パウンデ）（対象6軒） 

 総平均 最大値及び最小値 
精米時 
籾精米量（Tin）／回 2,184Tin 412Tin～3,000Tin（回答 6 軒） 

同上（kg） 45,551kg 8,594kg～62,580kg（回答 6 軒） 
米生産（Bag）／回 538Bag 82Bag～778Bag（回答 6 軒） 

同上（kg） 26,880kg 4,100kg～38,900kg（回答 6 軒） 
米歩留まり 58.7% 40.9%～67.9%（回答 6 軒） 

破砕米（Bag）／回 62Bag 8Bag～162Bag（回答 6 軒） 
同上（kg） 3117kg 400kg～8,100kg（回答 6 軒） 

 
･ 精米業者（ワレ）（対象3軒） 

 総平均 最大値及び最小値 
精米時 
籾精米量（Tin）／回 769Tin 300Tin～1,500Tin（回答 3 軒） 

同上（kg） 16,039kg 6,258kg～31,290kg（回答 3 軒） 
米生産（Bag）／回 204Bag 65Bag～409Bag（回答 3 軒） 

同上（kg） 10,181kg 3,250kg～20,450kg（回答 3 軒） 
米歩留まり 60.5% 51.9%～69.5%（回答 3 軒） 

破砕米（Bag）／回 20Bag 8Bag～45Bag（回答 3 軒） 
同上（kg） 994kg 400kg～2,250kg（回答 3 軒） 

 
次に、パウンデ地区及びワレ地区において精米業者から回収したパイロット活動モ

ニタリングシートにより回答が得られた、精米時バッチ毎の破砕率（各バッチ毎の破

砕米Bag数/籾投入量）及び黄変・カビ等によるロス率（各バッチ毎のロス率/籾投入量）

に係る回答結果は以下の通り。 

精米時破砕率・ロス率 

  

 

 

※ロス率／ワレ： 
回答なし 
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破砕率について、パウンデは計測回数30回、平均8.1%、ワレでは計測回数8回、平

均8.5%であった。なお、商品となる精米にも破砕程度の低い破砕米は含まれており

（「〇%Broken」等として破砕米が混ざった精米が商品とされている）、これら「精米」

に含まれる破砕米はここでは含まれていないものと考えられ、これらを含めると破砕

率は高くなる。 

黄変含むロス率について、回答を得たのはパウンデの精米業者3軒、計測回数13回

であり、平均4.4%であった。ただし、回答者毎のロス率平均はそれぞれ9.8%、2.4%、

0.2%であり、バラつきがあった。 

また、水分率と破砕率・黄変米発生率について、上記を補足するヒアリング結果は

以下である。 

･ 毎年 30-35%は黄変していたが、パイロット活動の結果、今年はなくなった。黄変米を減

らすことが可能と考える。（パウンデ取引業者） 
･ 精米前に水分率を測ることによって、破砕率が低くなった。（モニタリングシートに記載し

た一つでは）これまで 1,000Tin（約 20,860kg）中 200Bag（約 10,000kg）の歩留まりだった

ところ、237Bag（約 11,850kg）に上がった（以前の記録はない）。（パウンデ精米業者） 
･ 乾燥したと思って精米しても、破砕したり品質が落ちる問題もあり、この結果、価格が落

ちることもあった。精米後の水分率も重要であり、（正確な水分管理は）カビ予防などに

使える。（パウンデ精米業者） 
･ 以前は基準がなく、感覚による予測だけだったが、精米 14~15%。籾 15-16%を基準とし

て品質管理の為に水分計を使った。（パウンデ精米業者） 
･ 籾で完全に乾燥していないものを精米すると破砕米になりづらいと思っていたが、そう

ではなかった。籾を完全に乾燥させ、水分率を測った上で精米すると、破砕米が減った。

（パウンデ精米業者） 
･ これまでは精米 25Bag 生産の場合、5Bag は破砕米が発生していた。水分率を計測すると、

破砕米はこれより少なくなる。（パウンデ精米業者） 
･ 以前から水分計を使っていたので、変化がない。（パウンデ精米業者） 
･ 以前中国製水分計を使い保管していたところ、2 万 Basket も腐ってしまい損をした。こ

れ以降、しっかり Kett 製水分計で測り、保存期間を決めるようにしている。（パウンデ精

米業者） 

 
b) 分析・考察 

精米歩留まりについて水分率との相関関係が見られなかった理由としては、精米機

や精米条件の違いがあったこと、品種や産地の違いがあったこと、本パイロット活動

に参加した精米業者がKett製水分計を用いて水分管理を行ったこと（サンプルの水分

率が12.1%~16.0%と比較的狭い範囲にあった）、等が考えられる。また、破砕率・黄変

米発生率については、十分なサンプル数が得られなかったことから、上の結果から水

分率との関係について分析・考察するには至らなかった。 

しかしながら、ヒアリング結果からは18.5%歩留まりが改善した、黄変率が劇的に

改善した、保管時のロスが減った、等のパイロット活動実施結果を得ることが出来た。 
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(b) 精米販売量 

a) データ集計結果（パウンデ・ワレ） 

本パイロット活動では、回収できたサンプル数が多くなかったこと、調査対象者が

相違していたこと、対象品種や収穫時期が異なるデータであったこと、また年間を通

じたデータ収集を行っていない等の理由により、水分率の差異による販売量への影響

を統計的に分析するには至っていないが、精米業者の取引毎の販売量（及び販売価格）

は以下であった。 

･ 精米業者（パウンデ）（対象6軒） 

 総平均 最大値及び最小値 
仕入時 

仕入量 
（単位：Tin） 1,086Tin 150Tin～2,748Tin（回答 6 軒） 

仕入価格 
（MMK/100Tin） 575,517MMK 520,000MMK～655,000MMK（回答 6 軒） 

販売時 
販売量 

（単位：Bag） 526Bag 200Bag～740Bag（回答 6 軒） 

販売金額 
（MMK/Bag） 23,502MMK 20,000MMK～43,000MMK（回答 6 軒） 

 
･ 精米業者（ワレ）（対象3軒） 

 総平均 最大値及び最小値 
仕入時 

仕入量 
（単位：Tin） 769Tin 300Tin～1,500Tin（回答 3 軒） 

仕入価格 
（MMK/100Tin） 825,714MMK 550,000MMK～1,650,000MMK（回答 3 軒） 

販売時 
販売量 

（単位：Bag） 204Bag 65Bag～409Bag（回答 3 軒） 

販売金額 
（MMK/Bag） 30,188MMK 22,000MMK～57,000MMK（回答 3 軒） 

 
b) 分析・考察 

上記からは、水分率による精米販売量に対する影響として有意な集計結果は得られ

ていないが、本事業セミナー時に実施したアンケートでは、水分率と保管時や精米時

の品質、価格、生産・販売重量との相関を経験的に示す回答が得られた（アンケート

結果の内、「水分率による籾・コメ価格への影響」）。 

破砕率やロス率が低減し、精米歩留まりが向上すれば、精米販売量増加の効果も見

られるものと考えられる。 
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(c) 単位量あたりの精米販売価格／取引時水分率相違回数 

a) データ集計結果（パウンデ） 

･ 精米業者（パウンデ）（対象：6軒） 

 総平均 最大値及び最小値 
仕入時水分率 

保有水分計(a) 22.4% 16.3%～25.7%（回答 5 軒） 
Kett 製水分計(b) 22.6% 17.0%～28.8%（同 6 軒） 

(a)と(b)の差（絶対値） 1.0% 0.4%～2.4%（同 5 軒） 
仕入先水分計 20.9% 14.0%～26.6%（同 6 軒） 

計測回数 30 回  
精米時水分率 

保有水分計(a) 14.3% 14.0%～14.7%（同 3 軒） 
Kett 製水分計(b) 13.9% 13.0%～15.2%（同 4 軒） 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.4% 0.0%～1.0%（同 3 軒） 
計測回数 20 回  

販売時水分率 
保有水分計(a) 14.2% 13.5%～14.7%（同 5 軒） 

Kett 製水分計(b) 14.1% 13.0%～15.5%（同 6 軒） 
販売先の水分計 14.3% 13.8%～15.0%（同 4 軒） 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.4% 0.0%～1.0%（同 5 軒） 
計測回数 30 回  

 
この内、保有水分計とKett製水分計、販売先の水分計と保有水分計／Kett製水分計の

水分率差異の分布を示したのが下図である。 

水分計の計測結果差異 

   
保有水分計とKett製水分計 仕入先水分計と保有水分計 仕入先水分計とKett製水分計 

   

 

  

保有水分計とKett製水分計   

-2.0%

-1.0%

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

（パウンデ／精米業者・仕入時）

-3.0%

-2.0%

-1.0%

0.0%

1.0%

2.0%

（パウンデ／精米業者・仕入時）

-0.8%

-0.6%

-0.4%

-0.2%

0.0%

（パウンデ／精米業者・仕入時）

0.0%

2.0%

（パウンデ／精米業者・

精米時）
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保有水分計とKett製水分計 販売先水分計と保有水分計 販売先水分計とKett製水分計 

 
パウンデ地区の精米業者では仕入時の平均水分率が22.6%、精米時の平均水分率が

13.9%及び販売時の平均水分率が14.1%であった。対象精米業者では乾燥機を保有する

先があり、比較的高い水分率でも購入している為仕入時の水分率は高い（最高28.8%）

が、精米時及び販売時の水分率はよく管理されている。また、データの分散動向をみ

ても、精米時及び販売時の水分率は一定範囲に収まっている。 

一方、対象精米業者6軒のうち5軒が水分計を保有しているが、仕入れ時にはKett製水

分計との差の平均値が1.0%であり、最大2.4%があることが指摘される。精米時や販売時

のKett製水分計との差は平均0.4%で比較的小さいが、分散をみると最大1.0%の差が生じ

ており、適正な水分計での計測の必要性が窺える。 

水分率と精米販売価格との関係については、まず仕入価格において、エマタの一種

であるYadanar種を仕入れした1軒の精米業者の水分率と仕入価格に係る下のデータに

よれば、23%台の水分率の仕入れ価格（平均価格523,500MMK/100Tin）と19%及び21%

台の水分率の仕入価格（同546,666）との間には2.7%の開きがあった。 

品種 Yadanar Yadanar Yadanar Yadanar Yadanar 
水分率 23.2 23.0 21.2 20.1 19.3 
販売価格 530,000 535,000 550,000 545,000 545,000 

 
また、販売価格に関連して以下のヒアリング結果が得られた。 

･ Kett 製水分計を持って行き話した際、先方も Kett 製を持っており、双方の結果がずれて
いたと思われたことがある。Long と Short の違いだけでも計測結果が変わっていること
を説明し、上手くいった。（パウンデ精米業者） 

･ 精米販売時に Riceter を使ったが、特に問題は発生しなかった。機械のデータを見せなが

ら、はっきり交渉し公正な取引が出来た。（パウンデ精米業者） 
･ 乾燥したと思って精米しても、破砕したり品質が落ちる問題もあり、この結果、価格が落

ちることもあった。精米後の水分率も重要であり、（正確な水分管理は）カビ予防などに

使える。（パウンデ精米業者） 

  

-1.0%

-0.5%

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

（パウンデ／精米業者・販売時）

-1.0%

-0.5%

0.0%

0.5%

1.0%

（パウンデ／精米業者・販売時）

-0.4%

-0.2%

0.0%

0.2%

0.4%

0.6%

（パウンデ／精米業者・販売時）
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b) データ集計結果（ワレ） 

･ 精米業者（ワレ）（対象：3軒） 

 総平均 最大値及び最小値 
仕入時水分率 

保有水分計(a) 16.9% 15.0%～22.5%（回答 2 軒） 
Kett 製水分計(b) 15.3% 12.1%～23.0%（同 3 軒） 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.8% 0.5%～1.0%（同 2 軒） 
仕入先水分計 14.9% 14.0%～16.0%（同 1 軒） 

計測回数 （8 回）  
精米時水分率 

保有水分計(a) 15.6% 14.5%～17.0%（同 2 軒） 
Kett 製水分計(b) 14.2% 12.1%～16.0%（同 3 軒） 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.9% 0.5%～1.0%（同 2 軒） 
計測回数 （8 回）  

販売時水分率 
保有水分計(a) 14.9% 14.3%～15.0%（同 2 軒） 

Kett 製水分計(b) 13.9% 12.6%～15.0%（同 3 軒） 
販売先の水分計 14.3% 14.0%～15.5%（同 2 軒） 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.7% 0.0%～1.0%（同 2 軒） 
計測回数 （8 回）  

 
水分計の計測結果差異 

   
保有水分計とKett製水分計 仕入先水分計と保有水分計 仕入先水分計とKett製水分計 

 

 

  

保有水分計とKett製水分計   
   

   
保有水分計とKett製水分計 販売先水分計と保有水分計 販売先水分計とKett製水分計 
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1.5%

（ワレ／精米業者・仕入時）

-1.5%

-1.0%

-0.5%

0.0%

（ワレ／精米業者・仕入時）

0.0%

0.2%

0.4%

0.6%

（ワレ／精米業者・仕入時）

0.0%
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1.0%

1.5%

（ワレ／精米業者・精米時）

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

（ワレ／精米業者・販売時）

-1.5%

-1.0%

-0.5%

0.0%

0.5%

1.0%

（ワレ／精米業者・販売時）

0.0%

0.2%

0.4%

0.6%

（ワレ／精米業者・販売時）
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水分率の把握、仕入先・取引先等との水分率の差異について、上記を補足するヒア

リング結果は以下である。 

･ 水分計は保有しておらず、籾を噛むことで水分を確認している。（ワレ精米業者） 
･ 中国製の水分計で確認している（ワレ精米業者） 
･ 中国製は様々なメーカーがある。やりかたは主に 3 通りあり、上から刺す、下から刺すなど
色々なやり方があるが、我々は水平に刺している。やり方が違うと 1%ほど差があり、上や下
からなら数%違う可能性もある。また、水分が高い場合はバラツキが更に高い。中国製はマ
ニュアルがよく分からず、マニュアル自体内容がちゃんとしていない。（ワレ精米業者） 

･ 水分率にかかわらず農家、取引業者から仕入れし、自社の乾燥機で乾燥する。（ワレ精米業者） 
･ 水分率が 14%以下の場合は精米時に破砕米ができるので仕入しない。（ワレ精米業者） 
･ シュエボーのコメ取引市場では一定程度の取引業者が Riceter を使っているので、14～

15%のコメでないと買わない。（ワレ精米業者） 

 
精米業者の仕入時点の籾の水分率は15.3%、精米時には14.2%まで低下させ販売時の

精米後コメの水分率は13.9%となっている。しかし、水分率の分散をみると仕入時点で

は最大23%の籾があり、精米業者が乾燥後精米を行っている。また、精米時や販売時の

水分率では12.1%～12.6%と過乾燥とみられる（胴割れを生じる）状態のものがある。 

一方、Kett製水分計と保有水分計の差をみると、平均でも仕入時点で0.8%、精米時

で0.9%、さらに販売時点では0.7%の大きな差がみられる。 

また、販売価格に関連して以下のヒアリング結果が得られた。 

･ シュエボーのコメ取引市場では一定程度の取引業者が Riceter を使っているので、14～
15%のコメでないと買わない。（ワレ精米業者） 

 
c) 分析・考察 

精米業者は仕入・精米・販売（及び保管）の各段階において水分管理が重要であり、

農家と比べると水分率は比較的よく管理されていたが、安価な中国製水分計との計測

差異等が改めて認識された。 

価格そのものが上がったとのパイロット活動結果は得られていないが、パウンデに

おけるヒアリング結果からは、品質管理に活用した結果価格下落がなかったこと、価格

交渉時の根拠として水分管理の知識が活用されたこと等を結果として得た。 

また、ワレにおいては特に近隣市場の影響からより厳密な水分管理が求められてい

ることが考察される。 

c. パイロット活動前後の籾または精米販売量・単位量あたり販売価格／取引時水分率相違

回数（取引業者） 

(a) 単位あたり販売価格／取引時水分率相違回数 

まず、保有水分計と貸与したKett製水分計により水分率の比較を行った。パウンデ

地区調査対象者による水分率調査結果は以下の通りである。 

当初は籾取引業者を調査対象と考えていたが、パウンデでは2軒コメ（精米）も同時
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に取引している業者も本活動に参加した為、本 c)後段では、コメ取引時の比較結果も

記載している。 

a) データ集計結果（パウンデ・籾取引業者） 

･ 籾取引業者（パウンデ）（対象：3軒） 

 総平均 最大値及び最小値 
仕入時水分率 

保有水分計(a) 22.8% 17.0%～28.0%（回答 1 軒） 
Kett 製水分計(b) 22.1% 17.0%～26.0%（同 2 軒） 

(a)と(b)の差（絶対値） 2.8% 1.0%～8.0%（同 1 軒） 
計測回数 10 回  

販売時水分率 
保有水分計(a) 15.9% 14.5%～22.5%（同 2 軒） 

Kett 製水分計(b) 15.1% 10.0%～25.0%（同 2 軒） 
販売先の水分計 15.0% 10.0%～25.0%（同 2 軒） 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.7% 0.0%～2.5%（同 2 軒） 
計測回数 7 回  

 
この内、保有水分計とKett製水分計、販売先の水分計と保有水分計／Kett製水分計の

水分率差異の分布を示したのが下図である。 

水分計の計測結果差異 

   
保有水分計とKett製水分計 仕入先水分計と保有水分計 仕入先水分計とKett製水分計 

   

   
保有水分計とKett製水分計 販売先水分計と保有水分計 販売先水分計とKett製水分計 

 
注： 販売先水分計による水分率計測結果はモニタリングシートにおいて質問していたが、それぞれの回

答者が取引以降本シート回答までに販売先から水分率を聞くことが出来る状況にあったかは不明で
ある。また、0.5%刻みの計測結果であること、Kett 製水分計とほぼ変わらない値が入力されている
ことなどから、販売先水分計による水分率計測結果はあくまで参考値として扱いたい。 
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パウンデでは3軒の籾取引業者が回答を寄せた。籾の仕入時水分率が22.1%（ワレ地

区と同様に農家の販売時水分率より高い結果となっているが、その背景は同様）、乾

燥後販売時点の水分率を15.1%へ下げているが、分布をみると水分率は依然高いもの

もあり、対象業者の水分管理は不十分といえる。また、3軒中2軒が水分計を保有して

いるがその精度はKett製水分計と比べ仕入時に2.8%、販売時に0.7%の差があり精度を

欠いている。（保有している水分計による結果は、籾取引業者のうち、仕入時につき1

軒、販売時につき2軒が報告） 

水分率と取引価格の関係について、籾取引業者の一人は、下表のようにエマタ種の

取引について、17%及び19.5%の籾価格（平均価格597,500MMK/100Tin）と20%及び23%

の籾価格の平均（同520,000）には15%の差があり、水分率が低下するほど価格が上昇

する取引結果を得ている。 

品種 Emata Emata Emata Emata 
水分率 17 19.5 20 23 
販売価格 575,000 620,000 530,000 510,000 

 
別の籾取引業者は、これまでは中国製水分計を用いて、水分率に応じて価格を決め

て農家から籾の購入を行っていたが、本パイロット活動においてKett製水分計を用い

たことで、フェアトレードが実現した事例が観察された。 

具体的には、パイロット活動期間中、当籾取引業者は市況と水分率に拠り以下の価

格で買い取りを行っていたが（品種は全てエマタ）、2018/9/27に農家から280Tinを購入

する際、保有する水分計で計測したところ26%であった一方、Kett製水分計では24.5%

との計測結果が出た為、1Tinあたり6,050MMKを採用した。保有水分計の計測結果を

採用すると 5,800MMKであり、この取引による取引量は 280Tinであった為、

70,000MMK（約4,900円）多く農家に支払われた計算となる。 

2018/10/2には、396Tinの籾購入時に、同じく保有水分計での計測結果は17%であっ

たが、Kett製水分計では25%であった為、5,950MMKを採用し、当取引業者から見ると

79,200MMK（約5,500円）農家への支払額が減った計算となる。 

表-17 籾取引業者のパイロット活動時籾買取価格（1Tinあたり） 

 2018/9/27, 29 2018/10/2 2018/10/12, 15 
~20% 6,250 6,150 6,000 

20~25% 6,050 5,950 5,800 
25~30% 5,800 5,700 5,600 
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b) データ集計結果（ワレ・籾取引業者） 

･ 籾取引業者（回答：2軒） 

 総平均 最大値及び最小値 
仕入時水分率 

保有水分計(a) 20.5% 20.0%～21.0%（回答 2 軒） 
Kett 製水分計(b) 20.5% 20.0%～21.0%（同 2 軒） 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.0% 0.0%（同 2 軒） 
計測回数 （4 回）  

販売時水分率 
保有水分計(a) 15.9% 15.0%～17.0%（同 2 軒） 

Kett 製水分計(b) 15.6% 14.5%～17.0%（同 2 軒） 
販売先の水分計 14.4% 14.0%～15.0%（同 2 軒） 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.5% 0.5%（同 2 軒） 
計測回数 （4 回）  

 
この内、保有水分計とKett製水分計、販売先の水分計と保有水分計／Kett製水分計の

水分率差異の分布を示したのが下図である。 

水分計の計測結果差異 

 

※仕入先水分計計測に 
係る回答なし 

※仕入先水分計計測に 
係る回答なし 

保有水分計とKett製水分計 仕入先水分計と保有水分計 仕入先水分計とKett製水分計 
 

   
保有水分計とKett製水分計 販売先水分計と保有水分計 販売先水分計とKett製水分計 

 
籾取引業者が農家から買い取った籾の水分率は平均20.5%（上記農家と販売結果と

は相違するが対象仕入先や籾の違いによる）で、これを乾燥・保管後15.6%まで低下

させ販売している。農家からの仕入時点の水分率はKett製水分計と取引業者保有水分

計との差はないが、販売時点では0.5%の差がある。 

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

（ワレ／籾取引業者・仕入時）

-1.0%

-0.5%

0.0%

0.5%

1.0%

（ワレ／籾取引業者・販売時）

-3.0%

-2.0%

-1.0%

0.0%

（ワレ／籾取引業者・販売時）

-2.5%

-2.0%

-1.5%

-1.0%

-0.5%

0.0%

（ワレ／籾取引業者・販売時）
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c) データ集計結果（パウンデ・コメ取引業者） 

･ コメ取引業者（パウンデ）（対象：2軒） 

 総平均 最大値及び最小値 
仕入時水分率 

保有水分計(a) 15.5% 15.0%～15.8%（回答 1 軒） 
Kett 製水分計(b) 14.7% 14.0%～14.9%（回答 1 軒） 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.8% 0.6%～1.0%（回答 1 軒） 
計測回数 5 回  

販売時水分率 
保有水分計(a) 14.9% 14.0%～15.8%（回答 2 軒） 

Kett 製水分計(b) 14.4% 14.0%～14.8%（回答 2 軒） 
(a)と(b)の差（絶対値） 1.0% 0.0%～1.1%（回答 2 軒） 

計測回数 10 回  
 

この内、保有水分計とKett製水分計、販売先の水分計と保有水分計／Kett製水分計の

水分率差異の分布を示したのが下図である。 

水分計の計測結果差異 

   
保有水分計とKett製水分計 仕入先水分計と保有水分計 仕入先水分計とKett製水分計 

 

   
保有水分計とKett製水分計 販売先水分計と保有水分計 販売先水分計とKett製水分計 

 
コメ取引業者の水分管理状況をみると、仕入時点及び販売時点ともに14.9%であり

国内流通の目途である15.0%に近い水準であり、平均的には管理状況は良い。また、

保有水分計とKett製水分計の間には平均1.0%程度差がみられる点が指摘される。 

また、以下はパウンデにおけるあるコメ取引業者のパイロット活動期間中における

販売価格を示したものである。当コメ取引業者は市況と水分率に拠り以下の価格で取

引を行っていたことが確認された。上図にコメ取引業者が販売時に保有するまたは販

売先の水分計とKett製水分計との計測結果差異を示したが、コメ取引では0.5%の差異

が価格に影響を与えるが、本パイロット活動を通じて0.5%以上の差異が頻繁に発生し

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

（パウンデ／コメ取引業者・

仕入時）

-1.5%

-1.0%

-0.5%

0.0%

（パウンデ／コメ取引業者・

仕入時）

-0.6%

-0.4%

-0.2%

0.0%

（パウンデ／コメ取引業者・

仕入時）

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

（パウンデ／コメ取引業者・

販売時）

-1.5%

-1.0%

-0.5%

0.0%

（パウンデ／コメ取引業者・

販売時）

-0.4%

-0.2%

0.0%

0.2%

（パウンデ／コメ取引業者・

販売時）
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ていることが明らかとなった。 

表-18 コメ取引業者のパイロット活動時コメ販売価格（1Bagあたり） 

 2018/10/2 2018/10/4 2018/10/7 2018/10/10 2018/10/18 
14~15% 24,250 24,000 23,600 23,300 23,100 
15~15.5% 23,900 23,600 23,200 22,900 22,700 

出所： JICA 調査団作成 

 
d) データ集計結果（ヤンゴン・コメ取引業者） 

･ コメ取引業者での調査結果（ヤンゴン）（対象：3軒） 

 総平均 最大値及び最小値 
仕入時水分率 

保有水分計(a) 14.6% 12.9%～15.5%（回答 3 軒） 
Kett 製水分計(b) 15.0% 13.1%～16.2%（回答 3 軒） 
仕入先水分計 14.6% 13.0%～15.0%（回答 3 軒） 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.5% 0.1%～1.2%（回答 3 軒） 
計測回数 15 回  

販売時水分率 
保有水分計(a) 14.5% 13.5%～16.0%（回答 3 軒） 

Kett 製水分計(b) 14.7% 13.8%～16.2%（回答 3 軒） 
販売先の水分計 14.3% 13.6%～15.0%（回答 3 軒） 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.2% 0.0%～0.8%（回答 3 軒） 
計測回数 9 回  

 
この内、保有水分計とKett製水分計、販売先の水分計と保有水分計／Kett製水分計の

水分率差異の分布を示したのが下図である。 

水分計の計測結果差異 

   
保有水分計とKett製水分計 仕入先水分計と保有水分計 仕入先水分計とKett製水分計 

 

   
保有水分計とKett製水分計 販売先水分計と保有水分計 販売先水分計とKett製水分計 

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

（ヤンゴン／コメ取引業者・

仕入時）

-1.0%

-0.5%

0.0%

0.5%

1.0%

（ヤンゴン／コメ取引業者・

仕入時）

-1.5%

-1.0%

-0.5%

0.0%

（ヤンゴン／コメ取引業者・

仕入時）

0.0%

0.5%

1.0%

（ヤンゴン／コメ取引業者・

販売時）

-1.5%

-1.0%

-0.5%

0.0%

0.5%

（ヤンゴン／コメ取引業者・

販売時）

-1.5%

-1.0%

-0.5%

0.0%

（ヤンゴン／コメ取引業者・

販売時）
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ヤンゴンのコメ取引業者（販売先は輸出業者や国内流通業者）の水分管理状況をみ

ると、仕入時及び販売時とも平均水分率は15%程度である。また、データの分散状況

をみると13.1%～16.2%の範囲内に収まっている。一方、保有している水分計とKett製

水分計との差は平均で許容範囲であるが、最大の差では1.0%がみられる。 

e) 分析・考察 

それぞれの取引業者に対するパイロット活動からは、正確な水分計測により公正な

取引が実現された事例が見られた。しかし、パウンデにおける農家との籾取引におい

ては、保有水分計とKett製水分計との計測結果差異が平均2.8%あり、公正でない取引

が多く行われていた可能性が示唆される。 

(b) 籾または精米販売量 

a) データ集計結果（パウンデ・ワレ・ヤンゴン） 

本パイロット活動では、回収できたサンプル数が多くなかったこと、調査対象者が

相違していたこと、対象品種や収穫時期が異なるデータであったこと、また年間を通

じたデータ収集を行っていない等の理由により、水分率の差異による販売量への影響

を統計的に分析するには至っていないが、取引業者の取引毎の販売量（及び販売価格）

は以下であった。 

･ 籾取引業者（パウンデ）（対象：3軒） 

 平均 最大値及び最小値 
販売量／回 

（単位：Tin） 829Tin 200～2,000Tin（回答 2 軒） 

販売価格 
（MMK/100Tin） 699,167MMK 550,000～1,000,000（同 2 軒） 

 
･ 籾取引業者（ワレ）（対象：2軒） 

 平均 最大値及び最小値 
販売量／回 

（単位：Tin） 825Tin 500～1,000Tin（回答 2 軒） 

販売価格 
（MMK/100Tin） 575,000MMK 550,000～600,000（同 2 軒） 

 
･ コメ取引業者（パウンデ）（対象：2軒） 

 総平均 最大値及び最小値 
仕入量／回 

（単位：Bag） 486Bag 300Bag～600Bag 
（回答 1 軒） 

仕入価格 
（MMK/Bag） 22,980MMK 22,000MMK～23,900MMK 

（回答 1 軒） 
販売量／回 

（単位：Bag） 788Bag 257Bag～1,500Bag 
（回答 2 軒） 

販売価格 
（MMK/Bag） 22,345MMK 20,000MMK～24,250MMK 

（回答 2 軒） 
計測回数 10 回  
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･ コメ取引業者（ヤンゴン）（対象：3軒） 

 総平均 総平均 
仕入量／回 

（単位：Bag） 230Bag 150Bag～400Bag 
（回答 3 軒） 

仕入価格 
（MMK/Bag） 21,280MMK 18,900MMK～25,500MMK 

（回答 3 軒） 
販売量／回 

（単位：Bag） 475Bag 200Bag～1,000Bag 
（回答 3 軒） 

販売価格 
（MMK/Bag） 22,625MMK 19,000～26,000MMK 

（回答 2 軒） 
計測回数 15  

 
水分率と籾または精米販売量との関係についてのヒアリング結果は以下である。 

･ パイロットの水分計を用いて水分率が高いことを示した際、売り手が「今回は売るが、次
回 Kett 製水分計を使う際は他に売る」と言われた。この為、取引にかかわる全員が Kett
製水分計を使っていることが重要。（パウンデ取引業者） 
注：売り手側にとって損をする結果になった為と考えられる。 

･ 正確な水分計を持つことで保管期間を決められる。（パウンデ取引業者） 

 
b) 分析・考察 

上のヒアリング結果からは、正確な水分管理により保管時のロスを低減すること

で、販売量への負の影響を避ける効果が期待されていることが分かった。また、パイ

ロット活動参加者からは、不公平な取引を減らす為には、精度が高い水分計を全ての

ステークホルダーが同様に持つべきとする意見も出された。 

d. パイロット活動前後の購入量・輸出量、単位量当たり販売価格／取引時水分率相違回数

（輸出業者） 

a) データ集計結果 

･ 輸出業者での調査結果（ヤンゴン）（対象：2軒） 

 総平均 最大値及び最小値 
仕入時水分率 

保有水分計(a) 14.9% 13.4%～16.9%（回答 1 軒） 
Kett 製水分計(b) 15.1% 13.6%～18.0%（回答 2 軒） 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.7% 0.2%～1.1%（回答 1 軒） 
計測回数 17 回  

販売時水分率 
Kett 製水分計(b) 14.0% 13.9%～14.1%（回答 1 軒） 

計測回数 3 回  
仕入量（単位 Bag） 312Bag 164Bag～675Bag（回答 2 軒） 
輸出量（単位：kg） 2,667kg 1,000kg～4,500kg（回答 1 軒） 

計測回数 17 回  
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水分計の計測結果差異 

 

※この他水分計計測に 
係る回答なし 

保有水分計とKett製水分計  
 

上記書面での調査に加えて、対象先の一部に対し①輸出内容、②輸出検査、③今回

の調査参加の感想ついてヒアリングを実施した。以下がその結果である。 

ヒアリング項目 回答 
1. 輸出の内容 ･ 年間 400,000～600,000Bag のコメをアフリカ及び欧州へ輸出（A 社） 

･ 欧州及びアフリカ向けに破砕米と白米を輸出（B 社） 
･ 価格は 5%Broken で 420USD/トン、25%Broken で 380USD/トン 
･ 破砕米の輸出価格は 300USD/トン程度。 

2. 輸出検査 ･ 14%以下でないと検査証明が出ないので、事前の測定で 14%を超える場合は
水分率の低いコメの混合、乾燥等の方法で水分率を下げている。 

3. 今回の調査 
参加の感想 

･ Kett 製水分計とは別の日本製水分計を利用しているが、Kett との間に差がある
のが意外。 

･ 水分計は保有（日本製以外）しているが、信頼していないので使わない 

 
b) 分析・考察 

対象先が2軒で、項目によっては1軒のみの回答があるが、水分管理面では仕入時平

均15.1%、輸出時14.0%である。また、仕入時点では18.0%の計測はあるものの、輸出

時点では安定した範囲（輸出の目安水分率は14.0%）に保たれている。 

水分率の差異による購入量・輸出量への影響を統計的に分析するには至っていない

が、輸出業者の取引毎の輸出量は上表の通りであった。 

e. 輸出時証明発行リジェクト件数／取引時水分率相違回数（検査業者） 

a) データ集計結果 

 総平均 最大値及び最小値 
水分率 
検査業者の水分計での計測(a) 15.1% 13.5%～17.5%（回答 4 軒） 

Kett 製水分計での計測(b) 15.3% 14.5%～17.5%（回答 3 軒） 
輸出業者の計測 13.8% 13.1%～14.5%（回答 3 軒） 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.2% 0.0%～0.6% 
計測回数 21 回  

リジェクト回数  検査業者 1 社において 
調査回数 6 回中 4 回発生 

  

-1.5%

-1.0%

-0.5%

0.0%

（ヤンゴン／輸出業者・仕入時）
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水分計の計測結果差異 

   
保有水分計とKett製水分計 仕入先水分計と保有水分計 仕入先水分計とKett製水分計 

 
b) 分析・考察 

まず、検査業者に持ち込まれているコメの水分率は平均15.3%で、最大14.5%から最

大17.5%までの差がみられた。輸出検査では14.0%以下について検査認証が出されるこ

とを考えると、持ち込んだ輸出業者の水分管理に問題が指摘される。この結果、調査

期間に1つの輸出業者に対し4回のリジェクトを行っている。一方、検査業者のすべて

がタイ国から輸入したKett製品（Riceter）を利用している為、検査業者保有水分計と

Kett製水分計の間には大きな差はみられていない。 

f. 取引時水分率相違回数（全バリューチェーン） 

a.~e.において、各バリューチェーンにおける取引時水分相違について述べたが、以下

に地域及び計測タイミング毎の保有水分計とKett製水分計の計測結果差異を示す。 

表-19 保有水分計とKett製水分計との計測結果差異（各地域平均値） 

水分率計測タイミング パウンデ ワレ ヤンゴン 
農家 収穫時 2.2% 0.3% - 

乾燥時 2.4% 0.8% - 
販売時 2.3% 1.0% - 

籾取引業者 仕入時 2.8% 0.0% - 
販売時 0.7% 0.5% - 

精米業者 仕入時 1.0% 0.8% - 
精米時 0.4% 0.9% - 
販売時 0.4% 0.7% - 

コメ取引業者 仕入時 0.8% - 0.5% 
販売時 1.0% - 0.2% 

輸出業者 仕入時 - - 0.7% 
検査業者 輸出前検査時 - - 0.2% 

出所： JICA 調査団作成 

 
計測件数が少ないところもあるものの、概ね農家などバリューチェーン上流では計測差

異が広く、バリューチェーン下流に向かう程この差異が狭くなっていく傾向にあることが

分かる。つまり、バリューチェーン上流における農家と取引業者・精米業者との取引等に

おいて、より公正でない取引が多く行われている可能性が高いことが窺える。 

-0.4%
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0.0%
0.2%
0.4%
0.6%
0.8%

（ヤンゴン／検査業者）

-4.0%

-3.0%

-2.0%

-1.0%

0.0%

（ヤンゴン／検査業者）

-4.0%

-3.0%

-2.0%

-1.0%

0.0%

（ヤンゴン／検査業者）
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g. バリューチェーン間の籾取引時リスク 

また、パイロット活動を通じて、水分計の潜在ユーザーである農家・取引業者・精米業者

等が「これまでどのようなリスクを被った状態で取引を行っていたか」が明らかとなった。 

a) 籾販売時（農家） 

（リスク試算条件） 

平均収量： 作付面積10エーカー26、単収75Tin27とすると、平均的な農家の年間収

量は750Tin 

水分率の差異： パイロット活動における水分率の相違は2%以上 

･ 本事業パイロット活動（パウンデ）において、農家・販売時・保有水分計対Kett

製水分計では、平均2.3%、最大6.0%の水分率の違いが、同じく取引業者・仕入時・

保有水分計対Kett製水分計では、平均2.8%、最大8.0%の水分率の違いがあった。 

水分率の差異に拠る価格の差異：水分率2%の差異に対し、籾買取価格の差異は3%以上 

･ 販売先（取引業者・精米業者）により異なるが、パイロット活動では水分率2%の

差異により買取価格が3%異なるケースが多かった。 

（リスク試算結果） 

以上から、厳密な水分計測が行われていない取引による価格面での影響は、 

仮に籾販売価格が5,000~6,000MMK/Tinだった場合、 

･ 10エーカーの作付面積の農家（平均年間収量750Tin）の場合、 

年間最大112,500MMK（約7,875円）~135,000MMK（約9,450円） 

･ 20エーカーの作付面積の農家（平均年間収量1,500Tin）の場合、 

年間最大225,000MMK（約15,750円）~270,000MMK（約18,900円） 

公正な価格からずれて取引が行われていたと考えられる。 

また、ヒアリング結果からは、二期作農家における夏季米の単収は80~100Tin/acre程

度、モンスーン米は70~80Tin/acre程度であり、二期作を行っている場合は上記の2倍程

度の影響があるものと考えられる。 

（水分計購入に対する投資回収期間） 

籾を測ることが出来るKett製PM-450の販売価格をUS$1,000（約110,000円）とすると、 

･ 10エーカーの作付面積の農家（平均年間収量750Tin）の場合、最短11.6～14.0年程度 

･ 10エーカー×二期作の農家の場合、最短5.8～7.0年程度 

 
26 本報告書 3. (1) ②2-2 の内容を元に、10 エーカーを試算条件とした。 
27 以下 2 点を根拠として単収 75Tin を試算条件とした。 

･ 本事業ベースライン調査時パウンデ農家 5 軒及びワレ農家 4 軒の単収平均値は 72Tin であった。 
･ FAOSTAT によると、2017 年の平均単収は 3.80 トン/ha（≒182.17Tin/ha=73.7Tin/acre）であった。 
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･ 20エーカーの作付面積の農家（平均年間収量1,500Tin）の場合、最短5.8～7.0年程度 

･ 20エーカー×二期作の農家の場合、最短2.9～3.5年程度 

が投資回収期間となる。 

また、Kett製Riceter f-512の販売価格をUS$500（約55,000円）とすると、 

･ 10エーカーの作付面積の農家（平均年間収量750Tin）の場合、最短5.8～7.0年程度 

･ 10エーカー×二期作の農家の場合、最短2.9～3.5年程度 

･ 20エーカーの作付面積の農家（平均年間収量1,500Tin）の場合、最短2.9～3.5年程度 

･ 20エーカー×二期作の農家の場合、最短1.5～1.7年程度 

が投資回収期間となる。 

平均的な農家にとっては投資（水分計購入）に対する収益性が高くないことが分か

る。年間の水分計測回数も多くない為、共同して保有することで保有する障壁を下げ、

効果を得ることも検討されるべきである。 

（価格面以外のリスク） 

また一方で、パイロット活動の結果からは価格に換算できないが、農家が抱えてい

たリスクとしては、以下が大きなリスクとなっていたことが分かった。 

･ 乾燥不足の場合は上のような価格低下のリスクや、持ち帰って乾燥するなどの機

会損失のリスクがある。 

･ また、過乾燥と見做されると、胴割れが起こる為精米業者が購入しないことがあ

る（ワレにおけるパイロット活動時のヒアリング） 

b) 籾仕入時（取引業者・精米業者等） 

（リスク試算条件） 

籾仕入量： 中規模精米所の籾仕入量を360,000Tin/年と仮定28 

小規模精米所の籾仕入量を100,000Tin/年と仮定29 

 
28 以下 2 点を根拠として、360,000Tin/年を試算条件とした。 

･ 本事業ベースライン調査（パウンデ・ワレ）の取引業者・精米業者の内、年間籾取扱量の回答
があった 5 軒の平均は 384,000Tin。 

･ 小規模と中規模の境目と考えられる日産 15 トン=15,000kg、精米歩留まり 60%として、籾仕入
量 25,000kg≒1,200Tin。1,200Tin/日×25 日/月×12 ヶ月=年間 360,000Tin の籾仕入量。 

29 以下 2 点を根拠として、中間に当たる 100,000Tin/年を試算条件とした。 
･ FAOSTAT によると、年間籾生産量は 25,624,866 トン（2017 年）。また、髙橋昭雄「ミャンマ

ー・パテインの精米所経営と市場」（2015.3）によると、ミャンマー全国の精米所数は 16,835
軒。以上から、25,624,866 トン÷16,835 軒≒73,000Tin/軒。 

･ 髙橋昭雄「ミャンマー・パテインの精米所経営と市場」（2015.3）によると、精米能力 95,681
トン/日÷精米所数 16,835 軒（同上）≒5.68 トン/日。日産 5.7 トン=5,700kg、精米歩留まり 60%
として、精米所 1 軒当たり籾仕入量 9,500kg/日≒455Tin/日。455Tin/日×25 日/月×12 ヶ月=年間
136,500Tin の籾仕入量。 
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水分率の差異：パイロット活動における水分率の相違は1% 

･ パウンデにおける本事業パイロット活動において、精米業者・仕入時・保有水分

計対Kett製水分計では、平均1.0%、最大2.4%の水分率の違いが、同じくワレにお

いては、平均0.8%、最大1.0%の水分率の違いがあった。 

水分率の差異に拠る価格の差異：水分率1%の差異に対し、籾仕入価格の差異は1.5%以上 

･ パイロット活動では水分率2%の差異により仕入価格が3%異なるケースが多か

った為、ここでは1%の差異により1.5%の価格差と考える。 

（リスク試算結果） 

以上から、厳密な水分計測が行われていない取引による価格面での影響は、 

仮に籾仕入価格が5,000~6,000MMK/Tinだった場合、 

･ 年間100,000Tin仕入れる小規模精米業者の場合、 

年間最大7,500,000MMK（約525,000円）~9,000,000MMK（約630,000円） 

･ 年間360,000Tin仕入れる中規模精米業者の場合、 

年間最大27,000,000MMK（約1,890,000円）~32,400,000MMK（約2,268,000円） 

公正な価格からずれて取引が行われていたと考えられる。 

（水分計購入に対する投資回収期間） 

籾を測ることが出来るPM-450の販売価格をUS$1,000（約110,000円）とすると、 

･ 年間100,000Tin仕入れる小規模精米業者の場合、最短0.17～0.21年程度 

･ 年間360,000Tin仕入れる中規模精米業者の場合、最短0.05~0.06年程度 

が投資回収期間となる。 

また、Kett製Riceter f-512の販売価格をUS$500（約55,000円）とすると、 

･ 年間100,000Tin仕入れる小規模精米業者の場合、最短0.09～0.10年程度 

･ 年間360,000Tin仕入れる中規模精米業者の場合、最短0.02~0.03年程度 

が投資回収期間となる。 
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iii. 社会的有効性に係る実証結果分析 

本事業業務計画書における「パイロット活動参加者の水分計測に対する認識、水分管理

に関する知識、水分計使用意欲等（全バリューチェン）」等の社会的有効性に係る指標に

ついて、本パイロット活動参加者のヒアリング結果を通じて考察したい。 

a. 水分計測に対する認識 

水分計測に対する認識について、本パイロット活動参加者から以下のようなヒアリン

グ結果を得た。（再掲含む） 

･ 収穫時 16%と思っていたものが、10%程度であり驚いた。（パウンデ農家） 
･ これまでかじっていた感覚と少し違った。（パウンデ農家） 
･ 感覚で収穫時の水分率を 16-20%とみていたが、Kett では 10.4-19%であったので、差を認

識した。（パウンデ農家）。 
･ 正確な水分率を知ることで自信をもって取引ができる。（パウンデ農家（多数）） 
･ 水分計の数値を示して取引ができれば効果的である。（パウンデ農家） 
･ パイロット活動の結果、農家が自信を持てるようになった。また、乾燥コストを押さえら

れる可能性もある。（ワレ農家多数・精米業者） 
･ Kett の水分計があれば正しい水分が分かり籾の水分管理が可能になる。（ワレ農家） 
･ （パイロット活動の途中で）現在収穫期であり、できれば引き続き水分計を使いたい。こ

れまで感覚で行ってきたことが正しいと考えていたが、これが違うことに気付いた。水

分計があれば効率が上がるという状況になった。（パウンデ取引業者） 
･ ヤンゴンに販売する際、自信を持って話すことが出来る。計測結果を写真に撮り、ヤンゴ

ンの業者に写真を送り根拠とした。彼らも逆に水分計に関する関心が高まった。（パウン

デ取引業者） 
･ 以前中国製水分計を使い保管していたところ、2 万 Basket も腐ってしまい損をした。こ

れ以降、しっかり Kett 製水分計で測り、保存期間を決めるようにしている。（パウンデ精

米業者） 
･ 非常に使いやすく有効。以前は感触で水分率を「測り」価格を調整していたが、今回はそ

うでなく、機械の数値を見ながら確実に話すことが出来た。（パウンデ精米業者） 
･ 中国製水分計の結果には自信を持っていなかった。（パウンデ精米業者） 
･ 精米販売時に Riceter を使ったが、特に問題は発生しなかった。機械のデータを見せなが

ら、はっきり保証し公正な取引が出来た。（パウンデ精米業者） 
･ パイロットの水分計を用いてに水分率が高いことを示した際、売り手が「今回は売るが、

次回 Kett を使う際は他に売る」と言われた。この為、取引にかかわる全員が Kett 社製を
使っていることが重要。（パウンデ取引業者） 

 
パウンデ・ワレ双方における参加者の内、計12名の参加農家の殆どから「正確な水分

率を知ることができ、自信を持って取引できるようになった」とする声が聞かれた。ま

た、「手で触る」「かじる」等の方法で「計測」していた参加者の多くがKett製水分計に

よる計測結果との違いを感じ、乾燥時間の管理などに用いる可能性が指摘された。 

また、計測された水分率に自信を持つことで、（販売先が水分計を保有していなかっ

た場合においても）公正な取引が実現した例も多く見られた。一方では、取引相手が計

測結果に納得しなかったと思われる事例も見られ、今後多くのステークホルダーに対し

て水分計測に関する認知向上を行っていく必要性も示された。 
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b. 水分管理に関する知識 

水分管理に関する知識について、本パイロット活動参加者から以下のようなヒアリン

グ結果を得た。（再掲含む） 

･ 以前は基準がなく、感覚による予測だけだったが、精米 14~15%。籾 15-16%を基準とし

て品質管理の為に水分計を使った。（パウンデ精米業者） 
･ 毎年 30-35%は黄変していたが、パイロット活動の結果、今年はなくなった。黄変米を減

らすことが可能と考える。（パウンデ取引業者） 
･ 籾で完全に乾燥していないものを精米すると破砕米になりづらいと思っていたが、そう

ではなかった。籾を完全に乾燥させ、水分率を測った上で精米すると、破砕米が減った。

（パウンデ精米業者） 
･ Kett 製水分計を持って行き話した際、先方も Kett 製水分計を持っており、双方の結果が
ずれていたと思われたことがある 30。Long と Short の違いだけでも計測結果が変わって
いることを説明し、上手くいった。（パウンデ精米業者） 

･ 乾燥したと思って精米しても、破砕したり品質が落ちる問題もあり、この結果、価格が落

ちることもあった。精米後の水分率も重要であり、（正確な水分管理は）カビ予防などに

使える。（パウンデ精米業者 
･ 正確な水分計を持つことで保管期間を決められる。（パウンデ取引業者） 

 
パイロット活動に参加した計9社の精米業者の内数社から、Kett製水分計を用いて籾の

管理、精米時、保管時等に水分管理を行ったことにより、黄変・胴割れ等のロスが減っ

たとする事例が得られた。参加者の多くは本パイロット活動実施前から水分管理が重要

であるとの認識はあったが、「正確」「公正」な水分計測の重要性について、パイロッ

ト活動による実体験を通じて理解したと思われる。 

c. 水分計使用意欲 

水分計使用意欲について、本パイロット活動参加者から以下のようなヒアリング結果

を得た。（再掲含む） 

･ 共同で購入する場合、200,000-300,000MMK の支払いはできる。水分計を購入する為に借

入調達することは考えない。（パウンデ農家） 
･ 水分計の操作に問題はない。（パウンデ農家） 
･ Kett の水分計は容易に使いこなせた。（ワレ農家） 
･ 多くの取引があるので、共同購入などは現実的でない。（パウンデ取引業者） 
･ 200,000-300,000MMK くらいなら精米業者は Kett を買う。農家は 100,000-150,000MMK ほ

どまでなら買える。（ワレ精米業者） 
･ 農民が利用可能な政府の低金利融資制度を期待したい。また、大きい精米所に Kett を置

いて使いたい人に無料貸与するシステムを検討してほしい。（ワレ農家） 

 

  

 
30 このような場合、Kett 現地代理店が直接電話対応等で原因の確認及び正しい使用方法を伝えている。

チャンネルのような使用方法に関する原因以外に故障やモデル違い等の可能性もあり、直接顧客の
水分計を確認する等の対応も行っている。 
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パイロット活動を通じて精度が高い水分計の必要性について理解を得られ、また問題

なく水分計を操作できることが分かったが、購入に当たっては購買力の面から引き続き

課題があることが分かった。アンケート結果では購入可能な価格帯として100,000MMK

が中間値であったが、パイロット活動参加者の一部からは、これより若干高い金額が購

入可能金額として示された。 

以上の分析を基に、今後トレーサビリティシステムが導入された場合の効果（社会的・

経済的な有効性）について検討すると以下の通りである。 

パイロット活動で見えた課題 トレーサビリティシステム導入によって 
見込める効果 

･ ①水分計を保有しない取引者、②不正確な水分計
による計測する取引者、③正確な水分計を保有す
る取引者間が存在し、下記の状況が発生していた。 
(1) ①または②間の取引ではそもそも依拠する水

分率が不正確であり、買う側の意向に沿った価
格形成が行われがちだった 

(2) ①または②と③の間の取引の場合、①または②
は正確さを確認する方法がないままの取引で
あったことから公正な取引が実感されない状
況だった 

＜公正な取引の実現＞ 
･ トレーサビリティシステムが実現されれ
ば、当事者間で価格に納得性のある取引が
実現する 

･ 水分管理が不十分なケースでは、以下のような場
合が発生した。 
(1) 農家や取引業者では保管中に籾やコメが黄変、

胴割れしロスを生じる、適正な乾燥時間が設定
できない、販売時の価格が低下するといった収
入減少要因を引き起こしていた 

(2) 精米業者では(1)に加えて、高い水分率や低い
水分率のままで精米した場合に精米歩留まり
が低下した 

＜籾（コメ）品質向上と収入の向上 
（コストの削減）＞ 
･ 適切な水分管理が可能となり、保管中のロ
スを減らすことができる 

･ 適切な乾燥時間を把握することで、無駄な
乾燥コストを下げることが可能となる 

･ 精米業者は精米歩留まりが向上（出荷する
コメの量が増加）することから、各ステー
クホルダーの収入増加またはコスト削減も
期待できる 

･ 輸出業者の水分管理が不十分な場合は、輸出検査
証明の発行を認められないケースがあった 

＜輸出手続きの円滑化＞ 
･ 輸出業者が精度の高い水分計を利用すること
によって、円滑な輸出検査受検が可能となり、
手戻りから発生するコストを低減できる 

 

上記の効果を通じて、地域経済の担い手である農家、籾取引業者及び精米業者の収入が向上す

ることで各コメ地域の経済活性化にも繋がることになる。また、コメの品質が向上することで、

ミャンマー米の評価を高めることに繋がり、輸出が増加するといった社会的なメリットが期待で

きる。 
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③ 成果3に係る活動結果 

3-1： 成果2の実証結果に基づき、C/Pとミャンマーにおけるコメ水分計測トレーサビリティシ

ステム導入のメリット・導入への課題を検討する。 

パイロット活動により得られたデータを基にC/Pへ結果報告を行い（2019年3月～4

月）、①バリューチェーンにおける水分値の実態を把握することが可能になったこと、

②現在用いられている水分計の精度が把握できたことに高い評価が得られた。その中で

検討された水分計測トレーサビリティシステム導入に関するメリット・課題は以下の通

り。 

メリット ･ ミャンマー産の籾やコメを試料とした検量線が計測される。 
･ これによって、ミャンマーの実情に沿った水分計測が可能となる。 
･ トレーサビリティシステムに則り定期的な検定を実施することで、エンドユーザー

の水分計の精度が統一される 
･ 水分計の精度向上によってステークホルダーの水分管理が改善される。 
･ コメ品質の改善によって輸出の増加が期待できる。 
･ 不足しているポストハーベスト技術が向上する。 

導入の課題 ･ 毎年産出される籾（コメ）を基に DRI が比較参照基準籾・コメ試料を作成し、検量
線を計測する必要がある。その為の人員配置、予算措置が必要 

･ 計量法及び関連する規則の早期の整備（籾（コメ）の水分率計測手法の明記、水分
計の型式認定や定期検査制度の整備、罰則規定） 

･ MOE により制定されたコメの水分率標準（国内流通）の見直し（MOC の意見） 
･ 輸出向けコメ標準の制定 
･ ステークホルダー向けに精度の高い水分計を普及させる支援の検討 
･ 水分計メーカーに対し取り扱いマニュアルの見直しや価格引き下げの要請 
･ トレーサビリティシステムが安定的に運用されるまでの期間は当事業のような技

術支援の継続が必要。その際には DOA との連携が必要 

 
3-2： 成果2の実証結果に基づき、民間市場における同システム導入のメリットと課題を検討

する。 

パイロット活動により得られたデータを基にMRFと意見交換を実施するとともにス

テークホルダー向けにセミナーを開催した（2019年1月～4月）。その中では、水分計計

測トレーサビリティシステム導入に関するメリット・課題として以下の項目が取り上げ

られた。 

メリット ･ ミャンマー農業にとって水分率の把握はとても重要であり、正確な計測ができる制
度が構築される必要がある。（MRF） 

･ 水分管理がコメの品質向上や精米歩留まり向上に重要なことは認識しているので、
トレーサビリティシステムの早期導入を期待している（全てのセミナー） 

･ 品質が向上すれば輸出が増加することに繋がる（ヤンゴンセミナー） 
課題 ･ 制度構築の為には、計量法やコメ標準の早期制定が重要と考え、国への働きかけを

行っている。（MRF） 
･ 計量単位の統一化が必要。また、コメ標準の適切な運用が望まれる。（DOA 職員向

けのセミナー） 
･ 水分管理の重要性に関するステークホルダーの意識改革が必要（全てのセミナー） 
･ 地方に精度の高い水分計が普及する為の支援が必要（DOA 職員向けのセミナー） 
･ 精度の高い水分計を買いたいが価格が高い（全てのセミナー） 
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3-3： 成果2の実証結果及び水分計測の重要性を普及・啓蒙するセミナー・ワークショップを、

民間コメバリューチェーン関係者に対して複数回実施する。（成果2実証前は水分計測

の有効性・重要性啓蒙に特化した内容とする。） 

iv. セミナー実施概要 

パイロット活動開始前の2018年には下記表-20の通り、ミャンマー各地において、トレ

ーサビリティの重要性啓蒙、水分計測の重要性・有効性啓蒙、Kett製品紹介を目的とする

セミナーを実施した。（添付資料13「普及・啓蒙セミナー使用資料（抜粋）」参照） 

表-20 実施セミナー概要（パイロット活動実施前） 

No. 開催地 開催日 参加者 

1 レパダン 
（西バゴー、バゴー管区） 2018/1/16 約 20 名（DOCA 地域事務所職員、DOA 地域事務所職員、 

精米業者、取引業者、農家） 

2 ピー 
（西バゴー、バゴー管区） 2018/1/18 約 40 名（DOCA 地域事務所職員、DOA 地域事務所職員、 

精米業者、取引業者、農家） 

3 ネピドー 2018/1/20 
約 30 名（ミャンマー農業ビジネス公社（Myanmar 
Agribusiness Public Corperation: MAPCO）支所役員、精米
業者、取引業者、農家） 

4 マンダレー（Mandalay） 
（マンダレー管区） 2018/1/22 約 40 名（DOCA 地域事務所職員、DOA 地域事務所職員、 

精米業者、取引業者、農家） 

5 シュエボー 
（サガイン管区） 2018/1/24 約 30 名（DOA 地域事務所職員、精米業者、農家） 

出所： JICA 調査団作成 

 
セミナー内容への反応に関して、中国製との違い等の水分計精度に関する問題に対し

て、農家はほぼ全員が水分計を所有していないこともあり、水分計ごとに精度が違うこと

を初めて知った参加者もいたが、水分計測の重要性については殆どの参加者が理解して

おり、本事業に対して賛同する声が多数だった。また、特に精米業者は水分管理や水分計

に対する関心が高く、セミナー会場で直接Kett製水分計を購入する精米業者もおり、Kett

がセミナーを行い始めた2009年と比較して、水分管理に対する意識が向上してきている

ことを感じさせた。 

更に、マンダレーではDOCA地域事務所の関係者から「より正確な業務を行える体制と

すべく、マンダレーにもNIMMと同様の水分計測施設を設置して欲しい」との要求があり、

DOCA関係がトレーサビリティシステムの重要性を認識していることが窺えた。 

2019年からは、パイロット活動の結果を受けて当事業の結果説明を主とした下記セミ

ナーを開催した。加えて、2019年5月にはNIMMで事業結果報告会を実施した（詳細は添

付資料14「最終報告会発表資料」を参照）。 
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表-21 実施セミナー一覧（パイロット活動終了後） 

No. 開催地 開催日 参加者 

1 ヤンゴン 2019/1/19 約110名 
取引業者、精米業者、農家、政府機関職員 

2 マンダレー 
（マンダレー管区） 2019/1/23 約40名 

精米業者、取引業者、農家、DOCA地域事務所員 

3 ネピドー 2019/3/29 約60名 
DOA地方農業改良センター職員 

4 タウングー（Taungoo） 
（バゴー管区） 2019/3/30 約40名 

精米業者、農家、取引業者、その他 

5 バゴー（Bago） 
（バゴー管区） 2019/4/1 約35名 

農家、精米業者、取引業者、DOCA地域事務所員、その他 

6 ヒンタダ（Hinthada） 
（エーヤワディ管区） 2019/5/27 約70名 

農家、精米業者、取引業者、DOCA地域事務所員、その他 

7 ピャーポン（Pyapon） 
（エーヤワディ管区） 2019/5/28 約110名 

農家、精米業者、取引業者、DOCA地域事務所員、その他 

8 パテイン（Pathein） 
（エーヤワディ管区） 2019/5/29 約50名 

農家、精米業者、取引業者、DOCA地域事務所員、その他 

9 マンダレー 
（マンダレー管区） 2019/6/15 約45名 

農家、精米業者、取引業者、DOCA地域事務所員、その他 

10 タトン（Thaton） 
（モン州） 2019/6/20 約40名 

農家、精米業者、取引業者、DOCA地域事務所員、その他 

11 
モ ー ラ ミ ャ イ ン
（Mawlamyaing） 
（モン州） 

2019/6/21 約50名 
農家、精米業者、取引業者、DOCA地域事務所員、その他 

12 ヤンゴン 2019/6/24 約40名 
取引業者、精米業者、検査業者、政府機関職員 

出所： JICA 調査団作成 

 
各セミナーの構成は以下の通り。 

No. 講演者 講演内容 
1 DRI コメのトレーサビリティシステムの検討案と DRI の取り組み 
2 DOCA コメのトレーサビリティシステムの検討案と DOCA の取り組み 
3 MRF コメの水分率とその影響 
4 JICA 調査団 ･ アジア諸国でのコメのトレーサビリティシステム 

･ Kett 製水分計の特色 
･ パイロット活動結果報告 

 
各セミナーでは、①水分計の保有状況、②水分計の精度、③水分率とコメ価格の関係、

④その他コメ価格に影響する要因、⑤Kett製水分計の購入意向、⑥水分率とトレーサビリ

ティシステムに関する意見についてアンケート調査を実施した。（⑥については、その主

要な意見を3-2に記載）アンケート結果をまとめると以下の通り。 

v. アンケート結果 

a. 回答者属性 

･ セミナー実施地域別の回答者属性は下図-10及び下表-22に示した通り（n=402）。本

アンケート調査では、「取引業」「精米業」「農家」「輸出業」「その他」から選

択してもらう形として、計402名からの回答を得た。回答者によっては複数の属性

を選択した。 
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･ その他には政府機関職員（カウンターパート機関の職員）、MRF関係者、検査業者

職員などが含まれる。また、ネピドーにおけるセミナー及び本アンケート調査は、

DOA職員のみを対象とした。 

 
出所： JICA 調査団作成 
注： 複数の属性を回答した場合、各属性数に加えている為、合計が 100%を超えている。 

図-10 アンケート調査回答者属性（割合） 

 
表-22 アンケート調査回答者属性（人数） 

 取引業 精米業 農家 輸出業 その他 計 
ヤンゴン 13 10 3 23 7 52 
マンダレー 7 21 4 0 17 45 
バゴー管区 5 25 19 1 2 49 
エーヤワディ管区 13 38 65 0 34 147 
モン州 12 28 14 1 12 60 
ネピドー 0 0 0 0 49 49 

計 50 122 105 25 121 402 
出所： JICA 調査団作成 

 
b. 水分計保有状況 

(a) 水分計保有の有無 

･ 水分計保有の有無に係る全地域・全属性の集計の結果、回答者の約40%が何らかの

水分計を保有していた（n=400）。 

･ ヤンゴンにおける回答者は、農家の割合が少ない一方で輸出業者の割合が多かった

ことから、保有者の割合が58%と高かったことが考えられる。 

･ コメ栽培が盛んに行われているバゴー管区、エーヤワディ管区において、約40%が

水分計を保有していた。一方、モン州においては、保有率は23%であった。コメ以

外の作物も多く栽培されており、相対的に水分計測の重要性が低く考えられていた

ことが窺える。 
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出所： JICA 調査団作成 

図-11 水分計保有率（全体・調査実施地域別） 

 
･ また、下図-12は属性別の水分計保有率を示している。精米業者の保有率が約64%と

最も高く、輸出業者、取引業者が続き、いずれも50%を超えている。 

･ 一方、本アンケート調査における農家の保有率は約21%であった。ただし、この中

には取引業または精米業との兼業者も含まれる為、兼業者でない農家の保有率はこ

れより低いことが想定される。 

    
出所： JICA 調査団作成 

図-12 水分計保有率（属性別） 
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(b) 保有水分計メーカー 

･ 本アンケート調査では、保有する水分計のメーカーについて、「Kett製」「他社製」

「韓国製」「中国製」「その他」から選択してもらう形として、計163名からの回答

を得た。一部の回答者に、複数メーカーの選択が見られた。 

･ 下図-13の内、左図は全回答における保有水分計メーカーの割合を、右図は輸出業者

や政府機関職員の参加が多かったヤンゴン及びネピドーの回答を除いたものの割合

を示している。DOAの地域普及センターでKett製水分計が既に導入されていることも

あり、左図ではKettのシェアが高く出ているが、農家・取引業者・精米業者等コメ産

業従事者間においては、右図がミャンマー全体の実態に近いものと考えられる。 

･ つまり、コメ産業従事者（農家・取引業者・精米業者）の内、水分計保有率約40%、

そのうち70%強（全体約30%）が中国製水分計を保有していることが推測される。 

･ 同様に、コメ産業従事者の内、現状40%×14.9%≒5%にKett製水分計が普及してい

ることが推測される31。 

･ なお、購入価格については自由回答形式で記述してもらったところ、中国製：

30,000~40,000MMK程度との回答がほとんどであり、その他韓国製250,000MMKな

どの回答を得た。この購入価格からは、中国製については「二針式」のものである

ものと想定される（本事業中セミナーにおいて行った、「二針式」を含む他国・他

社製水分計とKett製水分計との比較計測結果は図-1参照）。 

  
出所： JICA 調査団作成 

図-13 水分計メーカー別保有率（全体・地方部） 

 
c. 水分計の精度 

･ 保有する水分計の精度に対する問題認識について、「問題なし」「問題あり」のい

ずれかから選択してもらう形として、計235名からの回答を得た。水分計の保有者

より多くの回答があったが、これは「かじる」など水分計に依らない水分確認方法

に対する認識も含まれるものと考えられる。  

 
31 本アンケート調査は農家を含んだものであり、第 4 章に記載の想定市場とは異なる。 
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･ 下図-14の内、左図は全回答における水分計精度問題認識の割合を、右図は輸出業者

や政府機関職員の参加が多かったヤンゴン及びネピドーの回答を除いたものの割合

を示している。左図に比べ右図では「問題あり」との認識が5ポイント増えている。 

  
出所： JICA 調査団作成 

図-14 水分計精度認識（全体・地方部） 

 
d. 籾・コメ価格への影響要因 

(a) 水分率による籾・コメ価格への影響 

･ 水分率が籾またはコメ価格に影響するか否かについて、「影響する」「影響しない」

のいずれかから選択してもらう形として、計376名からの回答を得た。この結果、

97.9%が「影響する」と回答し、コメ産業従事者、関連政府機関職員の全てにおい

て水分率が価格決定要因として最重要視されていることが分かった。 

･ また、「影響する」と選択した場合、その内容を自由回答により回答を得たところ、

以下のような回答に大別された。以下の内、水分率による価格への影響は、品質や重

量に影響を与える結果として価格に影響するというものもあったが、水分率が直接影

響するとの回答も多かった。このように、水分率と保管時や精米時の品質、価格、生

産・販売重量との相関を経験的に示す回答が得られている。 

➢ 品質に影響する（破砕米比率、黄変、歩留まりに影響する、等） ： 61件 

➢ 保管に影響する（水分率が高いと長く保管できない、等） ： 19件 

➢ 収穫量・重量に影響する（過乾燥は重量を減らす、等） ： 14件 

➢ 価格に影響する（水分率が高いと価格が下がる、等） ： 50件 

 
出所： JICA 調査団作成 

図-15 水分率による価格への影響に関する認識（全体） 
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(b) 水分率以外の価格影響要因 

･ 本アンケート調査では、水分率以外に籾・コメの取引価格に影響する要因について、

「品種（Variety）」「見た目（Appearance）」「食感（Taste）」「その他」から複

数選択してもらう形として、計361名からの回答を得た。この結果、回答者の約71%

が、品種が価格に影響すると答え、次に約31%が食感と回答した。 

 
出所： JICA 調査団作成 

図-16 水分率以外の価格への影響に関する認識（全体） 
 

･ また、水分率以外に籾・コメの取引価格に影響する要因認識について、属性別に結

果を示したものが下図-17である。全体的に、生産者に近い程「品種」が重要である

と認識される傾向にあった一方、消費者に近い精米業者や取引業者は「見た目」や

「食感」を重視する割合が高まっている（コメ取引所では、実際にコメを炊いて味

見をして価格が決められることもある）。 

･ この結果を踏まえると、水分率は価格形成要因としてどのコメ産業従事者からも等

しく、また最重要であると認識されていることが窺える。 

  

  
出所： JICA 調査団作成 

図-17 水分率以外の価格への影響に関する認識（属性別） 
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e. Kett製水分計購入意欲 

･ 本アンケート調査では、Kett製水分計購入意欲について、「すぐに買いたい」「買

いたいが、価格が高い」「今持っているもので十分」「ここまで正確に計測する必

要はない」から選択してもらう形として、計245名からの回答を得た。この結果、

「すぐに買いたい」とする回答が約13%、「買いたいが高い」とする回答が約45%

であり、全体58%が購入意欲を示した。 

･ 「買いたいが高い」と選択した回答者に対して、自由回答で買える価格について質問

した。これについて金額で回答を得たのは28件あり、中間値は100,000MMKだった（こ

の価格はKett製水分計（Riceter）市場価格の約20%にあたる）。内訳は以下の通り。 

➢ 100,000MMK未満 ：10件 

➢ 100,000MMK ： 8件 

➢ 150,000~300,000MMK ： 4件 

➢ 400,000MMK以上 ： 6件 

 
出所： JICA 調査団作成 

図-18 Kett製水分計購入意欲（全体） 

 
･ また、Kett製水分計購入意欲について、属性別に結果を示したものが下図-19である。

「すぐに買いたい」及び「買いたいが、価格が高い」を購入希望がある回答者とし

た場合、精米業者は64%、農家は62%が購入希望がある回答であった。精米業者は、

籾仕入時、精米時及び販売時と、水分率が品質や価格に影響する局面が多い為、正

確な水分計を求める回答者が多かったものと推測される。 

･ 一方、農家は「すぐに買いたい」とした割合が6%と少なく、「買いたいが、価格が

高い」とした割合が56%と半数以上であった。 

･ 取引業者は、「ここまで正確に計測する必要はない」とした回答が27%と最も多く、

また農家も21%が同回答であった。これは、商習慣上販売先の言い値を変えること

が難しいこと、水分管理に対する認識が依然として低いこと、水分計購入への慎重

な姿勢等が考えられる。 
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･ 輸出業者は、「ここまで正確に計測する必要はない」とした回答が0%であり、水分

率が輸出時に重要であることが普及している反面、「今持っているもので十分」と

する回答が69%あり、既にKett製水分計を含め、（回答者が精度が比較的高いと考

えている）水分計が普及していることが推測される。 

  

  
出所： JICA 調査団作成 

図-19 Kett製水分計購入意欲（属性別） 

 
f. セミナーにおける関心内容 

･ セミナーにおいて関心を持った内容について、「トレーサビリティについて（DRI）」

「DOCAの取り組みについて」「MRFの取り組みについて」「水分計と今回の調査

結果について（Kett）」から複数選択してもらう形として、計292名からの回答を得

た。結果は下図-20の通り。 

 
出所： JICA 調査団作成 

図-20 セミナーにおける関心内容（全体） 
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g. セミナーに係る意見・コメント 

･ セミナーに関する意見・コメントを自由回答形式で求めたところ、160件超の意見・

コメントを得た。 

･ 籾・コメの水分や水分計に係る知識を得られた、セミナーに感謝するコメントの他、

多かった意見・コメントは、以下のような回答に大別された。 

➢ 今回のようなセミナーをもっと開くべき 

（実施地域向け、他地域向け、他業種向け等を含む）とするもの ： 70件 

➢ 水分計測の基準、トレーサビリティシステム含む制度化、 

法整備を望むもの ： 8件 

➢ 水分計を安くしてほしいとするもの ： 8件 

･ その他、個別の意見・コメントとして、以下のような回答が寄せられた。 

➢ 今回のセミナーを通じて、ミャンマー産のコメが国際市場で売れることに繋が

ると良い 

➢ Kettには、水分計を頻繁にチェックしてほしい 

➢ 正確な、精度の高い水分計が、早く全国的に使えるようになることを期待 

➢ NIMMが設立されたことが良い 

➢ 農家・DOA・NGO・国際NGO・政府・企業の協力が必要 

➢ 乾燥機があるとより良い 

➢ 品質と輸出の為に水分は重要 

➢ 認証された水分計がタウンシップ毎に1台あると良い 

➢ タウンシップに水分計が必要。DOCA事務所に水分計が必要。 

➢ 良い種籾も重要 

➢ 農家には理解が難しい 

➢ ミャンマーのコメ業界の発展に繋がると思うが、現状は市場価格低下が問題 

➢ セミナーでは調査結果の説明にもっと時間が割かれると良かった 

➢ 将来的には農家が巻き込まれるようになると良い 

➢ 米ぬか・破砕米の水分率についても研究して欲しい 

➢ （Kett製水分計は）しっかりした水分計であることを理解したが、予算がない

為、引き続き中国製水分計と伝統的なやり方で水分を予測することを継続する

と思う 
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3-4： 3-3のセミナー・ワークショップ実施時、参加者の水分計とトレーサビリティに基づいた

水分計で比較計測を行い、計測値の収集・分析を通じて有効性を検証する。 

3-3で示したセミナーのうち、以下のセミナーにおいて参加者が持参した水分計とトレ

ーサビリティシステムに基づいた水分計（以下、準基準器）の比較計測を行った。 

表-23 セミナー参加者との水分計比較計測結果 

セミナー開催地 
（開催日） 

参加者が持参した 
水分計の種類 比較計測結果 

タウングー 
（2019/3/30） 

① 中国製二針式水分計 ① 準基準器と比較し 2%を超える差が見られた。 
⇒ 評価：実用に耐えない 

② 日本製水分計 ② 準基準器の計測結果と比較して計測結果に大幅な
差があった。 

⇒ 評価：水分計のハンドル底部（試料と接触する部
分が摩耗している為、正確な測定ができない（物
理的な問題） 

③ Kett：Riceter 
（参加者持参） 

③ 準基準器との差は少ない 
⇒ 評価：問題なく使用可能 

バゴー 
（2019/4/1） 

① 中国製水分計（Kett の
PM 器のコピー製品 32） 

② 中国製二針式水分計 

① 準基準器との差は少ない 
⇒ 評価：問題なく使用可能 
② 時間の制約から比較できず 

出所： JICA 調査団作成 

 
こういった準基準器との比較はトレーサビリティ制度がスタートし、水分計の定期検

査が義務化された場合は実施される検査である。今回比較試験を行うに際しては、こう

した点も参加者に周知した。その他、エーヤワディ管区で実施したセミナーでは下記の

結果を得た。 

ヒンタダ 
サンプル

Lot 
持ち込んだ水分計 

（中国製） 
Kett 製水分計
（PM450） Kett 製との水分率差 

LP24-2 12.8% 13.2% -0.4% 
LP14-2 15.3% 16.4% -1.1% 
LP30-2 16.9% 20.5% -3.6% 

 

ヒンタダで持ち込まれた中国製水分計との比較計測では、全てのサンプルについて中

国製の水分値が低く出る傾向を示した。特に、Kett製が20.5％を示したサンプルでは

16.9％と表示され、3.6%と著しい違いが発生している。この場合、中国製水分計の水分

値に基づいて保管すると、販売・精米前にカビが発生しロスが発生する可能性がある。 

ピャーポン 
サンプル

Lot 
持ち込んだ水分計 

（中国製） 
Kett 製水分計
（PM450） Kett 製との水分率差 

LP22-2 14.3% 12.8% 1.5% 
LP23-2 16.0% 14.5% 1.5% 
LP30-2 25.3% 21.0% 4.3% 

 
32 以前、Kett で同様の中国製コピー製品を調べたところ、電源を付ける時点で不具合が生じた為、検

量線の精度以前の粗悪品であると判断した。今回の比較計測では Kett 製水分計と概ね同じ水分値を
示したが、計測器は製造する各製品の品質が均一であることが非常に重要となる。 
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一方、ピャーポンでの比較計測では、持ち込まれた中国製水分計の方が全サンプルに

おいて高い水分値を示すという結果が出た。特に、高水分値での比較では中国製の方が

4.3％高い水分値が示されている。この場合、過乾燥の状態で売買・精米される可能性が

あり、精米時は歩留まりの低下が予想される。 

パテイン 
サンプル

Lot 
持ち込んだ水分計 
（フィンランド製） 

Kett 製水分計
（PM450） Kett 製との水分率差 

LP22-2 15.5% 12.7% 2.8% 
LP23-2 16.7% 14.8% 1.9% 
LP30-2 21.1% 21.5% -0.4% 

 
パテインではフィンランド製水分計との比較計測を行った。低い水分値では数値が高

く、水分値が高くなるにつれてKett製水分計との差が縮まっていること、メーカーへ点

検等を行ったことがないとの所有者発言から、一度水分計全体の点検、検量線の点検を

行うことが望ましいと考えられる。 

3-5： 本事業の関連部署・組織（C/Pの予算所管部署、コメ以外にも同様システムを必要とする

機関・公的組織等）に対して、トレーサビリティシステム構築の必要性・有効性を普及

するセミナー・ワークショップを実施する。 

セミナーは成果1、成果2の結果を基に、各機関への個別訪問や関連機関が開始するセ

ミナーでの講演等によって、より一層の理解・協力の承諾を図ることを目的とした。特

に、MOCの幹部や、DOAの関係者などで、これまで本事業に深く関与していないが重要

な関係者に対しては、トレーサビリティシステムのメリットを正確に理解してもらい、

本事業後に運用していく上での協力者となってもらうべく、下記の通り実施した。 

表-24 政府関係機関との協議・ワークショプ概要（パイロット活動終了後） 

相手機関 
（開催日） 参加者 内容 

MOC 
（2019/3/29） 

DOCA の DG、 
副 DG、Director など 
合計 16 名が出席 

･ JICA 調査団から本事業の進捗状況、パイロット活動の結果について説明 
･ DG よりトレーサビリティシステムの構築の必要性を理解していること、

DOCA としても今後も協力する姿勢を表明。 
･ 当事業終了後の日本側からの継続支援依頼あり 

同上 
（2019/5/24） 

大臣、事務次官、 
DOCA の DG ほか 

･ 大臣より本事業に対する JICA 調査団の尽力に感謝表明 
･ JICA 調査団より事業概要、調査結果につき説明 
･ 大臣よりミャンマーにおけるコメ流通や農家の啓蒙の必要性につき言

及あり、今後もトレーサビリティシステムの構築に向け MOC としても
尽力したい旨の発言あり 

DOA 
（2019/3/29） 

DOA Director、 
地域普及センター 
の職員 

･ DOA の AERDTC（Agricultural Extension, Rural ・Development Training 
Center）で開催されたセミナー（世銀の Immediate Relief Mechanism プロ
ジェクト関連セミナー）において、トレーサビリティシステムを含め水
分計普及の啓蒙セミナーを実施 

･ 3-3 で内容、参加者アンケート結果を記載 
MRF 
（2019/4/2） 

会長及び 
役員 3 名 

･ JICA 調査団から本事業の進捗状況、パイロット活動の結果について説明 
･ ミャンマーの農業にとって水分管理の為のトレーサビリティシステムの

重要性を認識していること、その為、計量法の早期成立やコメ標準の制
定を MOE、MOC 及び国会に訴えているとの説明あり 

･ また、当事業終了後の日本側からの継続支援を期待する旨の発言あり 
出所： JICA 調査団作成 
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3-6： 3-3、3-5と並行し、政府関係者に対して、水分計測トレーサビリティシステムが機能す

る為に必要な制度・法制度が適切に整備されるよう、事業期間全体を通じて助言・提言

を行う。 

事業開始時から終了時まで、主にC/Pとの協議を通じて関連する重要な法案・規則・基

準等に関して進捗モニタリング及び助言を行った。ヒアリング・助言を受けた下記関連

法案・規則・基準等の状況は下記の通り。 

表-25 関連法案・規則・基準等の現況（2019年5月時点） 

法案、基準等名称 状況 

計量法 

･ UAGO が法案につき了承（2019 年 4 月）。 
･ 本事業を通じて、トレーサビリティシステムが機能する為には型式認証が

非常に重要となる事を協議してきた。これを踏まえた DRI の修正により、
型式認証の章が追加され、定期検査、罰則について内容を挿入予定。 

･ UAGO の最終了承を得た後、大統領府⇒委員会⇒国会⇒大統領署名後発効
の予定。通常であればあと 2 年を要するが、C/P によると 2020 年は国会
議員選挙の年であり法案審議が早まる可能性があるとのこと。 

計量法に係る規則
（Regulation） 

･ 本事業を通じてトレーサビリティシステムの法整備について活発な議論
を行う中で DRI が自身で検討し、型式認証や定期検査の実施細則を記載
する予定。計量法案と並行して作成中。 

通告（Notification） ･ 本事業を通じて活発な議論を行った後、DOCA が自身で作成済。計量法の
承認を待っている状態で、承認後直ちに通告を出す予定。 

標準化法 ･ 制定済。 

ミャンマー・コメ基
準（Myanmar Rice 
Standard） 

･ 標準化法の下部に位置付けられるもので、ISO-712 に則った国際基準
（CODEX）でのコメ水分（15%以下）が定められている。パブリックコメ
ント時には DRI からの質問に答える形で内容に対する助言を行った。 

･ 上記は 2018 年に制定済み（緬語版のみ）だが、国内流通を念頭においた
もので、あくまで自主規制の為のもの。これについて、MRF からの意見を
基に MOC は修正を予定している。 

･ 一方、輸出向けの水分率については、2014 に制定された technical regulation
の中で 14%と定められている。 

出所： JICA 調査団作成 

 
計量法の策定プロセスは下記の通りとなっている。通常の法案は一度のUAGO確認で

一年を要し、かつ数回の確認作業が必要になる為、国会に上がるまでには膨大な期間が

発生する。計量法は重要法案の一つとしてUAGOに位置付けられているものの、それで

も一回の確認には半年間を要するとのこと。 

 
 

C/Pとは特に本事業後半で法制度・規制に関して積極的に議論を行い、C/Pと同行した

普及・啓蒙セミナーでは法制度・規制策定の重要性が発表資料に盛り込まれ、ユーザー

レベルでの法整備の重要性の啓蒙に繋がった。 

また、表-25に記載の通り、MRFの会長（MAPCO社長、ミャンマー商工会議所副会頭

一回の確認
で半年を要

する
提出者

計量に限ら
ず全ての法
案策定を監

督

法務長
官府

凡そ1年以
内に承認、
変更可能性
は低い

国会 承認にて
成立大統領
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兼任）には本事業を通じて法整備の重要性を理解頂き、会長から商業大臣や国会に直接

法整備の促進を提言する等、本事業で法整備・規則等の制度面について提言を行ったこ

とで、ミャンマー産業界の要人から直接支援を得ることができた。本事業を通じて、水

分計測トレーサビリティシステムシステムの意義を理解いただけた要人が積極的に後

押しを行う状況が生まれつつある。 

④ 成果4に係る活動結果 

成果4「Kett製水分計の普及展開案が作成される。」に関する活動結果は以下の通り。 

4-1： 普及展開案作成に必要となる関連情報（市場調査、低金利融資、ミャンマー政府の予算

化等）に関する調査を行う。 

i. 市場調査 

（流通する水分計とその特徴） 

Kett販売代理店、セミナーアンケート調査及びパイロット活動に基づきミャンマー市

場に投入されている水分計についてまとめたのが以下の表である。 

表-26 ミャンマー国内で普及している主な水分計 

メーカー（国籍） 価格 製品のタイプ 
G-WON 社製（韓国） 400USD Riceter 
中国製 
PM タイプ 
二針式 

 
200USD 
35,000MMK～40,000MMK 
（23USD 程度～26USD 程度） 

 
2 種類以上がある 
簡易水分計 

三九社製（台湾） 250USD Riceter 
MT-Pro（米国） 600USD 

1,000USD 
Riceter 
PM 

A 社製（日本） 400USD Riceter 
Kett 製（日本） 500USD 

700USD 
Riceter 
PM 

出所： JICA 調査団作成 

 
大分すると①簡易な水分計（二針式）、②Riceterタイプ、③PMタイプに分けられる。

中国製二針式が30USD以下と最も安く、次にRiceterタイプ（韓国、台湾、日本製）が250USD

～600USDの範囲、PMタイプは200USD～1,000USDの価格帯にある。この中にあって、

Kett製は②及び③の中でも高価格帯にあるが、既に案件化調査で、中国製（二針式）、

韓国製（Riceterタイプ）等と比較してミャンマー米を用いて作成した検量線に最も近い

結果が得られているなど、精度が高いことが示されている。こういった中でのマーケッ

トシェアを推定すると、二針式を含めた全製品の中で30%程度、Riceterタイプ及びPMタ

イプに限定した場合は60%とみられている33。 

今後、ミャンマー市場でKett製水分計の普及を拡大する為の最大の課題は価格である。

 
33 Kett 社ミャンマー代理店（Pioneer Agrobiz 社）推定 
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前述セミナーアンケート調査では、「すぐに購入したい」（13%）との回答と「買いた

いが高い」（45%）を合わせると58%に達しており関心の高さを窺わせている。しかし、

「100,000MMK～300,000MMKであれば購入したい」とKett（Riceter）の市場価格の20%

～60%を限度とする意見もあったように、Kett製水分計の現在の価格を前提に中国製二

針式の所有層や不保有層に浸透する為には、①トレーサビリティシステム構築後の型式

認証、定期検査といった外的環境の整備、②共同購入や公的機関による購入と賃貸、③

資金調達環境の改善が求められる。 

（穀物水分計潜在市場の推定） 

ミャンマー国内の水分計の主な潜在的ユーザー数及び潜在購入額を推定すると以下

のようになる。 

表-27 国内の水分計潜在市場 

No ユーザー名 対象者数 
1 精米業者 下記参考表によれば、国内の精米所数は 16,835 ヶ所 
2 農家 土地を有する農家数は 3,213,000 世帯 

3 取引業者 

マンダレーに 500 人 34 
マンダレーの全国のコメ収穫に対する割合は 3.6%でありこれから推計すれ
ば、全国の地域取引業者数は、約 2,700 人 
ヤンゴン市内の取引業者:約 100 人 
合計 2,800 人 

4 検査業者 保有水分計は 30 台 
出所： JICA 調査団作成 

 
（参考）ミャンマー国内の州別・精米能力（日産）別精米所数（2012-13年） 

州・管区 100 トン
以上 

40 トン-
100 トン 

20 トン-
40 トン 

15 トン-
20 トン 

15 トン
未満 合計 精米能力 

（千トン） 
ヤンゴン 10 40 30 145 681 906 9,568 
エーヤワディ 5 46 267 269 3,927 4,514 35,458 
バゴー 5 17 119 144 1,564 1,849 12,376 
マンダレー    21 1,275 1,296 6,710 
ザガイン  4 76 83 1,571 1,734 11,597 
マグウェー     914 914 2,742 
タニンダーイー   1 3 1,117 1,121 2,304 
モン   6 26 518 550 1,902 
カチン    6 1,652 1,658 5,046 
カイン     21 21 63 
カヤー    39 44 83 1,000 
シャン     835 835 1,669 
ラカイン     1,354 1,354 5,246 

合計 20 107 499 736 15,473 16,835 95,681 
出所： 髙橋昭雄「ミャンマー・パテインの精米所経営と市場」（東洋文化研究所紀要 2015 年 3 月）

35に基づき JICA 調査団作成 

 
34 JICA・（株）ケツト科学研究所「ミャンマー国水分計測トレーサビリティシステムによるコメ水分

管理体制構築に関する案件化調査」（2016） 
35 なお、表の元の出所は、ミャンマー商業省・貿易振興局「ミャンマーの精米所に関するデータ集」

（2013 年 3 月）である。また、2019 年 4 月に面談した MRF 会長によれば、MRF は当表のデータ
のリバイスを検討しているとのことであった。 
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（水分計購入にかかわる課題） 

水分計の購入について現地にてヒアリングした結果では、①精米業者、輸出業者等は

自己資金での購入が多く、水分計購入の為に外部からの調達（借入など）は想定してい

ない。一方、②農家からは前述の通り「Kettの水分計は欲しいが、価格が高い」との意

見が出されている。この為、農家に対してkett製水分計を利用できるような施策としてど

んなものを望むかを確認すると、以下の要望があげられた。 

表-28 農家の水分計購入に対する要望 

No 施策に対する要望 
1 精米業者からの無償貸与 
2 公的機関（DOA 農業普及センター等）からの無償貸与 
3 低利で農家が利用可能な融資 
4 Kett 製水分計の価格引き下げ（半分以下に） 

出所： JICA 調査団作成 
 

1に関して、水分計が普及していない現段階では一定程度効果があると思われるが、い

ずれ精米業者と生産者間で損得が絡んだトラブルに発展する恐れがある。その為、2の

ように公的機関やMRFから貸与する形を採れればそういったリスクをある程度防止す

ることができると思われる。3,4については4章で後述する。 

ii. 低金利融資 

現在、農家や精米業者が活用可能な融資制度とその特色は以下の通り。 

表-29 農家向け融資制度 

No 融資の種類 貸付機関 融資の特色、水分計購入を使途とした借入の可能性 

1 農家向け融資 Agricultural 
Development Bank 

･ 農家の保有する農地 1 エーカー当たり 150,000MMK
を限度とした融資 

･ 資金使途：肥料や資材購入など（実質的には生活資金
にも利用されている） 

･ 返済期間：次期又は次々期収穫期 
･ 金利：月利 0.8% 

2 
農家向け 

ツーステップ 
ローン 

Agricultural 
Development Bank 

･ 融資対象：個別農家、農家グループ 
･ 資金使途：農業機械、農業関連事業向け設備投資 
･ 融資期間：1 年～5 年 
･ 金利：年率 8% 
･ 融資限度：50,000,000MMK 
･ 担保：必要 

3 
中小企業向け 
ツーステップ 

ローン 
民間 7 銀行 

･ 融資対象：中小企業（精米業者や取引業者を含む） 
･ 資金使途：主に設備投資（運転資金も可能）  
･ 融資期間：1 年～5 年 
･ 金利：年率 8.5% 
･ 融資限度：500,000,000MMK 
･ 担保：必要（SME 向けでは担保の代わりに信用保証
保険の利用が可能） 

･ 保証人：農業向け融資では 2 人が必要（信用保証保険
を利用可能） 

出所： JICA 調査団作成 
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上表によれば、農家は1、2について水分計を購入する場合に融資対象となり得る。ま

た、精米業者においては、3が融資対象である。しかし、現実的には、Kett製水分計（価格

500USD～1,000USD）の調達に担保を提供して資金調達することは考えにくい。ミャンマ

ーの都市部では近年バイクや電化製品の購入にあたり少額ローン（例えば、現在ミャンマ

ーではAEONがモバイルを活用した消費者金融を実施）が提供されているが、こういった

簡便な金融の仕組みが農家や取引業者向けに検討されれば、資金調達のネックの改善に

役立つものとみられる。 

ちなみに、Kett社の現地代理店は水分計の販売条件は現金のみとしており、割賦販売は

認めていない。同代理店は乾燥機の販売にあたり、MAPCOが提供する割賦制度（無担保）

を紹介しており、水分計の買い手に対する信用供与の例として参考になる。 

iii. ミャンマー政府の予算化 

関連政府機関の予算状況に関して、本報告書時点までに大きな変更は見られていない。

DOCAは地域事務所の職員数十名をCTQMに招集して3日間の研修を行う等、本事業及び

本事業後のトレーサビリティ普及に関しても比較的予算に余裕がある。 

4-2： 成果1～3の結果を基に、本事業後のKett製水分計普及展開策を作成する。 

現時点までのセミナー実施反響やパイロット活動における参加者の購買力現況等を

確認した限りでは、下記の展開が可能性として考えられる。 

表-30 想定される水分計拡販方法 

代理店製乾燥機との 
同時購入 

Kett 代理店が製造・販売する籾乾燥機には水分計が付属されており、乾燥
機の反響が出始めていることから、大規模拡販が行われば付随して売上に
繋がる可能性がある。 

値引きによる中間層 
への拡販 

パイロット活動を通じて、値引きなら購入したい意向を示す中間層も確認
しており、市場規模によっては値引き拡販を展開できる可能性がある 36。 

低金利融資を 
組み込んだ拡販 

上記と同様、購入意欲はあるものの定価での一括購入が難しい中間層に対
して、融資を組み合わせた販売策も一考する余地がある。ただし、この場
合は担保の確保について留意する必要がある。 

他ドナー調達への参加 本事業中、世界銀行の農業関連調達で PM450 を 70 台販売した。今後もこ
のような調達に参加することで拡販に繋げる可能性がある。 

出所： JICA 調査団作成 
 

（２） 事業目的の達成状況 

① 成果1： （水分計測トレーサビリティシステムの体制整備）C/Pがトレーサビリティシス

テムを自主的に運用できる体制が検討・整備される。 

当初予定通り、計画していた資機材をNIMMの一室に納入し、水分計測ラボとして機能

する形に設置することができた。また、最初は技術研修会を効率的・効果的に進める為に

全資機材をNIMMに設置していたが、第2回現地技術研修会終了後、準基準機関となる

CTQMに恒温・恒湿室以外の資機材1セットをC/P責任下において問題なく輸送・設置した。 

 
36 Kett 製水分計の価格は、高い計測精度を開発・維持する為のコストも反映されているものであり、

値引きを行う場合は相当程度の購買見込みが立った場合に検討することになる。 
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本事業のM/M締結準備を開始した際、NIMMは2018年3月の竣工に向けて工事を進めてい

る段階にあり、M/M締結準備と並行して、DRI・施工業者・Kettの3者で渡航毎に納入資機

材の設置に関して繰り返し協議・調整を行った。Kett側としては陸揚げ後の現地輸送も含

めたスケジュールの明確化、DRI・施工業者側としては受入機材の詳細スペック把握や建

設工程のアレンジ37等、事前に確認を続けたことがスムーズな納入に繋がった。もしこの

調整が足りなかった場合、納入自体の大幅な遅延、資機材がなければ実施できない技術研

修会の延期、追加対応に係る要員計画の変更、要員計画変更に伴う事業予算配分の再考等、

事業全体において甚大な影響が発生していたと考えられる。 

C/Pへの技術移転に関しては、事業後にC/Pが自分達で業務を行っていけるよう、段階的

にC/Pが講師役となり研修内容を移譲していけるよう事業当初から心掛けて研修計画を組

み立てた。まず、現地技術研修会に先立ちDRI・DOCAのコアメンバー6人に対して本邦受

入活動を実施し、現地技術研修会プログラムと同じ内容の研修を行うことで、現地技術研

修会時にもC/P他メンバーをリードしていける状態にした。また、竣工されたばかりの

NIMMで研修を行うにあたり、予期せぬトラブルが発生することも想定された為、余裕を

もって対応できるようにした狙いも含めている。 

その後は「表-9 技術研修会概要」にあるように研修会を重ねて行い、知識・技術の浸

透及び深化を促していった。習得すべき知識・技術の量や難易度の全体像を最初に理解・

経験してもらい、C/Pが本事業中に身につけるべきことを明確にできたと考えている。最終

的にC/Pは、ISO基準に準じた水分計測方法や比較参照基準籾・コメ試料の作成方法、トレ

ーサビリティシステム運用方法を網羅した業務マニュアルを作成するに至り、自身でトレ

ーサビリティシステムを運用していくだけの技術移転は完了したと判断している。 

② 成果2： （水分計測トレーサビリティシステムの社会的・経済的有効性実証）トレーサビ

リティシステムに基づくKett製水分計導入パイロット活動が行われ、社会的・経

済的有効性が実証される。 

ベースライン調査・パイロット活動ともに概ね当初計画通り完了した。最終的に、ベー

スライン調査・パイロット活動を通じて計画していたデータを得ることができ、農家・取

引業者・精米業者がこれまでどれだけのリスクを抱えて取引を行っていたかの試算を出す

ことができた。前述では各バリューチェーンを個別で見ていったが、ミャンマー全体で見

た場合、農家の籾販売時だけを見ても年間最大約128億円～154億円38の取引リスクが発生

していることになる。水分計測トレーサビリティシステムはこのような課題・リスクを解

決する為に構築していくものであり、C/Pの今後のトレーサビリティシステム運用・拡大に

あたっても有益な資料にできると考えている。加えて、今後同分野の調査を行う際は、よ

り試算の精度を高めていく為のベースとして活用できるのではないかと思料する。 

 
37 資機材の木箱は入り口から搬入することが不可能なサイズであり、当時まだ建設中だった納入予定

部屋の外側から搬入する必要があった。その為、施工業者に建設工程を相談・調整し、搬入まで外
側の壁の建設を保留してもらい、壁一面に穴を空けた状態で搬入を行った。 

38 国全体の籾生産量を 2,562 万トン（2017 年、FAOSTAT）、生産者の一般的な販売価格を 5,000～
6,000MMK/Tin（本事業調査）、水分率 2％相違の場合の価格差 3%（本事業調査）にて算出。 
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ベースライン調査・パイロット活動の実施にあたっては、現地調査員及びセミナー実施支

援として、MRFと現地再委託MOUを締結した。先述の通り、MRFはミャンマー全土に強い

影響力を持つコメ産業最大の機関であるものの、民間企業が栽培・収穫・精米・取引等で忙

しく、かつ参加者の変更や訪問時に突然不在が判明する等の理由により、当初計画より期間

を要した。ただし、係る条件下でもMRFの調査員はパイロット活動におけるKett製水分計試

用の明確なメリットを提示して参加者の意欲を引き出す等、十分に委託業務を完了した。 

③ 成果3： （トレーサビリティシステムに基づくKett製水分計の普及促進）Kett製水分計を

用いた水分計測トレーサビリティシステムの必要性・有効性がとりまとめられ、

民間・政府関係者に広く理解される。 

普及・啓蒙セミナーに関しては、当初計画していた合計15回に対して17回実施し述べ約

860人を動員した。アンケート調査の自由回答でも、回答のあった160件以上のうち70件で

「同じようなセミナーを各地で行うべき」とのコメントを得ており、これは参加者がトレ

ーサビリティシステム構築、正確な水分管理の重要性を理解したからこそ得られた結果だ

と考えている。Kett企業・製品紹介、コメ水分管理の重要性・有効性啓蒙、水分計測トレー

サビリティシステム概要説明、本事業内容・パイロット活動結果説明等を行った他、DRI・

DOCAもセミナーに複数回参加し、日本人からだけでなくミャンマー人の視点からも水分

計測トレーサビリティシステムや水分管理の重要性について説明を行った。 

セミナー内容やアンケート調査の分析に関しては前述した通りだが、約860人を動員し

約400件のアンケートを収集できたのは、MRF及びDOCAによる協力が非常に大きい。MRF

は各地域における影響力が強いことから、短期間の周知となったセミナーでも一定数以上

の参加者を集めることができ、かつその業種もセミナーの目的に合致したものであった。

同様に、全国に支部を持ち地域との繋がりが強いDOCAからも周知することで、セミナー

参加への関心を更に高めることができたと考えている。日本から遠隔でこれら業務を行う

ことは極めて困難であることから、自発性を促すという観点からもC/Pに依頼するのは有

効な手段だと思料する。 

関係省庁へのトレーサビリティシステム普及・啓蒙、関連法制度に係る助言・提言につ

いては、商業大臣への事業報告、DOA・DGとの本事業進捗や結果報告を含む複数回の協議

等、トレーサビリティシステムの運用において関連が高い機関を優先して行った。本事業

は収穫後の水分管理に特化した事業であり、生産段階は事業スコープに含まれていなかっ

た。しかし本事業後、トレーサビリティシステム及び水分計による水分管理の普及・啓蒙

を行っていくにあたり、生産段階を所管するDOAは全国に営農普及員を擁し、かつ農民へ

水分管理の指導も行っている39ことから、今後連携すべき機関であると考えている。 

また、コメ水分管理に係る法律・規制等に対する助言・提言に関しては、前述の通りMRF

会長を通じて計量法の推進支援を得ることができた。MRF会長とは本事業M/M締結前から

複数回面談し、水分計測トレーサビリティの重要性や計量法を始めとした法整備・規制策

 
39 ただし、現時点では水分計を使用した具体的な水分管理方法の指導までには至っていない。 
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定について協議を重ねていた為、既に十分な理解を得られていたことが大きい。 

④ 成果4： （ビジネス展開）Kett製水分計の普及展開案が作成される。 

本事業中に実施した調査内容やベースライン調査・パイロット活動・セミナーでの各地各

ステークホルダーの反応等に基づき市場分析を行い、今後5年間の事業展開計画を作成した。 

セミナー実施が市場調査を兼ねる形となり、7管区/州・13都市にて対象ユーザーである精

米業者・取引業者・農家の生の声を聞くことができた。また、ベースライン調査においても

参加者の現況を詳細に把握でき、パイロット活動では実際に製品を使ってもらいそのフィー

ドバックも得ることができる等、成果2の活動もそのまま市場調査に繋がる形となった。 

特に、前述の通り成果2を通じて、コメ産業従事者（農家・取引業者・精米業者）が年間

を通じた取引でどれ程のリスクを負った状態であったかが明らかとなったが、このような

コスト計算を幅広く潜在顧客に示すことで、事業展開（販売促進）に繋げることができる

と考えている。 

（３） 開発課題解決の観点から見た貢献 

本事業で水分計測トレーサビリティシステムを構築し、コメの水分管理体制が整備され

ることで、次の効果が期待できる。 

・ 精米業者が水分を正確に計測・管理できるようになることで、過乾燥による精米時の破砕

率が下がり、破砕していないコメの販売量増加を通じて精米業者の収入向上が見込める。 

・ 農家にとっても、水分値を正確かつ公平に相互確認した上で販売することができるよ

うになる為、安値で買い取られることが無くなり収入向上に繋がる。 

・ ミャンマーは今後、更にコメ輸出を拡大していくことが期待されるが、輸出側と輸入

側の水分値が一致することで取引トラブルの発生率を抑え、ミャンマーの輸出力強化

に貢献できる。近年、トレーサビリティの重要性は国際的にも高まっており、広くコ

メを輸出していく上で重要な基盤整備となる。 

・ NIMMに設置したISO基準の水分管理計測資機材は前述した穀物水分計測に係る国際勧

告R59に準拠しており、籾・コメに限らずゴマ等の他穀物に対しても使用することがで

きる。また、その水分計測方法も基本的には籾・コメと同様であり、今後ミャンマーで

他穀物の水分計測トレーサビリティシステムを構築する際にも、本事業の資機材及び

C/Pが習得した知識・技術のほとんどをそのまま活用することができる。また、PM450

は籾に限らずゴマ始め他穀物も測定可能であることから、PM450で計測可能な穀物のト

レーサビリティシステムを構築する場合、PM450をそのまま継続活用できる。 

・ 本事業はコメの水分を対象としているが、計測トレーサビリティは全ての計測器にお

いて共通の概念・システムであることから、C/Pが得た計測トレーサビリティ構築の

ノウハウを水分計以外の計測器に対しても応用でき、ミャンマー全体の計測基準体制

整備にも貢献することができる。 
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（４） 日本国内の地方経済・地域活性化への貢献 

【現時点での地元経済・地域活性化への貢献】 

Kettは北海道を発祥とする企業だが、1958年に本拠地を東京都大田区へ移転してからは、

東京都を中心として活躍の幅を広げてきた。Kettは自社工場を持たないファブレス企業で

あることから、部品・外注先・組立工場として100社以上の調達先を擁しており、都内企業

は65社（うち大田区企業は10社）に上り、金額ベースでみても都内企業は49.5%と約半分を

占めている。このように、部品や組立の発注を通じて、半世紀以上に亘り都内及びその他

地域の地域経済活性化に貢献してきている。 

Kett独自の技術開発、製品開発力、コメやもち米に関する研究における各種政府系研究

機関や大学との共同製品開発・研究の成果は、日本における正確な水分の計測技術の基礎

として農林水産省にも認められ、現在では農協系機関、農家、コメ関連の企業（精米機メ

ーカー、乾燥機メーカー）に利用されるに至っている。長年にわたるこれらの活動や、計

測トレーサビリティ普及の取り組みが評価され、2015年11月には、会社を代表してKett技

術参与が経済産業大臣表彰（特別計量関係功労者）を受けるに至っている。 

【本事業実施により見込まれる地元経済・地域活性化への貢献】 

本事業後のビジネス展開が進み、ミャンマー市場での拡販に至れば､地元大田区及び他

地域からの部品調達量・金額の増加、Kettの雇用にも好影響を与えることが期待できる。

また、Kettが加盟している（公財）大田区産業振興協会や、日本を代表する計測機器企業団

体である日本計量機器工業連合会に対し、本事業の成果や事業実施により得られた知見・

経験を幅広くフィードバックすることで、会員企業の海外進出やJICA中小企業海外展開支

援事業の概要理解・活用方法等においても有益な参考情報となり、大田区及び計測器業界

の産業活性化に貢献できると考えている。 

（５） 事業後の事業実施国政府機関の自立的な活動継続について 

本事業実施後の機材維持管理については、本事業実施後、DRI、DOCAがそれぞれ自主的

に水分計測施設・資機材を維持管理し、引き続き水分計測トレーサビリティシステムの運

用・普及に活用する。具体的には、機材シリアルNo.等を全て記載した機材管理リストを作

成し、移動があった際には更新の上で共有する形を現時点での案として考えている。維持

管理に係る年間経費（人件費・光熱費・メンテナンス・備品交換代等）に関してはDRI、

DOCAの責任・予算下にて対応することで両者と合意している。 

恒温・恒湿室のメンテナンスに関しては恒温・恒湿室メーカーへ依頼し技術者が直接行

う形になるが、その他資機材のメンテナンスについてはKett代理店が対応する。点検・修

理対応も含めた計測施設の耐用年数は15年、乾燥機（実質耐用年数10年以上）、水分計（7

年以上）等の耐用年数を鑑みると当面買い替えの必要はない。 

DRIは、他東南アジア諸国と比較しても大規模の国立計量研究所であるNIMMを建設・運

営すること、本事業の機材をそのメイン設備の一つと認識していること、水分計測はコメ
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に限らずマメ・ゴマ・トウモロコシ他穀物40にとっても非常に重要な計測分野であること

等からも、本事業後は更に機材の利用頻度が上がっていくものと考えている。 

また、本事業でトレーサビリティシステムの基盤を構築した後、今後具体的にユーザーレベ

ル水分計との検定業務を実施していく主体はDOCAになる。既にDRIとDOCAは良好な連携体

制を築いており、運用面でもDOCAはオーナーシップを十分兼ね備えていると考えている。 

（６） 今後の課題と対応策 

① 公正な取引の為の重量単位の統一 

日本の俵のように、ミャンマーの籾・コメはpyay、TinやBagといった特有の重量単位が

存在しており、国際的に広く普及しているkgはまだミャンマーのコメ国内取引では一般的

になっていない。水分値が取引に影響することは本報告書で述べた通りである一方、Bag, 

Basketは容積での単位となっている為、水分率の増減や不純物の混入等によって重量が変

化してしまうという課題がある。その為、買取価格が公平になってもその取引量で齟齬が

発生し、売り手もしくは買い手が不利益を被る可能性がある。 

従って、適正な水分値による取引に加えて、度量衡の統一という観点からはkgによる重

量単位での計測が促進される必要がある。統一的な重量単位を設定することがミャンマー

の更なる取引の公平性を実現する上で非常に重要であり、既にミャンマー内でも同様の問

題意識から、コメ関連協会を通じて政府へ転換を求める動きがあるとの声を本事業中ヒア

リングで確認している。変更には一定以上の時間を要すると考えられるが、Kett製水分計

の普及とも関わってくる事項の為、改めて国への働きかけを求める、Kett顧客にも拡販時

に啓蒙を行っていく等の対応が求められる。 

② 本事業終了後の持続的なトレーサビリティシステム運用体制の構築 

前述の通り、本事業を通じてC/Pへの技術移転が完了し、C/Pも自ら業務ガイドラインを

作成し具体的な業務フロー検討を進めており、「成果1：水分計測トレーサビリティシステ

ムの体制整備）C/Pがトレーサビリティシステムを自主的に運用できる体制が検討・整備さ

れる」は達成できたと考えている。これは、C/Pが非常に高いモチベーションでトレーサビ

リティシステム構築を目指していることや、案件化調査時からC/Pコアメンバーが全員残

っており、最速の理解度で進められたことも大きな要因のひとつと捉えている。 

しかし、今後持続的に水分計測トレーサビリティシステムが運用され、効果が発現する為に

は、ミャンマー政府が以下のような点について継続して取り組むことが必要だと考えられる。 

i. 計量法及び関連規則の早期成立と発効 

「1.（１）③ ii：計量法」及び「3.（１）③：成果3に係る活動結果」に記載の通り、2019

年5月現在、計量法はUAGOの承認が下り、今後は国会審議に移る見込みである。計量法

成立後に、関連する規則の中で本事業C/PであるDRIやDOCAの役割が規定され、水分計

 
40 一定の違いはあるものの、他穀物の場合も計測方法や考え方は概ね同一である。 
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測トレーサビリティシステムの体系が法的に形作られる為、計量法及び規則の早期成立

が望まれる。また、これはコメ業界からの強い要望でもある。 

既に計量法成立を見越して、関連規則の準備は進められているが、トレーサビリティシ

ステムがより実効的に機能する為には、以下のような制度が関連規則等において規定さ

れることが望ましい。 

a. 型式認証（Type Approval）の導入：トレーサビリティシステムの運用にあたり、必

要な仕様を満たしている水分計を使用するよう認定する 

b. 水分計の定期検定の制度化：ユーザーレベル水分計との定期点検を義務付けること

で、取引時に使用する水分計の精度を維持する 

c. 罰則規定の検討：検定を受けていない水分計を用いて取引を行った場合、罰金等の

ペナルティを課す 

ii. 持続的な運用体制の確立 

本事業を通じ、水分計測トレーサビリティシステムが機能する基礎が築かれたが、今後

ミャンマーが自立的にこれを継続する為には、以下のような点について予算化され、かつ

拡充されることが望ましい。 

a. DRI（国家基準（Primary Standard）） 

･ 毎年産出される籾（コメ）を基に比較参照基準籾・コメ試料を作成し、基準器の検量

線を検証する41 

･ 国際連携の強化：日本、APLMF、タイ他 

･ ガイドラインの整備/修正 

･ トレーサビリティシステムを運用できる人材の育成 

･ 基準計測施設の維持管理 

･ 他省庁との連絡（MOC、MOALI、MRF、DOAなど（次展開としてDOA（生産者に対

する支援が主要業務分掌）との連携が必要となる為）） 

b. DOCA（準基準（Secondary Standard）） 

･ 比較参照基準籾・コメ試料の作成 

･ 国際連携の強化 

･ 水分計検定ガイドライン整備/修正 

･ トレーサビリティシステムを運用できる人材の育成 

･ 準基準計測機材の維持管理 

･ 他省庁との連絡（MOC、MOALI、MRF、DOAなど（次展開としてDOA（生産者に対

する支援が主要業務分掌）との連携が必要となる為）） 

 
41 本事業期間を通じ、事業後は DOCA が MRF と協力して作成していくことで検討が進んでいる。 
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iii. トレーサビリティシステムの重要性・必要性に係る啓蒙活動 

本事業では17回に亘り、トレーサビリティシステムの重要性・必要性を普及・啓蒙する

べく各地でセミナーを実施してきた。セミナーの実施においては、DOCAも参加者の招集

や各地域事務所のホールを会場として提供するなど高い意欲でセミナーを行っていた

が、トレーサビリティシステムをより普及させる為には、DOCAを含むミャンマー政府側

が本事業後も引き続き普及・啓蒙活動42を行っていくことが非常に重要となる。 

また、3.（２）②に記載した通り、精米業者が正確な水分計を用いることにより回避され

るリスクは非常に大きい一方で、他国では精米業者（買取側）があえて水分率が高く表示

される水分計を用いたり、水分計に補正を加え不正操作し測定結果を高く表示させるなど、

水分計測結果を悪用して籾仕入額を抑える事例がある。取引相手（生産者）との水分計測

に関する知識や水分計測精度に差があることを利用され、不正が行われた事例が存在する

為、例えばタイでは、このような不正対策として、籾の商取引に使われる水分計の不正操

作ができない仕様にする法律も規定すると共に、精米業者に（販売しに来た農家に対し）

正しい水分計測を啓蒙するポスターを配布したり、生産者に対しても検定された水分計を

正しく操作しているかなど、農家が不利益を被らないような活動が行政主導で行われた。

ミャンマーにおいても今後、同様の不正が起きないよう対策を考えておく必要がある。 

  
タイ政府作成の水分計測啓蒙ポスター（Kett 撮影） 

 
iv. 水分計導入に係る公的支援 

本事業における調査結果から、農家にとって精度が高い水分計は価格面から購入が難

しいとする意見が過半を占めた。農家レベルまで高精度の水分計を普及させる為には、農

業当局や農業系金融機関等を通じて、以下のような施策が採られる必要がある。 

･ 農家向けの安価（または無償）での貸与（DOA普及担当部署／支所で複数台保管し、

都度貸与する等） 

･ 共同購入の支援（日本の事例でも、以前は集落等で共同購入していた後、各農家が保

 
42 コメ業界イベント等でのプレゼンテーション実施、関連省庁に対する啓蒙ワークショップ実施、ま

たは状況に応じて JICA 別事業と連携してプレゼンテーションを行う等の活動も考えられる。 
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有するようになっている） 

･ 水分計購入者に対する低金利、より長期で無担保の貸付制度の提供 

また、Kettとしては、トレーサビリティシステムの持続的な運用に向けて、精度が高い

水分計の普及活動を独自に続けていく他、これに繋がる公的機関への支援については要

請に応じて技術支援を行いたい。 
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4. 本事業実施後のビジネス展開計画 

（１） 今後の対象国におけるビジネス展開の方針・予定 

本事業において、各地で開催したセミナーやプロモーション活動、アンケート調査を通

じて、測定精度が悪く安価な中国製の水分計（二針式水分計）は、保有水分計のうち約7割

を占めていたことが確認できた。また、2019年1月から6月にかけて各地で実施した普及・

啓蒙セミナー活動時において、C/Pが作成した比較参照基準籾・コメ試料を用いて、本事業

で使用した国家基準器とセミナー参加者保有水分計との比較試験（検定を想定したシミュ

レーション）を実施43し、測定結果に大きな差異が存在することも確認できたことで、測

定精度が担保された穀物水分計の必要性・重要性を、参加した農家・取引業者・精米業者

の前で実証でき、Kett製水分計（Riceter f-512、PM-4514）の信頼性が理解された。 

更に、測定精度の安定したKett製水分計を正しく使うことで、各バリューチェーンで発

生していると思われるコメのロスを軽減できる可能性についても参加者は非常に興味を

持ち、水分計の必要性についても理解した。 

測定精度管理体制に係る知識・技術をC/Pに移転したこと、トレーサビリティシステムを

運用する為の法整備や各規程作成作業も本事業中に進捗していることを確認できたこと

から、2020年にこれらの法律や規定が施行され、トレーサビリティシステムの本格的な運

用が開始されるとの想定で、2年間の移行（猶予）期間を経た後2022年以降、Kett製水分計

が飛躍的に精米業者や流通業者へ流通する計画を立案した。 

① マーケット分析（競合製品及び代替製品の分析を含む） 

Kett製水分計のミャンマーにおける当面の潜在顧客は精米業者（16,835ヶ所）、取引業者

（2,800ヶ所）及び輸出検査業者（30台）である。「3.（２）事業目的の達成状況」に記載

した通り、取扱量が多い精米業者等にとっては投資回収に係る期間が短い為、まずはこれ

ら顧客を対象とする。穀物水分計の耐用年数を日本と同様の7年とした場合、年間最大買替

需要は、精米業者が2,405台、取引業者が400台、輸出検査業者が4台となる（合計2,809台）。 

加えて、長期的には農家への拡販を考えている。ミャンマーの全生産者約450万人のう

ち、10エーカー以上の農家約500,000戸（全戸数の約11.1%）を対象とし、20戸に1戸（中国

製水分計一台と一人あたり概ね同一となる金額を想定）ずつ共同使用すると仮定した場合

の販売想定台数は25,000台となり、年間最大買換需要は3,571台に上る。 

また、競合他社製品は安価な中国製に加えて、現地活動時にコメ産業関係者から取得し

た情報等から韓国製品（Kett製水分計よりも安価）と考えている。いずれの水分計もその

精度管理体制についての根拠までを把握することはできないが、Kett製水分計と同じ測定

値を表示することはできないと判断している。 

 
43 特定の水分値サンプル 1 点のみを使用した場合、実際は精度が悪いにも関わらず偶然一致する可能

性があることから、シミュレーションは水分値を 3 段階に分けた比較参照基準籾・コメ試料 3 点を
用いて実施した。実際に他国の検定業務でも、複数の水分値サンプルを用いて検定が行われている。 
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② ビジネス展開の仕組み 

「企業機密情報につき非公表」 

③ 想定されるビジネス展開の計画・スケジュール 

「企業機密情報につき非公表」 

④ ビジネス展開可能性の評価 

本事業で水分計測トレーサビリティシステムの基盤を構築し、かつ全バリューチェーン

で水分管理及び水分計の必要性・重要性を確認することができたのは、Kettのビジネス展

開において非常に有効だったと評価できる。トレーサビリティシステムの構築及び円滑な

運用は、Kettがミャンマーで大規模販売活動を行うにあたり前提となるものであるが、本

事業を通じてC/Pはタイと遜色のない設備・技術を持つことができた。 

また、2009年から継続してきた普及活動に関しても、案件化調査や本事業において普及・

啓蒙セミナーを各地で実施していく中で、水分管理や水分計に対する認識の高まりを実感

できており、実際の売上にも現れてきている（Riceter f-512は2017～2018年のみで2010～

2016年の総売上数に近い台数を販売）。こういった普及活動を今後も引き続き行っていく

ことで、更なる拡販に繋がっていくことを確認できた点は大いに評価できる。併せて、機

材購入に係る政府機関の支援が行われることで更に拡販が進むと感じている。 

加えて、本事業を通じて、他JICA案件やC/Pからのヒアリング、セミナー参加者からの照

会等で他穀物（ゴマ、トウモロコシ、ダイズ）にも水分計ニーズの存在を確認することが

できた。籾・コメ水分計を中心として、将来的に他穀物にもアプローチできる見込みが持

てたことはビジネス展開可能性として評価できるものと考える。 
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（２） 想定されるリスクと対応 

本事業実施後のビジネス展開において、考えられる主なリスクとその対応は下記の通り。 

リスク 発生確率 損失規模 対策 
1. 技術 

（製品コピー） 
小 大 単純に Kett 製水分計の仕様だけを模倣するのはそこま

で特殊な技術を必要としないが、精度を模倣できる企業
はほぼ存在しない。水分計内のソフトを解析したとして
も、水分計の精度は定期的に調整する必要がある為、模
倣品を作成している間に効果を失う可能性が高い。 
Kett は 2018 年、ミャンマーで Kett 製水分計の商標登録
を行ったが、実効力の程度も含め引き続き後発製品の
流入を極力防ぐよう努める。 

2. 採算悪化 
（売上不振） 

中 中 トレーサビリティ制度構築後も、トレーサビリティ制
度に対する政府の普及啓蒙活動不足や価格に対するユ
ーザーの不満によっては販売活動に支障を生じる恐れ
がある為、関係機関への継続的な働きかけ、ステークホ
ルダー向けの継続的セミナー開催、アフターサービス
の充実等により対応する。 
また、PM450（ver.4514）は、籾に限らずゴマ、マメ等
全 30 種類の穀物に対応していることから、他穀物への
拡販も並行して展開することで対応する。 

3. カントリー 
リスク 

小 大 政権や関係機関の人事異動により、構築されたトレー
サビリティ制度の運用が不安定化する可能性がある。
対策として、パイロット活動結果等のミャンマーにお
けるトレーサビリティ構築効果、トレーサビリティが
機能しコメ産業が成長したタイ等他国事例を用いて、
各関係者に裨益効果が高いことを、MRF や DOCA と協
働したセミナーの実施、政府関係機関との面談による
プレゼンテーションの継続実施等で訴えかける。 

 
（３） 普及・実証において検討した事業化による開発効果 

Kett製水分計の普及を通じた水分管理体制の構築：C/Pへの技術移転及びコメ水分計測ト

レーサビリティシステムに必要な資機材の導入を通じて、トレーサビリティシステムの枠

組みを構築した。今後、法整備も含めミャンマーでトレーサビリティシステムが本格運用

されていくにつれて、より高精度の水分計が求められていくことになり、結果的にKett製

水分計の拡販も進むことになると考えている。Kett製水分計の普及は、前述してきたミャ

ンマーのコメ産業に係る課題（籾・コメ販売時の相互水分確認が行われておらず取引の公

平性が担保されていない、保管・精米時に適切な水分管理が行われていない為に籾が腐る・

黄変する・破砕率が高くなる等のロスが生じている）解決に直結するものと考える。 

（４） 本事業から得られた教訓と提言 

本事業を通じて得られた教訓は下記の通り。 

① 今後海外展開を検討する企業へ向けた教訓 

･ 輸出通関に関する教訓： 

今回の輸出では、金銭的なメリットと手続遅延の場合のデメリットを比較検討した結
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果、免税措置を適用しない形で通関し、約1週間で通関手続が完了した。これは他事例と

比較してもかなり早期に了した部類に入るが、予期せぬ理由によって長期間貨物を出せ

ないケースも十分に考えられる。JICA事業等の免税措置が可能な輸出に関して、免税措

置のメリット・デメリットは十分に比較する必要がある。 

･ 安定給電の確保： 

本事業で納入した恒温・恒湿室は頻繁な電源の入れ直しを想定していない仕様である

こと、特に乾燥機での水分計測に関しては計測中必ず電源が切れてはいけないこと（後に

UPS設置にて解決）等から、トレーサビリティシステムを構築・運用するには安定的な給

電が不可欠であった。しかし、ミャンマーは停電が頻繁に発生する為、電源に関しては最

初から途切れるものと想定した上で、余裕のあるスペックのジェネレーターをあらかじ

め準備しておく等、安定的な給電体制を計画していく必要がある。 

･ 法改正状況・政策状況の確認： 

本事業と関係の深い計量法、標準化法は、成立時・変更時の影響が非常に大きい為、

2015～2016年の案件化調査時から随時進捗状況を確認・協議してきた。また、前述したス

ーチー氏の籾取引最低価格規定に関する発表の様に、重要な変更を行う場合も考えられ

る為、関連する法律・規制や政策状況等は頻繁かつ継続的に確認することが望ましい。 

･ 迅速な知財対応： 

これまでミャンマーには知財関係の制度がなかったが、2018年より商標登録の申請が

可能になり、Kettも至急手続を行った。整えられつつある知財管理状況については模倣品

メーカーより先に対応することが極めて重要となる為、スピード感をもって知財関連登

録を行っていく必要がある。 

② JICAや政府関係機関へ向けた提言 

･ DOA地域普及センターを通じた啓蒙活動： 

本事業で行ったDOA向けのセミナーでは、参加した地域普及センターの関係者から水

分管理の重要性について広く理解を得ることができた。しかし、セミナー参加者以外の地

域普及センターおよび普及員から指導を受ける立場の農家はまだその理解が進んでいる

とは考えにくく、水分計に関しても計測精度よりイニシャルコストを重視する傾向が強

いと推測され、DOAのDGも同様の傾向があるとの認識を示している。その為、地域普及

センターに広く水分管理の重要性を啓蒙し、農家に対してその重要性を普及していく仕

組みが必要である。 

･ ミャンマー他案件の水分管理について： 

現在、ミャンマーにはコメやゴマの技術協力プロジェクトや円借款案件が多数進行し

ており、どの案件も水分管理が大きく関係している。本事業は籾・コメの水分に特化した
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もので、他案件は灌漑・営農・収穫等、他工程に関しても幅広く実施しているが、どの工

程においても水分管理は品質やポストハーベストロスに大きく関わってくる。事業効果

を最大化する為には水分管理の視点も踏まえて進めていくことが重要であると考える。 

･ 技術協力プロジェクト等他案件との連携： 

イネ保証種子流通促進プロジェクトやバゴー地域西部灌漑農業収益向上プロジェクト

とは、各プロジェクトで水分計を調達する際、Kett製水分計を複数台使用することになり、

現地代理店を通じてその後のアフターフォローも行った。また、セミナー実施時にもご参

加いただく等の情報共有も適時行ってきた。 

また、現地業務時期が合わず実現はしなかったものの、イネ保証種子流通促進プロジェ

クトが実施する技術研修のうち、水分管理に関する項目にKettが参加する等のアイデアも

あった。実施できた際は研修の質の向上、水分管理の重要性啓蒙という相乗効果を見込む

ことができる。このようなJICA事業と民間連携スキームによる連携をより促進させてい

く為には、関連プロジェクト間で業務計画・進捗を共有する機会を積極的に設け、前広に

連携業務を調整していくことが必要になる。 

･ 水分管理以外の要素も含めた実証プロジェクトの実施： 

Kettが実施したパイロット活動の拡大版として、水分率に加えて品種、精米機、保管状

況・期間等も変数として、品質や破砕率、ロス率に与える影響に関する実証・研究活動を

行うことも大きな意義があるものと思われる。 

また、コメに加えて他穀物について、または流通業者間までバリューチェーンを広げて

同様の実証活動を行うことで、水分計や他の農業資機材による品質向上の効果及び採算

性やコストメリットについて明らかにすることができ、ひいてはKett製水分計の生産者へ

の普及にも繋がるものと考えられる。 
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1. Background 

In Myanmar, approximately 60% of the citizens are engaged in agriculture. Particularly, rice is the main 
agricultural product which covers two thirds of total agricultural land. Myanmar government has placed 
the rice industry as a major industry of the country and, under the support of World Bank, etc., 
formulated Myanmar Rice Sector Development Strategy (MRSDS) in 2015 which aims at improving 
rice productivity, income of rice farmers and international competitiveness. 

Currently, broken rice occurs in various of rice value chain (production, milling, etc.). Its price is 
approximately 40% lower than white rice according to Pilot activity results which the survey team 
conducted in this Survey. Such a high rate of broken rice is recognized as an obstacle for both the income 
improvement of rice farmers and enhancement of international competitiveness. 

It is important to prevent the occurrence of broken rice in milling process by means of the use of better-
quality milling machine and milling technology and moisture content control of paddy. However only 
few inexpensive and low-accuracy moisture meters are used by millers and traders and high-accuracy 
moisture meters are not widely used in Myanmar. 

Appropriate rice moisture content control is needed for farmers to have fair sales transactions with 
buyers and for millers to reduce the rate of broken rice. In addition, rice moisture content is a 
fundamental indicator for international trade and its control is necessary for Myanmar government’s 
policy that aims at increasing the amount of rice export by 2020. 

In response to such current situation, the Government of Myanmar is planning to formulate the rice 
moisture content traceability system but there still remains some pending issues such as formulation of 
detailed legislations as well as regulations and development of human resources, measuring facilities 
and related equipment. 

In this Survey, the survey team aim at installing some facilities and equipment, providing a technical 
support to the Myanmar side to run a traceability system independently, verifying the effectiveness of 
Kett Grain Moisture Testers (GMT) through pilot moisture content control activities in Myanmar rice 
value chain and formulating a dissemination plan and business development plan for Kett GMTs. 

2. Outline of the Survey for Disseminating SME’s Technologies 

(1) Purpose 

The purpose of the Survey is to verify the comparative advantages of Kett’s GMT while providing 
the support for building a rice moisture content measurement traceability system in Myanmar. The 
Survey also aim at contributing to the legal institutionalization of measurement traceability through 
the verification activities and considering plans to realize the dissemination of Kett’s GMTs. 
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(2) Activities 

Prospected Output 1 Rice moisture content traceability system that Counter Parts (Department of 

Research and Innovation (DRI) and Department of Consumer Affairs (DOCA); hereinafter 
referred to as C/P) can operate independently will be verified. 

1-1 : Transport and install equipment necessary for establishment of traceability system. 

1-2 : Prepare the materials necessary for technical assistance on traceability system operation to 
C/P (lecture on traceability system outline, measurement method of highly accurate water 
content, preparation method of comparative measurement reference sample etc.). 

1-3 : Conduct training in Japan on traceability system operation to C/P. 

1-4 : Provide technical assistance on traceability system operation to C/P using the equipment 
sent in the Activity 1-1. 

1-5 : Support C/P with drafting operation guidelines (DRI: Guidelines for general operation of 
NSQD’s traceability system based on the contents in the Activity 1-2. DRI: Guidelines for 
preparation of reference sample for comparative measurement and comparative 
measurement method of moisture meter). 

1-6 : Check the proficiency level of understanding of C/P through evaluating guideline contents 
and conducting practical skill check. 

1-7 : Provide additional technical assistance according to the evaluation result in the Activity 1-5. 

Prospected Output 2 Social and economic effectiveness of rice moisture content traceability system 

will be verified through pilot activities1. 

2-1 : Understand the current situation and issues occurring in the value chain, from rice 
producing phase to marketing phase, regarding rice moisture management. Also, conduct 
a baseline survey to consider target site, target group, control group for the pilot activities. 
The Baseline survey features rice cultivars, sales channels, rice trading price, factors for 
rice price, possessing rate of moisture meters, frequency of use, contents of moisture 
meters, etc. 

2-2 : Select Pilot activity target sites, target group and control group with C/Ps for comparative 
analysis from whole value-chain. 

2-3 : Explain the activity contents to the target group, and provide training of the use of Kett 
Grain Moisture Tester to check the proficiency in using them. 

 
1 The Pilot activity involved a comparative analysis through whole rice value-chain (farmers- paddy traders -

millers- milled rice traders- exporters- inspectors) by comparing results of target groups who use Kett GMTs 
which are verified by the traceability system and their usual measuring ways before the activity. 
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2-4 : Utilize Kett Grain Moisture Tester at all stages of the value chain (production - milling - 
trading - export and export inspection) in the harvesting seasons, and collect the 
measurement data based on the indicators. 

2-5 : Based on the verification results in the Activity 2-4, demonstrate social and economic 
effectiveness compared with present situation where rice moisture content traceability 
system is not introduced. 

Prospected sOutput 3 The necessity and effectiveness of rice moisture content traceability system 

using Kett Grain Moisture Tester will be disseminated to private sector and government 
officials. 

3-1 : Based on the results of Output 2, consider the merits and challenges of introducing the rice 
moisture content traceability system in Myanmar rice industry with C/Ps. 

3-2 : Based on the results of Output 2, consider the merits and challenges of introducing this 
system in the private market. 

3-3 : Hold seminars / workshops to disseminate the result of Output 2 and aware the importance 
of moisture measurement to millers, traders, exporters and farmers etc. 

3-4 : At the seminar / workshop, carry out a comparative measurement with participants’ 
moisture meters and Kett Grain Moisture Testers based on the traceability system, and 
verify the effectiveness through collection and analysis of measured result. 

3-5 : Hold seminars and workshops to disseminate the necessity and effectiveness of establishing 
a traceability system to related departments and organizations of this Survey, not only rice-
related organizations but also the ones that may need this traceability system. 

3-6 : Along with the Activity 3-3 and 3-5, provide advice and recommendations to government 
officials throughout the Survey period so that the necessary regulations and legal systems 
to realize the function of the rice moisture content traceability system can be appropriately 
functioned. 

(3) Information of Product/ Technology to be Provided 

1) Know-How and technologies for formulating Rice Moisture Content Traceability System: 
This System embodies the know-how and technology linking the user-level measurement of 
rice moisture content to the national-level or international-level accuracy through the chain 
of comparative accuracy confirmation. Kett has been assisting the formulation and 
functionalization of rice moisture content traceability system in such Asian countries as 
Thailand, Indonesia, Cambodia, Malaysia etc. for more than 15 years. Facilities and 
equipment for a Traceability System consist of a constant temperature & humidity chamber 
to control temperature and humidity with an accurate international standard-level 
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measurement method, dry oven for moisture measurement, a series of equipment for making 
rice reference samples, etc. In this Survey, the above-mentioned temperature & humidity 
chamber was installed at the National Institute of Metrology Myanmar (NIMM), and dry oven 
and equipment for reference samples were installed at the NIMM and Commodity Testing & 
Quality Management Center (CTQM). 

  

Constant temperature & humidity chamber Dry oven 
(For measuring rice moisture content) 

 
2) Grain Moisture Testers: Riceter f-512 and PM450 (ver.4514) have exceedingly high accuracy 

compared to those of other manufacturers and they have been modified to the conditions of 
Myanmar. 

 

 
Riceter f-512 

 
PM450 (ver.4514) 

Dimensions & 
Weight 164(W) ×94(D) ×65(H)mm, 0.44kg Net 125(W)×205(D)×215(H)mm･,･1.3kg 

Measurement 
Method Electrical resistance Dielectric constant 

Applications Brown rice, polished rice, paddy, 
partially-dried paddy, etc. Grain, seeds, small objects 

Measurement 
Range 10~35% (sample dependent) 1-40% (sample dependent) 

Accuracy 

S.E.C. 0.5% or less compared to the 
drying method (all samples with 

moisture content of less than 20%) 
*Standard Error of Calibration 

S.E.C. 0.5% or less compared to the 
drying method (all samples with 

moisture content of less than 20%) 
*Standard Error of Calibration 

 
(4) Counterpart Organization 

･ Department of Research and Innovation, Ministry of Education (MOE) 
･ Department of Consumer Affairs, Ministry of Commerce (MOE) 
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(5) Target Area and Beneficiaries 

1) Target area : Yangon, Hlegu in Yangon region, Paunde in Bago region, Wetlet in Sagaing 
region and various cities for dissemination seminars/workshops. 

2) Beneficiaries : DRI, DOCA, Farmers, Paddy/Milled rice traders, Rice millers, Exporters, 
Inspection companies 

(6) Duration 

1 year and 11 months from November 24th, 2017 to September 30th, 2019 
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(7) Progress Schedule 

 

  

　

Plan: ■　　　Result: ■

Output 1 : Rice moisture content traceability system that C/Ps can operate independently will be verified.

Output 2 :  Social and economic effectiveness of rice moisture content traceability system will be verified through pilot activities

Activity

1-1:

1-2:

7 98
2019

Hold seminars / workshops to disseminate the result of Output 2 and aware the importance of moisture measurement to
millers, traders, exporters and farmers etc.

Check the proficiency level of understanding of C/P through evaluating guideline contents and conducting practical skill check.

3-1:

Conduct training in Japan on traceability system operation to C/P.

2-1:

2-2:

3-4:

3-5:

3-6:

2-3:

2-4:

2-5:

Output 3 :  The necessity and effectiveness of rice moisture content traceability system using Kett Grain Moisture Tester will be disseminated to private sector and government officials.

1-3:

1-4:

1-5:

1-6:

3-2:

3-3:

1-7:

Along with the Activity 3-3 and 3-5, provide advice and recommendations to government officials throughout the Survey
period so that the necessary regulations and legal systems to realize the function of the rice moisture content traceability
system can be appropriately functioned.

Hold seminars and workshops to disseminate the necessity and effectiveness of establishing a traceability system to related
departments and organizations of this Survey, not only rice-related organizations but also the ones that may need this
traceability system.

At the seminar / workshop, carry out a comparative measurement with participants’ moisture meters and Kett Grain
Moisture Testers based on the traceability system, and verify the effectiveness through collection and analysis of measured
result.

Based on the results of Output 2, consider the merits and challenges of introducing the rice moisture content traceability
system in Myanmar rice industry with C/Ps.
Based on the results of Output 2, consider the merits and challenges of introducing this system in the private market.

Select pilot activity target sites, target group and control group with C/Ps for comparative analysis from whole value-chain.

Based on the verification results in the Activity 2-4, demonstrate social and economic effectiveness compared with present
situation where rice moisture content traceability system is not introduced.

Explain the activity contents to the target group, and provide training of the use of Kett Grain Moisture Tester to check the
proficiency in using them.
Utilize the Grain Moisture Tester at all stages of the value chain (production - milling - trading - export and export inspection)
in the harvesting seasons, and collect the measurement data based on the indicators.

Provide technical assistance on traceability system operation to C/P using the equipment sent in the Activity 1-1.

Support C/P with drafting operation guidelines (DRI: Guidelines for general operation of DRI’s traceability system based on
the contents in the Activity 1-2. CTQM: Guidelines for preparation of reference sample for comparative measurement and
comparative measurement method of moisture meter).

Understand the current situation and issues occurring in the value chain, from rice producing phase to marketing phase,
regarding rice moisture management. Also, conduct a Baseline survey to consider target site, target group, control group for
the pilot activities. The baseline survey features rice cultivars, sales channels, rice trading price, factors for rice price,
possessing rate of moisture testers, frequency of use, contents of moisture testers, etc.

Transport and install equipment necessary for establishment of traceability system.

Prepare the materials necessary for technical assistance on traceability system operation to C/P (lecture on traceability
system outline, measurement method of highly accurate water content, preparation method of comparative measurement
reference sample etc.).

Provide additional technical assistance according to the evaluation result in the Activity 1-5.

6 7 8 9 10
2017 2018

11 12 1 2 3 4 5 11 12 1 2 3 4 5 6
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(8) Manning Schedule 

 
 

12/12-12/23 1/14-2/1 5/17-5/31 6/1-6/3 9/9-9/26 11/25-11/30 12/1-12/5 1/15-1/27 2/3-2/5 3/24-3/31 4/1-4/3 5/19-5/31

5/23-5/31 6/1-6/2 7/11-7/21 5/19-5/25 6/23-6/29

4/2-4/7 5/23-5/31 6/1-6/2 7/11-7/21 6/25-6/29

7/11-7/21 6/25-6/29

12/17-12/23 7/8-7/14 9/9-9/15 1/13-1/26 3/24-3/31 4/1-4/3

12/19-12/23 11/25-11/30 12/1-12/2 1/13-1/20 5/19-6/1 6/1 6/16-6/30

12/12-12/23 1/14-1/27 3/25-3/31 4/1-4/7 5/20-5/31 6/1-6/2 7/8-7/21 9/12-9/22 11/25-11/30 12/1-12/2 1/13-1/26 5/19-531 6/1 6/16-6/30

Plan: Results:

6/1-6/2,
6/13-6/30

3/10-
3/16

(13days) (16days)

(7days)

(8days)

(2days)

(12days) (2days) (14days) (11days) (2days)

(7days)(15days)

(7days) (7days) (15days)

(8days)

Mr.Takanori YASUDA
Pilot activity management /
Dissemination of Pilot activity results

Japan
Development

Service Co.,Ltd.

(7days)

(6days)

(7日) (10日)Mr.Rikiya TAKAHASHI Technical expert of Traceability System
Kett Electric
Laboratory

(5days)(11days)

Ms.Ayano NAKAZATO Technical expert of Traceability System
Kett Electric
Laboratory

(6days) (9days) (2days) (11days)

(14days) (7days)

(9days) (2days) (7days)

(10days) (7days) (7days)Mr.Okimasa CHIKIRA
Management of procurement of equipment /
Moisture meter dissemination

Kett Electric
Laboratory

(11days)

Ms.Mihoko YABE Chief technical expert of Traceability System
Kett Electric
Laboratory

(14days) (14days)

Mr.Hiroshi NISHIZAKI
Project coordinator/
Management of the reconsigned organization

Japan
Development

Service Co.,Ltd.

(10days)

(6days)(12days) (14days) (7days)

(5days)

(14days)

(13days)

(7days)

(7days)

(14days)

(16days)

(14days)(14days)

(3days)(14days)(7days) (7days)

(14days)

(7days)(7days)(7days)

(7days)

(7days) (7days) (14days)(7days) (7days)Mr.Takamichi IDE
Chief advisor /
Support for moisture meter dissemination

Japan
Development

Service Co.,Ltd. (7days)

(7days)

(13days) (20days)(3days) (8days) (3days)(6days) (13days)(15days)

Mr.Norihiro YOSHIDA Project leader / Overseas business development Kett Electric
Laboratory 4/1-4/5

3/25
-
3/31

7/8-7/21

(14days)

(5days)

(7days)(14days)(14days)

2 3 411 12 15

(14days) (7days)(14days) (21days)

5 9

(14days)

(18days)(12days) (18days) (1days) (14days)

6

(7days)

Name Work in charge Company
Year

6 7 8 9 1011 12 1 2 3 4
2017 2018 2019

7 8

(3days) (14days)

(5days)

(7days)

Ms.Chihiro JONO
Backoffice support /
Knowledge Co-creation Program (Private partnership) support

Japan
Development

Service Co.,Ltd.

(7days)

(14days)

(14days)

(7days)

(7days)
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(9) Implementation System 

Japanese side : Japan International Cooperation Agency (JICA), Kett 
Myanmar side : DRI, DOCA 

 
 
3. Achievement of the Survey 

(1) Outputs and Outcomes of the Survey 

[Output 1] 

The delivery, installation and trial run of all of the planned equipment were completed in April, 
2018 as scheduled without any problems. 

As far as technical guidance is concerned, short final training was added to the original plan and a 
total of five training sessions consisting of a training session in Japan and four sessions in Myanmar 
were implemented. The training session held in Japan in February 2018 for core C/P members prior 
to the training sessions in Myanmar facilitated the quick improvement of skills and their teaching 
to other participants in the training sessions in Myanmar had a multiplier effect. As a result, the 
target skill level was generally achieved by the third training session in Myanmar. Meanwhile, the 
DRI and DOCA jointly prepared more than 50 page comprehensive guidelines for all aspects of 
the ISO standard-based moisture content measurement flow. As these guidelines contain 
viewpoints and important issues to note in relation to rice moisture measurement activities in 
particular Myanmar conditions using not only reference materials prepared by Kett but also 
guidelines provided free by the Asia Pacific Legal Metrology Forum (APLMF), the survey team 
consider the guidelines to be an important output of the Verification Survey. 

JICA 

Pioneer Agrobiz MRF 

Supervise 

Kett 

JDS  
(Japan 

Development 
Service 
Co.,Ltd.) 

 

DOCA 

DRI 

Agent 

Co-work  
for the Survey 

Share 
information 

Work with Pilot Activity 
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[Output 2] 

Although they took longer than originally planned because of changes of the participants, the 
absence of participants when visited and other reasons, both the Baseline survey and Pilot activities 
were generally completed as planned. 

Baseline survey and Pilot activity was conducted for the following purposes. 

Purposes: 

(1) To recognize the current status and issues on moisture control occurring through the rice value 
chain from harvesting to distribution 

(2) To collect data of moisture content, price and selling and buying volume, etc. by lending Kett 
GMTs 

(3) To verify social and economic effectiveness of the traceability system by comparing before 
and after its introduction based on data collected 

Target areas and participants: 

The target participants are shown in Figure 1. Baseline survey and Pilot activity on farmers, paddy 
traders, millers and part of milled rice traders was implemented in Paunde district in Bago region 
and Wetlet district in Sagaing region. Baseline survey and Pilot activity on milled rice traders, 
exporters and inspectors was conducted in Yangon. 

 

Figure 1  Areas and participants (stakeholders) 
 
  

Paunde and Wetlet

Yangon

Farmers

Traders from 
farmers to 

millers

Traders from 
millers to 
domestic 
market

Traders from 
millers to 
exporters

Large 
millers

Medium 
millers

Small 
millers

Exporters Inspectors
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Number of participants: 

Table 1  Number of participants in the activities 

 Number of participants  
who rented Kett GMTs Number of respondents 

Farmers 15 11 
Paddy Traders 5 5 
Millers 14 9 
Milled Rice Traders 6 5 
Exporters 3 2 
Export Inspectors 4 4 
Total 47 36 

 
Used Kett GMTs and collected data: 

Table 2  Used Grain Moisture Testers and collected data 

Stakeholder Type of moisture 
meter rented Main survey items 

Farmer PM ･ Moisture content at harvesting, drying and selling stage 
･ Selling quantity and its price 

Paddy trader PM ･ Moisture content at buying, selling 
･ Selling quantity and its price 

Miller PM 
Riceter 

･ Moisture content at buying, milling and selling 
･ Quantity of paddy milled and quantity of rice produced 
･ Selling quantity and its price 

Milled rice trader Riceter ･ Moisture content at buying and selling 
･ Selling quantity and its price 

Exporter Riceter ･ Moisture content at buying and selling 
･ Selling quantity and its price 

Export inspection 
company 

Riceter ･ Moisture content when exporting rice was brought for inspection 
･ Examples of rejection by inspector 

 
Flow of the Activity: 

 

Figure 2  Flow of the Pilot activity 

Workshop

• Explanation of purpose of the Survey and Pilot activity, and 
what to do in the Activity

• Introducing how to use Kett GMTs

Monitoring

• Monitoring the situation of activities (checking their way to 
use  of Kett, condition of monitoring sheet, etc.)

Data 
Collection

• Finalizing all data (additional data collection if needed)
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Results of the activities: 

Results in each area are shown in the following tables. 

Table 3  Results in Paunde 

 Average 
(Kett) 

Minimum 
(own meters) 

Max 
(own meters) 

Difference of result between own meters 
and rented Kett Grain Moisture Testers 

Farmer 
At harvesting 16.8% 16.0% 24.0% 2.2%(0.4~5.6%) (6 respondents) 
At drying 14.7% 10.0% 27.0% 2.4%(0.0~6.0%) (7 respondents) 
At selling 14.2% 9.0% 22.0% 2.3%(0.7~6.0%) (6 respondents) 

Paddy trader 
At buying 22.1% 17.0% 28.0% 2.8%(1.0~8.0%) (1 respondent) 
At selling 15.1% 14.5% 22.5% 0.7%(0.0~2.5%) (2 respondents) 

Miller 
At buying 22.6% 16.3% 25.7% 1.0%(0.4~2.4%) (5 respondents) 
At milling 13.9% 14.0% 14.7% 0.4%(0.0~1.0%) (3 respondents) 
At buying 14.1% 13.5% 14.7% 0.4%(0.0~1.0%) (5 respondents) 

 
Table 4  Results in Wetlet 

 Average 
(Kett) 

Minimum 
(own meters) 

Max 
(own meters) 

Difference of result between own meters 
and rented Kett Grain Moisture Testers 

Farmer 
At harvesting 24.0% 20.0% 21.0% 0.3% (0.0~1.0%) (2 respondents) 
At drying 16.7% 15.0% 16.0% 0.8% (0.4~1.5%) (2 respondents) 
At selling 14.5% 15.0% 17.0% 1.0% (1.0~1.0%) (2 respondents) 

Paddy trader 
At buying 20.5% 20.0% 21.0% 0.0% (2 respondents) 
At selling 15.6% 15.0% 17.0% 0.5% (0.5~0.5%) (2 respondents) 

Miller 
At buying 15.3% 15.0% 22.5% 0.8% (0.5~1.0%) (2 respondents) 
At milling 14.2% 14.5% 17.0% 0.9% (0.5~1.0%) (2 respondents) 
At buying 13.9% 14.3% 15.0% 0.7% (0.0~1.0%) (2 respondents) 

 
Table 5  Results in Yangon 

 Average 
(Kett) 

Minimum 
(own meters) 

Max 
(own meters) 

Difference of result between own meters 
and rented Kett Grain Moisture Testers 

Milled rice trader in Paunde 
At buying 14.7% 15.0% 15.8% 0.8% (0.6~1.0%) (1 respondent) 
At selling 14.4% 14.0% 15.8% 1.0% (0.0~1.1%) (2 respondents) 

Milled rice trader in Yangon 
At buying 15.0% 12.9% 15.5% 0.5% (0.1~1.2%) (3 respondents) 
At selling 14.7% 13.5% 16.0% 0.2% (0.0~0.8%) (3 respondents) 

Exporter 
At buying 15.1% 13.4% 16.9% 0.7% (0.2~1.1%) (1 respondent) 

At selling 14.0% 13.9% 
(*Kett) 

14.1% 
(*Kett) - (1 respondent) 

Inspector 
inspecting exporter’s 
sample 15.3% 13.5% 17.5% 0.2% (0.0~0.6%) (4 respondents) 

Several cases of rejection were reported by one inspection company. 
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Impressions: 

Main impressions of Kett GMTs from participants are as follows; 

 Comparing with Kett GMTs, each measurement by other meters indicates a varied tested 
content with 1% range of difference ⇒Less reliability of other meters (farmers) 

 Explanations given by an instruction manual of other meters are unclear and are not friendly 
for users ⇒Operational difficulty of other meters (farmers) 

 Kett GMTs are easier to handle than expected and they do not make much mistakes ⇒Better 

operationality of Kett GMTs (farmers, traders, millers) 

 Many differences observed between moisture content measured by own meters or meters of 
buyers and moisture content measured by Kett GMTs suggested inaccuracy of the former 
meters ⇒Accuracy of Kett GMTs (farmers, traders, millers) 

Benefits found from the survey: 

Participants’ comments on benefits of using accurate moisture meters are as follows; 

 I become confident in trading by knowing an accurate moisture content (farmers, millers) 

 A loss of paddy at the storing stage could be reduced by recognizing a precise moisture content 
shown by a Kett GMT (farmers)  

 The milling yield could be improved by recognizing a precise moisture content, using Kett 
GMT (millers) 

 Trading with the mutual agreement of a moisture content shown by Kett GMT makes price 
negotiations effective (farmers) 

 The use of Kett GMT is effective in reducing the drying cost as it can establish an accurate 
moisture content (farmers, millers) 

Based on the results of Pilot activity, the survey team expect the following effects of a traceability 
system when the system is operated appropriately. 
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Realization of 
fair trade 

Moisture content is the main factor in deciding paddy price among farmers, paddy traders 
and millers. 
However, moisture content has not been measured by accurate moisture meters so far. 
Under such condition, the price of paddy has not been negotiated fairly. 
Realization of a traceability system will contribute to the fair trade with mutual 
understanding. 

Increase of 
income by quality 
improvement of 
rice 

The Pilot activity results indicate that stakeholders in paddy production and rice trade have 
moisture control issues. 
Insufficient moisture control has caused deterioration of paddy quality in storage, shorter 
(or longer) time of drying and lower milling yield. 
Introducing a traceability system rectifying the above problems will contribute to an 
increase of income of stakeholders.  

Smoother 
exporting 
procedure 

Exporters will benefit from a lower rejection rate by inspectors and will also benefit from 
the smoother exporting procedure. 
Costs arising from the return of samples and additional drying will be reduced. 

Social validity More transparent trade among farmers, paddy traders and millers and increase of 
stakeholders’income through quality improvement will contribute to the vitalization of 
local economy. 
An export volume of Myanmar rice is expected to increase through the improvement of 
quality and higher reputation of Myanmar rice abroad. 

 
To achieve Output 2, a Memorandum Of Understanding (MOU) for local subcontracting was 
concluded with the Myanmar Rice Federation (MRF) to assist monitoring Baseline survey and 
Pilot activity and holding seminars. 

Risks in the Trading of Paddy in the Value Chain:  

Through the Pilot activities, it became clear how such potential users of a moisture meter as 
farmers, traders, millers, etc. “have conducted the trading of rice while being exposed to what types 
of risks”. 

a) At the Time of Selling Paddy (Farmers) 

(Trial Calculation Conditions of Risks) 

Average yield: The average annual yield per farmer is 750 Tin based on an assumed planting 
area of 10 acres2 with a unit yield of 75 Tin3. 

Deviation of the moisture content: The deviation of the moisture content in the Pilot activities 
exceeded 2%. 

• The deviation of the moisture content between a moisture content measured by a farmer 

which used for trading and Kett GMT was an average of 2.3% with a highest deviation 
of 6.0% in the Pilot activities in the Survey (Paunde). Similarly, deviation of the moisture 

 
2 An area of 10 acres is used as a trial calculation condition based on the agricultural statistics and the Pilot 

activity in the Survey. 
3 A unit yield of 75 Tin was used as another trial calculation condition based on the following two grounds. 

･ The average unit yield of five farmers in Paunde and four farmers in Wetlet at the time of the Baseline survey 
for the Survey was 72 Tin. 

･ According to FAOSTAT, the average unit yield in 2017 was 3.80 tons/ha (= 182.17 Tin/ha = 73.7 tin/acre). 
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content between a moisture meter owned by a trader which used for the purchase of 
paddy and Kett GMT was an average of 2.8% with a highest deviation of 8.0%. 
Difference in price based on deviation of the moisture content: The difference in the 
purchase price of paddy was more than 3% against a 2% deviation of the moisture 
content. 

• Although depending on the actual destination (trader or miller) of the sale, there are 

many cases in the Pilot activities where the purchase price differed by 3% or more with 
a 2% deviation of the moisture content. 

(Trial Calculation Results of Risks) 

Based on the above, the impact of trading without rigorous moisture content measurement on 
the price is calculated as follows with an assumed sales price of paddy between 5,000 and 
6,000 MMk/Tin. This impact here is given as the deviation from a fair price. 

• Case of a farmer with a planting area of 10 acres (average annual yield of 750 Tin) 
• Maximum annual sale: 112,500 MMK to 130,000 MMK 
• Case of a farmer with a planting area of 20 acres (average annual yield of 1,500 Tin) 
• Maximum annual sale: 225,000 MMK to 270,000 MMK 

Based on the interview results, the unit yield of summer paddy of a farmer engaged in double 
cropping is approximately 80 – 100 Tin/acre while the unit yield of monsoon paddy is 
approximately 70 – 80 Tin/acre. Therefore, the impact on the price for farmers engaged in 

double cropping is considered to be approximately double of what is calculated above. 

(Payout Period for Investment Made for Purchase of a Moisture Meter) 

The payout period is calculated below for a Kett PM-450 capable of measuring the moisture 
content of paddy based on a sales price of US$ 1,000. 

• In the case of a farmer with a planting area of 10 acres (average annual yield of 750 Tin), 

the shortest period is approximately 11.6 years up to 14.0 years. 

• In the case of a farmer engaged in double cropping with a planting area of 10 acres, the 

shortest period is approximately 5.8 years up to 7.0 years. 

• In the case of a farmer with a planting area of 20 acres (average annual yield of 1,500 

Tin), the shortest period is approximately 5.8 years up to 7.0 years. 

• In the case of a farmer engaged in double cropping with a planting area of 20 acres, the 

shortest period is approximately 2.9 years up to 3.5 years. 

When the sales price of a Kett Riceter f-512 is assumed to be US$ 500, the payout period is 
likely to be as follows. 
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• In the case of a farmer with a planting area of 10 acres (average annual yield of 750 Tin), 

the shortest period is approximately 5.8 years up to 7.0 years. 

• In the case of a farmer engaged in double cropping with a planting area of 10 acres, the 

shortest period is approximately 2.9 years up to 3.5 years. 

• In the case of a farmer with a planting area of 20 acres (average annual yield of 1,500 

Tin), the shortest period is approximately 2.9 years up to 3.5 years. 

• In the case of a farmer engaged in double cropping with a planting area of 20 acres, the 

shortest period is approximately 1.5 years up to 1.7 years. 

It is clear that the profitability against investment (purchase of a moisture meter) is not high 
for average farmers. Because of the frequency of measuring moisture content per year is low, 
the option of shared ownership to lower the barrier should be considered to have the positive 
effect of using an accurate moisture meter. 

(Risks Other Than the Cost) 

The Pilot activities also discovered other major risks faced by farmers even though they 
cannot be calculated in terms of the monetary value. 

• Insufficient paddy drying involves the depreciation risk described above as well as a risk 

of opportunity loss as such rice must be brought back home for further drying. 

• When rice is considered to be over-dried, it may not be purchased by a miller due to 

cracking (one finding in the interview survey in Wetlet during the Pilot activity period). 

b) At the Time of Purchasing Paddy (Traders and Millers) 

(Trial Calculation Conditions of Risks) 

Amount of paddy purchased: 

- Assumed purchase amount by a medium size miller: 360,000 Tin/year  
- Assumed purchase amount by a small miller: 100,000 Tin/year  

Deviation of the moisture content: The deviation of the moisture content in the Pilot activities 
was 1%. 

• The deviation of the moisture content between a moisture meter owned by a miller and 

used for the purchase of paddy and Kett GMT was an average of 1.0% with a highest 
deviation of 2.4% in Paunde. The comparable figures in Wetlet were an average 
deviation of 0.8% and a highest deviation of 1.0%. 

Difference in price based on deviation of the moisture content: The difference in the purchase 
price of paddy is more than 1.5% against a 1% deviation of the moisture content. 
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• Here, the price difference is considered to be 1.5% based on a 1% deviation of the 

moisture content as there were many cases in the Pilot activities where the difference in 
the purchase price was 3% against a 2% deviation of the moisture content. 

(Trial Calculation Results of Risks) 

Based on the above, the impact of trading without rigorous moisture content measurement on 
the price is calculated as follows with an assumed purchase price of paddy between 5,000 and 
6,000 MMK/Tin. The impact here is given as the deviation from a fair price. 

• Case of a small miller with an annual purchase amount of 100,000 Tin 

Maximum annual purchase cost: 7,500,000 MMK to 9,000,000 MMK 

• Case of a medium size miller with an annual purchase amount of 360,000 Tin 

Maximum annual purchase cost: 27,000,000 MMK to 32,400,000 MMK 

(Payout Period for Investment Made to Purchase a Moisture Meter) 

The payout period is calculated below for a Kett PM-450 capable of measuring the moisture 
content of paddy based on a sales price of US$ 1,000. 

• In the case of a small miller with an annual purchase amount of 100,000 Tin, the shortest 

period is approximately 0.17 years up to 0.21 years. 

• In the case of a medium size miller with an annual purchase amount of 360,000 Tin, the 

shortest period is approximately 0.05 years up to 0.06 years. 

When the sales price of a Kett Riceter f-512 is assumed to be US$ 500, the shortest payout 
period is likely to be as follows. 

• In the case of a small miller with an annual purchase amount of 100,000 tin, the shortest 

payout period is approximately 0.09 years up to 0.10 years. 

• In the case of a medium size miller with an annual purchase amount of 360,000 Tin, the 

shortest payout period is approximately 0.02 years up to 0.03 years. 
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[Output 3] 

Through the Survey period, 17 awareness raising and dissemination seminars were held with a total 
of some 860 participants. 

Table 6  List of seminars held in the Survey 

No. Area Date Participants 

1 Ledpadan 
(Bago region) 2018/1/16 

Approx. 20 participants 
(DOCA regional officers, Department of Agriculture (DOA) 
regional officers, millers, traders and farmers) 

2 Pyay 
(Bago region) 2018/1/18 

Approx. 40 participants 
(DOCA regional officers, DOA regional officers, millers, traders 
and farmers) 

3 Naypyitaw 2018/1/20 Approx. 30 participants 
(MAPCO members, millers, traders and farmers) 

4 Mandalay 
(Mandalay region) 2018/1/22 

Approx. 40 participants 
(DOCA regional officers, DOA regional officers, millers, traders 
and farmers) 

5 Shwebo 
(Sagaing region) 2018/1/24 Approx. 30 participants 

(DOA regional officers, millers and farmers) 

6 Yangon 2019/1/19 Approx. 110 participants 
(Governmental organization officials, millers, traders and farmers) 

7 Mandalay 
(Mandalay region) 2019/1/23 Approx. 40 participants 

(DOCA regional officers, millers, traders and farmers) 

8 Naypyitaw 2019/3/29 Approx. 60 participants 
(DOA officials and DOA Extension center staffs) 

9 Toungoo 
(Bago region) 2019/3/30 Approx. 40 participants 

(DOCA regional officers, millers, traders and farmers) 

10 Bago 
(Bago region 2019/4/1 Approx. 35 participants 

(DOCA regional officers, millers, traders and farmers) 

11 Hinthada 
(Ayeyarwady region) 2019/5/27 Approx. 70 participants 

(DOCA regional officers, millers, traders and farmers) 

12 Pyapon 
(Ayeyarwady region) 2019/5/28 Approx. 110 participants 

(DOCA regional officers, millers, traders and farmers) 

13 Pathein 
(Ayeyarwady region) 2019/5/29 Approx. 50 participants 

(DOCA regional officers, millers, traders and farmers) 

14 Mandalay 
(Mandalay region) 2019/6/15 Approx. 45 participants 

(DOCA regional officers, millers, traders and farmers) 

15 Thaton 
(Mon state) 2019/6/20 Approx. 40 participants 

(DOCA regional officers, millers, traders and farmers) 

16 Mawlamyaing 
(Mon state) 2019/6/21 Approx. 50 participants 

(DOCA regional officers, millers, traders and farmers) 

17 Yangon 2019/6/24 Approx. 40 participants 
(millers, traders and inspectors, etc.) 

 
The program for these seminars included the introduction of Kett and its products, awareness 
raising of the importance and effectiveness of control of the rice moisture content, brief explanation 
of the rice moisture content traceability system and explanation of the Survey contents as well as 
results of the Pilot activity. Representatives of the DRI and DOCA participated in most of seminars 
and explained the importance of a moisture content traceability system and control of the moisture 
content from the viewpoint of the people of Myanmar in addition to the Japanese viewpoint.  
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Table 7  Main contents of the seminar 

No. lecturer Contents 

1 DRI - Establishing the Rice Moisture Calibration Laboratory (Primary) in NIMM 
- Cooperation with JICA for Rice Moisture Testers Laboratory in NIMM ,etc. 

2 DOCA 

- Investment in Quality Management for Trade Development: Establishment of Rice 
Moisture Measurement Traceability System in Myanmar 

- The need of Grain Moisture Testers Traceability System establishment and the role 
of MOC ,etc. 

3 MRF Importance of grain moisture content in post-harvest 

4 JICA/Kett team 

- Outline of the Verification Survey 
- Introduction of Kett, examples of Asian countries which formulated moisture 

content traceability system 
- Characteristics of Kett GMTs 
- Results of Pilot activity ,etc. 

In seminars, questionnaire survey was conducted to the participants. For instance, regarding 
interest of purchasing Kett GMT, 54% farmers scored "wanted but not affordable" which imply 
big potential needs of accurate moisture meter. (Precise results including other questions are 
written in Attachment 2” Report on questionnaire survey”) 

(2) Self-reliant and Continual Activities to be Conducted by Counterpart Organization  

For the maintenance of equipment in the post-Survey period, both the DRI and DOCA will 
independently maintain the moisture content measuring facilities and equipment with a view to 
their continual use to operate and disseminate the moisture content traceability system. To be more 
precise, the preparation of an equipment management list is considered describing the serial 
number, etc. of each equipment and any change of information on this list will be shared through 
updating of the list. The annual cost of maintenance (personnel cost, heating and lighting costs, 
maintenance cost and cost of replacement parts) will be borne by the DRI and DOCA as part of 
their budget. 

The maintenance of a constant temperature and humidity chamber will be requested to its 
manufacturer, of which an engineer will conduct the actual work. The local agent of Kett will deal 
with the maintenance needs of other equipment. In view of the expected service life of 15 years for 
a measuring facility with the necessary inspection and repair work, 10 or more years for the dry 
oven and 7 or more years for the GMT, procurement to replace them in the near future will be 
unnecessary. 

The frequency of use of the equipment installed under the Survey is believed to increase after the 
Survey because (i) the DRI constructed and will operate the NIMM which will become a large-
scale state-run research institute on metrology even when compared with similar organizations in 
Southeast Asian countries, (ii) the chamber installed under the Survey will be part of the NIMM’s 
main equipment and (iii) measuring of the moisture content is an important measuring exercise not 
only for rice but also for such other crops as beans, sesame and corn. 
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The DOCA will establish itself as the main body to conduct the actual verification work with the 
user-level moisture meters after the establishment of the foundations for the traceability system in 
the Survey. It is believed that the DOCA has sufficient capacity to operate the traceability system 
in view of (i) the continued cooperation of the survey team, (ii) its very strong ownership and 
commitment of the Survey and (iii) preparation of its own measuring standards outside the scope 
of the Survey. 

4. Future Prospects 

(1) Impact and Effect on the Concerned Development Issues through Business Development of 
the Product/ Technology in the Surveyed Country  

The establishment of a moisture content traceability system and increased sale of highly accurate 
Kett GMT will contribute to the establishment of an adequate moisture content control system 
throughout the value chain. 

The establishment of a moisture content control system for paddy and milled rice will enable the 
improvement of fair trade (throughout the value chain), an increased sales volume due to a lower 
loss of paddy and milled rice in storage (improved livelihood and higher income for farmers, traders, 
millers and exporters) and the implementation of accurate moisture content inspection at the time 
of exporting rice (inspectors) while Kett can expect an increased sales volume as envisaged. 

(2) Lessons Learned and Recommendation through the Survey 

1) Unification of the Metrology System for Fair Trading 

Although Myanmar has its own unique units of weight, such as Pyay, Tin, Basket and Bag 
for paddy and milled rice, kg which are widely used internationally have not yet become 
common. While the moisture content value affects the trading of rice as explained in this 
report, bag and basket as volume units have the problem that the weight is changed by an 
increase or decrease of the moisture content, inclusion of impurities or other reasons. Because 
of this, a discrepancy in terms of the traded quantity can emerge even if the purchase price is 
fair, possibly causing a disadvantage for the seller or buyer. 

Such a situation suggests the extreme importance of establishing a uniform unit of weight (kg) 
from the viewpoint of unifying the metrology system in addition to trading based on an 
appropriate moisture content value so that the truly fair trading of paddy and rice can be 
achieved in Myanmar. 

2) Formulation of sustainable traceability system operation after the Survey 

As described earlier, the transfer of technology to the C/Ps was completed under the Survey. 
The C/Ps themselves have formulated their own work guidelines and are proceeding with the 
examination of a concrete workflow, suggesting the successful achievement of Output 1: Rice 
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moisture content traceability system which the C/Ps can operate independently will be 
verified. The major factors for this successful achievement are understood to include (i) each 
C/P is highly motivated and aims at establishing a traceability system and (ii) all of the core 
members of the C/Ps from the period of the JICA Feasibility Survey have remained, making 
the project advance with the highest level of understanding. 

However, it is still necessary for the Government of Myanmar to continually deal with the 
following issues if moisture content traceability is to be continually operated in the future to 
achieve its positive effects. 

-1- [Early Formation and Enactment of the Metrology Law and Related Regulations] 

As of May 2019, the Metrology Law has been approved by the Union Attorney General’s 
Office (UAGO) and is expected to move to the stage of parliamentary deliberation. After the 
enactment of this Law, the roles of the DRI and DOCA, the C/Ps for the Survey, will be 
defined by related regulations to legally establish the moisture content traceability system. As 
such, the early enactment of the Metrology Law and related regulations is hoped for. Such 
enactment is also strongly requested by the rice industry. 

While the preparations for related regulations are already in progress with the expectation of 
the enactment of the Metrology Law in near future, the establishment of the following regimes 
by related regulations, etc. is desirable for the effective functioning of the traceability system. 

･ Introduction of a type approval system: A system is required to urge the use of approved 

moisture meters which meet the required specifications to ensure the proper operation 
of the traceability system. 

･ Institutionalization of the regular verification of moisture meters: The introduction of 

the compulsory regular verification of user level moisture meters will ensure the 
accuracy of the moisture meters used for the trading of rice. 

･ Possible introduction of penal provisions: The trading of rice using an uncalibrated 

moisture meter will be penalized by means of a fine, etc. 

-2- [Establishment of a Sustainable Operation System] 

While the foundations for the functioning of a moisture content traceability system have been 
established by the Survey, it is desirable for the Myanmar side to properly budget for the 
following areas to ensure the continuous functioning and expansion of the system in a self-
reliant manner in the coming years. 
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- DRI (Primary Standard) 

･ Preparation of reference samples for comparison purposes based on the annually 

produced paddy to verify the calibration curve of the primary standard. 
･ Strengthening of international collaboration: Japan, APLMF and Thailand, etc. 
･ Improvement/revision of the guidelines 
･ Capacity building of human resources for operating the traceability system 
･ Maintenance of the primary standard measuring facility 
･ Liaising with other ministries/agencies (such as the MOC, MOALI, MRF and 

DOAbecause of the need to collaborate with the DOA (of which the main 
responsibility is to support producers) as the next step) 

- DOCA (Secondary Standard) 

･ Preparation of reference samples for comparison purposes 
･ Strengthening of international collaboration 
･ Improvement/revision of the guidelines 
･ Capacity building of human resources for operating the traceability system 
･ Maintenance of the secondary standard measuring equipment 
･ Liaising with other ministries/agencies (such as the MOE, MOALI, MRF and DOA 

because of the need to collaborate with the DOA (of which the main responsibility 
is to support producers) as the next step) 

-3- [Dissemination Activities Concerning the Importance and Necessity of the Traceability 
System] 

Throughout the Survey, 17 seminars were held in various places to raise awareness of the 
importance of and necessity for the traceability system. The DOCA was actively involved in 
inviting people to these seminars and arranging a hall of its local office as the seminar venue. 
For the further dissemination of the traceability system, it is necessary for the Government of 
Myanmar, including the DOCA, to continue educational and awareness raising activities4 
after the completion of the project. 

The use of an accurate moisture meter by millers can avoid substantial risks. However, there 
are cases in other countries where millers (purchase side) deliberately use a moisture meter 
which has been modified to indicate a higher moisture content than the actual value or a 
moisture meter with is wrongly operated to produce a false higher moisture content. All of 
these cases are meant to suppress the purchase cost of paddy using a wrong water content 

 
4 Dissemination activities include presentation at events organized by the rice industry, educational workshops 

targeting relevant government ministries and agencies and also presentation in collaboration with other JICA 
projects depending on the actual circumstances. 
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measurement result. Because of such cases where the knowledge of moisture content 
measurement on the part of trading partners (producers) is inferior to that of millers and not 
necessarily consistent measurement accuracy by different moisture meters are used for 
unjustifiable gain, there is a law in Thailand, for example, which demands that the 
specifications of moisture meters used for the trading of paddy are tamper-proof to combat 
such illegal activities. Other activities led by the government in Thailand to protect farmers 
from disadvantageous loss include the distribution of posters to educate millers (and farmers 
selling paddy) on the importance of conducting proper moisture content measurement and 
checking of the proper use of calibrated moisture meters by farmers. It is necessary to consider 
the introduction of similar measures in Myanmar to prevent the dishonest practices described 
above in the coming years. 

-4- [Public Support for Purchasing Moisture Meters] 

The findings of the Survey conducted as part of the Survey indicated the difficulty for farmers 
to purchase highly accurate moisture meters because of price. This opinion was shared by 
majority of the farmers surveyed. It is, therefore, necessary to implement the following 
measures through the agricultural authority and agriculture-oriented financial institutions so 
that the use of highly accurate moisture meters is to be widely used to the individual farming 
household level. 

･ Low cost (or free) loan of a moisture meter to individual farmers (it may be considered 

that several moisture meters are kept by each DOCA regional offices responsible for the 
dissemination of the use of moisture meters or DOA extension centers for loan when 
required). 

･ Support for joint purchase (in Japan, a moisture meter was jointly purchased by members 

of a village before ownership of a meter by individual farmers became common 
practice). 

･ Provision of a low interest rate, long-term and no-collateral loan for the purchase of a 

moisture meter. 

Kett is ready to provide technical support in response to any request by a public organization 
as such support will assist its own activities to disseminate the use of highly accurate moisture 
meters to ensure the continued operation of the traceability system. 

-end- 

Attachment 1: Outline of The Survey 
Attachment 2: Report on Questionnaire Survey 
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Attachment 1: Outline of the Survey 

 

Verification Survey with the Private Sector for Disseminating Japanese Technologies for 
Formulation and Management of Rice Moisture Content Traceability System

Kett Electric Laboratory, Tokyo, Japan

 Absence of rice moisture control and preservation 
system

 Inadequate control of the moisture content of rice 
in the post-harvest process, generating a huge 
amount of broken rice with a low market value

 Opaque trading price of rice as  consensual 
validation of the moisture content value cannot be  
achieved

 Risk to improvement of international 
competitiveness

Ongoing Development Issues
in  Myanmar

Implemented Activities 
in the Survey

 Transfer of technologies pertinent to the 
operation of the traceability system to the C/P 
after the installation of the equipment required 
for building of the traceability system

 Verification of the effectiveness of the moisture 
control based on traceability through the 
implementation of pilot activities where  
individual users in the value chain of rice use the 
proposed products to control the moisture 
content

 Examination of possible ways to spread the use of 
the proposed products (moisture meters) by 
verifying the importance of traceability and the 
effectiveness of the proposed moisture meters at 
seminars, etc.

Myanmar

Proposed 
Products/Technologies

(1)Moisture Content Measurement 
and Traceability System
Know-how and technologies capable 
of making the moisture content value 
measured in the field match the level 
of accuracy of the national standard

Survey Overview
Name of Counterpart: Department of 
Research and Innovation (DRI) and 
Department of Consumer Affairs (DOCA)
Survey duration: Nov 2017 to Sep 2019
Survey Area: Yangon, etc.

(2)Grain Moisture Meter
High precision moisture meter 
conforming to the required 
measurement accuracy by the ISO 
standard as well as national standards 
of various countries

Outputs and Outcomes 
of the Survey

 Increased income due to reduction of the broken rice 
ratio in milling

 Increased sales volume due to the reduction of 
inferior rice for sale

 Improved fairness of trading in the value chain of rice

Impact on the Ongoing 
Development Issues in Myanmar

 Collaboration with the National Institute of 
Advanced Industrial Science and Technology (AIST)  
for the implementation of the project

 Collaboration with the “Project for Profitable 
Irrigated Agriculture in the Western Bago Region”, 
a technical cooperation project

 Full-scale sales expansion to the domestic market 
of Myanmar

 Extension of the sale of moisture meters to handle 
grains other than rice

Present Status

Future



Report on questionnaire survey
JICA verification survey

June 2019

Kett Electric Laboratory
Japan Development Service Co.,Ltd.
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a. Classification of respondents by region
The Survey staged seminars at Yangon, Mandalay, Bago region (2 areas),
Ayeyarwady region (3 areas) and Mon state (2 areas) from January to June, 2019
Questionnaire was delivered to participants and 402 persons in total responded
Classification of respondents are as follows:
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a. Classification of respondents by region

Others include government offical, MRF, inspection company, etc.
Seminars at Naypyitaw targeted staffs of Department of Agriculture.

Trader Miller Farmer Exporter Others Total

Yangon Region 13 10 3 23 7 52

Mandalay Region 7 21 4 0 17 45

Bago Region 5 25 19 1 2 49

Ayeyarwady Region 13 38 65 0 34 147

Mon Region 12 28 14 1 12 60

Nay Pyi Taw 0 0 0 0 49 49

Total 50 122 105 25 121 402

3

b. Ownership of Mositure tester

Almost 40% of respondents have their own moisture
tester.
In Yangon region, 58% own moisture tester since more
exporters rather farmers are responded.
40% in Bago and Ayeyarwady region own moisture
tester, meanwhile 23% in Mon state.

30,
58%

22,
42%

Yangon Region
(n=52)

19,
40%28,

60%

Mandalay Region
(n=45)

20,
41%

29,
59%

Bago Region
(n=49)

61,
42%84,

58%

Ayeyarwady Region
(n=145)

14,
23%

47,
77%

Mon Region
(n=61)

Yes,
40.3
%

No,
60.3
%

Total (n=400)
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b. Ownership of Mositure tester

Penetration ratio to millers counts up to 64%, and over 50% to traders and
exporters.
21% of farmer have own moisture tester, although some of those farmer are
classified doubly in miller or trader.

54.9
%

45.1
%

Traders
(n=51)

63.6
%

36.4
%

Millers
(n=121)

21.4
%

78.6
%

Farmers
(n=103)

58.3
%

41.7
%

Exporters
(n=24)
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b. Ownership of Mositure tester

The right figure, which the answers in Yangon and Naypyitaw are removed as DoA
centers are introducing KETT moisture tester already, shows the moisture testers
manufactured by Chinese companies are most distributed in Myanmar (70% out of
40%).
Purchased price of Chinese moisture testers are mostly 30,000 40,000MMK. From
this price, it is estimated that those testers are two needle type.
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52.1%
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Mandalay, Bago, Ayeyarwady and Mon
region (n=114)
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c. Awareness of the accuracy of Mositure tester

235 participants responded regarding the accuracy of their own moisture tester
and half of them answered “it has problem”.
The ratio answered “problem” increase 5% in the right figure which removed the
answer in Yangon and Naypyitaw.

No
Problem,
50.2%

Problem,
50.2%

Total
(n=235)

No
Problem,
45.5%

Problem,
55.1%

Mandalay, Bago, Ayeyarwady and
Mon region (n=178)
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d. Factors of rice (paddy) price

As for the question “Does moisture content affect rice (paddy) price?”, 98% of the
respondents answered “Yes”. This figure clearly show that moisture content is
considered as quite important in determining rice (paddy) price.
Other large factors are variety, appearance and taste.

Yes,
97.9%

No,
2.1%

Total (n=376)
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15.5%
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40.0%

60.0%

80.0%

Variety Appearance Taste Others

Other factors affecting rice (paddy)
price?

(total, n=361)
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d. Factors of rice (paddy) price

In the rice value chain, “Variety” is recognized relatively important, while
“Appearance” and “Taste” are also given priority by traders, millers and exporters.
Even though those factors are important for determining the rice (paddy) price,
moisture content is recognized the most important factor by all stakeholders.
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e. Interest for KETT moisture tester

58% in total had shown interest of purchasing KETT moisture tester.
In the answer “Want but not affordable”, also answered affordable price by 28
respondents. The median of the answer was “100,000MMK”.

Want to buy
soon
13%

Want but not
affordable

45%

Enough in
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31%
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accuracy
11%

Total (n=245)
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f. Interest in the seminar

Interest in the seminar contents are shown in below figure.

Over 160 comments has been gathered as free answer and majority of those are
categorized as follows:

Should be held more seminars (70 answers)
Need the standardization of moisture measurement, institutionalization and
legislation of traceability system (8 answers)
Need KETT moisture tester more affordable (8 answers)

36.3%

29.1%

25.0%

75.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

Traceability system (DRI)

Activities by DoCA

Activities by MRF

Moisture tester and the result of the Survey

Total (n=292)
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Thank you very much
for your kind attention
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添付資料1 機材等納入結果検査調書（抜粋） 

添付資料-1 

機材等納入結果検査調書 

業務名称 ミャンマー国水分計測トレーサビリティシステムによるコメ水分管理体制構築に
関する普及・実証事業 

機材一式
の名称 

･ 高精度水分計測用恒温・高湿室 
･ 穀物水分計（玄米・精米用） 
･ 穀物水分計（籾用） 
･ Grain crushe（水分計測用コメ試料粉砕機（手動タイプ）） 
･ Moist-bath box（コメ試料作成用水分調節容器） 
･ 穀物水分計（玄米・精米用）チェッカーキット 
･ 穀物水分計（籾用）チェッカーキット 

検査詳細 
検査年月日 
／場所 

検査① 製品出荷時検査：2018 年 1 月 29 日／ 
出港地（藤原運輸株式会社・本牧物流センター） 

検査② 設置場所工事状況の確認：2017 年 12 月 15 日～2018 年 3 月 15 日／教育省研
究革新局（Department of Research and Innovation, Ministry of Education: DRI） 
内国立計量研究所（National Institute of Metrology Myanmar: NIMM）建設現場・
仮事務所 

検査③ 機材搬入の確認：2018 年 3 月 21 日／機材設置場所（NIMM） 
検査④ 現地での検品、機材組立・据付立会、機材分別の確認： 

2018 年 3 月 26 日～4 月 6 日／機材設置場所（NIMM） 
検査⑤ 団員・機材メーカーによる試運転 1： 

2018 年 3 月 26 日～4 月 6 日／機材設置場所（NIMM） 
内容 本事業では現地での動作確認を含め 4 段階の検査を行った。尚、恒温恒湿機の現地組立、

調整作業などは機材メーカーに依頼し、その他機材については全て弊社で実施した。 
検査① 自社機材：仕様通りの完成品・機能・適切な荷姿となっているか。調達機材：

発注通りの仕様・数量・機能・適切な荷姿となっているか。 
検査② 当初予定通りに機材設置に必要な工事や設備（建屋の建設、機材一時保管用

敷地、電源、空調、排水等）が準備できているか。 
検査③ 期日通り予定場所へ破損・欠品なく全機材が納入されているか。 
検査④ 検査①同様の確認。ただし、恒温・恒湿室は現地組立となる為、組立後の状態

で発注通りの仕様・機能となっているか。 
検査⑤ ①～④を経て、団員・機材メーカーによる試運転にて機能的問題が発生しな

いか。 
検査所見 検査① 製品出荷時検査：製品出荷前に、Kett 機材に関しては Kett 倉庫内、調達機材

については Kett 納入前に調達機材メーカーが検査を行い、スペック及び稼働
状況に問題がないことを確認した。また、輸出機材の数量が多かったことか
ら、保管倉庫で別途パレット等への再梱包作業が必要な機材や、荷姿の大き
な機材はメーカーから指定保管倉庫へ直送し、全ての機材が揃う保管倉庫で
千木良団員が数量・荷姿等を確認し問題ないことを確認した。 

検査② 設置場所工事の確認：上述の通り随時工事進捗を確認し、進捗に合わせて納
入・据付等全工程の日程調整を実施し、納入・据付のタイミングに合わせて設
置場所工事の完了が一致したことを確認した。 

検査③ 機材搬入の確認：船会社の仕向地変更や日程変更などが重なり、当初予定よ
りも 4 週間以上機材搬入が遅延したが、あらかじめ余裕を持ってスケジュー
ルを立てていた為、急遽機材納入案を更新し、3 月 21 日に機材設置場所へ納
入完了したことを確認した。 

 
1 当初はカウンターパートによる詳細試運転を予定していたが、上述の通り急遽納入・据付予定を変

更する必要が生じ、充分な説明時間を確保できなかったことから、今回は機材メーカー～団員への
説明・試運転を行うこととした。なお、次回 2018 年 5 月渡航に再度機材メーカー担当者を招集し、
団員・カウンターパートへの詳細説明を行うことを検討している。 
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検査④ 現地での検品、機材組立・据付立会、機材分別の確認：恒温・恒湿室は、機材
メーカー担当者（技術者）による作業（組立、周辺設備（電気配線、水回りと
の連結等）、室内の温度・湿度の動作確認、感度調整など）の実施管理を行っ
た。その他全機材 2については、吉田団員・矢部団員による検品（数量・破損
状況）、動作確認を行い、問題ないことを確認した。 

検査⑤ カウンターパート及び JICA ミャンマー事務所鈴木様、夛田様も同席の上で検
査を実施し、全ての機能が問題なく動作することを確認し、検査合格とした。
なお、NIMM建屋は検査時には仮電源だった為に供給電力量などの問題があり、
恒温・恒湿室の確認、調整作業に一部支障が生したが、DRI 担当者、電気設備
会社の協力もあり、機材の試運転までの確認を問題なく完了している。 

 
以上において、契約書、附属書その他関係書類に基づき検査を行った結果、工事の完了・確認

をしたことを確認する。 

検査者 

業務主任者： 吉田 典広 ○印  

 

 

別添資料1： 輸送業者による輸送遅延理由報告書 

別添資料2： 恒温・恒湿室及び乾燥機搬入・仮置き風景写真 

別添資料3： その他機材一式搬入・仮置き風景写真 

別添資料4： 機材組立・据付・試運転及びJICAミャンマー事務所立会い風景写真 

別添資料5： 恒温・恒湿室及び乾燥機検査合格書（設置・組立及び稼働確認完了時） 

別添資料6： 水分計（Riceter-f、PM450）動作確認・精度検査チェックシート（記入済） 

  

 
2 自社負担による調達機材も本機材等納入と同じタイミングで NIMM に納入し、調達機材メーカーの

担当者も現場に招集し試料（籾）を用いて動作確認や感度調整などを実施。合わせて、JICA 事業機
材と区分けする為に、JICA シールと異なるシール（Kett ロゴシール、現地代理店ロゴシール）を貼
付した。 
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別添資料4： 機材組立・据付・試運転及びJICAミャンマー事務所立会い風景写真 

2018年3月21日午前にカウンターパートの教育省研究局（Department of Research and Innovation: 

DRI）内・国立計量研究所（National Institute of Metrology Myanmar: NIMM）に全品納入完了し、26日

午後から恒温・恒湿室の組立を開始、27日にはその他機材の開梱・検品を行った。翌週4月4日より、

その他機材の据付・セッティングを開始し、4月6日に全機材の稼働確認・試運転を実施した。 

機材数量・状態、試運転状況共に問題なく、予定通り作業を終了した。 

  
① 恒温・恒湿室組立風景（1） ② 恒温・恒湿室組立風景（2） 

  
③ 恒温・恒湿室（完成後（側面）） ④ 恒温・恒湿室（完成後（正面）） 

 

 
⑤ 恒温・恒湿室（操作盤） ⑥ 穀物水分計（Riceter-f） 
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⑦ 穀物水分計（PM450） ⑧ 乾燥機 

  

⑨ ステンレスバット・コメ試料水分計測用 
秤量缶（上）、コメ試料作成用水分調節 
容器（下） 

⑩ デジタル温度計 

  
⑪ 水分計測用コメ試料粉砕機（手動タイプ） ⑫ 水分計測用コメ試料粉砕機（自動タイプ） 

  

⑬ コメ試料重量計測用電子天秤（1） ⑭ コメ試料重量計測用電子天秤（2） 
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⑮ ポリエチレン袋 ⑯ 長粒種用・短粒種用ふるい 

 
 

⑰ 短粒種用籾摺り機 ⑱ 短粒種用精米機 

  
⑲ 穀物水分計（玄米・精米用） 

チェッカーキット 
⑳ 穀物水分計（籾用） 

チェッカーキット 

 
 

㉑ JICA 立会い検査時説明風景（1） ㉒ JICA 立会い検査時説明風景（2） 

 

※別添資料 1、2、3、5、6 は省略。 
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添付資料2 技術指導用資料（抜粋） 

(1) Air oven methods ISO-712 (forth edition 2009) 
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(2) Moisture Adjustment 
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A
-17 

 

 
  



 

 

A
-18 

 

 



 

A-19 

添付資料3 本邦受入活動完了報告書 

別添 

本邦受入活動完了報告書 

2018年3月30日 

業務主任者：吉田 典広 

ミャンマー国 

水分計測トレーサビリティシステムによるコメ水分管理体制構築に関する普及・実証事業 

株式会社ケツト科学研究所 

1. 報告内容 

(1) 受入活動の概要 

1) 概要（目標、項目（具体的な活動内容）） 

本受入活動は、本事業においてミャンマーで実施を予定している技術研修会におい

て、研修会及び事業後のトレーサビリティシステム運用の中心となる対象者を予め日本

に招聘し、先行して技術研修を受けることにより、現地技術研修会のより効果的・効率

的な実施やミャンマー側関係者によるトレーサビリティシステムの必要性・重要性啓蒙

を一層進めることを目的として実施した。具体的な活動内容は下記の通り。 

① トレーサビリティシステム概論・国際法定計量概論・他国トレーサビリティ事例等講義、

Kett製水分計の詳細仕様・計測原理に係る講義 

実習を行う上で基礎となる、コメ水分計測トレーサビリティの概論、コメ水分を含む

計測トレーサビリティ全体に関する国際法定計量の歴史・現状についての概論、ミャン

マー国でベンチマーク的存在となるタイを含む他国のコメ水分計測トレーサビリティ

システム概要、Kett製水分計の詳細仕様・計測原理（電気抵抗式、高周波容量式）に係

る講義を行った。 

② 国際勧告・国際基準乾燥法によるコメ水分計測方法実習 

これまで概要のみ伝えていたISO-712、ISO-7700に基づく国際基準コメ水分計測方法につ

いて、2003年から各国トレーサビリティシステム構築に技術面の中心人物として携わって

きた矢部団員を講師に、計測全行程について実技研修を行った。本事業で導入予定の、恒

温・恒湿室（Kettは自社建築）を含む全機材を用いて実際に実習を行うことにより、計測方

法はもとより貸与機材をどのように使用するかのイメージも明確に持つことができた。 

③ 収集計測データのまとめ方法・分析方法の実習 

②で計測したデータについて、各データのまとめ方、データの解釈方法や評価方法に

関して、Kettが独自に作成し東南アジア諸国で運用しているシートを用いて実習を行っ
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た。許容範囲誤差内に該当しているかどうか、準備方法が誤っていた為にデータが最初

から使えなかった事例も踏まえながら実際的な作業を行った。 

④ 比較参照基準籾・コメ試料の作成方法・管理方法実習 

トレーサビリティ体制において極めて重要となる、比較参照基準籾・コメ試料の作成

方法・管理方法の実習を行った。②と同じく、これまで概要のみ説明していた作業を実

際に実技にて経験することで、具体的な作業工程や工数、貸与機材の使用方法を理解す

ることができた。 

⑤ 現地技術研修会準備に係る協議、本邦受入活動まとめ 

上記活動で得た知見のまとめを踏まえ、5月にミャンマーで実施する同内容の技術研

修会の事前準備に係る協議を行った。 

2) 受入期間  

2018年2月19日（月）～2018年2月24日（土）：6日間 

3) 参加者リスト 

No. 所属 役職 
1. 教育省（旧科学技術省）研究革新局 国家基準品質部（National 

Standards and Quality Department, Department of Research and 
Innovation (DRI), Ministry of Education） 

部長 
（Director） 

2. 教育省（旧科学技術省）研究革新局 国家基準品質部（National 
Standards and Quality Department, Department of Research and 
Innovation (DRI), Ministry of Education） 

上級計量官 
（ Senior Metrology 
Officer） 

3. 商務省消費者局（Department of Consumer Affairs (DOCA), 
Ministry of Commerce） 

部長 
（Director） 

4. 商務省消費者局（Department of Consumer Affairs (DOCA), 
Ministry of Commerce） 

副部長 
（Assistant Director） 

5. 商務省消費者局（Department of Consumer Affairs (DOCA), 
Ministry of Commerce） 

監督職員 
（superintendent） 

6. 商務省消費者局（Department of Consumer Affairs (DOCA), 
Ministry of Commerce） 

監督職員 
（superintendent） 

※ その他、自社負担にて Kett 現地代理店代表、同 Director、日本語～ミャンマー語通訳も全
日程において参加した。 

 
4) カリキュラム、日程表  

添付資料1「受入詳細計画表（実績版）」を参照のこと。 

(2) 受注者による所見 

1) 本邦受入活動の結果・課題（目標の達成状況、成果、改善点等）  

当初日程通り活動を行い、上記知見を蓄積することで本邦受入活動の当初目標を達成

することができた。また、Kettが独自に作成した計測シートに全項目を入力し、矢部団

員による添削・追加指導を行うことで、本活動の成果とした。水分計測トレーサビリテ
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ィシステムを完全に理解するには今回の日程のみでは日数が足りなかったが、Kett・ミ

ャンマー側双方のスケジュール上1週間以上の期間は確保できなかったことや、次項に

も記載するように5月のNational Institute of Metrology Myanmar（NIMM）での技術研修会

で充分な期間を準備することは本活動以前より検討・想定していた為、実際に実習を行

う形で理解を深めるという当初目標の達成に支障はない。 

また、本活動には現地業務で依頼している通訳も帯同させ、全日程において日本語～

ミャンマー語で研修を行うことにより、矢部団員等講師側・招聘者側の双方の理解を非

常にスムーズかつ正確に進めることができた。 

その他、本邦受入活動全体を通じて参加者との信頼関係をより強固に構築できたこと

は、本事業中に限らずKettが中～長期的な視野でミャンマー展開を行っていくにあたり、

非常に重要な成果であったと認識している。 

2) 参加者の意欲・受講態度、理解度  

参加者は皆、今後のコメ水分計測トレーサビリティシステムの運用における中心人物

であり、国際基準・標準の発展を目的とするアジア太平洋法定計量フォーラム（Asia 

Pacific Legal Metrology Forum: APLMF）で行われる研修3で学ぶことはできるが、Kettで

直接かつ少人数で学べる機会はC/Pにとっても極めて貴重な経験であることから、参加

者は終日熱心に質問・議論を行っていた。その他、国家基準施設の運用を管轄する

Department of Research and Innovation（DRI）、準基準施設の運用及び実際の水分計検定業

務を管轄するDepartment of Consumer Affair（DOCA）の両C/Pが同時に研修を受けること

で、理解度・習熟度のずれを防止することができた。これは、今後ミャンマーで研修を

行っていく上でも、研修理解度の齟齬を防ぐ意味で重要だったと考えている。 

3) 本邦受入活動の成果を生かした今後の活動計画 

本事業では今後、DRI敷地内に建設中（2018年3月竣工・7～8月頃開始）のミャンマー

国立計量研究所（National Institute of Metrology Myanmar: NIMM）に供与機材を据付後、

本年5月に本邦受入活動と同様の内容となる技術研修会の実施を予定している。本邦受

入活動参加者も再度参加する予定だが、Kettは既に参加者の理解度・習熟度を把握して

いる為、より効率的・効果的な研修を実施することができると考えている。 

その後、7月、9月にも研修を予定しているが、7月の研修では一部でC/Pが講師役を務

めるように移転していき、9月の研修時には基本的に全てC/Pが講師となれるようにする

予定である。 

4) その他特記事項 

本邦受入活動終了後、DOCAが報告書を作成し、商業大臣へ直接活動報告を行った。 

以上 

 
3 Kett 吉田や矢部も本研修の講師を度々担当している。 



 

 

A
-22 

2. 添付資料  

(1) 受入詳細計画表（実績版）  

本邦受入活動詳細計画表（実績版） 

日付：2018/3/30 
案件名： ミャンマー国水分計測トレーサビリティシステムによるコメ水分管理体制構築に関する普及・実証事業 
受入期間： 2018 年 2 月 19 日～2018 年 2 月 24 日（6 日間） 
人数： 6 名（自社負担で更に 3 名参加）          
本邦受入活動目的： 本事業で実施するトレーサビリティシステム構築の為の技術研修会について、現地で実施する前に同様の研修を C/P 技術コアメンバーに対して行うことで、研修内容の

理解度を事前に高め、より効果的・効率的な現地技術研修会とする為。 

本邦受入活動における 
研修項目： 

① 水分計測トレーサビリティシステム概論、国際法定計量概論座学 
② 国際精度水分計測方法の実技研修 
③ 水分計精度相互確認用の比較参照用コメ試料の作成方法実技研修 

 
日付 時刻 活動内容/移動 講師または研修先担当者 

講師使用言語 活動場所 宿泊先 
氏名 所属先/職位 連絡先 

2/18  
（日） ― 出発（NH814:22:10～6:45（日本時間）） ― ― ― ― ― ― 

2/19
（月） 

10:00～12:00 本邦受入活動オリエンテーション 吉田 典広 （株）ケツト科学研究所 
海外営業部 部門長 03-3776-1111 日本語 

（緬語通訳） 
Kett 

社内会議室 
東京イン 
（馬込） 13:30～14:45 穀物水分測定規格概論 高橋 力也 （株）ケツト科学研究所 

技術部 基礎研究担当 同上 同上 同上 

15:00～16:30 穀物水分計測トレーサビリティシステム・国際基準
等概論国際穀物水分計測規格に関する講義 松本 毅 産業技術総合研究所 

計量標準普及センター総括主幹 029-861-4016 同上 同上 

2/20 
（火） 

9:30～17:00 国際基準（ISO-712）水分計測実習、比較計測実習、 
計測データ収集（継続） 矢部 美保子 （株）ケツト科学研究所 

技術部 基礎研究担当 同上 同上 Kett 研究所 
同上 

15:00～17:00 JICA 来訪・試験室及び研修風景視察 吉田 典広 （株）ケツト科学研究所 
海外営業部 部門長 同上 同上 Kett 

社内会議室 

2/21 
（水） 

9:30～12:00 日本基準（105 度法）水分計測実習 同上 同上 同上 同上 Kett 研究所 

同上 13:30～14:30 比較参照基準籾・コメ試料作成方法に関する講義 矢部 美保子 （株）ケツト科学研究所 
技術部 基礎研究担当 同上 同上 Kett 

社内会議室 
14:30-17:30 比較参照基準籾・コメ試料計測、検定実習 同上 同上 同上 同上 同上 

2/22 
（木） 

9:30～12:00 前日までの計測データ取りまとめ・比較実習 同上 同上 同上 同上 同上 

同上 13:30～17:00 計測データ比較結果発表、結果に対する協議 吉田 典広 
矢部 美保子 

（株）ケツト科学研究所 
海外営業部 部門長 
（株）ケツト科学研究所 
技術部 基礎研究担当 

同上 同上 同上 

2/23 
（金） 

9:30～12:00 全研修結果に対するフィードバック 吉田 典広 
ほか全団員 

（株）ケツト科学研究所 
海外営業部 部門長 同上 同上 同上 

同上 13:30～
16 :30 

Wrap Up ミーティング 
研修結果を踏まえた、5 月の現地技術研修会に向けた
諸準備協議・確認 

吉田 典広 
ほか全団員 同上 同上 同上 同上 

2/24 
（土） 7:00～11:00 帰国（NH813：11:00～16:30（現地時間）） 西崎 紘史 

吉田 典広 

（株）日本開発サービス 
調査部 研究員 
（株）ケツト科学研究所 
海外営業部 部門長 

090-3512-4079 
（西崎携帯）
080-1283-4968 
（吉田携帯） 

― ― ― 
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(2) 本邦受入活動写真  

  
矢部団員による 

計測データ管理・分析方法講義 
（2018 年 2 月 19 日） 

高橋団員による 
穀物水分測定規格概論講義 

（2018 年 2 月 20 日） 

  
ISO 基準コメ水分測定方法研修 

（2018 年 2 月 20 日） 
比較参照基準籾・コメ試料を用いた 

水分計精度検定研修（2018 年 2 月 22 日） 

  
吉田団員による設置予定機材の説明 

（2018 年 2 月 22 日） 
JICA 来訪表敬 

（2018 年 2 月 22 日） 
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添付資料4 技術研修会詳細スケジュール（第1回～第4回） 

(1) 第1回（2018年5月28日～6月1日）・第2回（2018年7月16日～20日）（※第2回は同スケジュールの為割愛） 

Training -2 NIMM (T2-NIMM)) on Traceability in Rice Moisture Measurement program 

1st: 28 May - 1 June, 2018/ 2nd: 16 July - 20 July, 2018 at NIMM (Yangon) in Myanmar 

Date Time Description Organizer or Key persons etc. 

Day 1 
 

28th, May 
(Mon) 

 
16th., July 

(Mon) 

9:15-9:45 Opening ceremony (DRI, NIMM, DOCA, CTQM, Kett, JDS) / Group photo NIMM 
9:45-10:15 Coffee / tea break NIMM 
10:15-10:35 MOE (DRI/NIMM) report by NIMM (Organization, Duties, future plans etc.) NIMM 
10:35-10:55 MOC (DOCA/CTQM) report by DOCA (Organization, Duties, future plans etc.) DOCA 
10:55-11:15 Introduction of JDS company profile and JICA project JDS 
11:15-11:30 Introduction of Kett company profile etc. Kett / Mr. Nori YOSHIDA 
11:30-12:00 Outline of T2-NIMM  Kett / Mr. Nori YOSHIDA 
12:00-13:00 Lunch  
13:00-13:40 Lecture-1: ISO-712 Kett / Ms. Mihoko YABE 
13:40-14:10 Lecture-2: Principal of Grain Moisture Testers (GMTs) Kett / Mr. Nori YOSHIDA 
14:10-14:30 Practice-1: Operation of GMTs (Rf-512 /14 units, PM-4514 / 14 units) Participants with Kett / PA / Ngek 
14:30-15:10 Lecture-2: Making reference sample Kett / Ms. Mihoko YABE 
15:10-15:30 Coffee / tea break  
15:30-16:15 Practice-2: Operation of machines & tools to make reference sample Participants with Kett / PA / Ngek 

Cleaner (model B-1), Husker (model P-1 & FC-2K),  Participants with Kett / PA / Ngek 
Polisher (model S-1 & VP-32T), Broken rice separator (model I-1L), Sieve set, sample rotator (model B-299) Participants with Kett / PA / Ngek 

16:15-17:15 Practice-3: Making reference sample with real sample (Myanmar paddy and milled rice) Participants 

Day 2 
 

29th, May 
(Tue) 

 
17th., July 

(Tue) 

9:00-9:15 Preview lecture & demonstration ISO-712 Kett / Ms. Mihoko YABE 
9:15-11:00 Practice-4-1: ISO-712 (20 sample with 40 cans will be measured by each Gr. 

All Participants 

Total 40 samples will be measured (Gr-A: 20 samples / Gr-B: 20 samples) 
* Short milled rice: Japan (30) + Myanmar (1), total 31 samples 
* Short paddy: Myanmar (6), total 6 samples 
* Long paddy: Myanmar (3), total 3 samples 
* Pre-conditioning (high moisture sample) ⇒Weighing, pre-drying, pre-conditioning cool down (approx. 30 min.) 
* Grinding, Weighing, Record all data. Oven should be started at 11:00. (Gr-A & B at the same time) 

11:00-11:20 Coffee / tea break  
11:20-11:35 Lecture-3: Inspection procedure of GMT Kett / Mr. Nori YOSHIDA 
11:35-11:55 Practice-5: Operation of inspection of GMTs and pre-practice GMT operation Kett / PA / Ngek 
11:55-12:15 Explanation of measuring procedure of Primary & Working (secondary) standard unit on this training Kett / Mr. Nori YOSHIDA 
12:15-12:55 Lunch  
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Date Time Description Organizer or Key persons etc. 
13:00-13:10 Practice-4-2: ISO-712, continue 

All Participants 

* Cooling down: input sample cans in desiccator (keep them inside approx. 30 mins) 
13:10-13:30 Practice-6-1: Primary standard unit (6 units Rf-512 & 6 units PM-4514) 

* Each model / pair (two persons) 
* Short milled rice: Japan (30) + Myanmar (1), total 31 samples x 5 times 
* Record all of data on paper form and input them on PC 

13:30-14:30 Practice-4-3: ISO-712, continue 
* Take out sample cans from desiccator 
* Measure the weight of all of sample cans and record all data on paper form 
* Input all data on PC and calculate the moisture result of dry oven 

14:30-14:50 Coffee / tea break 
14:50-17:30 Practice-6-2: Primary standard unit (6 units Rf-512 & 6 units PM-4514), continue 

* Each model / pair (two persons) 
* Short milled rice: Japan (30) + Myanmar (1), total 31 samples x 5 times 
* Record all of data on paper form and input them on PC 

Day 3 
 

30th, May 
(Wed) 

 
18th., July 

(Wed) 

9:00-10:30 Practice-5-1: ISO-712 / Additional samples and failed sample on 29 May again 

All Participants 

Total 13 or more samples (XX) will be measured (Gr-A: XX samples / Gr-B: XX samples) 
* Long milled rice: Thai (10) + Myanmar (3), total 13 samples 
* Failed samples: XX samples 
* Pre-conditioning (high moisture sample) ⇒Weighing, pre-drying, pre-conditioning cool down (approx. 30 min.) 
* Grinding, Weighing, Record all data. Oven should be started at 10:30. (Gr-A & B at the same time) 

10:30-10:50 Coffee / tea break  
10:50-11:45 Practice-6-3: Primary standard unit (6 units Rf-512 & 6 units PM-4514), continue 

Participants 

* Each model / pair (two persons) 
* Long milled rice: Thai (10) + Myanmar (3), total 13 samples x 5 times 
* Failed samples on 29 May: XX samples x 5 times 

11:45-12:25 Lunch 
12:30-12:45 Practice-5-2: ISO-712 / Additional samples and failed sample on 29 May again, continue 

* Cooling down: input sample cans in desiccator (keep them inside approx. 30 mins) 12:30-13:00 
12:45-13:15 Practice-6-4: Primary standard unit (6 units Rf-512 & 6 units PM-4514), continue 

* Each model / pair (two persons) 
* Long milled rice: Thai (10) + Myanmar (3), total 13 samples x 5 times 
* Failed samples on 29 May: XX samples x 5 times 

13:15-14:15 Practice-5-3: ISO-712 / Additional samples and failed sample on 29 May again, continue 

 
* Take out sample cans from desiccator 
* Measure the weight of all of sample cans with recording all data on paper form 
* Input all data on PC and calculate the moisture result of dry oven 

14:15-14:35 Coffee / tea break 
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Date Time Description Organizer or Key persons etc. 

 

14:35-15:30 Practice-6-5: Primary standard unit (6 units Rf-512 & 6 units PM-4514), continue 
* Each model / pair (two persons) 
* Short paddy: Myanmar (6), total 6 samples x 5 times, if possible 
* Long paddy: Myanmar (3), total 3 samples x 5 times, if possible 

15:30-17:30 Practice-7-1: Verification-1: Working standard unit (6 units Rf-512 & 6 units PM-4514) 
* Each model / pair (two persons) 
* One primary standard unit (PS) vs 6 units Working (secondary) standard unit (WS) each Gr. 
* Short milled rice: Selected 5 samples from Japan (30) + Myanmar (1), 5 samples x 5 times 
* Long milled rice: Selected 5 samples from Thai (10) + Myanmar (3), 5 samples x 5 times 
* Record all of data on paper form and input them on PC 

Day 4 
 

31st, May 
(Thu) 

 
19th., July 

(Thu) 

9:00-10:00 Practice-7-2: Verification-1: Working standard unit (6 units Rf-512 & 6 units PM-4514), continue 

All Participants 

* Each model / pair (two persons) 
* One primary standard unit (PS) vs 6 units Working (secondary) standard unit (WS) each Gr. 
* Short milled rice: Selected 5 samples from Japan (30) + Myanmar (1), (5 samples x 5 times) 
* Long milled rice: Selected 5 samples from Thai (10) + Myanmar (3), (5 samples x 5 times) 
* Record all of data on paper form and input them on PC 

10:00-10:45 Practice-8-1: Verification-2: User(in-service) unit (6 units Rf-512 & 6 units PM-4514) 
* Each model / pair (two persons) 
* One primary standard unit (PS) vs 6 units Working (secondary) standard unit (WS) each Gr. 
* Short milled rice: Selected 3 samples from selected 5 samples for WS, 3 samples x 3 times 
* Long milled rice: Selected 3 samples from Thai (10) + Myanmar (3), 5 samples x 5 times 
* Record all of data on paper form and input them on PC 

10:45-11:05 Coffee / tea break  
11:05-11:30 Explanation of summarizing all of data (Dry oven, PS, PS vs WS, WS vs In-service) Ms. YABE 
11:30-12:00 Practice-9: Summarizing and evaluating all of results (Dry oven, PS, WS) on PC All Participants 
12:00-13:00 Lunch  
13:00-13:30 Report the result by each Group. 

All Participants 

13:30-14:30 Discussions, previews and summarize T2-NIMM 
1) Operations of equipment (Dry oven, GMTs etc.) and machines (cleaner, husker, polisher, sieves, 

separator etc.) 
2) Reference sample selection and collection (location, kinds, varieties, date etc.) 
3) Making reference sample 
4) If possible, measure the moisture content of making samples during T2-NIMM by Myanmar team? 
etc. 

14:30-14:50 Coffee / tea break 
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Date Time Description Organizer or Key persons etc. 

 

14:50-16:30 Pre-confirmation of the next Training-3 at NIMM (T3-NIMM) 
1) JICA official opening ceremony 

* Who is attending from MOE, MOC, MRF and others? 
2) Schedule (16 - 20 July) / Pre-training with us during 12-13 July 

* Pre-training (12-13 July): Making reference samples? WIC (chamber) operation? for NIMM and CTQM 
* Main participants should be DOCA local staff? (Pyay, NPT, Mandalay etc.?) 
* Some of MRF members should be joining as of observer? 
* Trainers should experts of Myanmar team and assistances (semi-experts) 

3) Myanmar team has to make reference sample (30) until the next training (T3-NIMM) 
* Short milled rice: 30 samples 
* Long milled rice: 30 samples 
* Short paddy: 30 samples 
* Long paddy: 30 samples 
* Making the schedule of sample collection and confirm who will do at NIMM 

Day 5 
 

1st, Jun 
(Fri) 

 
20th., July 

(Fri) 

7:15-8:30 All of participants and trainers join at Yangon Rice Commodity Market (YRCM)  

All Participants 

8:30-10:00 Study tour at YRCM and Myanmar Rice Traders Association (MRTA) (confirming) 
10:00-11:00 Moving to rice milling factory 
11:00-12:00 Visiting rice milling factory 
14:30-16:30 Confirmation of Pilot Activity 

* Period: the middle of June to the end of August 
* Place: Paunde and Watlet, Yangon 
* Cooperation from MRF: Coordinator, Researchers  
* Whether DOCA local staffs can join our schedule and plan 
* Whether NIMM and DOCA (CTQM) can join with the Activity 
* Japan team will join one or two times on this activity. 
* Whether we can hold workshops all of members at each place 
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(2) 第3回（2018年9月19日～21日） 

Seminar on Traceability in Rice Moisture Measurement Program 

19 September - 21 September, 2018 at CTQM 

Date Time Description 

Day 1 
19th, 
Sept. 

(Wed) 

10:00- 10:50 Opening Session 
11:00- 11:50 Indroduction of Kett Electric Laboratory (Kett) 
11:50~13:00 Lunch 
13:00- 13:50 GMT Traceability System (NIMM) 
14:00- 14:50 GMT Traceability System (CTQM) 
15:00- 15:50 Laboratory Orientation (CTQM) 

Day 2 
20th, 
Sept. 
(Thu) 

10:00- 10:50 ISO-712 Drying Oven Method (CTQM) 
11:00- 11:50 Demonstration of oven dry method and all of facility (CTQM) 
11:50~13:00 Lunch 
13:00- 13:50 Demonstration of oven dry method and all of facility (CTQM) 
14:00- 15:50 Practice of GMT (Rf-512 & PM-450) operation & inspection (CTQM) 

Day 3 
21th, 
Sept. 
(Fri) 

10:00- 10:50 Closing Session 
11:00- 11:50 Meeting for Project Implementation (Kett, NIMM, DOCA) 
11:50~13:00 Lunch 
13:00- 15:50 Study Tour to NIMM 

 
(3) 第4回（2019年6月26日～28日） 

Training -5 on Traceability in Rice Moisture Measurement Program 

26 June - 28 June, 2019 at NIMM and CTQM 

Date Venue Time Description Organizer of  
Key persons etc. 

Day 1 
26th, June 

(Wed) 

NIMM 
(Yangon) 

9:30-12:00 

Q&A style training for practical procedures 
of particular works, discussion on traceability 
system work flow in Myanmar situation, 
better way for collecting paddy samples etc.  

Ms. Mihoko YABE 
Ms. Ayano N/AKAZATO 
(Kett) 

12:00-13:00 Lunch  

13:00-16:00 

Q&A style training for practical procedures 
of particular works, discussion on traceability 
system work flow in Myanmar situation, 
better way for collecting paddy samples etc.  

Ms. Mihoko YABE 
Ms. Ayano N/AKAZATO 
(Kett) 

Day 2 
27th, June 

(Thu) 

CTQM 
(Hlegu) 

10:00-12:30 

Q&A style training for practical procedures 
of particular works, discussion on traceability 
system work flow in Myanmar situation, 
better way for collecting paddy samples etc.  

Ms. Mihoko YABE 
Ms. Ayano N/AKAZATO 
(Kett) 

12:30-13:30 Lunch  

13:30-16:00 

Q&A style training for practical procedures 
of particular works, discussion on traceability 
system work flow in Myanmar situation, 
better way for collecting paddy samples etc.  

Ms. Mihoko YABE 
Ms. Ayano N/AKAZATO 
(Kett) 

Day 3 
28th, June  

(Fri) 

NIMM 
(Yangon) 9:30-13:00 

Wrap-up meeting on; 
Sharing each participants' Q&A results, 
discussing on better operation for 
traceability system by DRI and DOCA 
together based on training results, etc. 

Mr. Norihiro YOSHIDA 
Ms. Mihoko YABE 
Ms. Ayano N/AKAZATO 
(Kett) 
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添付資料5 DRI・DOCA共同作成による国家基準水分計測ガイドライン（最終案） 

「企業機密情報につき非公表」 
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添付資料6 第2回技術研修会実施時筆記試験問題用紙 

20 July, 2018 

Evaluation test 
for training of the grain moisture tester traceability system 

 

Name: __________________________  Organization: _______________________________  

1. Which measurement method is used as the national standard of grain moisture measurement in many 

countries? Check one from followings. 

A: Oven method 

B: Chemical method 

C: Distillation method 

D: Kett moisture meter 

2. List three from subject grains of ISO-712. 

 

 

 

 

3. In the ISO-712, which range of moisture is allowed to crush the sample?  

 

 

 

 

4. 5.000g of crushing sample became to 4.000g after drying for 2 hours on 130°C oven, how much 

moisture content was contained on this sample? 

 

 

 

 

5. When collecting the reference samples, what should be careful about? Check one that is correct from 

followings.  

A: If representative varieties are covered enough, doesn’t need to care diversity of area. 

B: If representative area covered enough, doesn’t need to care diversity of area. 

C: It have to be covered representative varieties and representative area both. 

D: Doesn’t need to care the variety and area. 
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6. There is a paddy sample which was 20.0%MC measured by a moisture meter, and it was 700grams 

measured by a scale. When making 17.0%MC sample from this paddy, how much is the target weight? 

(Until one decimal place, less should be rounded following.) 

 

 

 

 

7. Which is the best way for storage the reference samples? Check one from followings. 

A: At the room temperature 

B: In the walk-in chamber 

C: In the refrigerator 

D: In the freezer 

8. In the moisture adjustment of reference samples, the way by drying from high moisture sample is better 

than the way by absorption moisture from low moisture sample. Why is that? Check all that is correct. 

A: Processing is fast. 

B: The way absorption is prohibited by OIML R59. 

C: Moist bath has limit of processing capacity. 

D: Similar to natural condition of object which is distributed on the market. 

9. The reference samples can not be used to measure by the primary standard moisture meter immediately 

after adjusting the moisture content. Why is that? 

 

 

 

 

10. If making a 15%MC reference sample from 13%MC sample, how much percentage until should be 

increased moisture content at first?  

 

 

 

 

11. Why the Kett traceability system has recommend the “meter to meter” verification? Check all that is correct.  

A: Oven can not move to the site. 

B: “Oven to meter” needs a lot of human resource. 

C: The education to operator of “meter to meter” is easier than “oven to meter”. 

D: “Meter to meter” is recommended by OIML R59. 
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12. In Kett trackability system, how much samples should be prepared for the verification of the secondary 

standard moisture meters? Check one form followings. 

A: 100 

B: 30 

C: 5 

D: 1 

13. OIML recommendation R59 shows the MPE (Maximum Permissible Error) for verify the grain moisture 

meter, are the all verification results must be in within the range of MPE? Please answer by yes or no. 

 

 

 

 

14. Which is the best situation for get a moisture content to convince between a buyer and a seller each 

other. Check one from the followings. 

A: Seller has a moisture meter 

B: Buyer has a moisture meter 

C: Both parties have a moisture meter each 

D: Both parties have a certified moisture meter each 

15. In rice domestic trading, which measurement unit do you think should be use for making the fair trade? 

Check one from followings. 

A: Volume 

B: Weight 

C: Volume and Moisture 

D: Weight and Moisture 
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添付資料7 ベースライン調査アンケート 

（農家、籾取引業者、精米業者、コメ取引業者、輸出業者、検査業者） 

(1) 農家 

17th Jan, 2018 

Kett Electric Laboratory/Japan Development Service Co., Ltd. 

JICA-Kett Verification Survey 

Questionnaire for Baseline Survey (for Farmers) 

Data collection Site Paunde Watlet 
Survey Date and Type of questionnaire Date: 

Baseline survey■  
Pilot activity□ 

Name and Type of respondent  Name: 
 

Q1. What variety of paddy/rice do you 
produce? 

 

Q2. How many paddies do you produce per 
year? (** bags. Etc.)  

 

Q3. To whom you usually you’re your 
paddy? (3 millers and 1 trader, etc.)  

 

Q4. How many acres of farm you 
have/cultivate? 

 

Q5. What is your cultivation style in one 
year? 
(monsoon paddy + summer paddy, 
paddy + beans, etc.) 

 

Q6. Regarding moisture content control, 
what do you know about it? 

 

Q7. If your think moisture content control 
is important, why do you think so? 

 

Q8. How do you usually confirm moisture 
content? 

 

Q9. Do you have paddy/rice moisture 
tester? If you have, what moisture 
tester do you use? 

Yes. □   
⇒Name of tester : 
No 

Q10. (for “Yes” in Q7) 
When and how often do you use 
moisture tester? 

 
 

Q11. What kind of problems regarding 
moisture content have you experienced?  
As a result, what did happen to you? 

 

Q12. What problem will be happened when 
the moisture content doesn’t match 
between sellers and buyers/inspectors? 

 

Q13. How is the price of the paddy/rice 
decided? How moisture content affects 
the price? 

 

 
Interviewed by  
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(2) 籾取引業者 

17th Jan, 2018 

Kett Electric Laboratory/Japan Development Service Co., Ltd. 

JICA-Kett Verification Survey 

Questionnaire for Baseline Survey (for Traders (Paddy)) 

Data collection Site Paunde Watlet 
Survey Date and Type of questionnaire Date: 

Baseline survey■  
Pilot activity□ 

Name   
Q1. What variety of paddy/rice do you deal 

with? 
 

Q2. How many paddies do you deal with 
per day/month/year? 

 

Q3. Usually how long do you store paddy 
in your warehouse? How do you store 
them? 

 

Q4. Regarding moisture content control, 
what do you know about it? 

 

Q5. Why do you think moisture content 
control is important/ not important? 

 

Q6. How do you usually confirm moisture 
content? 

 

Q7. Do you have paddy moisture tester? If 
you have, what moisture tester do you 
use? 

Yes. □   
⇒Name of tester : 
No 

Q8. (for “Yes” in Q6) 
When and how often do you use 
moisture tester? 

 
 

Q9. What kind of problems regarding 
moisture content have you experienced?  
As a result, what did happen to you? 

 

Q10. What problem will be happened when 
the moisture content doesn’t match 
between sellers and buyers? 

 

Q11. How is the price of the paddy decided? 
How moisture content affects the price? 

 

 
Interviewed by  
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(3) 精米業者 

17th Jan, 2018 

Kett Electric Laboratory/Japan Development Service Co., Ltd. 

JICA-Kett Verification Survey 

Questionnaire for Baseline Survey (for Millers) 

Data collection Site Paunde Watlet 
Survey Date and Type of questionnaire Date: 

Baseline survey■  
Pilot activity□ 

Name   
Q1. What variety of paddy/rice do you deal 

with? 
 

Q2. How many paddy do you deal with per 
day/month/year? 

 

Q3. Usually how long do you store paddy 
in your warehouse? How do you store 
them? 

 

Q4. How many paddies do you usually mill 
per day? 

 

Q5. What milling machine do you have? 
(satake, etc.), 

 

Q6. Regarding moisture content control, 
what do you know about it? 

 

Q7. Why do you think moisture content 
control is important/ not important? 

 

Q8. How do you usually confirm moisture 
content? 

 

Q9. Do you have paddy/rice moisture 
tester? If you have, what moisture 
tester do you use? 

Yes. □   
⇒Name of tester : 
No 

Q10. (for “Yes” in Q6) 
When and how often do you use 
moisture tester? 

 
 

Q11. How many broken rice will be made 
when you mill paddy? (roughly) 

 

Q12. What kind of problems regarding 
moisture content have you experienced?  

As a result, what did happen to you? 

 

Q13. What problem will be happened when 
the moisture content doesn’t match 
between sellers and buyers/inspectors? 

 

Q14. How is the price of the paddy/rice 
decided? How moisture content affects 
the price? 

 

 
Interviewed by  
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(4) コメ取引業者 

17th Jan, 2018 

Kett Electric Laboratory/Japan Development Service Co., Ltd. 

JICA-Kett Verification Survey 

Questionnaire for Baseline Survey (for Traders (Milled Rice)) 

Data collection Site Paunde Watlet 
Survey Date and Type of questionnaire Date: 

Baseline survey■  
Pilot activity□ 

Name  Name: 
Q1. What variety of rice do you deal with?  
Q2. How many milled rice do you deal 

with per day/month/year? 
 

Q3. Usually how long do you store milled 
rice in your warehouse? How do you 
store them? 

 

Q4. Regarding moisture content control, 
what do you know about it? 

 

Q5. Why do you think moisture content 
control is important/ not important? 

 

Q6. How do you usually confirm moisture 
content? 

 

Q7. Do you have milled rice moisture 
tester? If you have, what moisture 
tester do you use? 

Yes. □   
⇒Name of tester : 
No 

Q8. (for “Yes” in Q6) 
When and how often do you use 
moisture tester? 

 
 

Q9. What kind of problems regarding 
moisture content have you experienced?  
As a result, what did happen to you? 

 

Q10. What problem will be happened when 
the moisture content doesn’t match 
between sellers and buyers? 

 

Q11. How is the price of the milled rice 
decided? How moisture content affects 
the price? 

 

 
Interviewed by  
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(5) 輸出業者 

25th Jan, 2018 

Kett Electric Laboratory/Japan Development Service Co., Ltd. 

JICA-Kett Verification Survey 

Questionnaire for Baseline Survey (for Exporters) 

Survey Date and Type of questionnaire Date:  
Baseline survey■ 
Pilot activity□ 

Name   
Q1. How much white rice do you usually 

deal with per year? 
 

Q2. What is your dealing major rice 
variety? 

 

Q3. Which countries do you export the 
most? (please fill in top 3 countries) 

1. 
2. 
3. 

Q4. How will exported rice be used? (for 
eat, for feed, etc.) 

 

Q5. Please let us know details of moisture 
testers you have. 

Name and model of moisture testers: 
 
Number of above each testers: 
 

Q6. which inspection company do you 
usually use? 

 

Q7. From which region/state do you 
usually buy white rice? 

 

Q8. How many times do you usually 
request moisture content measuring to 
inspection companies per year? 

 

Q9. How many times do importing countries 
reject your exported rice because of 
moisture content problem per year? 

 

Q10. Regarding rejection problem, how do 
you deal with/solve it? 

 

 
Interviewed by  
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(6) 検査業者 

25th Jan, 2018 

Kett Electric Laboratory/Japan Development Service Co., Ltd. 

JICA-Kett Verification Survey 

Questionnaire for Baseline Survey (for Inspectors) 

Survey Date and Type of questionnaire Date:  
Baseline survey■  
Pilot activity□ 

Name  
Q1. How many inspections about rice 

moisture content do you deal with per 
year? 

 

Q2. Please let us know details of moisture 
testers you have. 

Name and model of moisture testers: 
 
Number of above each testers: 
 

Q3. Do you have dry oven for measuring 
moisture content? If yes, please let us 
know details. 

Total number of dry oven: 
Manufacturer: 
Year of manufacture: 
Name and model: 

Q4. How many inspectors are involved 
with rice moisture content inspection? 

 

Q5. How do you usually inspect moisture 
content? 

 

Q6. What is relation regarding mutual 
confirmation with importing countries 
like? 

 

 
Interviewed by  
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添付資料8 ベースライン調査取引状況モニタリングシート 

（農家、籾取引業者、精米業者、コメ取引業者、輸出業者、検査業者） 

(1) 農家 

Kett Electric Laboratory/Japan Development Service Co., Ltd. 

JICA-Kett Verification Survey 

Monitoring Sheet for Baseline Survey (for farmers) 

Name:  Company:   

Times of deals Trade① Trade② Trade③ 
Recording Date/Period    

Variety    

Trading 

Trading date    
Selling Chanell 
(Trader, Miller, etc.) 

   

Sold Quantity (Paddy)    
Sold Price (Paddy)    
Moisture Content when 
you sell 

   

Moisture Content when 
trader/ miller measured 
and bought  

   

 
(2) 籾取引業者 

Kett Electric Laboratory/Japan Development Service Co., Ltd. 

JICA-Kett Verification Survey 

Monitoring Sheet for Baseline Survey (for traders (paddy)) 

Name:  Company:   

Times of deals Trade① Trade② Trade③ 
Recording Date/Period    

Variety    

Trading 
(Paddy) 

Trading date    
Buying Chanell    
Bought Quantity (Paddy)    
Bought Price (Paddy)    
Moisture Content when 
you buy 

   

Moisture Content when 
miller measured and sold 
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(3) 精米業者 

Kett Electric Laboratory/Japan Development Service Co., Ltd. 

JICA-Kett Verification Survey 

Monitoring Sheet for Baseline Survey (millers) 

Name:  Company:   

Times of deals Trade① Trade② Trade③ 
Variety    

Recording Date/Period    

Trading 
(Paddy) 

Trading date    
Buying Chanell 
(Farmer, Trader, etc.) 

   

Bought Quantity (Paddy)    
Bought Price (Paddy)    
Moisture Content when 
you buy 

   

Moisture Content when 
farmer/ trader measured 
and sold 

   

Milling 

Milling date/period    
Quantity of broken rice 
when you mill paddy 
(compared to total milling 
quantity) 

   

Quantity of loss of rice by 
other reasons 
(yellow rice, mold, etc.) 

   

Storing 
(after 

milling) 

Period    

Storing way    

Trading 
(Milled 

rice) 

Trading date    
Selling Chanell 
(Trader, Exporter. etc.) 

   

Sold Quantity (Milled rice)    
Sold Price (Milled rice)    
Moisture Content when 
you sell 

   

Moisture Content when 
trader/ exporter measured 
and bought 
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(4) コメ取引業者 

Kett Electric Laboratory/Japan Development Service Co., Ltd. 

JICA-Kett Verification Survey 

Monitoring Sheet for Baseline Survey (traders (milled rice)) 

Name:  Company:   

Times of deals Trade① Trade② Trade③ 
Variety    

Recording Date/Period    

Buying 
(Milled 

rice) 

Buying Chanell 
(miller. etc.) 

   

Bought Quantity  
(Milled rice) 

   

Bought Price (Milled rice)    
Moisture Content when 
you buy 

   

Moisture Content when 
millers measured and sold 

   

Selling 
(Milled 

rice) 

Trading date    
Selling Chanell 
(Exporter. etc.) 

   

Sold Quantity (Milled rice)    
Sold Price (Milled rice)    
Moisture Content when 
you sell 

   

Moisture Content when 
trader/ exporter measured 
and bought 
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(5) 輸出業者 

Kett Electric Laboratory/Japan Development Service Co., Ltd. 

JICA-Kett Verification Survey 

Monitoring Sheet for Baseline Survey (for exporters) 

Name:  Company:   

Exporting country *all different 
countries are preferable    

Recording Date/Period 
(between Dec 2017 to Jan 2018, latest 
3 tradings) 

   

Amount of buying white rice    
Price of buying white rice    
Moisture Content when trading  
(your side)    

Used moisture tester (your side) 
*name and model    

Used inspection company    
Amount of rice for export    
Price of rice for export    
Moisture content (exporter side)    
Used inspection company    
Moisture content (inspector side)    

 
(6) 検査業者 

Kett Electric Laboratory/Japan Development Service Co., Ltd. 

JICA-Kett Verification Survey 

Monitoring Sheet for Baseline Survey (for inspectors) 

Times of deals Exporter ① Exporter ② Exporter ③ 
Recording Date/Period 
(between Dec 2017 to Jan 2018) 
*if less than 3, please fill in latest 
inspections before Dec. 

   

Name of exporters    
Moisture Content when you measured    
Used moisture tester (your side) 
*name and model 

   

Moisture Content when exporter 
measured 

   

Used moisture tester  
(exporter side) 
*name and model 
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添付資料9 ベースライン調査アンケート回答一覧 

(1) パウンデ 

① 農家 

 No. 1 2 3 4 5 
1 栽培品種 Yadana toe Yadana toe Yadana toe Yadana toe Maube 
2 年間生産量 800Tin 800Tin 450Tin 500Tin 300Tin 

3 主な取引相手 取引業者、精米業者 
全 3 者 

取引業者、精米業者 
全 3 者 

取引業者、精米業者 
全 3 者 2 traders 2 traders 

4 作付面積 10acre 10acre 6acre 9acre 5acre 
5 年間栽培作物 籾＋マメ 籾＋マメ 籾＋マメ 夏季米、モンスーン米 夏季米、モンスーン米 
6 水分管理について知っている内容 天日干しするもの 天日干しするもの 天日干しするもの - - 

7 水分管理が重要だと考える場合、 
その理由 

重要、水分値が高けれ
ばコメの色が黒くなる 

重要、水分値が高けれ
ばコメの色が黒くなる 

重要、水分値が高けれ
ばコメの色が黒くなる 

重要、販売時に 
問題が発生する 

重要、水分値が高いと
販売できない。Seed 

Paddy も生産できない 
8 日常的な水分率確認の有無 見た目 見た目 見た目 天日干しで決める 天日干しで決める 

9 水分計所有の有無、 
所有の場合は機種名 無 無 無 無 無 

10 （水分計保有者に対して） 
計測するタイミング・頻度 - - - - - 

11 過去に経験した水分率に関する問題、 
及び結果として受けた影響 籾が変色する 籾が変色する 籾が変色する 水分値が高いと 

黄変する 

水分値が高いと黄変 
する。種籾も 
生産できない 

12 取引時、水分率が一致しない場合に 
発生する問題 水分値で決める 水分値で決める 水分値で決める 水分値が高いと 

販売できない 販売できない 

13 籾・コメの価格決定要因、 
及び水分率が価格に与える影響 

水分値が高いと 
販売価格が下がる 

水分値が高いと 
販売価格が下がる 

水分値が高いと 
販売価格が下がる 

水分値が低ければ 
良い価格で売れる 

水分値が適正なら 
良い価格で売れる 
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② 籾取引業者 

 No. 1 2 

1 取扱品種 

回答なし 

Paddy: Kayinma, Sin 
Thwe, Maube Milled 

rice: Taung Pyaw 

2 取扱量（日・月・年間） 
500Tin/日 
1500/月 

180000/年 

3 日常的に倉庫に保存している籾の量、
及び保存方法 7-8 月、Bag で保存 

4 水分管理について知っている内容 水分値が高いと 
長持ちしない 

5 水分管理が重要／ 
重要でないと考える場合、その理由 重要 

6 日常的な水分率確認方法 かじる、水分計で計測 

7 水分計所有の有無、 
所有の場合は機種名 中国製 

8 （水分計保有者に対して） 
計測するタイミング・頻度 

早めに収穫した籾を 
買う際に計る。 
ただ、季節による 

9 過去に経験した水分率に関する問題、 
及び結果として受けた影響 

水分値が高いと長持ち 
しない、黄変する 

10 取引時、水分率が一致しない場合に 
発生する問題 

価格が変わる、 
天日干しして調整後に 

販売する 

11 籾・コメの価格決定要因、 
及び水分率が価格に与える影響 

良い品種・低い水分値
なら高価格で売れる。 

逆は安くなる 
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③ 精米業者 

 No. 1 2 3 4 5 6 

1 取扱品種 Aat Ma Hta 
Paddy=Perboiled 

Sinthuka, Yadana 
Toe, Imnlae 

Inn Lae Htat Saung 
Yadana Toe 

Taung Pyaw Hmwe 

Yadana toe, Inn Lae, 
Taung Pyaw 

Sin Thoe Lat, 
Kayinma, Taung 

Pyaw, Ma Naywe, 
Yadana Toe 

Kayinma Htat 
Taung, Mawbe, 

Yadana Toe, Inn Lae 

2 取扱量（日・月・年間） 3000-5000Tin/day 
1500Tin/day 
45000/month 
540000/year 

2500Tin/day 
70000/month 
500000/year 

1300Tin/day 20000Tin/month 
240,000Tin/year 

approx. 
60,000Tin/month 

3 日常的に倉庫に保存している籾の量、
及び保存方法 

夏季米：6-7 月 
Pre モンスーン
米：9-10 月 

モンスーン米： 
11-12 月 

14%で 3 ヶ月程保
存し順次精米。 

倉庫に保存、 
入れたもの 
から精米 

袋で 3-6 ヶ月保存 15 日程度倉庫に 
保存後精米 

5 ヶ月程 Bag で 
保存 

1 ヶ月以内。 
毎月購入・精米 

4 精米量／日 3000-5000Tin/day 1500Tin/day 2000-4000Tin/day 1000Tin/day 
(10hours) 2000Tin/day 2,000Tin/day 

5 所有精米機 

Husker：サタケ、
Millta 

Whitterer：サタケ 
Polisher：サタケ 
Sorter：Anecoo 

- 中国製精米機 中国製精米機 中国製精米機 中国製精米機 

6 水分管理に対する知識 

水分管理を理解 
していなければ 
精米の業務は 
できない 

- 14%にしてから 
保存 非常に重要 水分値は 14% 

14-15%の籾は 
保存、これより 
高い場合は 

すぐ精米する 

7 水分管理が重要／ 
重要でないと考える場合、その理由 

水分管理ができ 
ないとうまく 
精米できない 

- 水分管理ができ 
ないと変色する 

水分値が高いと 
精米時に不具合が 

起きる 
非常に重要 

非常に重要。高い
と黄変する、長期
保存できない。 

8 日常的な水分率確認方法 水分計 水分計 水分計、目視 目視？ 水分計 水分計 

9 水分計所有の有無、 
所有の場合は機種名 Kett 中国製 Wile、中国製 無し 中国製水分計 中国製水分計 

10 （水分計保有者に対して） 
計測するタイミング・頻度 販売時に常に計る 籾購入時 モンスーン米の 

時期に頻繁に計る 

（もし水分計を 
所有していれば） 
籾購入時及び 

天日干し後に計る 

籾収穫期 籾購入時 
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 No. 1 2 3 4 5 6 

11 精米時の破砕米発生量 
100Tin のうち

0.51% 
（？） 

5%破砕米は 
（100Tin 中） 

10bag 
25 破砕米は 
（100Tin 中） 

3bag 

25%破砕米：150kg 
5%破砕米：350kg 

15% 
broken:26.5Tin/1000

Tin big broken: 3 
bags and 9lb, broken 
(1/2) 2 bags, small 
broken (size 1/4) 
89lb, points size 

(1/8) 20lb 
*1bag=108lb 

small broken: 
2abags/100bag 

big broken: 
5bags/100bag 

small broken: 
0.5bags/100bag 

big broken: 
1.5bags/100bag 

12 過去に経験した水分率に関する問題、
及び結果として受けた影響 

14%程度にしない
と破砕する。 

また、多くても 
破砕する 

水分値が高いと 
黄変する 

16%で精米時、破砕
米が増えた。現在は

14-15%で精米。 
販売できない 水分値が高いと 

価格が下がる 

水分値が高いと 
適切に精米でき 
ない。長持ち 

しない、黄変する 

13 取引時、水分率が一致しない場合に 
発生する問題 販売できない 

水分値が高い籾は
購入しない。 

20-23%のものは 
購入後 16%まで 

乾燥する 

誰かが 
損することになる 

価格が 
変わってくる 

誰かが 
損することになる 

水分値が高いコメ
は購入者が 
好まない 

14 籾・コメの価格決定要因、 
及び水分率が価格に与える影響 

水分値が高いと 
価格が下がる 

水分値が高いと 
価格が変わるので
販売者と交渉して

買う 

水分値で決める。
水分が高いと 

安価に、低ければ
高価になる 

適切に乾燥できれ
ば販売も問題なく

行える 

水分量が多いと 
10 トン単位で価格

を決める 

水分値が高いと 
価格が下がる 
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④ コメ取引業者 

 No. 1 

1 取扱品種 Kayinma, Inn Thaeot, 
Mawbe 

2 コメ取扱量（日・月・年間） 
500Tin/day 
1500/month 
400,000/year 

3 日常的に倉庫に保存している 
コメの量、及び保存方法 7 days 

4 水分管理に対する知識 水分値が高いと 
長持ちしない 

5 水分管理が重要／ 
重要でないと考える場合、その理由 非常に重要 

6 日常的な水分率確認方法 水分計。14%が良い 

7 水分計所有の有無、 
所有の場合は機種名 中国製 

8 （水分計保有者に対して） 
計測するタイミング・頻度 

精米前、精米後に 
常に計る 

9 過去に経験した水分率に関する問題、
及び結果として受けた影響 

水分が高いと長持ち 
しない、品質が下がる 

10 取引時、水分率が一致しない場合に 
発生する問題 

水分値が高いと販売 
価格が下がる。扇風機
で乾燥する時もある 

11 籾・コメの価格決定要因、 
及び水分率が価格に与える影響 

水分値が高いと 
販売価格が下がる 
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(2) ワレ 

① 農家 

 No. 1 2 3 4 5 
1 栽培品種 Pawsam Pawsam Pawsam IR747, Pawsam 

回答なし 

2 年間生産量 2,625Tin 525Tin 1,825Tin 3,225Tin 
3 主な取引相手 miller trader 1 miller farmer(seed) 
4 作付面積 35acre 7acre 25acre 43acre 
5 年間栽培作物 籾＋マメ 籾＋マメ 籾＋マメ 夏季米、モンスーン米 

6 水分管理について知っている内容 知らない 知らない 知らない 水分がある籾を保存する
と黄変・カビが発生する 

7 水分管理が重要だと考える場合、 
その理由 重要 重要 重要 重要 

8 日常的な水分率確認の有無 - - - かじる 

9 水分計所有の有無、所有の場合は 
機種名 なし なし なし なし 

10 （水分計保有者に対して） 
計測するタイミング・頻度 - - - - 

11 過去に経験した水分率に関する問題、 
及び結果として受けた影響 黄変する 黄変する 黄変する 黄変する 

12 取引時、水分率が一致しない場合に 
発生する問題 安く売る 安く売る 安く売る 安く売る 

13 籾・コメの価格決定要因、 
及び水分率が価格に与える影響 水分値で価格を決める 水分値で価格を決める 水分値で価格を決める 水分値で価格を決める 
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② 籾取引業者 

 No. 1 

1 取扱品種 Pawsam Mhwey, Ayeyar min, 
Ma naw 

2 取扱量（日・月・年間） 240,000Tin/year 
20,000Tin/month 

3 日常的に倉庫に保存している籾の量、 
及び保存方法 保存していない 

4 水分管理について知っている内容 
精米時水分率は 14%か 15% 
水分値が高いと品質が悪い 
水分値が低いと破砕する 

5 水分管理が重要／ 
重要でないと考える場合、その理由 重要 

6 日常的な水分率確認方法 水分計で計る 

7 水分計所有の有無、 
所有の場合は機種名 中国製 

8 （水分計保有者に対して） 
計測するタイミング・頻度 

収穫後一ヶ月以内に計り、
水分が高ければ天日干しし
調整する精米業者には 

精米料 45,000～
50,000mmk/Tin 支払う 

9 過去に経験した水分率に関する問題、 
及び結果として受けた影響 

水分値が高いと 
黄変する、破砕する 

10 取引時、水分率が一致しない場合に 
発生する問題 

水分値が高ければ 
精米業者は買わない 

11 籾・コメの価格決定要因、 
及び水分率が価格に与える影響 品種と水分値で決まる 
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③ 精米業者 

 No. 1 2 3 

1 取扱品種 

Shwebo paw sam 
Shwebo Ayar Min 
Shwebo Ma Naw 
Shwebo War Htan 

- - 

2 取扱量（日・月・年間） 8,000-20,000Tin/day - - 

3 日常的に倉庫に保存している籾の量、 
及び保存方法 

籾：6 ヶ月 
コメ：1~ 2 ヶ月 - - 

4 精米量／日 8,000Tin/日 - - 

5 所有精米機 
サタケ 2 機 

（50 トン/日、 
100 トン/日） 

- - 

6 水分管理に対する知識 天日干しした後、保存
用に袋に詰める - - 

7 水分管理が重要／ 
重要でないと考える場合、その理由 

重要。精米後、長期間
保存できない。また 
品質を維持できない。 

- - 

8 日常的な水分率確認方法 中国製水分計 - - 

9 水分計所有の有無、所有の場合は 
機種名 中国製 - - 

10 （水分計保有者に対して） 
計測するタイミング・頻度 

収穫期初期 1 ヶ月のみ 
使用。その間は精米前
に毎日使用する。 

- - 

11 精米時の破砕米発生量 Paw sam=1Tin 
Ayar Min=1-2Tin 

5%破砕米は 
（100Tin 中）10bag 

25 破砕米は 
（100Tin 中）3bag 

25%破砕米：150kg 
5%破砕米：350kg 

12 過去に経験した水分率に関する問題、 
及び結果として受けた影響 

中国製水分計で 
14-15%と出ても、 
精米時破砕米が出る 

水分値が高いと 
黄変する 

16%で精米時、破砕米
が増えた。現在は 
14-15%で精米。 

13 取引時、水分率が一致しない場合に 
発生する問題 

販売者が測らず、 
購入者が計った 
水分値で取引する 

水分値が高い籾は購入
しない。20-23%のもの

は購入後 16%まで 
乾燥する 

誰かが 
損することになる 

14 籾・コメの価格決定要因、 
及び水分率が価格に与える影響 

水分で決まる。水分値
によって価格が変わる 

水分値が高いと価格が
変わるので販売者と 

交渉して買う 

水分値で決める。 
水分が高いと安価に、 
低ければ高価になる 
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(3) ヤンゴン 

① コメ取引業者（国内業者） 

 No. 1 
1 取扱品種 Emata 

2 コメ取扱量（日・月・年間） 月間： 
20,000-30,000Bags 

3 日常的に倉庫に保存している 
コメの量、及び保存方法 そのまま保管 

4 水分管理に対する知識 12-13%で保管可能 

5 水分管理が重要／ 
重要でないと考える場合、その理由 重要 

6 日常的な水分率確認方法 水分計を使用 

7 水分計所有の有無、 
所有の場合は機種名 Kett PM450 

8 （水分計保有者に対して） 
計測するタイミング・頻度 収穫期（10 月） 

9 過去に経験した水分率に関する問題、 
及び結果として受けた影響 

高水分で保存した場合
に黄変する。また、 
破砕やカビも発生する 

10 取引時、水分率が一致しない場合に 
発生する問題 

国内取引に関して 
問題はない 

11 籾・コメの価格決定要因、 
及び水分率が価格に与える影響 

水分率は価格に 
多少影響する 
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② コメ取引業者（輸出業者向け） 

 No. 1 2 3 

1 取扱品種 Eamakta, Ngesein, 
broken rice - 

Emata - 25% broken 
Emata - 1o%broken 
Emata - 5%broken 

2 コメ取扱量（日・月・年間） 10,000 トン／月 - 
600bag／日 

17,000bag／月 
80,000bag／年 

3 日常的に倉庫に保存している 
コメの量、及び保存方法 

少なくとも 
1 週間～1 ヶ月 - 保管していない 

4 水分管理に対する知識 - - - 

5 水分管理が重要／ 
重要でないと考える場合、その理由 非常に重要 - 非常に重要 

6 日常的な水分率確認方法 手で掴んで確認する - 手で掴んで確認する 

7 水分計所有の有無、 
所有の場合は機種名 所有していない - 所有していない 

8 （水分計保有者に対して） 
計測するタイミング・頻度 

ない 
（意図不明） - 水分計 

（意図不明） 

9 過去に経験した水分率に関する問題、 
及び結果として受けた影響 カビ、黄変米の発生 - - 

10 取引時、水分率が一致しない場合に 
発生する問題 

買い手が購入を 
拒否する - - 

11 籾・コメの価格決定要因、 
及び水分率が価格に与える影響 

コメ・破砕米の水分率
が高い場合、購入を 
拒否される場合もある

（1/100 件） 

- 水分率の基準は 
14.2% 
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③ 輸出業者 

 No. 1 2 3 

1 コメ取扱量（年間） 20,000million t-30,000million ton 

~60,000million ton 
White rice: 20,000 
Parboiled: 12,000 
Broken: 28,000 

overall 500,000bags 
export 300,000-400,000bags 

2 取扱品種 Emata Emata: 5%, 10%, 15% broken 
Parboiled: 5% broken 

Emata 25% 
(in 2018, 5%broken 100,000bags  

to Bangladesh) 

3 輸出国 
EU (Belgium, UK, Bulgaria) 

ASIA (Indonesia) 
AFRICA (Ghana, Madagascar) 

Czech: White rice 
Poland: White rice 

Hungary: White rice 
Netherland, Belgium, UK: broken 

1.Africa 
2. Porland (parboiled rice) 
3. Greece (parboiled rice) 

4 輸出米の用途（食用、飼料等） 食用、飼料 食用：精米 
飼料：破砕米 食用 

5 水分計所有・機種・用途等 所有していない サタケ製（2 台） サタケ製 2 台（1 台は倉庫保存
時、もう 1 台は購入時に使用） 

6 使用する検査業者 SGS, ISC, Bureau Veritas SGS, ISC SGS, ISC 

7 コメ仕入地域 全国 エーヤワディ管区、 
バゴー管区 

80%はエーヤワディ管区 
20%はバゴー管区 

8 検査業者への水分計測依頼頻度 - 積荷前検査時 
（週 12-13 回） 輸出時は常に依頼 

9 
How many times do importing countries 
reject your exported rice because of 
moisture content problem per year? 

ない ない ない 

10 Regarding rejection problem, how do you 
deal with/solve it? - ない ない 
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④ 検査業者 

 No. 1 2 3 4 

1 年間の水分率検査数 2,187 件／2017 年 
ただし輸出量に依る 17 件 300～400 件 積荷前検査時に計測ま

た、収穫時にも実施 

2 所有水分計機種 Satake 
Kett Riceter f-512 Kett PB, Kett Riceter-f 

Kett Riceter-f512 
Kett Riceter-m411 

Kett Riceter-PM650 
Kett Riceter-m999 

Kett Riceter-m999s 

3 乾燥機所有有無、及び機種 Memmert Oven UF55 
(Germany) 

Jisico company Ltd, 
（韓国） 

Forced convection  
drying oven. J-300M 

Lab Tech./ LDO-060E なし 

4 水分率検査担当数 

食物部（uman 
consumption section） 
で実施（全 200 名） 

専任はいない 

20 名 88 名 食品部で対応 

5 検査方法 島津製作所の乾燥機を 
用いて乾燥法で検査 所有水分計 

サンプル受領後、 
所有水分計で計測。 
その後、乾燥法でも 
計測し齟齬がないか 

確認後、検査証を発行 

サンプル受領後、 
所有水分計で 3 回計測し 

平均値を取る 

6 輸入国との水分値相互確認関係 ない 
発行する検査結果を 

輸入者が確認するが、 
現在までトラブルはない 

ほぼない 

スリランカ、 
西アフリカ、 

ポーランド等と取引 
※返答ずれ 
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添付資料10 ベースライン調査モニタリングシート回答一覧 

(1) パウンデ 

1) 農家 

農家① 

Times of deals Trade① Trade② Trade③ 
Recording Date/Period 2017/11/29 2017/12/12 - 

Variety Aat Ma Hta Aat Ma Hta - 

Trading 

Trading date 2017/11/20 2017/11/22 - 
Selling Chanell 
(Trader, Miller, etc.) Trader Trader - 

Sold Quantity (Paddy) 200 Tin 350 Tin - 
Sold Price (Paddy) 560,000 550,000 - 
Moisture Content when 
you sell 

15-16% 
(Average) 

14-15% 
(Average) - 

Moisture Content when 
trader/ miller measured 
and bought  

15-16% 
(Average) 

14-15% 
(Average) - 

 
農家② 

Times of deals Trade① Trade② Trade③ 
Recording Date/Period 2018/1/20 - - 

Variety Yadana Toe - - 

Trading 

Trading date 2017/10/18 - - 
Selling Chanell 
(Trader, Miller, etc.) Trader - - 

Sold Quantity (Paddy) 800Tin - - 
Sold Price (Paddy) 530,000 - - 
Moisture Content when 
you sell 

15-16% 
（予測） - - 

Moisture Content when 
trader/ miller measured 
and bought  

15-16% 
（予測） - - 

 
農家③ 

Times of deals Trade① Trade② Trade③ 
Recording Date/Period 2018/1/18 - - 

Variety Yadana Toe - - 

Trading 

Trading date 2017/10/20 - - 
Selling Chanell 
(Trader, Miller, etc.) Trader - - 

Sold Quantity (Paddy) 450 Tin - - 
Sold Price (Paddy) 530000 - - 
Moisture Content when 
you sell 

15-16%  
(Average) - - 

Moisture Content when 
trader/ miller measured 
and bought  

15-16%  
(Average) - - 
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農家④ 

Times of deals Trade① Trade② Trade③ 
Recording Date/Period 2017/12/3 2017/12/21 - 

Variety Yadana Toe Yadana Toe - 

Trading 

Trading date 2017/11/15 2017/11/17 - 
Selling Chanell 
(Trader, Miller, etc.) Trader Trader - 

Sold Quantity (Paddy) 300 Tin 250 Tin - 
Sold Price (Paddy) 570,000 600,000 - 
Moisture Content when 
you sell 

15-16% 
（推測） 

13-14% 
（推測） - 

Moisture Content when 
trader/ miller measured 
and bought  

不明 不明 - 

 
農家⑤ 

Times of deals Trade① Trade② Trade③ 
Recording Date/Period 2018/1/17 - - 

Variety Mawbe - - 

Trading 

Trading date 2017/11/17 - - 
Selling Chanell 
(Trader, Miller, etc.) Trader - - 

Sold Quantity (Paddy) 300 Tin - - 
Sold Price (Paddy) 504,000 - - 
Moisture Content when 
you sell 14% - - 

Moisture Content when 
trader/ miller measured 
and bought  

14% - - 
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2) 籾取引業者 

籾取引業者① 

Times of deals Trade① Trade② Trade③ 
Recording Date/Period N/A - - 

Variety N/A - - 

Trading 
(Paddy) 

Trading date N/A - - 
Buying Chanell N/A - - 
Bought Quantity (Paddy) N/A - - 
Bought Price (Paddy) N/A - - 
Moisture Content when 
you buy N/A - - 

Moisture Content when 
miller measured and sold N/A - - 

 
籾取引業者② 

Times of deals Trade① Trade② Trade③ 
Recording Date/Period 2018/1/28 - - 

Variety Taung Pyaw, 
Yadana Toe - - 

Trading 
(Paddy) 

Trading date 2017/11/15 - - 
Buying Chanell Farmer - - 
Bought Quantity (Paddy) 500Tin/day - - 

Bought Price (Paddy) 

570,000 
(Yadana Toe) 

750,000 
(Taung Pyaw) 

- - 

Moisture Content when 
you buy 15-16% - - 

Moisture Content when 
miller measured and sold 15-16% - - 
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3) 精米業者 

精米業者① 

Times of deals Trade① Trade② Trade③ 
Variety Yadana Toe Kyaw Zaya - 

Recording Date/Period - - - 

Trading 
(Paddy) 

Trading date - - - 
Buying Chanell 
(Farmer, Trader, etc.) Trader Trader Farmer 

Bought Quantity (Paddy) 3,000-5,000 3,000-5,000Tin 3,000-5,000Tin 
Bought Price (Paddy) 560,000 600,000 600,000 
Moisture Content when 
you buy 20-21% 16-17% 14-15% 

Moisture Content when 
farmer/ trader measured 
and sold 

- - - 

Milling 

Milling date/period Oct-17 Nov-17 Dec-17 
Quantity of broken rice 
when you mill paddy 
(compared to total milling 
quantity) 

- - - 

Quantity of loss of rice by 
other reasons 
(yellow rice, mold, etc.) 

- - - 

Storing 
(After 

milling) 

Period approx. 3 months approx. 3 months approx. 3 months 

Storing way 14%を維持しながら
Plastic bag で保存 

14%を維持しながら
Plastic bag で保存 

14%を維持しながら
Plastic bag で保存 

Trading 
(Milled 

rice) 

Trading date 保存後に精米・ 
販売（適宜） 

保存後に精米・ 
販売（適宜） 

保存後に精米・ 
販売（適宜） 

Selling Chanell 
(Trader, Exporter. etc.) 海外 海外 海外 

Sold Quantity  
(Milled rice) 

600t/month 
→20t/day 

600t/month 
→20t/day 

600t/month 
→20t/day 

Sold Price (Milled rice) FOB 420/ton FOB 420/ton FOB 420/ton 
Moisture Content when 
you sell 13-14% 13-14% 13-14% 

Moisture Content when 
trader/ exporter measured 
and bought 

13-14% 13-14% 13-14% 
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精米業者② 

Times of deals Trade① Trade② Trade③ 
Variety Monsoon Paddy Monsoon Paddy Summer Paddy 

Recording Date/Period - - - 

Trading 
(Paddy) 

Trading date - - - 
Buying Chanell 
(Farmer, Trader, etc.) farmer trader trader 

Bought Quantity (Paddy) - - - 
Bought Price (Paddy) 590,000 60,000 610,000 
Moisture Content when 
you buy 18-22% 18-22% 18-22% 

Moisture Content when 
farmer/ trader measured 
and sold 

- - - 

Milling 

Milling date/period 12-1 月 12-1 月 12-1 月 
Quantity of broken rice 
when you mill paddy 
(compared to total milling 
quantity) 

- - - 

Quantity of loss of rice by 
other reasons 
(yellow rice, mold, etc.) 

時々黄変する 時々黄変する 時々黄変する 

Storing 
(After 

milling) 

Period - - - 

Storing way 倉庫で保存 倉庫で保存 倉庫で保存 

Trading 
(Milled 

rice) 

Trading date - - - 
Selling Chanell 
(Trader, Exporter. etc.) trader, miller trader, miller trader, miller 

Sold Quantity  
(Milled rice) - - - 

Sold Price (Milled rice) - - - 
Moisture Content when 
you sell 14-15% 14-15% 14-15% 

Moisture Content when 
trader/ exporter measured 
and bought 

14-15% 14-15% 14-15% 
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精米業者③ 

Times of deals Trade① Trade② Trade③ 
Variety N/A - - 

Recording Date/Period N/A - - 

Trading 
(Paddy) 

Trading date N/A - - 
Buying Chanell 
(Farmer, Trader, etc.) N/A - - 

Bought Quantity (Paddy) N/A - - 
Bought Price (Paddy) N/A - - 
Moisture Content when 
you buy N/A - - 

Moisture Content when 
farmer/ trader measured 
and sold 

N/A - - 

Milling 

Milling date/period N/A - - 
Quantity of broken rice 
when you mill paddy 
(compared to total milling 
quantity) 

N/A - - 

Quantity of loss of rice by 
other reasons 
(yellow rice, mold, etc.) 

N/A - - 

Storing 
(After 

milling) 

Period N/A - - 

Storing way N/A - - 

Trading 
(Milled 

rice) 

Trading date N/A - - 
Selling Chanell 
(Trader, Exporter. etc.) N/A - - 

Sold Quantity  
(Milled rice) N/A - - 

Sold Price (Milled rice) N/A - - 
Moisture Content when 
you sell N/A - - 

Moisture Content when 
trader/ exporter measured 
and bought 

N/A - - 
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精米業者④ 

Times of deals Trade① Trade② Trade③ 
Variety Inn Lae Taung Pyaw - 

Recording Date/Period - - - 

Trading 
(Paddy) 

Trading date 2018/1/17 2018/1/15 - 
Buying Chanell 
(Farmer, Trader, etc.) farmer, trader farmer, trader - 

Bought Quantity (Paddy) 1,300 Tin 1,300 Tin - 
Bought Price (Paddy) 580,000 820,000 - 
Moisture Content when 
you buy 

Unknown 
（水分計がない為） 

Unknown 
（水分計がない為） - 

Moisture Content when 
farmer/ trader measured 
and sold 

Unknown 
（水分計がない為） 

Unknown 
（水分計がない為） - 

Milling 

Milling date/period 2018/1/15 2018/1/13 - 

Quantity of broken rice 
when you mill paddy 
(compared to total milling 
quantity) 

15% broken:26.5Tin/ 
1000Tin 

big broken: 3 bags 
and 9lb, broken (1/2) 
2 bags, small broken 
(size 1/4) 89lb, points 

size (1/8) 20lb 
*1bag=108lb 

15% broken:26.5Tin/ 
1000Tin 

big broken: 3 bags 
and 9lb, broken (1/2) 
2 bags, small broken 
(size 1/4) 89lb, points 

size (1/8) 20lb 
*1bag=108lb 

- 

Quantity of loss of rice by 
other reasons 
(yellow rice, mold, etc.) 

None 
（最初から乾燥した

籾を買った為） 

None 
（最初から乾燥した
籾を買った為） 

- 

Storing 
(After 

milling) 

Period 1 month 1 month - 

Storing way Plastic bag Plastic bag - 

Trading 
(Milled 

rice) 

Trading date - - - 
Selling Chanell 
(Trader, Exporter. etc.) trader trader - 

Sold Quantity  
(Milled rice) 250Tin 10Tin - 

Sold Price (Milled rice) 2,100,000/100Tin 3,500,000/100Tin - 

Moisture Content when 
you sell 

天日干し後 
（低くないが、正確
には分からない） 

天日干し後 
（低くないが、正確
には分からない） 

- 

Moisture Content when 
trader/ exporter measured 
and bought 

Unknown 
（水分計がない為） 

Unknown 
（水分計がない為） - 
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精米業者⑤ 

Times of deals Trade① Trade② Trade③ 
Variety Yadana toe Inn Lae Sin Thwe 

Recording Date/Period 2018/1/18 2018/1/18 2018/1/18 

Trading 
(Paddy) 

Trading date 2017/9/9 2017/12/9 2017/9/9 
Buying Chanell 
(Farmer, Trader, etc.) Trader Trader Trader 

Bought Quantity (Paddy) 700,000 700,000 700,000 
Bought Price (Paddy) 5,000 5,500 6,000 
Moisture Content when 
you buy 18% 19% 25% 

Moisture Content when 
farmer/ trader measured 
and sold 

14 15 18 

Milling 

Milling date/period 2017/9/9 2018/1/18 2018/1/18 
Quantity of broken rice 
when you mill paddy 
(compared to total milling 
quantity) 

6bag/100bag 2.3.4size: 60,000 Extra: 100,000 

Quantity of loss of rice by 
other reasons 
(yellow rice, mold, etc.) 

1,000bags/year 1,500bags/year 1,800bags/year 

Storing 
(After 

milling) 

Period 5 months 6 months 8 months 

Storing way Plastic bags Plastic bags Plastic bags 

Trading 
(Milled 

rice) 

Trading date 2017/9/9  2018/1/18  2018/1/18  
Selling Chanell 
(Trader, Exporter. etc.) Trader Exporter - 

Sold Quantity  
(Milled rice) 200,000 300,000 350,000 

Sold Price (Milled rice) 21,000 23,000 24,000 
Moisture Content when 
you sell 13% 14% 15% 

Moisture Content when 
trader/ exporter measured 
and bought 

12% 13% 14% 
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精米業者⑥ 

Times of deals Trade① Trade② Trade③ 
Variety Inn Lae taung Pyaw - 

Recording Date/Period 2018/1/14 2018/1/15 - 

Trading 
(Paddy) 

Trading date - - - 
Buying Chanell 
(Farmer, Trader, etc.) Farmer, Trader Farmer, Trader - 

Bought Quantity (Paddy) 1,300Tin 1,300Tin - 
Bought Price (Paddy) 580,000 820,000 - 

Moisture Content when 
you buy 

水分計が無いので
不明（中国製水分
計を不使用？） 

水分計が無いので
不明（中国製水分
計を不使用？） 

- 

Moisture Content when 
farmer/ trader measured 
and sold 

不明 不明 - 

Milling 

Milling date/period 2018/1/15 (?) 2018/1/15 (?) - 
Quantity of broken rice 
when you mill paddy 
(compared to total milling 
quantity) 

small broken: 
0.5bags/100bag 

big broken: 
1.5bags/100bag 

small broken: 
0.5bags/100bag 

big broken: 
1.5bags/100bag 

- 

Quantity of loss of rice by 
other reasons 
(yellow rice, mold, etc.) 

None 
（乾燥した籾を 
購入した為） 

None 
（乾燥した籾を 
購入した為） 

- 

Storing 
(After 

milling) 

Period 1 month 1 month - 

Storing way Plastic bags Plastic bags - 

Trading 
(Milled 

rice) 

Trading date - - - 
Selling Chanell 
(Trader, Exporter. etc.) Trader Trader - 

Sold Quantity (Milled rice) 25Tin 10Tin - 
Sold Price (Milled rice) 21,000 35,000 - 

Moisture Content when 
you sell 

水分計が無いので
不明（中国製水分
計を不使用？） 

水分計が無いので
不明（中国製水分
計を不使用？） 

- 

Moisture Content when 
trader/ exporter measured 
and bought 

不明 不明 - 
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4) コメ取引業者 

コメ取引業者① 

Times of deals Trade① Trade② Trade③ 

Variety Aat Ma Hta group 
rice - - 

Recording Date/Period 2017/10/15 - 
2018/1/18 - - 

Buying 
(Milled 

rice) 

Buying Chanell 
(miller. etc.) miller, trader - - 

Bought Quantity  
(Milled rice) 3,700bag - - 

Bought Price (Milled rice) 21,000 - 23,500 - - 
Moisture Content when 
you buy 14-15% - - 

Moisture Content when 
millers measured and sold 14-15% - - 

Selling 
(Milled 

rice) 

Trading date 2017/10/15 - 
2018/1/18 - - 

Selling Chanell 
(Exporter. etc.) 

Exporter,  
Local market - - 

Sold Quantity  
(Milled rice) 37,000bags - - 

Sold Price (Milled rice) 21,500 - 24,000 - - 
Moisture Content when 
you sell 14-15% - - 

Moisture Content when 
trader/ exporter measured 
and bought 

14 - 15% - - 
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(2) ワレ 

1) 農家 

農家① 

Times of deals Trade① Trade② Trade③ 
Recording Date/Period - - - 

Variety - - - 

Trading 

Trading date - - - 
Selling Chanell 
(Trader, Miller, etc.) - - - 

Sold Quantity (Paddy) - - - 
Sold Price (Paddy) - - - 
Moisture Content when you 
sell - - - 

Moisture Content when 
trader/ miller measured and 
bought  

- - - 

 
2) 籾取引業者 

籾取引業者① 

Times of deals Trade① Trade② Trade③ 
Recording Date/Period 2017/11/25 - - 

Variety Pow san Pow san Pow san 

Trading 
(Paddy) 

Trading date 2017/11/25 2017/11/25 2017/11/25 
Buying Chanell Farmer Farmer Farmer 
Bought Quantity (Paddy) 700Tin/day 800Tin/day 1,000Tin/day 

Bought Price (Paddy) 1,200,000MMK/ 
100 Tin 

1,300,000MMK/ 
100 Tin 

2,500,000MMK/ 
100 Tin 

Moisture Content when 
you buy 中国製 なし なし 

Moisture Content when 
miller measured and sold 14-15% - - 
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3) 精米業者 

精米業者① 

Times of deals Trade① Trade② Trade③ 
Variety Pow san Ayae Min Ma Naw 

Recording Date/Period 2017/11/15 2017/11/15 2017/11/15 

Trading 
(Paddy) 

Trading date 2017/11/15 - 
2018/4/1 

2017/11/15 - 
2018/4/1 

2017/11/15 - 
2018/4/1 

Buying Chanell 
(Farmer, Trader, etc.) 

Farmer &  
Paddy Trader 

Farmer &  
Paddy Trader 

Farmer &  
Paddy Trader 

Bought Quantity (Paddy) 280,000 Tin 150,000 Tin 10,000 Tin 
Bought Price (Paddy) 12.5 - 15L 7.5 - 8L 7.5L 
Moisture Content when 
you buy China -14% China -14% China -14% 

Moisture Content when 
farmer/ trader measured 
and sold 

14%-16% 14%-16% 14%-16% 

Milling 

Milling date/period 6 months 6 months 6 months 
Quantity of broken rice 
when you mill paddy 
(compared to total milling 
quantity) 

100 Tin: 10% 100 Tin: 20% 100 Tin: 20% 

Quantity of loss of rice by 
other reasons 
(yellow rice, mold, etc.) 

1or2% 1% 1% 

Storing 
(After 

milling) 

Period 2-6month 2-6month 2-6month 

Storing way with 50kg bags with 50kg bags with 50kg bags 

Trading 
(Milled 

rice) 

Trading date 2017/11/15 - 
2018/4/1 

2017/11/15 - 
2018/4/1 

2017/11/15 - 
2018/4/1 

Selling Chanell 
(Trader, Exporter. etc.) trader trader trader 

Sold Quantity (Milled rice) up to 8,000ton up to 6,000ton up to 2,000ton 
Sold Price (Milled rice) 45,000L to 53,000L 34,000L to 36,000L 32,000L to 33,000L 
Moisture Content when 
you sell 14% 14% 14% 

Moisture Content when 
trader/ exporter measured 
and bought 

14% 14% 14% 
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精米業者② 

Times of deals Trade① Trade② Trade③ 
Variety Shwebo Pow san Shwebo Pow san Ayae Min 

Recording Date/Period - - - 

Trading 
(Paddy) 

Trading date 2018/1/14 2018/2/10 2018/3/19 
Buying Chanell 
(Farmer, Trader, etc.) Farmers Farmers Farmers 

Bought Quantity (Paddy) 2,000 Tin 2,000 Tin 1,000 Tin 

Bought Price (Paddy) 1,250,000MMK/ 
100Tin 

1,300,000MMK/ 
100Tin 

1,050,000MMK/ 
100Tin 

Moisture Content when 
you buy None None None 

Moisture Content when 
farmer/ trader measured 
and sold 

None None None 

Milling 

Milling date/period 2018/1/16 2018/2/17 2018/3/21 
Quantity of broken rice 
when you mill paddy 
(compared to total milling 
quantity) 

100 Tin: 6bags 100 Tin: 6bags 100 Tin: 6bags 

Quantity of loss of rice by 
other reasons 
(yellow rice, mold, etc.) 

多少 多少 多少 

Storing 
(After 

milling) 

Period - - - 

Storing way - - - 

Trading 
(Milled 

rice) 

Trading date 2018/1/18 2018/2/18 2018/3/22 
Selling Chanell 
(Trader, Exporter. etc.) trader trader trader 

Sold Quantity (Milled rice) 500bags 500bags 150bags 
Sold Price (Milled rice) 41,500MMK/bag 45,000MMK/bag 47,000MMK/bag 
Moisture Content when 
you sell None None None 

Moisture Content when 
trader/ exporter measured 
and bought 

None None None 
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(3) ヤンゴン 

1) コメ取引業者（国内業者） 

コメ取引業者（国内業者）① 

Time of deals Trade① Trade② Trade③ 
Variety Pow san Pow san Pow san 

Recording Date/Period 2018/2/27 2018/3/10 2018/3/24 

Buying 
(Milled 

rice) 

Buying Chanell  
(Miller, etc.) Farmers/Traders Farmers/Traders Farmers/Traders 

Bought Quanntity  
(Milled rice) 1,000bags 1,000bags 1,000bags 

Bought Price (Milled rice) 21,000MMK/bag 21,500MMK/bag 20,500MMK/bag 
Moisture Content when 
you buy No No No 

Moisture Content when 
sellers measured and sold No No No 

Selling 
(Milled 

rice) 

Trading date 2018/2/24 2018/3/10 2018/3/24 
Selling Chanell  
(Exporters, etc.) Exporters Exporters Exporters 

Sold Quanntity  
(Milled rice) 1,000bags 1,000bags 1,000bags 

Sold Price (Milled rice) 21,500MMK/bag 22,000MMK/bag 21,000MMK/bag 
Moisture Content when 
you sell No No No 

Moisture Content when 
trader/ exporter measured 
and bought 

No No No 

 
2) コメ取引業者（輸出業者向け） 

コメ取引業者（輸出業者向け）① 

Time of deals Trade① Trade② Trade③ 
Variety Eamakta, Ngesein, Eamakta, Ngesein, Eamakta, Ngesein, 

Recording Date/Period 2018/1/4 2018/4/2 2018/4/4 

Buying 
(Milled 

rice) 

Buying Chanell  
(Miller, etc.) Farmers/Traders Traders Traders 

Bought Quanntity  
(Milled rice) 1,000bags 1,500bags 2,000bags 

Bought Price (Milled rice) 20,000MMK/bag 22,000MMK/bag 17,000MMK/bag 
Moisture Content when 
you buy Approx. 15% Approx. 14.5% Approx. 15% 

Moisture Content when 
sellers measured and sold No No No 

Selling 
(Milled 

rice) 

Trading date 2018/4/2 2018/4/4 2018/4/5 
Selling Chanell  
(Exporters, etc.) Exporters Exporters CP 

Sold Quanntity  
(Milled rice) 1,000bags 1,500bags 2,000bags 

Sold Price (Milled rice) 20,500MMK/bag 22,500MMK/bag 18,000MMK/bag 
Moisture Content when 
you sell 15% 15% 15% 

Moisture Content when 
trader/ exporter measured 
and bought 

No No No 
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コメ取引業者（輸出業者向け）② 

Time of deals Trade① Trade② Trade③ 
Variety N/A - - 

Recording Date/Period N/A - - 

Buying 
(Milled 

rice) 

Buying Chanell  
(Miller, etc.) N/A - - 

Bought Quanntity  
(Milled rice) N/A - - 

Bought Price (Milled rice) N/A - - 
Moisture Content when 
you buy N/A - - 

Moisture Content when 
sellers measured and sold N/A - - 

Selling 
(Milled 

rice) 

Trading date N/A - - 
Selling Chanell  
(Exporters, etc.) N/A - - 

Sold Quanntity  
(Milled rice) N/A - - 

Sold Price (Milled rice) N/A - - 
Moisture Content when 
you sell N/A - - 

Moisture Content when 
trader/ exporter measured 
and bought 

N/A - - 

 
コメ取引業者（輸出業者向け）③ 

Time of deals Trade① Trade② Trade③ 
Variety E-25 E-25 E-25 

Recording Date/Period 2018/4/1 2018/4/2 2018/4/3 

Buying 
(Milled 

rice) 

Buying Chanell  
(Miller, etc.) Trader Trader Trader 

Bought Quanntity  
(Milled rice) 

20,000kg  
(400bag) 

10,000kg  
(200bag) 

10,000kg  
(200bag) 

Bought Price (Milled rice) 19,600MMK/bag 19,600MMK/bag 19,600MMK/bag 
Moisture Content when 
you buy 16% 16% 16% 

Moisture Content when 
sellers measured and sold 16.20% 16.20% 16.20% 

Selling 
(Milled 

rice) 

Trading date 2018/4/1 2018/4/2 2018/4/3 
Selling Chanell  
(Exporters, etc.) Exporter Exporter Exporter 

Sold Quanntity  
(Milled rice) 

20,000kg 
(400bag) 

10,000kg 
(200bag) 

10,000kg  
(200bag) 

Sold Price (Milled rice) 19,700MMK/bag 19,700MMK/bag 19,700MMK/bag 
Moisture Content when 
you sell 16% 16% 16% 

Moisture Content when 
trader/ exporter measured 
and bought 

- - - 
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3) 輸出業者 

輸出業者① 

Exporting Country *All Different 
Countries are Preferable EU EU EU 

Recording Date/Period (Between Dec 
2017 To Jan 2018, Latest 3 Tradings) 2018/3/25 2018/4/3 2018/4/4 

Amount of buying white rice 1,000,000 ton 1,000,000 ton 1,000,000 ton 
Price of buying white rice USD285 USD285 USD285 
Moisture Content when trading (your side) No No No 
Used moisture tester (your side)  
*name and model No No No 

Used inspection company SGS ISC ISC 
Amount of rice for export 1,000,000 ton 1,000,000 ton 1,000,000 ton 
Price of rice for export USD295 USD295 USD295 
Moisture Content (Exporter Side) 14% 14% 14% 
Moisture Content (Inspector side) 14% 14% 14.11% 

 
輸出業者② 

Exporting Country *All Different 
Countries are Preferable Hungary (5%) Greece (10%) Poland  

(5%, 15%broken) 
Recording Date/Period (Between Dec 
2017 To Jan 2018, Latest 3 Tradings) 2018/3/28 2018/3/26 2018/3/15 

Amount of buying white rice 300,000kg 175,000kg 300,000kg 

Price of buying white rice 23,000MMK/ 
1bag (50kg) 

23,000MMK/ 
1bag (50kg) 

24,500MMK/ 
1bag (50kg) 

Moisture Content when trading (your side) MAX 14.5% MAX 14.5% MAX 14.5% 
Used moisture tester (your side)  
*name and model SATAKE SATAKE SATAKE 

Used inspection company SGS SGS SGS 
Amount of rice for export 250,000kg 150,000kg 250,000kg 
Price of rice for export up to 400$/Ton up to 395$/Ton up to 400$/Ton 
Moisture Content (Exporter Side) MAX 14.5% MAX 14.5% MAX 14.5% 

- - - - 
Moisture Content (Inspector side) MAX 14.5% MAX 14.5% MAX 14.5% 

 
輸出業者③ 

Exporting Country *All Different 
Countries Are Preferable Africa (25%) Bangladesh (5%) Africa (25%) 

Recording Date/Period (Between Dec 
2017 To Jan 2018, Latest 3 Tradings) 2018/10/1 15/2/2018 22/2/2018 

Amount of buying white rice 100,000 BAGS 50,000 BAGS 100,000 BAGS 
Price of buying white rice 19,500 KYATS 23,000 KYATS 21,000 KYATS 
Moisture Content when trading (your side) MC-15.6% MC-15 % MC-14.2% 
Used moisture tester (your side)  
*name and model SATAKE SATAKE SATAKE 

Used inspection company SGS SGS Bureau Veritas 
Amount of rice for export 50,000 bags 30,000 bags 22,000 bags 
Price of rice for export 325$/MT 25,000 KYATS/bags 22,000 KYATS/bags 
Moisture Content (Exporter Side) 13%-14% 14% 14% 

- - - - 
Moisture Content (Inspector side) 14% 14% 14% 
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4) 検査業者 

検査業者① 

Times of deals Exporter ① Exporter ② Exporter ③ 
Recording Date/Period 
(between Dec 2017 to Jan 2018) 
*if less than 3, please fill in latest 
inspections before Dec. 

15 times 
(Dec 2017  

to Jan 2018) 

81 times  
(Dec 2017  

to Jan 2018) 

23 times 
(Dec 2017  

to Jan 2018) 

Name of exporters Kaung Ya Nant Shwe war yaung Nine sea 
Moisture Content when you mersured 13.32% - 13.98 % 12.53% - 14.0% 13.41% - 13.98% 
Used moisture tester (your side) 
*name and model 

Oven and Electronics 
moisture balance 

Oven and Electronics 
moisture balance 

Oven and Electronics 
moisture balance 

Moisture Content when exporter 
mersured - - - 

Used moisture tester (exporter side) 
*name and model - - - 

 
検査業者② 

Times of deals Exporter ① Exporter ② Exporter ③ 
Recording Date/Period 
(between Dec 2017 to Jan 2018) 
*if less than 3, please fill in latest 
inspections before Dec. 

5.12.2017 14.12.2017-
15.12.2017 - 

Name of exporters Macro Trade Link UNOPS - 
Moisture Content when you mersured 14% 13.8% - 
Used moisture tester (your side) 
*name and model Kett-PV 1D Kett-PV 1D - 

Moisture Content when exporter 
mersured 

Not Measure 
themselves 

Not Measure 
themselves - 

Used moisture tester (exporter side) 
*name and model - - - 

 
検査業者③ 

Times of deals Exporter ① Exporter ② Exporter ③ 
Recording Date/Period 
(between Dec 2017 to Jan 2018) 
*if less than 3, please fill in latest 
inspections before Dec. 

Dec, 2017 
Jan, 2018 
Jan,2018 

Dec, 2017 
Dec, 2017 
Jan,2018 

23 times 
(Dec 2017  

to Jan 2018) 

Name of exporters Kaung Ya Nant Ayeyar Wun Co., Ltd. Myat Mon Yadanar 
Co., Ltd. 

Moisture Content when you mersured 13.20% - 13.80 % 13.30% - 13.70 % 13.20% - 13.80 % 
Used moisture tester (your side) 
*name and model Kett Riceter-f512 Kett Riceter-f512 Kett Riceter-f512 

Moisture Content when exporter 
mersured 13.20% - 13.80 % 13.30% - 13.70 % - 

Used moisture tester (exporter side) 
*name and model Kett Riceter-f512 Kett Riceter-f512 - 
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検査業者④ 

Times of deals Exporter ① Exporter ② Exporter ③ 
Recording Date/Period 
(between Dec 2017 to Jan 2018) 
*if less than 3, please fill in latest 
inspections before Dec. 

15 times 
(Dec 2017  

to Jan 2018) 

81 times  
(Dec 2017  

to Jan 2018) 

23 times 
(Dec 2017  

to Jan 2018) 

Name of exporters Kaung Ya Nant Shwe war yaung Nine sea 
Moisture Content when you mersured 13.32% - 13.98 % 12.53% - 14.0% 13.41% - 13.98% 
Used moisture tester (your side) *name 
and model 

Oven and Electronics 
moisture balance 

Oven and Electronics 
moisture balance 

Oven and Electronics 
moisture balance 

Moisture Content when exporter 
mersured - - - 

Used moisture tester (exporter side) 
*name and model - - - 
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添付資料11 パイロット活動モニタリングシート 

（農家、籾取引業者、精米業者、精米取引業者、輸出業者、検査業者） 

※ 実際にはミャンマー語版、英緬併記版を使用した。 

(1) 農家 

Name:  ________________________________  
      
Recording date (Just after harvesting)      
Variety      
Moisture Content when you mersured by your own way      
Moisture Content measured by Kett moisture tester      
Recording date (under drying)      
Moisture Content when you mersured by your own way      
Moisture Content measured by Kett moisture tester      
Trading date      
Selling Channel (Trader, Miller, etc.)      
Sold Quantity (Paddy)      
Moisture Content when you mersured by your own way      
Moisture Content measured by Kett moisture tester      
Moisture Content which buyer measured and proposed      
Fixed Moisture contents and price between seller and 
buyer (100Tin) 

     

Moisture content and price by buyer's measuring way 
(100Tin) 

     

Remarks: Please be sure to fill in all lots. 
Please fill in BOTH results of your own moisture tester and Kett Pilot Activity Model. 
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(2) 籾取引業者（購入時、販売時） 

Name:  ________________________________  Company:  ________________________________  

Buying Lot      
Trading Date      
Variety      
Buying Channel      
Bought Quantity (Paddy)      
Moisture Content when you mersured by your own way      
Moisture Content measured by Kett moisture tester      
Bought Price (Paddy)      
Moisture Content which seller measured and proposed      
Fixed Moisture contents and price between seller and 
buyer (100Tin) 

     

Moisture content and price by seller's measuring way 
(100Tin) 

     

Remarks: Please be sure to fill in all lots. 
Please fill in BOTH results of your own moisture tester and Kett Pilot Activity Model. 

 
Name:  ________________________________  Company:  ________________________________  

Selling Lot      
Trading Date      
Variety      
Selling Chanell      
Sold Quantity (Paddy)      
Moisture Content when you mersured by your own way      
Moisture Content measured by Kett moisture tester      
Moisture Content which buyer measured and proposed      
Fixed Moisture contents and price between seller and 
buyer (100Tin) 

     

Moisture content and price by buyer's measuring way 
(100Tin) 

     

Remarks: Please be sure to fill in all lots. 
Please fill in BOTH results of your own moisture tester and Kett Pilot Activity Model. 
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(3) 精米業者（購入時、精米時、販売時） 

Name (အမည္) ___________________________  Company (ကုမၸဏီ) ________________________  

Buying Lot 
ဝယ္ယူျခင္း      

Trading date 
ေရာင္းဝယ္ေဖာက္ကားသည့္ေန႔ 

     

Variety 
အမဳိ်းအစား 

     

Buying Chanell (Farmer, Trader, etc.) 
မည္သူ႔ထံမွဝယ္ယူသနည္း (လယ္သမား၊ ကုန္သည္ 
စသျဖင့္) 

     

Bought Quantity (Paddy) 
ဝယ္ယူသည့္ပမာဏ (စပါး) 

     

Bought Price (Paddy) 
ဝယ္ယူသည့္ေစ်းႏႈန္း (စပါး) 

     

Moisture Content when you mersured by your own way 
သင့္နည္းသင့္ဟန္ျဖင့္ တိုင္းတာေသာအခါ ရရွိေသာ 
အစုိဓာတ္ပမာဏ 

     

Moisture Content measured by Kett moisture tester 
Kett အစုိဓာတ္တိုင္းကိရိယာျဖင့္တိုင္းတာရာတြင္ ရရွိသည့္ 
အစိုဓာတ္ပမာဏ 

     

Moisture Content which seller measured and proposed 
ဝယ္သူကတိုင္းတာ၍ သတ္မွတ္သည့္အစုိဓာတ္ပမာဏ  

     

Fixed Moisture contents and price between seller and 
buyer (100Tin) 
ဝယ္သူႏွင့္ေရာင္းသူၾကားတြင္ သေဘာတူထားေသာ 
အစုိဓာတ္ပမာဏႏွင့္ ေစ်းႏႈန္း 

     

Moisture content and price by seller's measuring way 
(100Tin) 
ေရာင္းသူ၏နည္းလမ္းျဖင့္ တိုင္းတာေသာ 
အစုိဓာတ္ပမာဏႏွင့္ သတ္မွတ္ေသာေစ်းႏႈန္း (တင္း ၁၀၀ 
လွ်င္) 

     

Remarks: Please be sure to fill in all lots. 
ဇယားကြက္အားလံုးေတြျဖည့္ရန္ 
Please fill in BOTH results of your own moisture tester and Kett Pilot Activity Model. 
ေက်းဇူးျပဳၿပီး သင့္ထံတြင္ရွိေသာ အစုိဓာတ္တိုင္းကိရိယာႏွင့္ငွားရမ္းထားေသာ Kett အစုိဓာတ္တိုင္းကိရိယာ 
(၂)မဳိ်းစလံုးႏွင့္ တိုင္းတာ၍ ရလဒ္မ်ားကို ျဖည့္ေပးပါရန္ 
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Name (အမည္) ___________________________  Company (ကုမၸဏီ) ________________________  

Milling Lot      
Variety 
အမဳိ်းအစား 

     

Recording date (before milling) 
မွတ္တမ္းတင္သည့္ေန႔ (မႀကိတ္ခြဲခင္) 

     

Quantity of paddy to mill (basket) 
ႀကိတ္ခြဲသည့္ စပါးအေရအတြက္ (တင္း) 

     

Moisture Content when you mersured by your own way 
သင့္နည္းသင့္ဟန္ျဖင့္ တုိင္းတာေသာအခါ ရရိွေသာ 
အစုိဓာတ္ပမာဏ 

     

Moisture Content measured by Kett moisture tester 
Kettအစုိဓာတ္တိုင္းကိရိယာျဖင့္တိုင္းတာရာတြင္ ရရွိသည့္ 
အစိုဓာတ္အမွတ္ 

     

Quantity of milled rice in accordance with Kett's 
moisture contents (bag) 
Kett အစုိဓာတ္တိုင္းကိရိယာျဖင့္ တိုင္းတာ၍ 
ႀကိတ္ခြဲေသာစပါးမွ ရရွိလာေသာ 
ဆန္အိတ္အေရအတြက ္

     

Quantity of broken rice  
(basket, including all percentage broken rice) 
ႀကိတ္ခြဲရာမွရရွိလာေသာ ဆန္ကြဲအေရအတြက္ 
(ဆန္ကြဲရြယ္အစားအကုန္လံုးအားဆိုလုိသည္) 

     

Quantity of loss of rice by other reasons (bag) 
(yellow rice, mold, etc.) 
အျခားအေၾကာင္းမ်ားေၾကာင့္ဆံုးရွံးသြားေသာ 
ဆန္အေရအတြက ္(ဥပမာ ဆန္ဝါ၊ မိုွတက)္ 

     

Remarks: Please be sure to fill in all lots. 
ဇယားကြက္အားလံုးေတြျဖည့္ရန္ 
Please fill in BOTH results of your own moisture tester and Kett Pilot Activity Model. 
ေက်းဇူးျပဳၿပီး သင့္ထံတြင္ရွိေသာ အစုိဓာတ္တိုင္းကိရိယာႏွင့္ငွားရမ္းထားေသာ Kett အစုိဓာတ္တိုင္းကိရိယာ 
(၂)မဳိ်းစလံုးႏွင့္ တိုင္းတာ၍ ရလဒ္မ်ားကို ျဖည့္ေပးပါရန္ 
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Name (အမည္) ___________________________  Company (ကုမၸဏီ) ________________________  

Selling Lot 
ေရာင္းခ်ျခင္း      

Trading Date 
ေရာင္းခ်ျခင္းျပဳလုပ္သည့္ေန႔ 

     

Variety 
အမဳိ်းအစား 

     

Selling Channel 
မည္သူ႔အားေရာင္းခ်သနည္း 

     

Sold Quantity (Milled rice) (bag) 
ေရာင္းခ်သည့္ပမာဏ (ဆန္အိတ္မည္မ်ွ) 

     

Moisture Content when you mersured by your own way 
(%) 
သင့္နည္းသင့္ဟန္ျဖင့္ တိုင္းတာေသာအခါ ရရွိေသာ 
အစုိဓာတ္ပမာဏ 

     

Moisture Content measured by Kett moisture tester 
Kett (%) 
အစုိဓာတ္တိုင္းကိရိယာျဖင့္တိုင္းတာရာတြင္ ရရွိသည့္ 
အစိုဓာတ္အမွတ္ 

     

Moisture Content which buyer measured and proposed 
ဝယ္သူကတိုင္းတာ၍ သတ္မွတ္သည့္အစုိဓာတ္ပမာဏ  

     

Fixed Moisture contents and price between seller and 
buyer (Bag) 
ဝယ္သူႏွင့္ေရာင္းသူၾကားတြင္ သေဘာတူထားေသာ 
အစုိဓာတ္ပါဝင္မႈႏွင့္ ေစ်းႏႈန္း (တစ္အိတ္လွ်င္) 

     

Moisture content and price by buyer's measuring way 
(Per Bag) 
ဝယ္သူ၏နည္းလမ္းျဖင့္ တုိင္းတာေသာ အစုိဓာတ္ႏွင့္ 
သတ္မွတ္ေသာေစ်းႏႈန္း (တစ္အိတ္လ်ွင္) 

     

Remarks: Please be sure to fill in all lots. 
ဇယားကြက္အားလံုးေတြျဖည့္ရန္ 
Please fill in BOTH results of your own moisture tester and Kett Pilot Activity Model. 
ေက်းဇူးျပဳၿပီး သင့္ထံတြင္ရွိေသာ အစုိဓာတ္တိုင္းကိရိယာႏွင့္ငွားရမ္းထားေသာ Kett အစုိဓာတ္တိုင္းကိရိယာ 
(၂)မဳိ်းစလံုးႏွင့္ တိုင္းတာ၍ ရလဒ္မ်ားကို ျဖည့္ေပးပါရန္ 
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(4) 精米取引業者（購入時、販売時） 

Name (အမည္) ___________________________  Company (ကုမၸဏီ) ________________________  

Buying Lot 
ဝယ္ယူျခင္း Lot 1 Lot 2 Lot 3 Lot 4 Lot 5 

Trading Date 
ဝယ္ယူသည့္ရက္စြဲ 

     

Variety 
အမဳိ်းအစား 

     

Bought Quantity (Milled rice) (bag) 
ဝယ္ယူသည့္အိတ္အေရအတြက္ (ဆန္) 

     

Moisture Content when you mersured by your own way 
သင့္နည္းသင့္ဟန္ျဖင့္ တိုင္းတာေသာအခါ ရရွိေသာ 
အစုိဓာတ္ပမာဏ 

     

Moisture Content measured by Kett moisture tester 
Kett (%) အစုိဓာတ္တိုင္းကိရိယာျဖင့္တိုင္းတာရာတြင္ 
ရရွိသည့္ အစိုဓာတ္အမွတ္ 

     

Bought Price (Milled rice/ Bags/ MT) 
ဝယ္ယူသည့္ေစ်းႏႈန္း (ဆန္ပမာဏ) 

     

Moisture Content which seller measured and proposed 
ေရာင္းသူကတိုင္းတာ၍ သတ္မွတ္သည့္အစုိဓာတ္ပမာဏ  

     

Fixed Moisture contents and price between seller and 
buyer (Bags) 
ဝယ္သူႏွင့္ေရာင္းသူၾကားတြင္ သေဘာတူထားေသာ 
အစုိဓာတ္ပါဝင္မႈႏွင့္ ေစ်းႏႈန္း 

     

Moisture content and price by seller's measuring way 
(100Tin) 
ေရာင္းသူ၏နည္းလမ္းျဖင့္ တိုင္းတာေသာ 
အစုိဓာတ္ပမာဏႏွင့္ သတ္မွတ္ေသာေစ်းႏႈန္း  

     

Remarks: Please be sure to fill in all lots. 
ဇယားကြက္အားလံုးေတြျဖည့္ရန္ 
Please fill in BOTH results of your own moisture tester and Kett Pilot Activity Model. 
ေက်းဇူးျပဳၿပီး သင့္ထံတြင္ရွိေသာ အစုိဓာတ္တိုင္းကိရိယာႏွင့္ငွားရမ္းထားေသာ Kett အစုိဓာတ္တိုင္းကိရိယာ 
(၂)မဳိ်းစလံုးႏွင့္ တိုင္းတာ၍ ရလဒ္မ်ားကို ျဖည့္ေပးပါရန္ 
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Name (အမည္) ___________________________  Company (ကုမၸဏီ) ________________________  

Selling Lot 
ေရာင္းခ်ျခင္း Lot 1 Lot 2 Lot 3 Lot 4 Lot 5 

Trading Date 
ေရာင္းခ်သည့္ေန႔ 

     

Variety 
အမဳိ်းအစား 

     

Selling Channel 
မည္သူ႔အားေရာင္းခ်သနည္း 

     

Sold Quantity (Milled rice) (bag) 
ေရာင္းခ်သည့္ပမာဏ (ဆန္အိတ္မည္မ်ွ) 

     

Moisture Content when you mersured by your own way 
သင့္နည္းသင့္ဟန္ျဖင့္ တိုင္းတာေသာအခါ ရရွိေသာ 
အစုိဓာတ္ပမာဏ 

     

Moisture Content measured by Kett moisture tester 
Kett (%) 
အစုိဓာတ္တိုင္းကိရိယာျဖင့္တိုင္းတာရာတြင္ ရရွိသည့္ 
အစိုဓာတ္အမွတ္ 

     

Moisture Content which buyer measured and proposed 
ဝယ္သူကတိုင္းတာ၍ သတ္မွတ္သည့္အစုိဓာတ္ပမာဏ  

     

Fixed Moisture contents and price between seller and 
buyer (100Tin) 
ဝယ္သူႏွင့္ေရာင္းသူၾကားတြင္ သေဘာတူထားေသာ 
အစုိဓာတ္ပါဝင္မႈႏွင့္ ေစ်းႏႈန္း 

     

Moisture content and price by buyer's measuring way 
(100Tin) 
ဝယ္သူ၏နည္းလမ္းျဖင့္ တိုင္းတာေသာ အစုိဓာတ္ႏွင့္ 
သတ္မွတ္ေသာေစ်းႏႈန္း  

     

Remarks: Please be sure to fill in all lots. 
ဇယားကြက္အားလံုးေတြျဖည့္ရန္ 
Please fill in BOTH results of your own moisture tester and Kett Pilot Activity Model. 
ေက်းဇူးျပဳၿပီး သင့္ထံတြင္ရွိေသာ အစုိဓာတ္တိုင္းကိရိယာႏွင့္ငွားရမ္းထားေသာ Kett အစုိဓာတ္တိုင္းကိရိယာ 
(၂)မဳိ်းစလံုးႏွင့္ တိုင္းတာ၍ ရလဒ္မ်ားကို ျဖည့္ေပးပါရန္ 
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(5) 輸出業者（購入時、輸出時） 

Name (အမည္) ___________________________  Company (ကုမၸဏီ) ________________________  

Buying Lot 
ဝယ္ယူျခင္း Lot 1 Lot 2 Lot 3 Lot 4 Lot 5 

Recording Date 
မွတ္တမ္းတင္သည့္ေန႔  

     

Variety 
အမဳိ်းအစား 

     

Buying Channel (name of trade company) 
မည္သူ႔ထံမွဝယ္ယူသနည္း 

     

Amount of buying milled rice (bag or Kg) 
ဝယ္ယူသည့္ဆန္ပမာဏ (အိတ ္သိုု႔ ကီလိုုဂရမ္) 

     

Moisture Content when you mersured by your own way 
(%) 
(for instance, other moisture meters, biting and 
touching etc.) 
သင့္နည္းသင့္ဟန္ျဖင့္ တိုုင္းတာရာမွ ရရ်ိသည့္ 
အစုုိဓာတ္ပမာဏ (%) 
(ဏပမာ၊ အစုုိဓာတ္ကိရိယာအသံုုးျပဳျခင္း၊ 
ကိုုက္ၾကည့္ျခင္း၊ လက္ျဖင့္ကိုုင္ၾကည့္ျခင္း)  

     

Moisture Content measured by Kett moisture tester 
Kett (%) အစုိဓာတ္တိုင္းကိရိယာျဖင့္တိုင္းတာရာတြင္ 
ရရွိသည့္ အစိုဓာတ္အမွတ္ 

     

Moisture Content which seller measured and proposed 
ေရာင္းသူကတုိင္းတာ၍ သတ္မွတ္သည့္အစုိဓာတ္ပမာဏ  

     

Fixed Moisture contents and price between seller and 
buyer(100Tin) 
ဝယ္သူႏွင့္ေရာင္းသူၾကားတြင္ သေဘာတူထားေသာ 
အစုိဓာတ္ပါဝင္မႈႏွင့္ ေစ်းႏႈန္း 

     

Moisture content and price by seller's measuring way 
(100Tin) 
ေရာင္းသူ၏နည္းလမ္းျဖင့္ တိုင္းတာေသာ 
အစုိဓာတ္ပမာဏႏွင့္ သတ္မွတ္ေသာေစ်းႏႈန္း (တင္း ၁၀၀ 
လွ်င္) 

     

Remarks: Please be sure to fill in all lots. 
ဇယားကြက္အားလံုးေတြျဖည့္ရန္ 
Please fill in BOTH results of your own moisture tester and Kett Pilot Activity Model. 
ေက်းဇူးျပဳၿပီး သင့္ထံတြင္ရွိေသာ အစုိဓာတ္တိုင္းကိရိယာႏွင့္ငွားရမ္းထားေသာ Kett အစုိဓာတ္တိုင္းကိရိယာ 
(၂)မဳိ်းစလံုးႏွင့္ တိုင္းတာ၍ ရလဒ္မ်ားကို ျဖည့္ေပးပါရန္ 
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Name (အမည္) ___________________________  Company (ကုမၸဏီ) ________________________  

Exporting Lot 
တင္ပုုိ႔ျခင္း Lot 1 Lot 2 Lot 3 Lot 4 Lot 5 

Recording Date 
မွတ္တမ္းေကာက္ယူသည့္ေန႔ 

     

exporting country 
တင္ပုုိ႔သည့္ႏိုုင္ငံ 

     

Amount of rice for export (bag or Kg) 
တင္ပုုိ႔သည့္ဆန္ပမာဏ (အိတ္ သိုု႔ ကီလိုုဂရမ္) 

     

Price of rice for export (per MT or kg) 
တင္ပုုိ႔သည့္ ဆန္၏ေစ်းႏႈန္း (တစ္တန္ သုုိ႔ ကီလိုုဂရမ္) 

     

Used inspection company 
အရည္အေသြးစစ္ေဆးေပးေသာ ကုုမၺဏီ 

     

Moisture Content when you mersured by your own way 
(%) (for instance, other moisture meters (please write 
model of meter), biting and touching etc.) 
သင့္နည္းသင့္ဟန္ျဖင့္ တုုိင္းတာရာမွ ရရွိေသာ 
အစုုိဓာတ္ပမာဏ (%) (အစုုိဓာတ္တိုုင္းကိရိယာသံုုးပါက 
အမည္နဲ႔ အမဳိ်းအစား ေရးေပးပါ၊ လက္ျဖင့္ 
ကိုုင္ၾကည့္ျခင္း၊ ကိုုက္ၾကည့္ျခင္း မ်ားအတြက္လဲ 
ေရးေပးပါ 

     

Moisture Content measured by Kett moisture tester 
Kett (%) အစုိဓာတ္တိုင္းကိရိယာျဖင့္တိုင္းတာရာတြင္ 
ရရွိသည့္ အစိုဓာတ္အမွတ္ 

     

Moisture Content which inspector measured and proposed 
စစ္ေဆးးသည့္ကုုမၺဏီမွ တိုုင္းတာ၍ ရရွိသည့္အစုုိဓာတ္ 

     

Whether the results was approved or rejected at first 
inspection 
စစ္ေဆးသည့္ ကုုမၺဏီ 
ပထမအႀကိမ္စစ္ေဆးသည့္အခါ 
လက္ခံအတည္ျပဳပါသလား သုုိ႔မဟုုတ္ ပယ္ခ့ဲပါသလား 

     

Remarks: Please be sure to fill in all lots. ဇယားကြက္အားလံုးေတြျဖည့္ရန္ 
after 5 Lot, please go on to next page. 
Please fill in BOTH results of your own moisture tester and Kett Pilot Activity Model. 
ေက်းဇူးျပဳၿပီး သင့္ထံတြင္ရွိေသာ အစုိဓာတ္တိုင္းကိရိယာႏွင့္ငွားရမ္းထားေသာ Kett အစုိဓာတ္တိုင္းကိရိယာ 
(၂)မဳိ်းစလံုးႏွင့္ တိုင္းတာ၍ ရလဒ္မ်ားကို ျဖည့္ေပးပါရန္ 
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(6) 検査業者 

Name: ___________________________  Company: ____________________________________  

Times of deals Case  Case  Case  Case  Case  Case  
Recording Date/Period       
Name of exporters       
Moisture Content when you 
mersured by your own meters 

      

Used moisture tester (your side) 
* Name and model 

      

Moisture Content when you 
mersured by Kett Riceter-f512 
(Pilot Activity Model) 

      

Moisture Content when exporter 
mersured 
* If they didn't measure, please 

write "none" and reasons 

      

Used moisture tester (exporter side) 
* Name and model 
* If they measured by sensory way, 

please write details 

      

Whether the results was approved 
or rejected at first inspection 

      

Remarks: If you inspect Pilot Activity participants of exporters/traders, please be sure to fill in the case. 
Company names of exporters/traders will be informed as soon as possible. 
Please fill in BOTH results of your own moisture tester and Kett Pilot Activity Model. 
You don't need to fill in only 6 cases. More than 6 cases is highly appreciate. 
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添付資料12 パイロット活動事後アンケート・モニタリングシート回答一覧 

1. ワレでの調査結果 

1-1 農家での水分計使用結果（単位：%） 

 農家 1 農家 2 農家 3 農家 4 総平均 
収穫時水分率 

保有水分計(a) 20.0-21.0 20.0-21.0 - - 20.5 
Kett 製水分計(b) 20.0-21.0 20.0-22.0 21.7-26.3 20.2-28.3 24.0 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.0 0.0-1.0 - - 0.3 
計測回数 2 2 5 23 32 

乾燥時水分率 
保有水分計(a) 15.0 15.0-16.0 - - 15.3 

Kett 製水分計(b) 14.5-16.5 14.3-16.4 16.1-19.8 - 16.7 
(a)と(b)の差（絶対値） 0.5-1.5 0.4-0.7 - - 0.8 

計測回数 2 2 5 - 9 
販売時水分率 

保有水分計(a) 15.0-17.0 15.0-16.0 - - 15.8 
Kett 製水分計(b) 14.5-15.5 14.3-16.2 12.4-15.1 12.4-15.4 14.5 
販売先の水分計 14.0 14.0-14.3 - - 14.1 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.5-2.5 0.2-0.7 - - 1.0 
計測回数 2 2 5 23 32 

（注） 総平均値は実計測回数による平均（例えば、(a)と(b)の差は計測できた 4 回による平均） 
 

1-2 農家でのその他調査項目 

 農家 1 農家 2 農家 3 農家 4 総平均 

品種 Shweton 
747 同左 

747 
Swebo-
posam 

Sheyanshi 
Pareto 

Ayerwon 
- 

販売先 精米業者 同左 取引業者 取引業者 - 
販売量／回 

（単位：Tin） 450-600 490-1,000 230-300 - 471 

販売価格 
（MMK/100Tin） 

540,000- 
600,000 

450,000- 
550,000 

550,000- 
560,000 - 541,667 

 

1-3 籾取引業者での水分計使用結果（単位：%） 

 取引業者 1 取引業者 2 総平均 
仕入時水分率 

保有水分計(a) 20.0-21.0 20.0-21.0 20.5 
Kett 製水分計(b) 20.0-21.0 20.0-21.0 20.5 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.0 0.0 0.0 
計測回数 2 2 4 

販売時水分率 
保有水分計(a) 15.0-16.5 15.0-17.0 15.9 

Kett 製水分計(b) 14.5-17.0 14.5-16.5 15.6 
販売先の水分計 14.0-15.0 14.0-14.5 14.4 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.5 0.5 0.5 
計測回数 2 2 4 
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1-4 籾取引業者でのその他調査項目 

 取引業者 1 取引業者 2 総平均 

品種 Shweton 
747 747 - 

販売量／回 
（単位：Tin） 800-1,000 500-1,000 825 

販売価格 
（MMK/100Tin） 550,000-600,000 550,000-600,000 575,000 

 

1-5 精米業者での水分計使用結果（単位：%） 

 精米業者 1 精米業者 2 精米業者 3 総平均 
仕入時水分率 

保有水分計(a) 22.5 15.0-17.0 - 16.9 
Kett 製水分計(b) 23.0 14.0-16.0 12.1-13.5 15.3 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.5 1.0 - 0.9 
仕入先水分計 - 14.0-16.0 - 14.9 
計測回数 1 5 2 8 

精米時水分率 
保有水分計(a) 14.5 15.0-17.0 - 15.6 

Kett 製水分計(b) 14.0 14.0-15.0 12.1-13.5 14.2 
(a)と(b)の差（絶対値） 0.5 1.0 - 0.9 

計測回数 1 5 2 8 
販売時水分率 

保有水分計(a) 14.3 15.0 - 14.9 
Kett 製水分計(b) 14.0 14.0-15.0 12.6-13.9 13.9 
販売先の水分計 14.0 14.0-15.5 - 14.3 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.3 0.0-1.0 - 0.7 
計測回数 1 5 2 8 

 

1-6 精米業者でのその他調査項目 

 精米業者 1 精米業者 2 精米業者 3 総平均 
仕入時 

品種 Shweton 747, Pareto, 
Shweton 

Ayerme Swebo- 
Posam - 

仕入先 取引業者 取引業者 農家 - 
仕入量 
（単位：Tin） 500 300-1,500 347-1,304 769 

仕入価格 
（MMK/100Tin） 550,000 550,000- 

720,000 
1,60,000- 
1,650,000 825,714 

精米時 
籾精米量（Tin）／回 500 300-1,500 347-1,304 769 
同上（kg） 10,430 6,258-31,290 7,238-27,201 16,390 
米生産（Bag）／回 125 65-409 80-347 204 
同上（kg） 6,250 3,250-20,450 400-17,350 10,181 
米歩留まり 59.9% 51.9%-65.4% 55.3%-63.8% 60.5% 
破砕米（Bag）／回 25 8-25 20-45 20 
同上（kg） 1,250 400-1,250 1,000-2,250 994 
販売時 
販売量 
（単位：Bag） 126 65-409 80-347 204 

販売金額 
（MMK/Bag） 24,500 22,000-26,000 44,000-57,000 30,188 
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2. パウンデでの調査結果 

2-1 農家での水分計使用結果（単位：%） 

 農家 1 農家 2 農家 3 農家 4 
収穫時水分率 

保有水分計(a) 20.0-24.0 16.0-22.0 20.0 15.0-18.0 
Kett 製水分計(b) 17.8-19.6 10.4-19.0 16.3 12.8-16.9 

(a)と(b)の差（絶対値） 2.2-4.4 1.0-5.6 3.7 1.1-3.2 
計測回数 2 5 1 3 

乾燥時水分率 
保有水分計(a) 15.5-18.0 17.0-24.0 13.0 10.0-13.0 

Kett 製水分計(b) 14.0-15.6 14.0-19.0 14.2 10.0-11.3 
(a)と(b)の差（絶対値） 1.5-2.4 2.0-6.0 1.2 0.0-1.7 

計測回数 2 5 1 3 
販売時水分率 

保有水分計(a) 16.0 16.0-22.0 13.5 9.0 
Kett 製水分計(b) 15.3 13.0-19.0 14.7 10.0 
販売先の水分計 - 14.0-19.0 14.6 10.0 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.7 3.0-6.0 1.2 1.0 
計測回数 1 5 1 2 

 
 農家 5 農家 6 農家 7 農家 8 総平均 

収穫時水分率 
保有水分計(a) - 18.0 18.0 19 18.73 

Kett 製水分計(b) 18.5 18.9 17.2 18.3 16.8 
(a)と(b)の差（絶対値） - 0.4-0.9 0.8 0.7 2.2 

計測回数 1 2 1 1 回 16 
乾燥時水分率 

保有水分計(a) - 15.0-17.0 13.0 17 16.3 
Kett 製水分計(b) 13.5-19.5 14.4-16.9 11.2 11.7 14.7 

(a)と(b)の差（絶対値） - 0.1-0.6 1.8 6.7 2.4 
計測回数 5 回 2 回 1 回 1 回 20 回 

販売時水分率 
保有水分計(a) - 14.0 17.0 14 16.0 

Kett 製水分計(b) 13.5 13.0 15.8 11.4 14.2 
販売先の水分計 - - 12.0 11.4 14.2 

(a)と(b)の差（絶対値） - 1.0 1.2 2.6 2.3 
計測回数 1 回 2 回 1 回 1 回 14 回 
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2-2 農家でのその他調査項目 

 農家 1 農家 2 農家 3 農家 4 
品種 Emata - - Emata Pawsam 
販売先 精米業者 取引業者 精米業者 取引業者 

販売量／回 
（単位：Tin） 200 100-200 150 100 

販売価格 
（MMK/100Tin） 550,000 570,000- 

620,000 580,000 600,000- 
1,000,000 

 
 農家 5 農家 6 農家 7 総平均 

品種 - - - - 
販売先 - - - - 

販売量／回 
（単位：Tin） - - 150 130 

販売価格 
（MMK/100Tin） - - 1,000,000 668,000 

 
2-3 籾取引業者での水分計使用結果（単位：%） 

 取引業者 1 取引業者 2 取引業者 3 総平均 
仕入時水分率 

保有水分計(a) - - 21-28.0 22.8 
Kett 製水分計(b) - 17.0-25.0 20.0-26.0 22.1 

(a)と(b)の差（絶対値） - - 1.0-8.0 2.8 
計測回数 - 5 5 10 

販売時水分率 
保有水分計(a) 22.0 - 14.5-15.0 15.8 

Kett 製水分計(b) 25.0 17.0-25.0 14.0-14.5 17.5 
販売先の水分計 - 17.0-25.0 14.0 17.3 

(a)と(b)の差（絶対値） 3.0  0.0-0.5 0.8 
計測回数 1 5 5 11 

 
2-4 籾取引業者でのその他調査項目 

 取引業者 1 取引業者 2 取引業者 3 総平均 

品種 Emata Emata 
Taung Pyar Yadanar - 

販売量／回 
（単位：Tin） 600 200-2,000 600 829 

販売価格 
（MMK/100Tin） 700,000 550,000- 

1,000,000 
650,000- 
730,000 699,167 
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2-5 精米業者での水分計使用結果（単位：%） 

 精米業者 1 精米業者 2 精米業者 3 精米業者 4 
仕入時水分率 

保有水分計(a) 16.3-25.5 18.5-25.4 - 17.5-25.7 
Kett 製水分計(b) 17.0-26.6 19.0-26.0 20.0-28.8 18.3-26.5 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.5-1.5 0.5-1.0 - 0.4-1.0 
仕入先水分計 17.0-26.6 19.0-26.0 14.0-15.0 18.3-26.5 
計測回数 5 5 5 5 

精米時水分率 
保有水分計(a) 14.0-14.2 14.0-14.6 - 14.2-14.5 

Kett 製水分計(b) 13.5-14.0 13.8-14.5 13.0-15.2 13.5-13.7 
(a)と(b)の差（絶対値） 0.0-0.5 0.0-0.6 - 0.6-1.0 

計測回数 5 5 5 5 
販売時水分率 

保有水分計(a) 13.5-14.0 14.0-14.6 - 13.5-14.7 
Kett 製水分計(b) 13.8-14.1 13.9-14.5 14.0-15.5 14.0-14.2 
販売先の水分計 13.8-14.0 14.0-14.5 15.0 14.0-14.2 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.0-0.5 0.0-0.6 - 0.2-0.7 
計測回数 5 5 5 5 

 
 精米業者 5 精米業者 6 総平均 

仕入時水分率 
保有水分計(a) 20.4-25.5 20.5-25.1 22.4 

Kett 製水分計(b) 19.7-23.1 19.3-23.2 22.6 
(a)と(b)の差（絶対値） 0.6-2.4 1.2-2.1 1.0 

仕入先水分計 10.0-23.0 19.3-25.0 20.6 
計測回数 5 5 30 

精米時水分率 
保有水分計(a) - - 14.2 

Kett 製水分計(b) - - 13.9 
(a)と(b)の差（絶対値） - - 0.4 

計測回数 - - 20 
販売時水分率 

保有水分計(a) 14.2-14.7 14.0-14.7 14.2 
Kett 製水分計(b) 13.0-14.1 13.5-14.2 14.1 
販売先の水分計 - - 14.3 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.3-1.0 0.3-0.5 0.4 
計測回数 5 5 30 
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2-6 精米業者でのその他調査項目 

 精米業者 1 精米業者 2 精米業者 3 精米業者 4 
仕入時 

品種 Yadanar Yadanar - Yadanar 
仕入先 取引業者 取引業者 - 取引業者 

仕入量／回 
（単位：Tin） 150-550 250-600 500-2,748 300-600 

仕入価格 
（MMK/100Tin） 540,000-625,000 520,000-610,000 600,000-655,000 540,000-620,000 

精米時 
籾精米量（Tin）／回 3,000 1,000-3,725 412-2,748 3,000 

同上（kg） 62,580 20,860-77,704 8,594-57,323 62,580 
米生産（Bag）／回 620-778 237-502 82-631 735-751 

同上（kg） 31,000-38,900 11,850-38,950 4,100-31,550 36,750-37,550 
米歩留まり 49.5%-62.2% 41.7%-56.8% 40.9%-57.8% 58.7%-60.0% 

破砕米（Bag）／回 8-15 25-154 38-100 147-162 
同上（kg） 400-750 1,250-7,700 1,900-5,000 7,350-8,100 

販売時 
販売量 

（単位：Bag） 340-700 690-710 200-660 350 

販売金額 
（MMK/Bag） 31,000 21,700 21,000-43,000 20,000-21,000 

 
 精米業者 5 精米業者 6 総平均 

仕入時 
品種 Yadanar Yadanar - 
仕入先 取引業者 取引業者 - 

仕入量／回 
（単位：Tin） 1,500-7,000 1,500-2,000 1,253 

仕入価格 
（MMK/100Tin） 535,000-550,000 535,000-550,000 575,517 

精米時 
籾精米量（Tin）／回 1,500-2,000 1,500-2,000 2,183 

同上（kg） 31,290-41,720 31,290-41,720 45,546 
米生産（Bag）／回 425-560 420-558 538 

同上（kg） 21,250-28,000 21,000-28,000 26,880 
米歩留まり 66.8%-67.9% 66.3%-67.1% 59.0% 

破砕米（Bag）／回 30-42 30-42 62 
同上（kg） 1,500-2,100 1,500-2,100 3117 

販売時 
販売量 

（単位：Bag） 425-560 420-560 526 

販売金額 
（MMK/Bag） 20,600-21,350 20,500-21,350 23,502 
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2-7 コメ取引業者での水分計使用結果（単位：%） 

 コメ取引業者 1 コメ取引業者 2 総平均 
仕入時水分率 

保有水分計(a) - 15.0-15.8 15.5 
Kett 製水分計(b) - 14.0-15.9 14.9 

(a)と(b)の差（絶対値） - 0.6-1.0 0.8 
計測回数 - 5 5 

販売時水分率 
保有水分計(a) 14.0-14.5 15.5-15.8 14.9 

Kett 製水分計(b) 14.0-19.0 14.3-14.8 14.9 
販売先の水分計 14.0-15.0 14.5-14.6 - 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.0-5.0 0.7-1.2 1.0 
計測回数 5 5 10 

 
2-8 コメ取引業者でのその他調査項目 

 コメ取引業者 1 コメ取引業者 2 総平均 
品種 - Yadanar - 

仕入量／回 
（単位：Bag） - 300-600 486 

仕入価格 
（MMK/Bag） - 22,000-23,900 22,980 

販売量／回 
（単位：Bag） 257-451 1,000-1,500 788 

販売価格 
（MMK/Bag） 20,000-23,700 23,100-24,250 22,345 

計測回数 5 5 10 

 
3. コメ取引業者（ヤンゴン） 

3-1 コメ取引業者（ヤンゴン）での水分計使用結果（単位：%） 

 コメ取引業者 3 コメ取引業者 4 コメ取引業者 5 総平均 
仕入時水分率 

保有水分計(a) 12.9-15.0 14.5-15.0 14.5-15.5 14.6 
Kett 製水分計(b) 13.1-15.2 14.6-16.2 14.8-15.8 15.0 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.2 0.1-1.0 0.3-0.5 0.5 
計測回数 5 5 5 15 

販売時水分率 
保有水分計(a) 13.5-14.1 15.0-16.0 14.8-15.5 14.5 

Kett 製水分計(b) 13.8-14.2 15.8-16.2 15.0-15.8 14.7 
販売先の水分計 13.6-14.0 14.8-15.0 15.0 14.3 

(a)と(b)の差（絶対値） 0.0-0.1 0.2-0.8 0.2-0.3 0.2 
計測回数 5 2 2 9 
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3-2 コメ取引業者（ヤンゴン）でのその他調査項目 

 コメ取引業者 3 コメ取引業者 4 コメ取引業者 5 総平均 
仕入量／回 

（単位：Bag） 150-220 155-300 200-400 230 

仕入価格 
（MMK/Bag） 18,900-19,600 19,200-25,500 19,000-25,000 21,280 

販売量／回 
（単位：Bag） 200-650 325-1,000 400 475 

販売価格 
（MMK/Bag） - 22,000-26,000 19,000-23,500 22,625 

計測回数 5 5 5 15 

 
4. コメ輸出業者での水分計使用結果（単位：%）(対象：2軒) 

 輸出業者 1 輸出業者 2 総平均 
仕入時水分率 

保有水分計(a) - 13.4-16.9 14.9 
Kett 製水分計(b) 14.0-16.1 13.6-18.0 15.1 

(a)と(b)の差（絶対値） - 0.2-1.1 0.7 
計測回数 10 7 17 

販売時水分率 
Kett 製水分計(b) 13.9-14.1 - 14.0 

計測回数 3 - - 
仕入量 

（単位 Bag） 164-544 200-675 312 

輸出量 
（単位：kg） 1,000-4,500 - 2,667 

計測回数 10 7 17 

 
5. 輸出検査業者 

 会社 1 会社 2 会社 3 会社 4 総平均 
水分率 
検査業者の水分計(a) 13.5-13.9 14.4-15.5 14.8-15.7 14.8-17.5 15.1 

Kett での計測(b) - 14.7-15.4 14.8-15.7 14.5-17.5 15.3 
輸出会社の計測 13.1-13.5 - - 13.2-14.5 13.8 

(a)と(b)の差（絶対値） - 0.0-0.3 0.1-0.6 0.0-0.2 0.2 
計測回数 3 6 6 6 21 

リジェクト回数 - - - 4 - 
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添付資料13 普及・啓蒙セミナー使用資料（抜粋） 
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添付資料14 最終報告会発表資料 

(1) Kett（英語） 
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(2) 日本開発サービス（外部人材）（英語） 
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(3) DRI 
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(4) DOCA 
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